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研究論文 

現代美術館の展示室における自然光利用に関する研究 
採光手法の類型化および開口部の透過特性を考慮した光環境シミュレーション 

A Study on the Use of Natural Light in the Exhibition Rooms of Contemporary Art Museums 
Typology of Daylighting Methods and Simulation of Light Environment Considering Transmission Characteristics of Apertures 

馬健 1 井上朝雄 2  
MA Jian INOUE Tomo  

 

Abstract 
This paper focuses on the use of natural light in the 
exhibition rooms of contemporary art museums. Throu- 
gh daylight simulations, it examines the effects of day-
lighting methods on the illuminance of the exhibition 
rooms, and clarifies some of the possibilities of using 
natural light in exhibition spaces. First of all, in order to 
clarify the overall picture of daylighting methods, mul-
tivariate analysis was used to classify the daylighting 
methods of the exhibition rooms with top lights, and the 
characteristics of the results were discussed. Based on 
the results of the classification, daylight simulations are 
conducted for 11 representative cases, and the charac-
teristics of natural light use in each case are discussed 
under the conditions of different season, time of day, 
etc. from the viewpoint of instantaneous illuminance 
values. In order to compare the results with the instan-
taneous illuminance values under ideal weather condi-
tions, annual daylight simulations were conducted using 
meteorological data that can also consider the actual 
weather conditions of each case study. The characteris-
tics of the light environment of the 11 cases were dis-
cussed in terms of spatial illuminance distribution, cal-
culated values, appearance time of the specified range 
of illuminance, and climatic characteristics. Finally, by 
comparing the above simulation results with the design 
background of some case studies, the effects of the day-
lighting methods were comprehensively discussed. 

1.はじめに 

 近年では,美術館の展示空間における自然採光が再評

価される傾向にあり,展示空間に自然光の積極的な採り

入れを試みる美術館も散見される｡こうした自然光の必

要性を再認識していく中で,設計段階で展示物に対する

損傷の大きな影響要因とされた照度の瞬時値と年間積算

照度 1)の検討がますます重要になってきた｡これらの要

因による採光手法注 1 の考察は,近年で著しい発展を遂げ

たコンピュータシミュレーションによって可能となり,

採光手法の定量的な評価の必要性も既往研究注 2 におい

て示唆された｡しかしながら,現状では建築計画の視点か

ら構成や形態的特徴等によって採光手法を定性的に体系

化する研究は多く見られるが,シミュレーションという

観点から考察を試みるものはまだ少ない｡このような背

景から,様々なニーズに応える必要のある展示空間にお

いて,季節・気候によって変化する自然光はどのような状

況では利用可能なのか,昼光利用やシミュレーション技

術の進歩は自然採光にどのような可能性をもたらしたの

かという視座は,今後を見据えた美術館の建築および採

光設計には不可欠であると考える｡また,建築家による空

間演出としての自然光利用の設計手法が,美術作品の鑑

賞とうまく適合しているのかを検証し,その改善策を示

したいということも研究動機の 1つである｡ 

 以上より,本研究は光環境の形成に最も関わる要素とし

て現代美術館の展示室の採光手法に着目し,実際の美術館

事例をモデル化し,光環境シミュレーションを通して,建築

家の模索によって蓄積された多様な採光手法が美術館の展

示室内の照度に与える影響を気候・時間や開口部の透過特

性等の条件下で検討し,展示空間における自然光利用の可
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能性の୍➃を᫂らかにすることを目的としている｡そこか

らᚓられた▱見は,今後᪂たに自然光による㇏かな光環境

をᣢつ空間を㐀する際に᭷用であると考えられる｡ 

 

2.᪤ ◊✲ 

 美術館の展示空間における自然採光をᕠり,様々な研

究が⾜われている｡展示空間における自然採光᪉ᘧに着

目する研究のうࡕ,ຍ⸨らによる展示空間の採光᪉ᘧの

体系化ཬび要ồഃからみた採光手法の体ീをᩚ⌮した

もの 2),内⸨らによる現代の美術館の展示室とࣛࣉࢵࢺ

の形態的な関ಀ性を᫂らかにしたものࢺ �)等がᣲげら

れる｡以上の研究はいࡎれも空間形態や開口部の㓄⨨等

の視点から体系的に展示室の採光手法をまとࡵたもので

あり,それࡒれの採光手法が光環境に与えるල体的な影

響についてゝཬされていない｡また,これらの研究は展示

室の形態,開口部の㓄⨨と形状等の要素の༢⣧㞟計やࢡ

傾向にあり,多変量ࡴ㞟計で採光手法の体ീをᥗࢫࣟ

ゎᯒによってྛ要素の₯ᅾ的な関ಀ性を考慮した類型化

はとࢇど見られない｡ 

 光環境シミュレーションによる採光手法の考察に着目

した本研究のඛ⾜研究として,➹⪅らは年間積算照度に

着目し,ྛ✀の透᫂ࢫࣛ࢞の光Ꮫ特性データのコレࢡ

ションである ,QWHUQDWLRQDO *OD]LQJ 'DWDEDVH を用いて

開口部の様を設定し,年間動的シミュレーションを⾜

い,代⾲的な採光手法を用いた � つの美術館展示室の事

例の年間積算照度ศᕸの特徴を定量的・視ぬ的にᢕᥱし

た �)｡また,ᐑ᳃らによる $872'(6. �'6 0$; を用いてࢵࢺ

の構成とᒇ内照度の関ಀを᫂らかにしたものࢺࣛࣉ �)

と,⏣ᓮらによる ',9$ IRU 5KLQR を用いて美術館の展示

室の採光手法を考察したもの �)がᣲげられる｡以上の研

究はいࡎれも,動的シミュレーションにᇶ࡙く年間積算

照度のみに着目したもの �)あるいは㟼的シミュレーショ

ンにᇶ࡙く照度瞬時値のみに着目したもの �)�)であるが,

୧⪅を⤖合して⥲合的に採光手法を考察する研究は見ら

れない｡また,これらの研究はに透᫂な開口部の条件下

で検討が⾜われたもので,空間の光環境に大きな影響を

与える開口部のᣑ散性に関する検討は見られない｡᭦に

シミュレーション⤖ᯝの考察について,既往研究は計算

値と᥎ዡ値のẚ㍑が中ᚰとなっており,本研究のような

年間評価ᣦᶆと気候特性によるศᯒや設計ពᅗによる影

響等の㠃からの考察は見られない｡ 

 以上の既往研究に対して本研究はまࡎ採光手法の構成

要素の₯ᅾ的な関ಀ性に着目し,ᩘ⌮的な観点から展示

室の採光手法を類型化する｡その上,季節・時間,気候デー

タや開口部のᣑ散性等の条件を考慮し, 開口部の光Ꮫ特

性データをᢅうことができるシミュレーション᪉法を用

い,代⾲的な美術館の展示室の光環境を定量ゎᯒするこ

とで,より多㠃的な視点から採光手法によるල体的な影

響を考察する｡ 

 

�.ከኚ㔞ゎᯒにࡿࡼᒎ♧ᐊࡢ᥇ගᡭἲࡢ㢮ᆺศᯒ 

 本❶では,採光手法の体ീをᢕᥱするたࡵ,現代美術

館におけるࢺࣛࣉࢵࢺを用いたᖖ設と画展示室の採

光手法をศ類し,ྛ類型の特徴を考察する｡ 

�.1.◊✲ᑐ㇟᪉ἲ 

 研究対㇟について,᪥本における代⾲的な建築ࣕࢪー

である࣒ࠗズࣜࢼ ᪂建築 �࠘1����2�2�年)とࠗ *$ 'RFXPHQW࠘

�1����2�2�年)ཬびࠗ*$ 0XVHXP࠘を㈨ᩱとし,展示室の

の構成が☜認できる��例の美術館からᖖ設ࢺࣛࣉࢵࢺ

展示室��例�⾲1)と画展示室2�例�⾲2)をᢳ出した｡ྠ

୍美術館における採光手法が類ఝする」ᩘの展示室があ

るሙ合,1つの代⾲的な展示室を対㇟にした｡研究の᪉法

として,採光手法の構成要素の᭷↓を☜認し,データをࢲ

ミー変ᩘとして㞟した｡ゎᯒ手法は,ྛ事例の採光手法

の₯ᅾ的な関ಀ性を見出すᩘ量化Ϫ類とデータをศ類す

るࢫࣛࢡターศᯒを用いた｡なお,⤫計ゎᯒは⩌馬大Ꮫの

表 1 分析対象事例 (常設展示室 )

表 2 分析対象事例 (企画展示室 )

*() 内は展示室の数を示す　

NO. 美術館名
1 東京都現代美術館　
2 富岡市立美術館　
3 岡山ｵﾘｴﾝﾄ美術館
4 谷村美術館
5 国立国際美術館
6 国立西洋美術館新館
7 海岸美術館
8 酒田市美術館　
9 録 Museum
10 群馬県立近代美術館
11 織田廣喜ﾐｭｰｼﾞｱﾑ
12 山口県立萩美術館・浦上記念館
13 神奈川県立近代美術館葉山
14 天竜市秋野不矩美術館
15 Luyeyuan Sculpture Art Museum
16 西脇市岡之山美術館
17 香川県立東山魁夷せとうち美術館(2)
18 脇田美術館 (2)
19 大山崎山荘美術館
20 塩沢町立今泉博物館　
21 岩崎美術館　
22 志摩 museum
23 直島ｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰｱｰﾄﾐｭｰｼﾞｱﾑ
24 ｱｶﾞ・ｶｰﾝﾐｭｰｼﾞｱﾑ
25 ｵｰﾄﾎﾟﾘｽ・ｱｰﾄ・ﾐｭｰｼﾞｱﾑ
26 ところﾐｭｰｼﾞｱﾑ大三島
27 ﾆｰｽ国立東洋美術館

NO. 美術館名
1 東京都現代美術館
2 東京芸術大学美術館　
3 金沢 21 世紀美術館 (2)
4 名古屋市美術館
5 目黒区美術館
6 軽井沢・高輪美術館
7 松欅堂
8 熊本県立美術館分館
9 塩沢町立今泉博物館
10 札幌芸術の森美術館
11 中央美術学院美術館
12 METAL ART MUSEUM 光の谷
13 ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ現代美術館

NO. 美術館名
28
29

ﾔｵｺｰ美術館
ﾙﾙｰﾌﾞﾙﾗﾝ

30 愛知芸術文化ｾﾝﾀｰ
31 出石町立伊藤美術館
32 村井正誠記念美術館
33 ｱﾌﾟﾀｲﾍﾞﾙｸ美術館
34
35
36

ｲｪｰﾙ大学ｲｷﾞﾘｽ美術研究ｾﾝﾀｰ
ｼｼｭﾂｯﾄｶﾞﾙﾄ美術
ﾌｾｲﾝ = ﾄﾞｰｼ美術館

37 ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ現代美術館
38
39
40
41
42

ﾒﾆﾙ・ｺﾚｸｼｮﾝ美術館
ｱｳｸﾙﾌﾄ・ｾﾝﾀｰ
ｸﾞﾛｰｷﾞｬﾗﾘｰ
ｹﾞｯﾃｨｾﾝﾀｰ

ﾌｫｰﾄﾜｰｽ現代美術館
43 SSM 菅野美術館
44 N's YARD(2)
45 遠山美術館
46 長谷川美術館
47 由布院美術館
48 Bourdelle Museum
49 ｻｯｸﾗｰ・ｷﾞｬﾗﾘｰ
50 ﾊﾞｲｴﾗｰ財団美術館
51 川村記念美術館

NO. 美術館名
14
15
16

ｱﾝﾌｫﾙﾒﾙ中川村美術館
ﾆｭｰﾐｭｰｼﾞｱﾑ

ﾊﾗﾐｭｰｼﾞｱﾑｱｰｸ (2)
17 ﾎﾝﾌﾞﾛｲｯﾋ・ﾗﾝｹﾞﾝ美術館
18 茨城県近代美術館
19 大分市美術館
20 ｵﾙﾎﾞｰ美術館
21 ﾌﾞﾚｹﾞﾝﾂ美術館
22 ﾎﾟﾙﾄ現代美術館
23 ﾛｻﾝｼﾞｪﾙｽ現代美術館
24
25

ｱﾘｿﾞﾅ州立大学美術ｾﾝﾀｰ
ｳﾞｨﾄﾗ美術館

26 ｷﾝﾍﾞﾙ美術館
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14
15
16

ｱﾝﾌｫﾙﾒﾙ中川村美術館
ﾆｭｰﾐｭｰｼﾞｱﾑ

ﾊﾗﾐｭｰｼﾞｱﾑｱｰｸ (2)
17 ﾎﾝﾌﾞﾛｲｯﾋ・ﾗﾝｹﾞﾝ美術館
18 茨城県近代美術館
19 大分市美術館
20 ｵﾙﾎﾞｰ美術館
21 ﾌﾞﾚｹﾞﾝﾂ美術館
22 ﾎﾟﾙﾄ現代美術館
23 ﾛｻﾝｼﾞｪﾙｽ現代美術館
24
25

ｱﾘｿﾞﾅ州立大学美術ｾﾝﾀｰ
ｳﾞｨﾄﾗ美術館

26 ｷﾝﾍﾞﾙ美術館
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㟷ᮌ⦾ఙඖᩍᤵが作成,බ開した計算ࢶールを用いた注�｡

対㇟事例のヲ⣽㈨ᩱとデータࢫࢡࢵࣜࢺ࣐に関するデー

タࢺࢵࢭは࢜ンࣛンでබ開している注�｡ 

�.2.᥇ගᡭἲࡢᵓᡂせ⣲ࡢ㑅定 

 構成要素の㑅定は,ᚑ᮶の研究にてゝཬされた要素に,

本研究でᥦされた᪂たな要素をຍえた｡また,ᖖ設展示

室と画展示室は展示空間としての機能が␗なるたࡵ,

本❶では୧⪅をศけて論ࡌる｡ 

 ᖖ設展示室の構成要素の㑅定について,内⸨ら �)のඛ

⾜研究にゝཬされた㺀ᖹ㠃形状㺁,㺀ኳ井形状㺁,㺀ࣛࣉࢵࢺ

のᖹ㠃㓄⨨㺁,㺀展示品の✀類㺁や㺀展示品の㓄⨨㺁のࢺ �

つの㡯目に,㺀✺出部㺁,㺀光透過ᮦの形状㺁,㺀光のไᚚ㺁

の�つの㡯目をຍえ,構成要素を�㡯目の2,࣒ࢸ�✀

類のࣜࢦࢸ࢝ーにศ類した｡ 

 以下,ඛ⾜研究からᘬ用した � つの㡯目の内ᐜをᴫㄝ

していく｡展示室の㺀ᖹ㠃形状㺁を㺀㛗᪉形㺁,㺀ṇ᪉形㺁や

㺀ṇ㺁といった㺀定形㺁,そのを㺀不定形㺁としてศけた｡

㺀ኳ井形状㺁を໙㓄の᭷↓と໙㓄の変化によって㺀変化な

し㺁,㺀変化あり�点変化㺁,㺀変化あり�⥺変化㺁にศけた�⾲

�)｡ኳ井㠃における㺀ࢺࣛࣉࢵࢺのᖹ㠃㓄⨨㺁を,展示室

のゅに㓄⨨される㺀ゅ㺁,ࢺࣛࣉࢵࢺが㓄⨨されるቨ㠃

のᩘによる㺀1 ㎶㺁,㺀2 ㎶㺁,それ以上の㺀多㎶㺁と,点状に

,が㓄⨨される㺀点㺁,展示室をᶓ᩿する㺀⥺㺁ࢺࣛࣉࢵࢺ

ศ散的に」ᩘ㓄⨨される㺀ศ散㺁,ኳ井㠃から光をྲྀり

入れる㺀㠃㺁,㗬ኳ井のように⥺状のࢺࣛࣉࢵࢺが

する㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁,点状のࢺࣛࣉࢵࢺがする㺀᱁

Ꮚ㺁にศけ,またࢺࣛࣉࢵࢺとࢺࣛࢻࢧをే用する

事例も見られたたࡵ,この㡯目にቨ㠃に設けられた❆の

᭷↓を㺀❆㺁として入れた�⾲ �)｡㺀展示品の✀類㺁を⤮画

等の㺀ᖹ㠃㺁,᙮้等の㺀❧体㺁,その୧᪉が展示されている

㺀୧᪉㺁にศけた｡㺀展示品の㓄⨨㺁をቨ㠃やቨἢいにのみ

㓄⨨されるものを㺀࿘⦕のみ㺁,ቨ㠃から㞳れている⨨

のみに㓄⨨されるものを㺀࿘⦕以እのみ㺁,୧᪉に㓄⨨さ

れるものを㺀୧᪉㺁として �つにศけた｡ 

上㏙の要素以እに,本研究では,㺀✺出部㺁,㺀光のไ

ᚚ㺁,㺀光透過ᮦの形状㺁の � つの㡯目をけຍえた｡それ

る｡㺀✺出部㺁は,展示室の᩿㠃れの内ᐜについて㏙ࡒ

形状からᇶ本のኳ井またはᒇ᰿のᖹ㠃から✺出した部

の᭷↓によって採光手法をศ類する�⾲ �)｡㺀光のไᚚ㺁

について,ᒇ᰿の開口部とኳ井の開口部はྠ୍で,自然光

を┤᥋ᒇ内にྲྀり入れるものを㺀透過㺁,┤ᑕ᪥光を㐽

ⶸ・ᑕ・ᣑ散するたࡵ,ᒇ᰿の開口部とኳ井の間の形態

的᧯作により,እഃの開口部から入ᑕした光と室内に入

ᑕした光が,␗なるఏᦙ᪉向を示すものを㺀透過�形態᧯

作㺁,ᒇ᰿またはኳ井の開口部に㟁動ルーࣂー等の可動的

な⨨をྲྀりけるものを㺀透過�ไᚚ⨨㺁として � つ

にศ類した�⾲ �)｡㺀光透過ᮦの形状㺁について,展示室の

開口部にピࣛミࢻࢵ形やࣜࢪࢵ形等様々な形のࢢレーࢪ

ンࢢ�ࢫࣛ࢞)が見られ,これらの形もពや機能の㠃か

ら採光手法の 1 つの特徴として⨨࡙けられる｡ࢢレー

は(ࢫࣛ࢞�ࢢンࢪ 1 つの㠃で構成されるものを㺀ᖹ㠃㺁,

」ᩘの㠃で構成される㺀❧体㺁にศけた�⾲ �)｡以上の㡯

表 4 ࢺࣛࣉࢵࢺのᖹ㠃㓄⨨ 3)

の₯ᅾⓗ࡞㛵ಀᛶをぢฟす数㔞Ϫ㢮ࢱ࣮ࢹをศ㢮す

ィゎᯒは⩌㤿Ꮫの⤫,࠾࡞㹿ࡓ࠸⏝ศᯒを࣮ࢱࢫࣛࢡࡿ

㟷ᮌ⦾ఙඖᩍᤵࡀసᡂ,බ㛤ࡓࡋィ⟬࣮ࣝࢶを⏝ࡓ࠸ὀ4㹿

ᑐ㇟のヲ⣽㈨ᩱࢫࢡࢵࣜࢺ࣐ࢱ࣮ࢹ㛵す࣮ࢹࡿ

ὀ5㹿ࡿ࠸࡚ࡋබ㛤࡛ࣥࣛࣥ࢜はࢺࢵࢭࢱ

3.2.᥇光ᡭἲのᵓᡂせ⣲の㑅ᐃ 

 ᵓᡂせ⣲の㑅ᐃは,ᚑ᮶の◊✲࡚ゝཬࡓࢀࡉせ⣲,

ᮏ◊✲࡛ᥦࡓࢀࡉ᪂࡞ࡓせ⣲をຍࡓ࠼㹿ࡓࡲ,ᖖタ展示

室⏬展示室は展示✵㛫࡚ࡋのᶵ⬟ࡵࡓࡿ࡞␗ࡀ,

ᮏ❶࡛は୧⪅をศ࡚ࡅㄽࡿࡌ㹿 

 ᖖタ展示室のᵓᡂせ⣲の㑅ᐃ࡚࠸ࡘ,内⸨ࡽ 3)のඛ

ࣛࣉࢵࢺ㺀ᖹ㠃ᙧ≧㺁,㺀ኳᙧ≧㺁,㺀ࡓࢀࡉゝཬ✲◊⾜

㺀展示ရの㓄⨨㺁のࡸのᖹ㠃㓄⨨㺁,㺀展示ရの✀㢮㺁ࢺ 5

㺀✺ฟ㒊㺁,㺀ග㏱㐣ᮦのᙧ≧㺁,㺀ගのไᚚ㺁,┠の㡯ࡘ

の ᵓᡂせ⣲を,࠼の㡯┠をຍࡘ3 8㡯┠の29,࣒ࢸ✀

㢮の࣮ࣜࢦࢸ࢝ศ㢮ࡓࡋ㹿 

 ௨ୗ,ඛ⾜◊✲ࡽᘬ⏝ࡓࡋ 5 の㡯┠の内ᐜをᴫㄝࡘ

ࡸ㹿展示室の㺀ᖹ㠃ᙧ≧㺁を㺀㛗᪉ᙧ㺁,㺀ṇ᪉ᙧ㺁ࡃ࠸࡚ࡋ

㺀ṇ㺁ࡓࡗ࠸㺀ᐃᙧ㺁,ࡑのを㺀ᐃᙧ㺁࡚ࡋศࡓࡅ㹿

㺀ኳᙧ≧㺁を໙㓄の᭷↓໙㓄のኚ࡚ࡗࡼ㺀ኚ࡞

⾲)ࡓࡅศኚ㺁⥺+ࡾ࠶Ⅼኚ㺁,㺀ኚ+ࡾ࠶㺁,㺀ኚࡋ

3)㹿ኳ㠃ࡿࡅ࠾㺀ࢺࣛࣉࢵࢺのᖹ㠃㓄⨨㺁を,展示室

のゅ㓄⨨ࡿࢀࡉ㺀ゅ㺁,ࡀࢺࣛࣉࢵࢺ㓄⨨ࡿࢀࡉቨ㠃

の数ࡿࡼ㺀1 ㎶㺁,㺀2 ㎶㺁,ࢀࡑ௨ୖの㺀ከ㎶㺁,Ⅼ≧

,㺀⥺㺁ࡿ㺀Ⅼ㺁,展示室をᶓ᩿すࡿࢀࡉ⨨㓄ࡀࢺࣛࣉࢵࢺ

ศᩓⓗ」数㓄⨨ࡿࢀࡉ㺀ศᩓ㺁,ኳ㠃ࡽගをྲྀࡾ

ධࡿࢀ㺀㠃㺁,㗬ኳの࠺ࡼ⥺≧のࡀࢺࣛࣉࢵࢺ 

すࡿ㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁,Ⅼ≧のࡀࢺࣛࣉࢵࢺすࡿ㺀᱁

Ꮚ㺁ศࢺࣛࢻࢧࢺࣛࣉࢵࢺࡓࡲ,ࡅをే⏝すࡿ

ࡶぢࡇ,ࡵࡓࡓࢀࡽの㡯┠ቨ㠃タࡓࢀࡽࡅ❆の

᭷↓を㺀❆㺁࡚ࡋධࡓࢀ(⾲ 4)㹿㺀展示ရの✀㢮㺁を⤮⏬

➼の㺀ᖹ㠃㺁,᙮้➼の㺀❧య㺁,ࡑの୧᪉ࡀ展示ࡿ࠸࡚ࢀࡉ

㺀୧᪉㺁ศࡓࡅ㹿㺀展示ရの㓄⨨㺁をቨ㠃ࡸቨἢ࠸のࡳ

㓄⨨ࡶࡿࢀࡉのを㺀࿘⦕のࡳ㺁,ቨ㠃ࡽ㞳ࡿ࠸࡚ࢀ⨨

のࡳ㓄⨨ࡶࡿࢀࡉのを㺀࿘⦕௨እのࡳ㺁,୧᪉㓄⨨ࡉ

࡚ࡋのを㺀୧᪉㺁ࡶࡿࢀ 3  㹿ࡓࡅศࡘ

ୖ㏙のせ⣲௨እ,ᮏ◊✲࡛は,㺀✺ฟ㒊㺁,㺀ගのไ

ᚚ㺁,㺀ග㏱㐣ᮦのᙧ≧㺁の 3 ࢀࡑ㹿ࡓ࠼ຍࡅの㡯┠をࡘ

㹿㺀✺ฟ㒊㺁は,展示室の᩿㠃ࡿ㏙࡚࠸ࡘの内ᐜࢀࡒ

ᙧ≧ࡽᇶᮏのኳࡓࡲはᒇ᰿のᖹ㠃ࡽ✺ฟࡓࡋ㒊

の᭷↓࡚ࡗࡼ᥇ගᡭἲをศ㢮すࡿ(⾲ 5)㹿㺀ගのไᚚ㺁

ኳの㛤ཱྀ㒊はྠ୍࡛,⮬↛ගᒇ᰿の㛤ཱྀ㒊,࡚࠸ࡘ

を┤᥋ᒇ内ࡾྲྀධࡶࡿࢀのを㺀㏱㐣㺁,┤ᑕ᪥ගを㐽

ⶸ࣭ᑕ࣭ᣑᩓすࡵࡓࡿ,ᒇ᰿の㛤ཱྀ㒊ኳの㛫のᙧែ

ⓗ᧯సࡾࡼ,እഃの㛤ཱྀ㒊ࡽධᑕࡓࡋග室内ධ

ᑕࡓࡋගࡿ࡞␗,ࡀఏᦙ᪉ྥを示すࡶのを㺀㏱㐣+ᙧែ᧯

స㺁,ᒇ᰿ࡓࡲはኳの㛤ཱྀ㒊㟁ື࣮࣮ࣝࣂ➼のྍືⓗ

࡚ࡋのを㺀㏱㐣+ไᚚ⨨㺁ࡶࡿࡅࡾ⨨をྲྀ࡞ 3 ࡘ

⾲)ࡓࡋศ㢮 6)㹿㺀ග㏱㐣ᮦのᙧ≧㺁࡚࠸ࡘ,展示室の

㛤ཱྀ㒊ࢻࢵ࣑ࣛࣆᙧࢪࢵࣜࡸᙧ➼ᵝ࡞ࠎᙧのࢪ࣮ࣞࢢ

ᶵ⬟の㠃ࡸពࡶのᙧࡽࢀࡇ,ࢀࡽぢࡀ(ࢫࣛ࢞)ࢢࣥ

᥇ගᡭἲのࡽ 1 ࣮ࣞࢢ㹿ࡿࢀࡽࡅ࡙⨨࡚ࡋの≉ᚩࡘ

は(ࢫࣛ࢞)ࢢࣥࢪ 1 ,のを㺀ᖹ㠃㺁ࡶࡿࢀࡉの㠃࡛ᵓᡂࡘ
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ධࡿࢀ㺀㠃㺁,㗬ኳの࠺ࡼ⥺≧のࡀࢺࣛࣉࢵࢺ 

すࡿ㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁,Ⅼ≧のࡀࢺࣛࣉࢵࢺすࡿ㺀᱁

Ꮚ㺁ศࢺࣛࢻࢧࢺࣛࣉࢵࢺࡓࡲ,ࡅをే⏝すࡿ

ࡶぢࡇ,ࡵࡓࡓࢀࡽの㡯┠ቨ㠃タࡓࢀࡽࡅ❆の

᭷↓を㺀❆㺁࡚ࡋධࡓࢀ(⾲ 4)㹿㺀展示ရの✀㢮㺁を⤮⏬

➼の㺀ᖹ㠃㺁,᙮้➼の㺀❧య㺁,ࡑの୧᪉ࡀ展示ࡿ࠸࡚ࢀࡉ

㺀୧᪉㺁ศࡓࡅ㹿㺀展示ရの㓄⨨㺁をቨ㠃ࡸቨἢ࠸のࡳ

㓄⨨ࡶࡿࢀࡉのを㺀࿘⦕のࡳ㺁,ቨ㠃ࡽ㞳ࡿ࠸࡚ࢀ⨨

のࡳ㓄⨨ࡶࡿࢀࡉのを㺀࿘⦕௨እのࡳ㺁,୧᪉㓄⨨ࡉ

࡚ࡋのを㺀୧᪉㺁ࡶࡿࢀ 3  㹿ࡓࡅศࡘ

ୖ㏙のせ⣲௨እ,ᮏ◊✲࡛は,㺀✺ฟ㒊㺁,㺀ගのไ

ᚚ㺁,㺀ග㏱㐣ᮦのᙧ≧㺁の 3 ࢀࡑ㹿ࡓ࠼ຍࡅの㡯┠をࡘ

㹿㺀✺ฟ㒊㺁は,展示室の᩿㠃ࡿ㏙࡚࠸ࡘの内ᐜࢀࡒ

ᙧ≧ࡽᇶᮏのኳࡓࡲはᒇ᰿のᖹ㠃ࡽ✺ฟࡓࡋ㒊

の᭷↓࡚ࡗࡼ᥇ගᡭἲをศ㢮すࡿ(⾲ 5)㹿㺀ගのไᚚ㺁

ኳの㛤ཱྀ㒊はྠ୍࡛,⮬↛ගᒇ᰿の㛤ཱྀ㒊,࡚࠸ࡘ

を┤᥋ᒇ内ࡾྲྀධࡶࡿࢀのを㺀㏱㐣㺁,┤ᑕ᪥ගを㐽

ⶸ࣭ᑕ࣭ᣑᩓすࡵࡓࡿ,ᒇ᰿の㛤ཱྀ㒊ኳの㛫のᙧែ

ⓗ᧯సࡾࡼ,እഃの㛤ཱྀ㒊ࡽධᑕࡓࡋග室内ධ

ᑕࡓࡋගࡿ࡞␗,ࡀఏᦙ᪉ྥを示すࡶのを㺀㏱㐣+ᙧែ᧯

స㺁,ᒇ᰿ࡓࡲはኳの㛤ཱྀ㒊㟁ື࣮࣮ࣝࣂ➼のྍືⓗ

࡚ࡋのを㺀㏱㐣+ไᚚ⨨㺁ࡶࡿࡅࡾ⨨をྲྀ࡞ 3 ࡘ

⾲)ࡓࡋศ㢮 6)㹿㺀ග㏱㐣ᮦのᙧ≧㺁࡚࠸ࡘ,展示室の

㛤ཱྀ㒊ࢻࢵ࣑ࣛࣆᙧࢪࢵࣜࡸᙧ➼ᵝ࡞ࠎᙧのࢪ࣮ࣞࢢ

ᶵ⬟の㠃ࡸពࡶのᙧࡽࢀࡇ,ࢀࡽぢࡀ(ࢫࣛ࢞)ࢢࣥ

᥇ගᡭἲのࡽ 1 ࣮ࣞࢢ㹿ࡿࢀࡽࡅ࡙⨨࡚ࡋの≉ᚩࡘ

は(ࢫࣛ࢞)ࢢࣥࢪ 1 ,のを㺀ᖹ㠃㺁ࡶࡿࢀࡉの㠃࡛ᵓᡂࡘ

」数の㠃࡛ᵓᡂࡿࢀࡉ㺀❧య㺁ศࡓࡅ(⾲ 7)㹿௨ୖの㡯 

表 3 展示室のᙧែࣥࢱࣃ 3)

ᖹ㠃ᙧ≧

長᪉ᙧ ᐃᙧ 不ᐃᙧ

ኳ

形
≧

変
化
な
し

変
化
有
り

線
変
化

点
変
化

࿘⦕のࡳ
ゅ 1㎶ 2㎶ ከ㎶ Ⅼ ⥺ 分ᩓ 㠃 ࣉࣛࢺࢫ ᱁Ꮚ

࿘⦕௨እのࡳ య

表 5 ✺出㒊の᭷↓
✺出㒊ࡾ࠶ ✺出㒊ࡋ࡞

ኚ化ࡋ࡞ ኚ化ࡾ࠶

表 7 光㏱㐣ᮦのᙧ≧

ᖹ㠃 立య

表 6 光のไᚚ᪉ἲ

㏱㐣 ㏱㐣 �ไᚚ⨨
㏱㐣�ᙧែ᧯స�ไᚚ⨨

㏱㐣 �ᙧែ᧯స

常設展示室

企画展示室

表 4 ⨨のᖹ㠃㓄ࢺࣛࣉࢵࢺ  3) 表 7  光㏱㐣ᮦのᙧ≧

表 3  展示室のᙧែࣥࢱࣃ 3)
表 5  ✺出㒊の᭷↓

表 6  光のไᚚ᪉ἲ
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目内ᐜを㋃まえ,対㇟事例のᅗ㠃や┿からྛ構成要素

の᭷↓を☜認し,データを1���᭷を1,↓を�)のࢲミー変

ᩘとして㞟し,データࢫࢡࢵࣜࢺ࣐を作成した�⾲ �)｡  

 また,画展示室の構成要素はᇶ本的にᖖ設展示室に

類ఝしているが,展示品の✀類と㓄⨨等の要素が不☜定

であるたࡵ,ᖖ設展示室のゎᯒ㡯目から㺀展示品の✀類㺁

と㺀展示品の㓄⨨㺁を㝖እした｡また,ᩘ量化Ϫ類では,あ

る要素がすての対㇟で↓��)であると計算ができない

たࡵ,画展示室のすての対㇟がヱᙜしない㺀ゅ㺁, 㺀多

㎶㺁を㝖እした｡ᖖ設展示室では見られなかった, 㺀透過�

形態᧯作㺁と㺀透過�ไᚚ⨨㺁の୧᪉の㡯目にヱᙜする対

㇟が見られたたࡵ,㺀光のไᚚ㺁に㺀透過�形態᧯作�ไᚚ

⨨㺁㡯目を㏣ຍした�⾲ �)｡ 

�.�.ᩘ㔞Ϫ㢮࣮ࢱࢫࣛࢡศᯒࡢゎᯒ⤖ᯝ 

�.�.1.ᖖタᒎ♧ᐊ 

 ᩘ量化Ϫ類のゎᯒからᚓられたࣜࢦࢸ࢝ーࢫコを⾲

�に示す｡ゎ㔘しやすいᅛ᭷値とᐤ与⋡の上�㍈をᢳ出

し,ྛ対㇟に与えられたࢧンࣉルࢫコを用いて散ᕸᅗ

を作成した｡ྛ㍈のゎ㔘は以下となる｡ 

 ➨ 1 ㍈では,ࣜࢦࢸ࢝ーࢫコのṇの値の上で, 

㺀⥺㺁,㺀透過�ไᚚ⨨㺁,㺀㛗᪉形㺁,㺀ᖹ㠃�展示品)㺁, 㺀࿘

⦕のみ㺁等,自然光をேᕤ的にコンࣟࢺールする必要があ

り,୍⯡的にቨ㠃に展示される⤮画などのᖹ㠃の展示品

に適した採光手法の要素が見られた｡㈇の値では㺀࿘⦕以

እのみ㺁,㺀ゅ㺁,㺀❧体�展示品)㺁,㺀点㺁等,光をᒁ部に㞟中

さࡏることによってᚓられる㝜影のຠᯝがồࡵられる᙮

้などの❧体の展示品に適した採光手法の要素が見られ

た｡⥲体として,この㍈はに展示品の✀類による採光手

法の特徴を評価しているとゎ㔘し,㺀ᖹ㠃展示型�❧体展

示型㺁とྡけた｡ ➨ 2 ㍈では,ࣜࢦࢸ࢝ーࢫコのṇの

値の上で, 㺀透過�形態᧯作㺁,㺀᱁Ꮚ㺁,㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁,

㺀㠃㺁等,ኳ井㠃における開口部が㠃的に㓄⨨され,光

が空間体にᣑ散されるという傾向を示す要素が見られ

た｡㈇の値では,㺀多㎶㺁,㺀ゅ㺁,㺀点㺁,㺀⥺㺁等,ኳ井㠃におけ

る開口部がᒁ部に㞟中して㓄⨨されるという傾向を示す

要素が見られた｡⥲体として,この㍈はኳ井㠃における開

口部の㓄⨨を評価しているとゎ㔘し,㺀㠃ᣑ散型�ᒁ部

㞟中型㺁とྡけた｡➨ � ㍈では,ࣜࢦࢸ࢝ーࢫコのṇ

の値の上で, 㺀࿘⦕以እのみ㺁,㺀㠃㺁,㺀❧体�展示品)㺁,

㺀❆㺁,㺀不定形㺁等の多様な要素がΰᅾし,空間の↓⛛ᗎ性

がᙉㄪされる傾向が見られた｡それに対して,ࣜࢦࢸ࢝ー

㺁,㺀点㺁,㺀変化ࣉࣛࢺࢫの㈇の値では,㺀定形㺁,㺀コࢫ

あり�点変化㺁,㺀࿘⦕のみ㺁等,対⛠的な空間形態とつ๎的

な開口部および展示品の㓄⨨によって空間の⛛ᗎ性がᙉ

ㄪされる要素が見られた｡⥲体として,この㍈は採光手法

による空間⛛ᗎ的な光ຠᯝ注 � を評価しているとゎ㔘し,

㺀↓⛛ᗎ型�⛛ᗎ型㺁とྡけた｡ 

➨,の散ᕸᅗのศᕸ特徴についてコࢫルࣉンࢧ  1 ㍈

と➨2㍈より構成された散ᕸᅗ�ᅗ1)では,㺀❧体展示型㺁

�➨ 1 ㍈の㈇᪉向)に೫るᕥ༙ศにおいて,㺀ᒁ部㞟中型㺁

�➨ 2 ㍈の㈇᪉向)と重なる部ศに対㇟がよりᗈがったศ

ᕸとなっており,᙮้など❧体の展示品に対して光をᒁ

部に㞟中さࡏる傾向が見られる｡㺀ᖹ㠃展示型㺁�➨ 1 ㍈の

ṇ᪉向)に೫るྑ༙ศにおいて,㢧著なศᕸ特徴は見られ

画などのᖹ㠃の展示品に対して開口部の㓄⨨が⤮,ࡎ

㠃とᒁ部の୧᪉が見られる｡ 

➨ 2 ㍈と➨ � ㍈の散ᕸᅗ�ᅗ 2)では,特にᕥ上の㺀ᒁ部

㞟中型㺁�➨2㍈の㈇᪉向)と㺀↓⛛ᗎ型㺁�➨�㍈のṇ᪉向)

の重なる部ศに対㇟のศᕸはᗈがっていない｡このཎ因

について,開口部のᒁ部㓄⨨は㠃㓄⨨と␗なり,展示品

┠内ᐜを㋃࠼ࡲ,ᑐ㇟のᅗ㠃ࡸ┿ྛࡽᵓᡂせ⣲

の᭷↓を☜ㄆࢱ࣮ࢹ,ࡋを 1-0(᭷を 1,↓を 0)の࣮࣑ࢲኚ

数࡚ࡋ㞟ࢫࢡࢵࣜࢺ࣐ࢱ࣮ࢹ,ࡋをసᡂࡓࡋ(⾲ 8)㹿 

ᖖタ展示室⏬展示室のᵓᡂせ⣲はᇶᮏⓗ,ࡓࡲ 

㢮ఝࡀࡿ࠸࡚ࡋ,展示ရの✀㢮㓄⨨➼のせ⣲ࡀ☜ᐃ

㺀展示ရの✀㢮㺁ࡽ┠ᖖタ展示室のゎᯒ㡯,ࡵࡓࡿ࠶࡛

࠶,数㔞Ϫ㢮࡛は,ࡓࡲ㹿ࡓࡋ㺀展示ရの㓄⨨㺁を㝖እ

࠸࡞ࡁ࡛ࡀ⟭ィࡿ࠶࡛のᑐ㇟࡛↓(0)࡚すࡀせ⣲ࡿ

㺀ゅ㺁, 㺀ከ࠸࡞ࡋヱᙜࡀ㇟のᑐ࡚⏬展示室のす,ࡵࡓ

㎶㺁を㝖እࡓࡋ㹿ᖖタ展示室࡛はぢࡓࡗ࡞ࢀࡽ, 㺀㏱㐣+

ᙧែ᧯స㺁㺀㏱㐣+ไᚚ⨨㺁の୧᪉の㡯┠ヱᙜすࡿᑐ

㺀㏱㐣+ᙧែ᧯స+ไᚚ㺀ගのไᚚ㺁,ࡵࡓࡓࢀࡽぢࡀ㇟

⨨㺁㡯┠を㏣ຍࡓࡋ(⾲ 6)㹿 

3.3.ᩘ㔞化Ϫ㢮と࣮ࢱࢫࣛࢡ分析のゎ析⤖ᯝ 

3.3.1.常設展示室 

 数㔞Ϫ㢮のゎᯒࡽᚓࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝ࡓࢀࡽを⾲

ᐤ⋡のୖᅛ᭷್࠸すࡸࡋ示す㹿ゎ㔘9 3㍈をᢳฟ

ᩓᕸᅗ࡚࠸⏝をࢥࢫࣝࣉࣥࢧࡓࢀࡽ࠼㇟ᑐྛ,ࡋ

をసᡂࡓࡋ㹿ྛ㍈のゎ㔘は௨ୗࡿ࡞㹿 

 ➨ 1 ㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 

㺀⥺㺁,㺀㏱㐣+ไᚚ⨨㺁,㺀㛗᪉ᙧ㺁,㺀ᖹ㠃(展示ရ)㺁, 㺀࿘

⦕のࡳ㺁➼,⮬↛ගをேᕤⓗ࣮ࣝࣟࢺࣥࢥすࡿᚲせ࠶ࡀ

のᖹ㠃の展示ရ࡞⏬⤮ࡿࢀࡉ展示ቨ㠃ⓗ⯡୍,ࡾ

㹿㈇の್࡛は㺀࿘⦕௨ࡓࢀࡽぢࡀ᥇ගᡭἲのせ⣲ࡓࡋ㐺

እのࡳ㺁,㺀ゅ㺁,㺀❧య(展示ရ)㺁,㺀Ⅼ㺁➼,ගをᒁ㒊㞟୰

᙮ࡿࢀࡽࡵồࡀ㝜ᙳのຠᯝࡿࢀࡽᚓ࡚ࡗࡼࡇࡿࡏࡉ

ࢀࡽぢࡀ᥇ගᡭἲのせ⣲ࡓࡋ㐺の❧యの展示ရ࡞้

᥇ගᡭࡿࡼ展示ရの✀㢮の㍈はࡇ,࡚ࡋ㹿⥲యࡓ

ἲの≉ᚩをホ౯ࡿ࠸࡚ࡋゎ㔘ࡋ,㺀ᖹ㠃展示ᆺ-❧య展

示ᆺ㺁ྡࡓࡅ㹿➨ 2 ㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの

್のୖ࡛, 㺀㏱㐣+ᙧែ᧯స㺁,㺀᱁Ꮚ㺁,㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁, 

㺀㠃㺁➼,ኳ㠃ࡿࡅ࠾㛤ཱྀ㒊ࡀ㠃ⓗ㓄⨨ࢀࡉ,ග

ࢀࡽぢࡀഴྥを示すせ⣲࠺࠸ࡿࢀࡉᣑᩓ㛫య✵ࡀ

ࡅ࠾㹿㈇の್࡛は,㺀ከ㎶㺁,㺀ゅ㺁,㺀Ⅼ㺁,㺀⥺㺁➼,ኳ㠃ࡓ

ഴྥを示す࠺࠸ࡿࢀࡉ⨨㓄࡚ࡋ㞟୰ᒁ㒊ࡀ㛤ཱྀ㒊ࡿ

せ⣲ࡀぢࡓࢀࡽ㹿⥲యࡇ,࡚ࡋの㍈はኳ㠃ࡿࡅ࠾㛤

ཱྀ㒊の㓄⨨をホ౯ࡿ࠸࡚ࡋゎ㔘ࡋ,㺀㠃ᣑᩓᆺ-ᒁ㒊

㞟୰ᆺ㺁ྡࡓࡅ㹿➨ 3 ㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇ

の್のୖ࡛, 㺀࿘⦕௨እのࡳ㺁,㺀㠃㺁,㺀❧య(展示ရ)㺁,

㺀❆㺁,㺀ᐃᙧ㺁➼のከᵝ࡞せ⣲ࡀΰᅾࡋ,✵㛫の↓⛛ᗎᛶ

࣮ࣜࢦࢸ࢝,࡚ࡋᑐࢀࡑ㹿ࡓࢀࡽぢࡀഴྥࡿࢀࡉᙉㄪࡀ

㺁,㺀Ⅼ㺁,㺀ኚࣉࣛࢺࢫの㈇の್࡛は,㺀ᐃᙧ㺁,㺀ࢥࢫ

つ๎ⓗ㛫ᙧែ✵࡞㺁➼,ᑐ⛠ⓗࡳⅬኚ㺁,㺀࿘⦕の+ࡾ࠶

ᙉࡀ㛫の⛛ᗎᛶ✵࡚ࡗࡼ⨨展示ရの㓄ࡧࡼ࠾㛤ཱྀ㒊࡞

ㄪࡿࢀࡉせ⣲ࡀぢࡓࢀࡽ㹿⥲యࡇ,࡚ࡋの㍈は᥇ගᡭἲ

ගຠᯝὀ࡞㛫⛛ᗎⓗ✵ࡿࡼ 6 をホ౯ࡿ࠸࡚ࡋゎ㔘ࡋ,

㺀↓⛛ᗎᆺ-⛛ᗎᆺ㺁ྡࡓࡅ㹿 

➨,࡚࠸ࡘのᩓᕸᅗのศᕸ≉ᚩࢥࢫࣝࣉࣥࢧ 1 ㍈

➨ 2㍈ࡾࡼᵓᡂࡓࢀࡉᩓᕸᅗ(ᅗ 1)࡛は,㺀❧య展示ᆺ㺁

(➨ 1 ㍈の㈇᪉ྥ)೫ࡿᕥ༙ศ࡚࠸࠾,㺀ᒁ㒊㞟୰ᆺ㺁

(➨ 2 ㍈の㈇᪉ྥ)㔜ࡿ࡞㒊ศᑐ㇟ࡾࡼࡀᗈࡓࡗࡀศ

ᕸࡾ࠾࡚ࡗ࡞,᙮้࡞❧యの展示ရᑐ࡚ࡋගをᒁ

㒊㞟୰ࡿࡏࡉഴྥࡀぢࡿࢀࡽ㹿㺀ᖹ㠃展示ᆺ㺁(➨ 1 ㍈の

ṇ᪉ྥ)೫༙ྑࡿศ࡚࠸࠾,㢧ⴭ࡞ศᕸ≉ᚩはぢࢀࡽ

ࡀ⨨㛤ཱྀ㒊の㓄࡚ࡋᑐのᖹ㠃の展示ရ࡞⏬⤮,ࡎ

㠃ᒁ㒊の୧᪉ࡀぢࡿࢀࡽ㹿 

➨ 2 ㍈➨ 3 ㍈のᩓᕸᅗ(ᅗ 2)࡛は,≉ᕥୖの㺀ᒁ㒊

㞟୰ᆺ㺁(➨ 2㍈の㈇᪉ྥ)㺀↓⛛ᗎᆺ㺁(➨3㍈のṇ᪉ྥ)

の㔜ࡿ࡞㒊ศᑐ㇟のศᕸはᗈ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ㹿ࡇのཎᅉ

展示ရ,ࡾ࡞␗⨨㛤ཱྀ㒊のᒁ㒊㓄⨨は㠃㓄,࡚࠸ࡘ

の㓄⨨,✵㛫₇ฟ➼のせᅉไ⣙ࡿࢀࡉሙྜࡀከࡵࡓ࠸,

✵㛫の⛛ᗎᛶࡳ⏕ࡀฟࡸࢀࡉす࠸᥎ ࡿࢀࡉ㹿 

A[Ls 1 A[Ls 2 A[Ls 3
長᪉ᙧ 1�1901144 0�399002 0�4170833
ᐃᙧ -1.143689 0�6419831 �3�286918

不ᐃᙧ �0�939871 �0�718174 0�926468
ኚ化ࡋ࡞ �0�418977 0�5643322 0�2659827

ኚ化ࡾ࠶ �Ⅼኚ化 -1.7553 �1�952433 -1.561368
ኚ化ࡾ࠶ �⥺ኚ化 1�6211018 �0�152365 0�1286434
✺出㒊の᭷↓ �0�053133 0�2871258 �0�2261

ᖹ㠃 0�0314788 0�283829 �0�027498
立య �0�042636 �0�711695 0�0338644
ゅ �2�601044 �2�836861 �0�161932
1 ㎶ 0�7131905 �0�09433 0�7880635
2 ㎶ �0�001833 �0�318411 1�3457425
ከ㎶ �1�23827 �3�239242 �0�858239
Ⅼ -1.755348 �0�90076 �1�551067
⥺ 2�4318262 �0�834274 �0�064438

分ᩓ �0�675093 0�1080185 �0�398838
㠃 �0�279422 0�533609 2�9939279

ｽﾄﾗｲﾌﾟ 0�6019528 3�0798665 -3.141465
᱁Ꮚ �0�229911 3.1694836 �1�273451
❆ �0�139543 �0�90318 1�1045453

㏱㐣 �0�487751 �0�409206 0�0070429
㏱㐣 �ᙧែ᧯స 0�2299348 3�5579058 �2�287436
㏱㐣 �ไᚚ⨨ 1�6406448 �0�077296 0�9585209
ᖹ㠃 (展示ရ ) 0�9883956 �0�674242 �0�61895
立య (展示ရ ) �2�286341 �0�908469 1�045298
୧᪉ (展示ရ ) �0�668681 1�8052773 0�5987687

࿘⦕のࡳ 0�6489278 �0�987559 �0�826767
࿘⦕௨እのࡳ �2�782358 �0�315861 4�1046133

య �0�601858 1.4385417 0�725817

表 9 常設展示室ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝

㈇の್ (上 ) 正の್ (上 )

No. 対象事例 ᖹ㠃ᙧ≧ 天井ᙧ≧
✺出
㒊

光㏱㐣ᮦ
のᙧ≧

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄのᖹ㠃㓄⨨ 光のไᚚ 展示ရの✀㢮 展示ရの㓄⨨

長
方
形

定
形

不
定
形

変
化
な
し

�

変
化
あ
り

点
変
化

�

変
化
あ
り

線
変
化

突
出
部
位
の
有
無

ᖹ
㠃

立
య 角

1

辺

2

辺
多
辺

点線
分
散

全
面

ｽ
ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾟ

格
子

窓
透
過

�

透
過

形
態
操
作

�

透
過

制
御
装
置

(

平
面

展
示
品)

(

立
体

展
示
品)

(

両
方

展
示
品)

周
縁
の
み

周
縁
以
外
の
み

全
体

1 東京都現代美術館　 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1
2 富岡市立美術館　 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0
3 岡山ｵﾘｴﾝﾄ美術館 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
4 谷村美術館 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0
5 国立国際美術館 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0
6 国立西洋美術館新館 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1
7 海岸美術館 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0
8 酒田市美術館　 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1
9 録 Museum 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0
10 群馬県立近代美術館 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0
11 織田廣喜ﾐｭｰｼﾞｱﾑ 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

12
山口県立萩美術館・

浦上記念館
0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0

13
神奈川県立近代
美術館葉山

1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

14 天竜市秋野不矩美術館 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0

15
Luyeyuan Sculpture 

Art Museum
0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1

16 西脇市岡之山美術館 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

17
香川県立東山魁夷せと

うち美術館
0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0

表 8 常設展示室のࢫࢡࢵࣜࢺ࣐ࢱ࣮ࢹ (୍㒊 )表 8  常設展示室のࢫࢡࢵࣜࢺ࣐ࢱ࣮ࢹ (୍㒊) 表 9  常設展示室ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝
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の㓄⨨,空間演出等の要因にไ⣙されるሙ合が多いたࡵ,

空間の⛛ᗎ性が⏕み出されやすいと᥎ される｡ 

➨1㍈と➨�㍈の散ᕸᅗ�ᅗ�)では,㺀❧体展示型㺁�➨1

㍈の㈇᪉向)に೫るᕥ༙ศにおいて,➨ � ㍈にἢってᗈく

ศᕸしている対㇟が多く,㺀ᖹ㠃展示型㺁�➨ 1 ㍈のṇ᪉

向)に೫るྑ༙ศにおいては,➨ � ㍈にἢってྛ対㇟がᗈ

がっていないศᕸとなっている｡すなわࡕ,採光のไ㝈が

ཝしいᖹ㠃展示品にẚ,❧体展示品に適する採光手法

は空間⛛ᗎをᙉㄪしたり,◚ったりすることによって,よ

りಶ性的な空間が形成されることが示唆された｡ 

 ᩘ量化Ϫ類でᚓられた➨1㍈,➨2㍈と➨�㍈のྛ対㇟

のࢧンࣉルࢫコを用いて階ᒙࢫࣛࢡターศᯒ�࢛࢘ー

ᅗ�法)を⾜った｡ᚓられたᶞ形ᅗࢻ �)より対㇟を � つの

の散ᕸᅗにコࢫルࣉンࢧターをศ類し,๓節のࢫࣛࢡ

ターの対㇟例はࢫࣛࢡྛ｡ターの⨨を示したࢫࣛࢡྛ

ᅗ � に示す｡以下,ࢫࣛࢡターࡈとに対㇟のഛえている特

徴をグ㏙する｡ 

2�ター1ࢫࣛࢡ  つのᑠࢫࣛࢡターにศ類される｡ࣛࢡ

�ター1�1ࢫ➨ 1 ㍈では � ㍈近,➨ 2 ㍈では㈇᪉向,➨㍈

ではṇ᪉向にศᕸした｡ኳ井に໙㓄がなく,ᖹ㠃は㺀㛗᪉

形㺁で,ኳ井㠃における開口部が㠃的に㓄⨨される傾向

があり,光が空間体にᣑ散されることはな特徴であ

る｡この特徴は,内⸨ら �)が論ࡌた最も型的な展示空間

の特徴に類ఝし注 ター1�1ࢫࣛࢡ,� はࢺࣛࣉࢵࢺによ

る型的な採光手法として⨨࡙けられる｡ࢫࣛࢡター

➨ 1㍈➨ 3㍈のᩓᕸᅗ(ᅗ 3)࡛は,㺀❧య展示ᆺ㺁(➨ 1

㍈の㈇᪉ྥ)೫ࡿᕥ༙ศ࡚࠸࠾,➨ 3 ㍈ἢ࡚ࡗᗈࡃ

ศᕸࡿ࠸࡚ࡋᑐ㇟ࡀከࡃ,㺀ᖹ㠃展示ᆺ㺁(➨ 1 ㍈のṇ᪉

➨,は࡚࠸࠾ศ༙ྑࡿ೫(ྥ 3 ㍈ἢྛ࡚ࡗᑐ㇟ࡀᗈ

ࡀ᥇ගのไ㝈,ࡕࢃ࡞㹿すࡿ࠸࡚ࡗ࡞ศᕸ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ

ཝ࠸ࡋᖹ㠃展示ရẚ,❧య展示ရ㐺すࡿ᥇ගᡭἲ

は✵㛫⛛ᗎをᙉㄪࡾࡓࡗ◚,ࡾࡓࡋすࡼ,࡚ࡗࡼࡇࡿ

 㹿ࡓࢀࡉ示၀ࡀࡇࡿࢀࡉᙧᡂࡀ㛫✵࡞ಶᛶⓗࡾ

 数㔞Ϫ㢮࡛ᚓࡓࢀࡽ➨ 1㍈,➨ 2㍈➨ 3㍈のྛᑐ㇟

のࢥࢫࣝࣉࣥࢧを⏝࡚࠸㝵ᒙ࣮ࢱࢫࣛࢡศᯒ(࣮࢛࢘

ᶞᙧᅗ(ᅗࡓࢀࡽ㹿ᚓࡓࡗ⾜ἲ)をࢻ ᑐ㇟をࡾࡼ(4 5  のࡘ

のᩓᕸᅗࢥࢫࣝࣉࣥࢧ๓⠇の,ࡋをศ㢮࣮ࢱࢫࣛࢡ

のᑐ㇟は࣮ࢱࢫࣛࢡ㹿ྛࡓࡋの⨨を示࣮ࢱࢫࣛࢡྛ

ᅗ 5 ≉ࡿ࠸࡚࠼ᑐ㇟のഛࡈ࣮ࢱࢫࣛࢡ,示す㹿௨ୗ

ᚩをグ㏙すࡿ㹿 

1:2࣮ࢱࢫࣛࢡ ࣛࢡ㹿ࡿࢀࡉศ㢮࣮ࢱࢫࣛࢡのᑠࡘ

➨:1-1࣮ࢱࢫ 1 ㍈࡛は 0 ㍈㏆,➨ 2 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨㍈

࡛はṇ᪉ྥศᕸࡓࡋ㹿ኳ໙㓄ࡃ࡞ࡀ,ᖹ㠃は㺀㛗᪉

ᙧ㺁࡛,ኳ㠃ࡿࡅ࠾㛤ཱྀ㒊ࡀ㠃ⓗ㓄⨨ࡿࢀࡉഴྥ

࠶ᚩ࡛≉࡞はࡇࡿࢀࡉᣑᩓ㛫య✵ࡀග,ࡾ࠶ࡀ

ࡽ⸩の≉ᚩは,内ࡇ㹿ࡿ 展示✵㛫࡞ᆺⓗࡶ᭱ࡓࡌㄽࡀ(3

の≉ᚩ㢮ఝࡋὀ 1-1࣮ࢱࢫࣛࢡ,7 はࡼࢺࣛࣉࢵࢺ

࣮ࢱࢫࣛࢡ㹿ࡿࢀࡽࡅ࡙⨨࡚ࡋ᥇ගᡭἲ࡞ᆺⓗࡿ

1-2:➨ 2㍈࡛は 0㍈㏆,➨ 1,3㍈࡛は㈇᪉ྥศᕸࡓࡋ㹿

ᖹ㠃は㺀ᐃᙧ㺁࡛,ኳᙧ≧㛤ཱྀ㒊の㓄⨨はከᵝ࡛࠶

ࢀධࡾの࡛,ගのྲྀࡶ㺀୧᪉㺁の㺀❧య㺁㹿展示ရはࡿ

᪉㛵ಀࡃ࡞✵㛫のయ㓄⨨࡛ࡇࡿࢀࡉ,ග展示

㓄⨨の㛵ಀᛶࡀᙅࡓࡗࡲ᥇ගᡭἲ᥎ ࡿࢀࡉ㹿 
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࣮ࢱࢫࣛࢡ 4
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➨ 1㍈➨ 3㍈のᩓᕸᅗ(ᅗ 3)࡛は,㺀❧య展示ᆺ㺁(➨ 1

㍈の㈇᪉ྥ)೫ࡿᕥ༙ศ࡚࠸࠾,➨ 3 ㍈ἢ࡚ࡗᗈࡃ

ศᕸࡿ࠸࡚ࡋᑐ㇟ࡀከࡃ,㺀ᖹ㠃展示ᆺ㺁(➨ 1 ㍈のṇ᪉

➨,は࡚࠸࠾ศ༙ྑࡿ೫(ྥ 3 ㍈ἢྛ࡚ࡗᑐ㇟ࡀᗈ

ࡀ᥇ගのไ㝈,ࡕࢃ࡞㹿すࡿ࠸࡚ࡗ࡞ศᕸ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ

ཝ࠸ࡋᖹ㠃展示ရẚ,❧య展示ရ㐺すࡿ᥇ගᡭἲ

は✵㛫⛛ᗎをᙉㄪࡾࡓࡗ◚,ࡾࡓࡋすࡼ,࡚ࡗࡼࡇࡿ

 㹿ࡓࢀࡉ示၀ࡀࡇࡿࢀࡉᙧᡂࡀ㛫✵࡞ಶᛶⓗࡾ

 数㔞Ϫ㢮࡛ᚓࡓࢀࡽ➨ 1㍈,➨ 2㍈➨ 3㍈のྛᑐ㇟

のࢥࢫࣝࣉࣥࢧを⏝࡚࠸㝵ᒙ࣮ࢱࢫࣛࢡศᯒ(࣮࢛࢘

ᶞᙧᅗ(ᅗࡓࢀࡽ㹿ᚓࡓࡗ⾜ἲ)をࢻ ᑐ㇟をࡾࡼ(4 5  のࡘ

のᩓᕸᅗࢥࢫࣝࣉࣥࢧ๓⠇の,ࡋをศ㢮࣮ࢱࢫࣛࢡ

のᑐ㇟は࣮ࢱࢫࣛࢡ㹿ྛࡓࡋの⨨を示࣮ࢱࢫࣛࢡྛ

ᅗ 5 ≉ࡿ࠸࡚࠼ᑐ㇟のഛࡈ࣮ࢱࢫࣛࢡ,示す㹿௨ୗ
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࣮ࢱࢫࣛࢡ 5

࣮ࢱࢫࣛࢡ 4

࣮ࢱࢫࣛࢡ 2

➨ 1㍈➨ 3㍈のᩓᕸᅗ(ᅗ 3)࡛は,㺀❧య展示ᆺ㺁(➨ 1

㍈の㈇᪉ྥ)೫ࡿᕥ༙ศ࡚࠸࠾,➨ 3 ㍈ἢ࡚ࡗᗈࡃ

ศᕸࡿ࠸࡚ࡋᑐ㇟ࡀከࡃ,㺀ᖹ㠃展示ᆺ㺁(➨ 1 ㍈のṇ᪉

➨,は࡚࠸࠾ศ༙ྑࡿ೫(ྥ 3 ㍈ἢྛ࡚ࡗᑐ㇟ࡀᗈ

ࡀ᥇ගのไ㝈,ࡕࢃ࡞㹿すࡿ࠸࡚ࡗ࡞ศᕸ࠸࡞࠸࡚ࡗࡀ

ཝ࠸ࡋᖹ㠃展示ရẚ,❧య展示ရ㐺すࡿ᥇ගᡭἲ

は✵㛫⛛ᗎをᙉㄪࡾࡓࡗ◚,ࡾࡓࡋすࡼ,࡚ࡗࡼࡇࡿ

 㹿ࡓࢀࡉ示၀ࡀࡇࡿࢀࡉᙧᡂࡀ㛫✵࡞ಶᛶⓗࡾ

 数㔞Ϫ㢮࡛ᚓࡓࢀࡽ➨ 1㍈,➨ 2㍈➨ 3㍈のྛᑐ㇟

のࢥࢫࣝࣉࣥࢧを⏝࡚࠸㝵ᒙ࣮ࢱࢫࣛࢡศᯒ(࣮࢛࢘

ᶞᙧᅗ(ᅗࡓࢀࡽ㹿ᚓࡓࡗ⾜ἲ)をࢻ ᑐ㇟をࡾࡼ(4 5  のࡘ

のᩓᕸᅗࢥࢫࣝࣉࣥࢧ๓⠇の,ࡋをศ㢮࣮ࢱࢫࣛࢡ

のᑐ㇟は࣮ࢱࢫࣛࢡ㹿ྛࡓࡋの⨨を示࣮ࢱࢫࣛࢡྛ

ᅗ 5 ≉ࡿ࠸࡚࠼ᑐ㇟のഛࡈ࣮ࢱࢫࣛࢡ,示す㹿௨ୗ

ᚩをグ㏙すࡿ㹿 

1:2࣮ࢱࢫࣛࢡ ࣛࢡ㹿ࡿࢀࡉศ㢮࣮ࢱࢫࣛࢡのᑠࡘ

➨:1-1࣮ࢱࢫ 1 ㍈࡛は 0 ㍈㏆,➨ 2 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨㍈

࡛はṇ᪉ྥศᕸࡓࡋ㹿ኳ໙㓄ࡃ࡞ࡀ,ᖹ㠃は㺀㛗᪉

ᙧ㺁࡛,ኳ㠃ࡿࡅ࠾㛤ཱྀ㒊ࡀ㠃ⓗ㓄⨨ࡿࢀࡉഴྥ

࠶ᚩ࡛≉࡞はࡇࡿࢀࡉᣑᩓ㛫య✵ࡀග,ࡾ࠶ࡀ

ࡽ⸩の≉ᚩは,内ࡇ㹿ࡿ 展示✵㛫࡞ᆺⓗࡶ᭱ࡓࡌㄽࡀ(3

の≉ᚩ㢮ఝࡋὀ 1-1࣮ࢱࢫࣛࢡ,7 はࡼࢺࣛࣉࢵࢺ

࣮ࢱࢫࣛࢡ㹿ࡿࢀࡽࡅ࡙⨨࡚ࡋ᥇ගᡭἲ࡞ᆺⓗࡿ

1-2:➨ 2㍈࡛は 0㍈㏆,➨ 1,3㍈࡛は㈇᪉ྥศᕸࡓࡋ㹿

ᖹ㠃は㺀ᐃᙧ㺁࡛,ኳᙧ≧㛤ཱྀ㒊の㓄⨨はከᵝ࡛࠶

ࢀධࡾの࡛,ගのྲྀࡶ㺀୧᪉㺁の㺀❧య㺁㹿展示ရはࡿ

᪉㛵ಀࡃ࡞✵㛫のయ㓄⨨࡛ࡇࡿࢀࡉ,ග展示

㓄⨨の㛵ಀᛶࡀᙅࡓࡗࡲ᥇ගᡭἲ᥎ ࡿࢀࡉ㹿 
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ᅗ ᶞᙧᅗࡿࡼ分析࣮ࢱࢫࣛࢡ 4 (常設)

ᅗ 1 ➨ 1㍈�➨ 2㍈のᩓ布ᅗと࣮ࢱࢫࣛࢡの分布(常設 )
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ᅗ 2  ➨2㍈�➨3㍈のᩓ布ᅗと࣮ࢱࢫࣛࢡの分布 (常設)

ᅗ 3  ➨1㍈�➨3㍈のᩓ布ᅗと࣮ࢱࢫࣛࢡの分布 (常設)
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1�2�➨2㍈では�㍈近,➨1,�㍈では㈇᪉向にศᕸした｡

ᖹ㠃は㺀不定形㺁で,ኳ井形状と開口部の㓄⨨は多様であ

る｡展示品はに㺀❧体㺁と㺀୧᪉㺁のもので,光のྲྀり入れ

᪉と関ಀなく空間の体に㓄⨨されることで,光と展示

㓄⨨の関ಀ性がᙅまった採光手法と᥎ される｡ 

�ター2ࢫࣛࢡ ➨ 1 ㍈では,ṇ᪉向の㧗い値の࢚ࣜに

ศᕸした｡➨ 2㍈では㈇᪉向,➨ � ㍈では �㍈近にศᕸ

した｡ᖹ㠃は㺀㛗᪉形㺁で,展示品は㺀ᖹ㠃㺁のものを中ᚰに,

࿘⦕のቨに㓄⨨される対㇟が多い｡ኳ井に㺀変化あり�⥺

変化㺁のような໙㓄があり,その中ᚰ部における⥺状の開

口部からの光がᑕされ,࿘㎶のቨ㠃にᣑ散される特徴

が見られる｡ 

��ターࢫࣛࢡ ➨1㍈ではにṇ᪉向,➨2㍈ではṇ㈇୧

᪉向に大きくศ散した｡➨ �㍈では � ㍈近にศᕸした｡

ᖹ㠃は㺀不定形㺁や㺀㛗᪉形㺁で,ኳ井に໙㓄がなく,展示品

は㺀ᖹ㠃㺁のものを中ᚰに,࿘⦕のቨのみに㓄⨨される対

㇟が多い｡また,ኳ井㠃における開口部�㺀1 ㎶㺁,㺀2 ㎶㺁)も

空間の࿘⦕のみに㓄⨨される傾向が見られたたࡵ,光と

展示㓄⨨の対応関ಀがᙉㄪされることが特徴である｡ 

��ターࢫࣛࢡ ➨ 1 ㍈では㈇᪉向,➨ 2 ㍈ではṇ᪉向,➨

� ㍈では㈇᪉向に大きくศ散した｡ᖹ㠃の形状と展示品

の✀類および㓄⨨は多様で,ኳ井の形状はに㺀変化な

し㺁と㺀変化あり�点変化㺁である｡ኳ井㠃における開口部

はに点状であり,部ศ㞟中の光は空間体にまとまり

と演出ຠᯝを与えることがな特徴である｡ 

��ターࢫࣛࢡ ➨ 1 ㍈では � ㍈近にศᕸした｡➨ 2,�

㍈では,㈇᪉向に大きくศ散した｡ᖹ㠃形状とኳ井形状は

多様で,㺀᱁Ꮚ㺁と㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁状の開口部の㓄⨨によっ

て,光が空間体にᣑ散されることはな特徴である｡ 

�.�.2.⏬ᒎ♧ᐊ 

 ᩘ量化Ϫ類のゎᯒからᚓられたࣜࢦࢸ࢝ーࢫコを⾲

1�に示す｡また,ゎ㔘しやすいᅛ᭷値とᐤ与⋡の上2㍈

をᢳ出した｡ྛ㍈のゎ㔘は以下となる｡ 

 ➨ 1 ㍈では,ࣜࢦࢸ࢝ーࢫコのṇの値の上で, 㺀透

過�形態᧯作�ไᚚ⨨㺁,㺀透過�形態᧯作㺁,㺀᱁Ꮚ㺁,㺀ࢺࢫ

㺁等,እഃの開口部から入ᑕした光を可動⨨や形ࣉࣛ

態的᧯作によって,ேᕤ的にコンࣟࢺールされることで,

光のྲྀり入れ᪉と空間形態の↓関ಀを示す要素が見られ

た｡㈇の値では,㺀変化あり�点変化㺁, 㺀点㺁,㺀定形㺁,㺀❧

体㺁,㺀透過㺁等,開口部から入ᑕした光に過度なᖸ΅を与

➨:2࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は,ṇ᪉ྥの㧗್࠸の࢚ࣜศ

ᕸࡓࡋ㹿➨ 2 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨ 3 ㍈࡛は 0 ㍈㏆ศᕸࡋ

,のを୰ᚰࡶ㹿ᖹ㠃は㺀㛗᪉ᙧ㺁࡛,展示ရは㺀ᖹ㠃㺁のࡓ

࿘⦕のቨ㓄⨨ࡿࢀࡉᑐ㇟ࡀከ࠸㹿ኳ㺀ኚࡾ࠶+⥺

ኚ㺁の࡞࠺ࡼ໙㓄ࡑ,ࡾ࠶ࡀの୰ᚰ㒊ࡿࡅ࠾⥺≧の㛤

ཱྀ㒊ࡽのගࡀᑕࢀࡉ,࿘㎶のቨ㠃ᣑᩓࡿࢀࡉ≉ᚩ

 㹿ࡿࢀࡽぢࡀ

ṇ᪉ྥ,➨2㍈࡛はṇ㈇୧1㍈࡛は➨:3࣮ࢱࢫࣛࢡ

᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿➨ 3 ㍈࡛は 0 ㍈㏆ศᕸࡓࡋ㹿

ᖹ㠃は㺀ᐃᙧ㺁ࡸ㺀㛗᪉ᙧ㺁࡛,ኳ໙㓄ࡃ࡞ࡀ,展示ရ

は㺀ᖹ㠃㺁のࡶのを୰ᚰ,࿘⦕のቨのࡳ㓄⨨ࡿࢀࡉᑐ

㛤ཱྀ㒊(㺀1ࡿࡅ࠾ኳ㠃,ࡓࡲ㹿࠸ከࡀ㇟ ㎶㺁,㺀2 ㎶㺁)ࡶ

✵㛫の࿘⦕のࡳ㓄⨨ࡿࢀࡉഴྥࡀぢࡵࡓࡓࢀࡽ,ග

展示㓄⨨のᑐᛂ㛵ಀࡀᙉㄪࡀࡇࡿࢀࡉ≉ᚩ࡛ࡿ࠶㹿 

➨:4࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨ 2 ㍈࡛はṇ᪉ྥ,➨

3 ㍈࡛は㈇᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿ᖹ㠃のᙧ≧展示ရ

の✀㢮ࡧࡼ࠾㓄⨨はከᵝ࡛,ኳのᙧ≧は㺀ኚ࡞

㛤ཱྀ㒊ࡿࡅ࠾㹿ኳ㠃ࡿ࠶Ⅼኚ㺁࡛+ࡾ࠶㺀ኚ㺁ࡋ

はⅬ≧࡛ࡾ࠶,㒊ศ㞟୰のගは✵㛫యࡾࡲࡲ

 㹿ࡿ࠶ᚩ࡛≉࡞ࡀࡇࡿ࠼₇ฟຠᯝを

➨:5࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は 0㍈㏆ศᕸࡓࡋ㹿➨ 2,3

㍈࡛は,㈇᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿ᖹ㠃ᙧ≧ኳᙧ≧は

ከᵝ࡛,㺀᱁Ꮚ㺁㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁≧の㛤ཱྀ㒊の㓄⨨ࡗࡼ

࡚,ගࡀ✵㛫యᣑᩓࡇࡿࢀࡉは࡞≉ᚩ࡛ࡿ࠶㹿 

3.3.2.企画展示室 

 数㔞Ϫ㢮のゎᯒࡽᚓࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝ࡓࢀࡽを⾲

ᐤ⋡のୖᅛ᭷್࠸すࡸࡋゎ㔘,ࡓࡲ示す㹿10 2㍈

をᢳฟࡓࡋ㹿ྛ㍈のゎ㔘は௨ୗࡿ࡞㹿 

 ➨ 1 ㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 㺀㏱

㐣+ᙧែ᧯స+ไᚚ⨨㺁,㺀㏱㐣+ᙧែ᧯స㺁,㺀᱁Ꮚ㺁,㺀ࢺࢫ

ᙧࡸ⨨ගをྍືࡓࡋධᑕࡽ㺁➼,እഃの㛤ཱྀ㒊ࣉࣛ

ែⓗ᧯స࡚ࡗࡼ,ேᕤⓗ࡛ࡇࡿࢀࡉ࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ,

ගのྲྀࡾධࢀ᪉✵㛫ᙧែの↓㛵ಀを示すせ⣲ࡀぢࢀࡽ

❧Ⅼኚ㺁, 㺀Ⅼ㺁,㺀ᐃᙧ㺁,㺀+ࡾ࠶㹿㈇の್࡛は,㺀ኚࡓ

య㺁,㺀㏱㐣㺁➼,㛤ཱྀ㒊ࡽධᑕࡓࡋග㐣ᗘ࡞ᖸ΅を

㛫✵ࡿࡼ㛫ᙧែのᛂ㛵ಀ✵᪉ࢀධࡾගのྲྀ,ࡎ࠼

の₇ฟຠᯝをᙉㄪすࡿせ⣲ࡀぢࡓࢀࡽ㹿⥲యࡇ,࡚ࡋの

㍈はගのไᚚ᪉ᘧࡿࡼග✵㛫ᙧែの㛵ಀᛶをホ

౯ࡿ࠸࡚ࡋゎ㔘ࡋ,㺀ไᚚᆺ-⮬↛ᆺ㺁ྡࡓࡅ㹿➨ 2

㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 㺀2 ㎶㺁,㺀1

㎶㺁,㺀㛗᪉ᙧ㺁,㺀ኚࡾ࠶+⥺ኚ㺁,㺀⥺㺁➼,ᖹ㠃ࡀ㛗᪉ᙧ

の✵㛫࡛,ኳ㠃ࡿࡅ࠾⥺≧の㛤ཱྀ㒊ࡀᒁ㒊㞟୰ࡋ 
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ᅗ 6 ➨ 1㍈�➨2㍈のᩓ布ᅗཬ࣮ࢱࢫࣛࢡࡧの分布(企画)
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࣮ࢱࢫࣛࢡ 1

࣮ࢱࢫࣛࢡ ࣮ࢱࢫࣛࢡ3�1 2

࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�2

࣮ࢱࢫࣛࢡ 1　No�1 ࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�1　No�22

࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�2　No.9

࣮ࢱࢫࣛࢡ 2　No�17

࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�2　No.18 ࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�2　No�20

表 10 企画展示室ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝

㈇の್ (上 ) 正の್ (上 )

A[Ls 1 A[Ls 2

長᪉ᙧ 0�3724212 1.3979164

ᐃᙧ �2�039511 �1�488005

不ᐃᙧ 0�4711792 �0�305469

ኚ化ࡋ࡞ 0�4854688 �0�331735

ኚ化ࡾ࠶ �Ⅼኚ化 �3�039877 �0�049725

ኚ化ࡾ࠶ �⥺ኚ化 0�5054994 1�009338

✺出㒊の᭷↓ 0�2854607 �0�589953

ᖹ㠃 0�6698101 �0�098086

立య �1�718027 0�5662207

1 ㎶ �0�486339 1�4105459

2 ㎶ 1�2902015 1.5949595

Ⅼ �2�705609 �0�147731

⥺ �0�017218 1�0388313

分ᩓ 1�1093504 �3�001225

㠃 0�4558683 �1�944608

ｽﾄﾗｲﾌﾟ 0�7734535 0�469329

᱁Ꮚ 1�1093504 �3�001225

❆ �0�847283 �1�330304

㏱㐣 �0�464846 0�6411658

㏱㐣 �ᙧែ᧯స 1.1457194 0�0166888

㏱㐣 �ไᚚ⨨ 0�5581576 �3�034109

㏱㐣 �ᙧែ᧯స �ไᚚ⨨ 1.6685518 2�4555729

➨:2࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は,ṇ᪉ྥの㧗್࠸の࢚ࣜศ

ᕸࡓࡋ㹿➨ 2 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨ 3 ㍈࡛は 0 ㍈㏆ศᕸࡋ

,のを୰ᚰࡶ㹿ᖹ㠃は㺀㛗᪉ᙧ㺁࡛,展示ရは㺀ᖹ㠃㺁のࡓ

࿘⦕のቨ㓄⨨ࡿࢀࡉᑐ㇟ࡀከ࠸㹿ኳ㺀ኚࡾ࠶+⥺

ኚ㺁の࡞࠺ࡼ໙㓄ࡑ,ࡾ࠶ࡀの୰ᚰ㒊ࡿࡅ࠾⥺≧の㛤

ཱྀ㒊ࡽのගࡀᑕࢀࡉ,࿘㎶のቨ㠃ᣑᩓࡿࢀࡉ≉ᚩ

 㹿ࡿࢀࡽぢࡀ

ṇ᪉ྥ,➨2㍈࡛はṇ㈇୧1㍈࡛は➨:3࣮ࢱࢫࣛࢡ

᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿➨ 3 ㍈࡛は 0 ㍈㏆ศᕸࡓࡋ㹿

ᖹ㠃は㺀ᐃᙧ㺁ࡸ㺀㛗᪉ᙧ㺁࡛,ኳ໙㓄ࡃ࡞ࡀ,展示ရ

は㺀ᖹ㠃㺁のࡶのを୰ᚰ,࿘⦕のቨのࡳ㓄⨨ࡿࢀࡉᑐ

㛤ཱྀ㒊(㺀1ࡿࡅ࠾ኳ㠃,ࡓࡲ㹿࠸ከࡀ㇟ ㎶㺁,㺀2 ㎶㺁)ࡶ

✵㛫の࿘⦕のࡳ㓄⨨ࡿࢀࡉഴྥࡀぢࡵࡓࡓࢀࡽ,ග

展示㓄⨨のᑐᛂ㛵ಀࡀᙉㄪࡀࡇࡿࢀࡉ≉ᚩ࡛ࡿ࠶㹿 

➨:4࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨ 2 ㍈࡛はṇ᪉ྥ,➨

3 ㍈࡛は㈇᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿ᖹ㠃のᙧ≧展示ရ

の✀㢮ࡧࡼ࠾㓄⨨はከᵝ࡛,ኳのᙧ≧は㺀ኚ࡞

㛤ཱྀ㒊ࡿࡅ࠾㹿ኳ㠃ࡿ࠶Ⅼኚ㺁࡛+ࡾ࠶㺀ኚ㺁ࡋ

はⅬ≧࡛ࡾ࠶,㒊ศ㞟୰のගは✵㛫యࡾࡲࡲ

 㹿ࡿ࠶ᚩ࡛≉࡞ࡀࡇࡿ࠼₇ฟຠᯝを

➨:5࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は 0㍈㏆ศᕸࡓࡋ㹿➨ 2,3

㍈࡛は,㈇᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿ᖹ㠃ᙧ≧ኳᙧ≧は

ከᵝ࡛,㺀᱁Ꮚ㺁㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁≧の㛤ཱྀ㒊の㓄⨨ࡗࡼ

࡚,ගࡀ✵㛫యᣑᩓࡇࡿࢀࡉは࡞≉ᚩ࡛ࡿ࠶㹿 

3.3.2.企画展示室 

 数㔞Ϫ㢮のゎᯒࡽᚓࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝ࡓࢀࡽを⾲

ᐤ⋡のୖᅛ᭷್࠸すࡸࡋゎ㔘,ࡓࡲ示す㹿10 2㍈

をᢳฟࡓࡋ㹿ྛ㍈のゎ㔘は௨ୗࡿ࡞㹿 

 ➨ 1 ㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 㺀㏱

㐣+ᙧែ᧯స+ไᚚ⨨㺁,㺀㏱㐣+ᙧែ᧯స㺁,㺀᱁Ꮚ㺁,㺀ࢺࢫ

ᙧࡸ⨨ගをྍືࡓࡋධᑕࡽ㺁➼,እഃの㛤ཱྀ㒊ࣉࣛ

ែⓗ᧯స࡚ࡗࡼ,ேᕤⓗ࡛ࡇࡿࢀࡉ࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ,

ගのྲྀࡾධࢀ᪉✵㛫ᙧែの↓㛵ಀを示すせ⣲ࡀぢࢀࡽ

❧Ⅼኚ㺁, 㺀Ⅼ㺁,㺀ᐃᙧ㺁,㺀+ࡾ࠶㹿㈇の್࡛は,㺀ኚࡓ

య㺁,㺀㏱㐣㺁➼,㛤ཱྀ㒊ࡽධᑕࡓࡋග㐣ᗘ࡞ᖸ΅を

㛫✵ࡿࡼ㛫ᙧែのᛂ㛵ಀ✵᪉ࢀධࡾගのྲྀ,ࡎ࠼

の₇ฟຠᯝをᙉㄪすࡿせ⣲ࡀぢࡓࢀࡽ㹿⥲యࡇ,࡚ࡋの

㍈はගのไᚚ᪉ᘧࡿࡼග✵㛫ᙧែの㛵ಀᛶをホ

౯ࡿ࠸࡚ࡋゎ㔘ࡋ,㺀ไᚚᆺ-⮬↛ᆺ㺁ྡࡓࡅ㹿➨ 2

㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 㺀2 ㎶㺁,㺀1

㎶㺁,㺀㛗᪉ᙧ㺁,㺀ኚࡾ࠶+⥺ኚ㺁,㺀⥺㺁➼,ᖹ㠃ࡀ㛗᪉ᙧ

の✵㛫࡛,ኳ㠃ࡿࡅ࠾⥺≧の㛤ཱྀ㒊ࡀᒁ㒊㞟୰ࡋ 
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ᅗ 6 ➨ 1㍈�➨2㍈のᩓ布ᅗཬ࣮ࢱࢫࣛࢡࡧの分布(企画)
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࣮ࢱࢫࣛࢡ 1

࣮ࢱࢫࣛࢡ ࣮ࢱࢫࣛࢡ3�1 2

࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�2

࣮ࢱࢫࣛࢡ 1　No�1 ࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�1　No�22

࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�2　No.9

࣮ࢱࢫࣛࢡ 2　No�17

࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�2　No.18 ࣮ࢱࢫࣛࢡ 3�2　No�20

表 10 企画展示室ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝

㈇の್ (上 ) 正の್ (上 )

A[Ls 1 A[Ls 2

長᪉ᙧ 0�3724212 1.3979164

ᐃᙧ �2�039511 �1�488005

不ᐃᙧ 0�4711792 �0�305469

ኚ化ࡋ࡞ 0�4854688 �0�331735

ኚ化ࡾ࠶ �Ⅼኚ化 �3�039877 �0�049725

ኚ化ࡾ࠶ �⥺ኚ化 0�5054994 1�009338

✺出㒊の᭷↓ 0�2854607 �0�589953

ᖹ㠃 0�6698101 �0�098086

立య �1�718027 0�5662207

1 ㎶ �0�486339 1�4105459

2 ㎶ 1�2902015 1.5949595

Ⅼ �2�705609 �0�147731

⥺ �0�017218 1�0388313

分ᩓ 1�1093504 �3�001225

㠃 0�4558683 �1�944608

ｽﾄﾗｲﾌﾟ 0�7734535 0�469329

᱁Ꮚ 1�1093504 �3�001225

❆ �0�847283 �1�330304

㏱㐣 �0�464846 0�6411658

㏱㐣 �ᙧែ᧯స 1.1457194 0�0166888

㏱㐣 �ไᚚ⨨ 0�5581576 �3�034109

㏱㐣 �ᙧែ᧯స �ไᚚ⨨ 1.6685518 2�4555729

➨:2࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は,ṇ᪉ྥの㧗್࠸の࢚ࣜศ

ᕸࡓࡋ㹿➨ 2 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨ 3 ㍈࡛は 0 ㍈㏆ศᕸࡋ

,のを୰ᚰࡶ㹿ᖹ㠃は㺀㛗᪉ᙧ㺁࡛,展示ရは㺀ᖹ㠃㺁のࡓ

࿘⦕のቨ㓄⨨ࡿࢀࡉᑐ㇟ࡀከ࠸㹿ኳ㺀ኚࡾ࠶+⥺

ኚ㺁の࡞࠺ࡼ໙㓄ࡑ,ࡾ࠶ࡀの୰ᚰ㒊ࡿࡅ࠾⥺≧の㛤

ཱྀ㒊ࡽのගࡀᑕࢀࡉ,࿘㎶のቨ㠃ᣑᩓࡿࢀࡉ≉ᚩ

 㹿ࡿࢀࡽぢࡀ

ṇ᪉ྥ,➨2㍈࡛はṇ㈇୧1㍈࡛は➨:3࣮ࢱࢫࣛࢡ

᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿➨ 3 ㍈࡛は 0 ㍈㏆ศᕸࡓࡋ㹿

ᖹ㠃は㺀ᐃᙧ㺁ࡸ㺀㛗᪉ᙧ㺁࡛,ኳ໙㓄ࡃ࡞ࡀ,展示ရ

は㺀ᖹ㠃㺁のࡶのを୰ᚰ,࿘⦕のቨのࡳ㓄⨨ࡿࢀࡉᑐ

㛤ཱྀ㒊(㺀1ࡿࡅ࠾ኳ㠃,ࡓࡲ㹿࠸ከࡀ㇟ ㎶㺁,㺀2 ㎶㺁)ࡶ

✵㛫の࿘⦕のࡳ㓄⨨ࡿࢀࡉഴྥࡀぢࡵࡓࡓࢀࡽ,ග

展示㓄⨨のᑐᛂ㛵ಀࡀᙉㄪࡀࡇࡿࢀࡉ≉ᚩ࡛ࡿ࠶㹿 

➨:4࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨ 2 ㍈࡛はṇ᪉ྥ,➨

3 ㍈࡛は㈇᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿ᖹ㠃のᙧ≧展示ရ

の✀㢮ࡧࡼ࠾㓄⨨はከᵝ࡛,ኳのᙧ≧は㺀ኚ࡞

㛤ཱྀ㒊ࡿࡅ࠾㹿ኳ㠃ࡿ࠶Ⅼኚ㺁࡛+ࡾ࠶㺀ኚ㺁ࡋ

はⅬ≧࡛ࡾ࠶,㒊ศ㞟୰のගは✵㛫యࡾࡲࡲ

 㹿ࡿ࠶ᚩ࡛≉࡞ࡀࡇࡿ࠼₇ฟຠᯝを

➨:5࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は 0㍈㏆ศᕸࡓࡋ㹿➨ 2,3

㍈࡛は,㈇᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿ᖹ㠃ᙧ≧ኳᙧ≧は

ከᵝ࡛,㺀᱁Ꮚ㺁㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁≧の㛤ཱྀ㒊の㓄⨨ࡗࡼ

࡚,ගࡀ✵㛫యᣑᩓࡇࡿࢀࡉは࡞≉ᚩ࡛ࡿ࠶㹿 

3.3.2.企画展示室 

 数㔞Ϫ㢮のゎᯒࡽᚓࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝ࡓࢀࡽを⾲

ᐤ⋡のୖᅛ᭷್࠸すࡸࡋゎ㔘,ࡓࡲ示す㹿10 2㍈

をᢳฟࡓࡋ㹿ྛ㍈のゎ㔘は௨ୗࡿ࡞㹿 

 ➨ 1 ㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 㺀㏱

㐣+ᙧែ᧯స+ไᚚ⨨㺁,㺀㏱㐣+ᙧែ᧯స㺁,㺀᱁Ꮚ㺁,㺀ࢺࢫ

ᙧࡸ⨨ගをྍືࡓࡋධᑕࡽ㺁➼,እഃの㛤ཱྀ㒊ࣉࣛ

ែⓗ᧯స࡚ࡗࡼ,ேᕤⓗ࡛ࡇࡿࢀࡉ࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ,

ගのྲྀࡾධࢀ᪉✵㛫ᙧែの↓㛵ಀを示すせ⣲ࡀぢࢀࡽ

❧Ⅼኚ㺁, 㺀Ⅼ㺁,㺀ᐃᙧ㺁,㺀+ࡾ࠶㹿㈇の್࡛は,㺀ኚࡓ

య㺁,㺀㏱㐣㺁➼,㛤ཱྀ㒊ࡽධᑕࡓࡋග㐣ᗘ࡞ᖸ΅を

㛫✵ࡿࡼ㛫ᙧែのᛂ㛵ಀ✵᪉ࢀධࡾගのྲྀ,ࡎ࠼

の₇ฟຠᯝをᙉㄪすࡿせ⣲ࡀぢࡓࢀࡽ㹿⥲యࡇ,࡚ࡋの

㍈はගのไᚚ᪉ᘧࡿࡼග✵㛫ᙧែの㛵ಀᛶをホ

౯ࡿ࠸࡚ࡋゎ㔘ࡋ,㺀ไᚚᆺ-⮬↛ᆺ㺁ྡࡓࡅ㹿➨ 2

㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 㺀2 ㎶㺁,㺀1

㎶㺁,㺀㛗᪉ᙧ㺁,㺀ኚࡾ࠶+⥺ኚ㺁,㺀⥺㺁➼,ᖹ㠃ࡀ㛗᪉ᙧ

の✵㛫࡛,ኳ㠃ࡿࡅ࠾⥺≧の㛤ཱྀ㒊ࡀᒁ㒊㞟୰ࡋ 
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表 10 企画展示室ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝

㈇の್ (上 ) 正の್ (上 )

A[Ls 1 A[Ls 2

長᪉ᙧ 0�3724212 1.3979164

ᐃᙧ �2�039511 �1�488005

不ᐃᙧ 0�4711792 �0�305469

ኚ化ࡋ࡞ 0�4854688 �0�331735

ኚ化ࡾ࠶ �Ⅼኚ化 �3�039877 �0�049725

ኚ化ࡾ࠶ �⥺ኚ化 0�5054994 1�009338

✺出㒊の᭷↓ 0�2854607 �0�589953

ᖹ㠃 0�6698101 �0�098086

立య �1�718027 0�5662207

1 ㎶ �0�486339 1�4105459

2 ㎶ 1�2902015 1.5949595

Ⅼ �2�705609 �0�147731

⥺ �0�017218 1�0388313

分ᩓ 1�1093504 �3�001225

㠃 0�4558683 �1�944608

ｽﾄﾗｲﾌﾟ 0�7734535 0�469329

᱁Ꮚ 1�1093504 �3�001225

❆ �0�847283 �1�330304

㏱㐣 �0�464846 0�6411658

㏱㐣 �ᙧែ᧯స 1.1457194 0�0166888

㏱㐣 �ไᚚ⨨ 0�5581576 �3�034109

㏱㐣 �ᙧែ᧯స �ไᚚ⨨ 1.6685518 2�4555729

➨:2࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は,ṇ᪉ྥの㧗್࠸の࢚ࣜศ

ᕸࡓࡋ㹿➨ 2 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨ 3 ㍈࡛は 0 ㍈㏆ศᕸࡋ

,のを୰ᚰࡶ㹿ᖹ㠃は㺀㛗᪉ᙧ㺁࡛,展示ရは㺀ᖹ㠃㺁のࡓ

࿘⦕のቨ㓄⨨ࡿࢀࡉᑐ㇟ࡀከ࠸㹿ኳ㺀ኚࡾ࠶+⥺

ኚ㺁の࡞࠺ࡼ໙㓄ࡑ,ࡾ࠶ࡀの୰ᚰ㒊ࡿࡅ࠾⥺≧の㛤

ཱྀ㒊ࡽのගࡀᑕࢀࡉ,࿘㎶のቨ㠃ᣑᩓࡿࢀࡉ≉ᚩ

 㹿ࡿࢀࡽぢࡀ

ṇ᪉ྥ,➨2㍈࡛はṇ㈇୧1㍈࡛は➨:3࣮ࢱࢫࣛࢡ

᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿➨ 3 ㍈࡛は 0 ㍈㏆ศᕸࡓࡋ㹿

ᖹ㠃は㺀ᐃᙧ㺁ࡸ㺀㛗᪉ᙧ㺁࡛,ኳ໙㓄ࡃ࡞ࡀ,展示ရ

は㺀ᖹ㠃㺁のࡶのを୰ᚰ,࿘⦕のቨのࡳ㓄⨨ࡿࢀࡉᑐ

㛤ཱྀ㒊(㺀1ࡿࡅ࠾ኳ㠃,ࡓࡲ㹿࠸ከࡀ㇟ ㎶㺁,㺀2 ㎶㺁)ࡶ

✵㛫の࿘⦕のࡳ㓄⨨ࡿࢀࡉഴྥࡀぢࡵࡓࡓࢀࡽ,ග

展示㓄⨨のᑐᛂ㛵ಀࡀᙉㄪࡀࡇࡿࢀࡉ≉ᚩ࡛ࡿ࠶㹿 

➨:4࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は㈇᪉ྥ,➨ 2 ㍈࡛はṇ᪉ྥ,➨

3 ㍈࡛は㈇᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿ᖹ㠃のᙧ≧展示ရ

の✀㢮ࡧࡼ࠾㓄⨨はከᵝ࡛,ኳのᙧ≧は㺀ኚ࡞

㛤ཱྀ㒊ࡿࡅ࠾㹿ኳ㠃ࡿ࠶Ⅼኚ㺁࡛+ࡾ࠶㺀ኚ㺁ࡋ

はⅬ≧࡛ࡾ࠶,㒊ศ㞟୰のගは✵㛫యࡾࡲࡲ

 㹿ࡿ࠶ᚩ࡛≉࡞ࡀࡇࡿ࠼₇ฟຠᯝを

➨:5࣮ࢱࢫࣛࢡ 1 ㍈࡛は 0㍈㏆ศᕸࡓࡋ㹿➨ 2,3

㍈࡛は,㈇᪉ྥࡃࡁศᩓࡓࡋ㹿ᖹ㠃ᙧ≧ኳᙧ≧は

ከᵝ࡛,㺀᱁Ꮚ㺁㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁≧の㛤ཱྀ㒊の㓄⨨ࡗࡼ

࡚,ගࡀ✵㛫యᣑᩓࡇࡿࢀࡉは࡞≉ᚩ࡛ࡿ࠶㹿 

3.3.2.企画展示室 

 数㔞Ϫ㢮のゎᯒࡽᚓࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝ࡓࢀࡽを⾲

ᐤ⋡のୖᅛ᭷್࠸すࡸࡋゎ㔘,ࡓࡲ示す㹿10 2㍈

をᢳฟࡓࡋ㹿ྛ㍈のゎ㔘は௨ୗࡿ࡞㹿 

 ➨ 1 ㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 㺀㏱

㐣+ᙧែ᧯స+ไᚚ⨨㺁,㺀㏱㐣+ᙧែ᧯స㺁,㺀᱁Ꮚ㺁,㺀ࢺࢫ

ᙧࡸ⨨ගをྍືࡓࡋධᑕࡽ㺁➼,እഃの㛤ཱྀ㒊ࣉࣛ

ែⓗ᧯స࡚ࡗࡼ,ேᕤⓗ࡛ࡇࡿࢀࡉ࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ,

ගのྲྀࡾධࢀ᪉✵㛫ᙧែの↓㛵ಀを示すせ⣲ࡀぢࢀࡽ

❧Ⅼኚ㺁, 㺀Ⅼ㺁,㺀ᐃᙧ㺁,㺀+ࡾ࠶㹿㈇の್࡛は,㺀ኚࡓ

య㺁,㺀㏱㐣㺁➼,㛤ཱྀ㒊ࡽධᑕࡓࡋග㐣ᗘ࡞ᖸ΅を

㛫✵ࡿࡼ㛫ᙧែのᛂ㛵ಀ✵᪉ࢀධࡾගのྲྀ,ࡎ࠼

の₇ฟຠᯝをᙉㄪすࡿせ⣲ࡀぢࡓࢀࡽ㹿⥲యࡇ,࡚ࡋの

㍈はගのไᚚ᪉ᘧࡿࡼග✵㛫ᙧែの㛵ಀᛶをホ

౯ࡿ࠸࡚ࡋゎ㔘ࡋ,㺀ไᚚᆺ-⮬↛ᆺ㺁ྡࡓࡅ㹿➨ 2

㍈࡛は,ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝のṇの್のୖ࡛, 㺀2 ㎶㺁,㺀1

㎶㺁,㺀㛗᪉ᙧ㺁,㺀ኚࡾ࠶+⥺ኚ㺁,㺀⥺㺁➼,ᖹ㠃ࡀ㛗᪉ᙧ

の✵㛫࡛,ኳ㠃ࡿࡅ࠾⥺≧の㛤ཱྀ㒊ࡀᒁ㒊㞟୰ࡋ 
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表 10 企画展示室ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝

㈇の್ (上 ) 正の್ (上 )

A[Ls 1 A[Ls 2

長᪉ᙧ 0�3724212 1.3979164

ᐃᙧ �2�039511 �1�488005

不ᐃᙧ 0�4711792 �0�305469

ኚ化ࡋ࡞ 0�4854688 �0�331735

ኚ化ࡾ࠶ �Ⅼኚ化 �3�039877 �0�049725

ኚ化ࡾ࠶ �⥺ኚ化 0�5054994 1�009338

✺出㒊の᭷↓ 0�2854607 �0�589953

ᖹ㠃 0�6698101 �0�098086

立య �1�718027 0�5662207

1 ㎶ �0�486339 1�4105459

2 ㎶ 1�2902015 1.5949595

Ⅼ �2�705609 �0�147731

⥺ �0�017218 1�0388313

分ᩓ 1�1093504 �3�001225

㠃 0�4558683 �1�944608

ｽﾄﾗｲﾌﾟ 0�7734535 0�469329

᱁Ꮚ 1�1093504 �3�001225

❆ �0�847283 �1�330304

㏱㐣 �0�464846 0�6411658

㏱㐣 �ᙧែ᧯స 1.1457194 0�0166888

㏱㐣 �ไᚚ⨨ 0�5581576 �3�034109

㏱㐣 �ᙧែ᧯స �ไᚚ⨨ 1.6685518 2�4555729
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表10 企画展示室ࢥࢫ࣮ࣜࢦࢸ࢝

ᅗ 7 ᶞᙧᅗࡿࡼ分析࣮ࢱࢫࣛࢡ  (企画)
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えࡎ,光のྲྀり入れ᪉と空間形態の応関ಀによる空間

の演出ຠᯝをᙉㄪする要素が見られた｡⥲体として,この

㍈はに光のไᚚ᪉ᘧによる光と空間形態の関ಀ性を評

価しているとゎ㔘し,㺀ไᚚ型�自然型㺁とྡけた｡➨ 2

㍈では,ࣜࢦࢸ࢝ーࢫコのṇの値の上で, 㺀2 ㎶㺁,㺀1

㎶㺁,㺀㛗᪉形㺁,㺀変化あり�⥺変化㺁,㺀⥺㺁等,ᖹ㠃が㛗᪉形

の空間で,ኳ井㠃における⥺状の開口部がᒁ部に㞟中し

て㓄⨨されるという傾向を示す要素が見られた｡㈇の値

では,㺀ศ散㺁,㺀᱁Ꮚ㺁,㺀㠃㺁等,ኳ井㠃における開口部が

より㠃的に㓄⨨され,光が空間体にᣑ散されるとい

う傾向を示す要素が見られた｡⥲体として,この㍈はᖖ設

展示室の➨ 2 ㍈と類ఝし,ኳ井㠃における開口部の㓄⨨

を評価しているとゎ㔘し,㺀ᒁ部㞟中型�㠃ᣑ散型㺁とྡ

けた｡ 

➨,の散ᕸᅗのศᕸ特徴についてコࢫルࣉンࢧ  1 ㍈

と➨2㍈より構成された散ᕸᅗ�ᅗ�)では,㺀ไᚚ型㺁�➨1

㍈のṇ᪉向)に೫るྑ༙ศと㺀ᒁ部㞟中型㺁�➨ 2 ㍈のṇ᪉

向)に೫る上༙ศにおいて対㇟がより多くศᕸし,それに

対して㺀自然型㺁�➨ 1 ㍈の㈇᪉向)に೫るᕥ༙ศと㺀㠃

ᣑ散型㺁�➨ 2 ㍈の㈇᪉向)に೫る下༙ศにおいては,対㇟

ᩘが少なく,特にᕥ下の部ศに対㇟のศᕸはᗈがってい

ない｡すなわࡕ,多様な展示品に対応する必要がある画

展示室の採光手法について,開口部がᒁ部に㞟中され,自

然光もよりேᕤ的にコンࣟࢺールされるという特徴が❚

える｡ 

 ᩘ量化Ϫ類でᚓられた➨ 1 ㍈と➨ 2 ㍈のྛ対㇟のࢧン

法)をࢻー࢛࢘�ターศᯒࢫࣛࢡを用いて階ᒙコࢫルࣉ

⾜った｡ᚓられたᶞ形ᅗ�ᅗ�)を�つのࢫࣛࢡターをศ類

し,๓節のࢧンࣉルࢫコの散ᕸᅗにྛࢫࣛࢡターの

⨨を示した｡ྛࢫࣛࢡターの対㇟例はᅗ � に示す｡以下,

 ｡とに対㇟のഛえている特徴をグ㏙するࡈターࢫࣛࢡ

�ター1ࢫࣛࢡ ➨1㍈ではṇ㈇୧᪉向にศ散し,➨2㍈で

は㈇᪉向の㧗い値の࢚ࣜにศᕸした｡ኳ井に໙㓄がな

く,ኳ井㠃における開口部が㠃的に㓄⨨され,可動ไᚚ

⨨等の᪉法によって光をコンࣟࢺールすることはな

特徴であり,多様な展示᪉ᘧに対応できるᆒ㉁な光環境

が形成される採光手法であると考えされる｡ 

�ター2ࢫࣛࢡ ➨ 1 ㍈では㈇᪉向の㧗い値の࢚ࣜにศ

ᕸし,➨ 2 ㍈では㈇᪉向にศᕸした｡ኳ井形状は㺀変化あ

り�点変化㺁で,ᖹ㠃は㺀定形㺁で,空間の上部に㞟中した点

状の開口部があり,部ศ㞟中の光は空間体にまとまり

と演出ຠᯝを与えることがな特徴である｡ 

2��ターࢫࣛࢡ  つのᑠࢫࣛࢡターにศ類される｡ࣛࢡ 

�ター��1ࢫ➨1㍈ではṇの᪉向に,➨2㍈では㈇᪉向にศ

ᕸした｡ኳ井に໙㓄がなく,ᖹ㠃は㺀不定形㺁で,ኳ井㠃に

おける㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁と㺀㠃㺁の開口部があり,光が空間

の体にᣑ散することがな特徴であるが,ᖹ㠃形状や

ኳ井形状といった空間形態の変化により,వศなพฝや

室内㣭が㝖されがࡕな࢟・ࢺ࣡࣍ューࣈのような

空間と␗なる傾向が❚える｡ࢫࣛࢡター��2�➨ 1 ㍈では

ṇ㈇୧᪉向にᗈくศ散しており,➨ 2 ㍈ではṇの᪉向に

ศᕸした｡ᖹ㠃は㺀㛗᪉形㺁や㺀不定形㺁で,ኳ井形状は

㺀変化なし㺁や㺀変化あり�⥺変化㺁の 2 ✀類が見られ,ኳ

井㠃における⥺状の開口部の㓄⨨を特徴とした採光手法

であると考えられる｡⣽㛗い空間のኳ井㠃の中ኸ部に⥺

状の開口部から光をྲྀり入れ,㍈⥺光のように光が空間

に᪉向性を与えるもの注 �,ኳ井㠃おける⥺状の開口部が

࿘⦕のみに㓄⨨されるものや,㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁のように⥺

状の開口部がし,光が空間体にᣑ散されるものの

�つのタࣉが見られる｡ 

 

�.↷ᗘ▐್ࡓࡳࡽ⨾⾡㤋ᒎ♧ᐊࡢ᥇ගᡭἲ 

 本❶では昼光照᫂シミュレーションを⾜い,照度瞬時

値の視点から季節,時間ᖏや開口部の透過特性等の条件

下で代⾲的な採光手法の自然光利用の特徴を考察する｡ 

 ㇟ᑐࡢࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ.1.�

 シミュレーションの対㇟について,➨ � ❶で⾜ったᖖ

設と画展示室の類型化の⤖ᯝからᚓられた � ࢫࣛࢡ

ター�ᖖ設 � ター,画ࢫࣛࢡ � ྛ,ター)にᇶ࡙きࢫࣛࢡ

て,๓❶でྲྀり上げたࡏターの特徴に合わࢫࣛࢡ �2 ಶの

対㇟から以下の代⾲的な11事例を㑅定した�⾲11,⾲12,

ᅗ �)｡ 

画)はに,ኳ井�ター1ࢫࣛࢡᖖ設)と�ター1ࢫࣛࢡ 

館名 㛤館ᖺ 室名 展示物と⨨ ᡤᅾᆅ
㛤口㒊⣲
ᮦ (ᐇ際 )

1 ﾊﾗﾐｭｰｼﾞｱﾑｱｰｸ 1988 ｷﾞｬﾗﾘｰ A ⤮画 �ቨ 群馬県 ᣑᩓ

2 ୍ᐑ市三岸⠇Ꮚ記念美術館 1998 ୍⯡展
示室 ⤮画 �ቨ 愛知県 ㏱᫂

3 Luyeyuan Sculpture Art Museum 2002 2 㝵展
示室 ᙮้ �ᗋ 中国

ᅄ川┬ ㏱᫂

4 札幌芸術の森美術館 1990 展示室 ⤮画・᙮้➼
�ቨ・ᗋ 海㐨 ㏱᫂ �

ᣑᩓ

5 織田廣喜ﾐｭｰｼﾞｱﾑ 1998 常設展
示室 ⤮画 �ቨ ㈡県 ㏱᫂

6 ﾊﾗﾐｭｰｼﾞｱﾑｱｰｸ 1988 ｷﾞｬﾗﾘｰ & ⤮画・᙮้➼
�ቨ・ᗋ 群馬県 ᣑᩓ

7 金沢 21 世紀美術館 2004 展示室 7
⤮画・᙮้➼

�ቨ・ᗋ
石川県 ㏱᫂ �

ᣑᩓ

8 ﾔｵｺｰ川㉺美術館 2011 展示室 2 ⤮画 �ቨ ᇸ⋢県 ᣑᩓ

9 N's YARD 2018 展示室 4 ⤮画・᙮้➼
�ቨ・ᗋ

ᰣᮌ県 ㏱᫂

10 ﾎｷ美術館 2010 ｷﾞｬﾗﾘｰ 1 ⤮画 �ቨ ༓葉県 ㏱᫂

11 群馬県立館ᯘ美術館 2001 展示室 1 ᙮้ �ᗋ 群馬県 ㏱᫂

୍ぴ表 対象の୍ぴࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ 対象の表11ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ 11
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&ase1 &ase5

&ase8 &ase10

&ase2

&ase6 &ase9 &ase11

&ase3 &ase4

表 対象のᴫせࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ 12
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᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࣉࢵࢺ ᙧࢻࢵ࣑ࣛࣆ) ) ᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࣉࢵࢺ (㗬ᙧ ) ᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࣉࢵࢺ (長᪉య ) ᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࣉࢵࢺ ᙧ࣮ࢱࢽࣔ) )

⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 36�50�138�95 ⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 35�31�136�75 ⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 30�89�103�87 ⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 42�94�141�34

Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �Matsumoto� 松本 Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �NaJoya� 名古屋 Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �SLcKuan &KenJdu� ᡂ都 Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �Sapporo� 札幌

&ase9　N's YARD &ase10　࢟࣍美術館 &ase11　群馬県立館ᯘ美術館

室名 �展示室 4 室名 �࣮ࣜࣛࣕࢠ 1 室名 �展示室 1

᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࢻࢧࣁ ᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࢻࢧ࣮ࣟ ᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࢻࢧ (㠃ࢫࣛ࢞ )

⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 37�00�139�99 ⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 35�52�140�28 ⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 36�27�139�51

Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �ToNyo +yaNurL� 東京ⓒ㔛 Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �ToNyo +yaNurL� 東京ⓒ㔛 Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �ToNyo +yaNurL� 東京ⓒ㔛
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室名 �常設展示室 室名 �࣮ࣜࣛࣕࢠ & 室名 �展示室 7 室名 �展示室 2

᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࣉࢵࢺ (⥺ᙧ �࿘⦕ ) ᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࣉࢵࢺ (⥺ᙧ �中央 ) ᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࣉࢵࢺ (㠃 ) ᥇光ᡭἲ �ࢺࣛࣉࢵࢺ (ฝᙧ )

⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 35�01�136�28 ⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 36�50�138�95 ⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 36�56�136�66 ⨨設ᐃ (⦋ᗘ・⤒ᗘ )� 35�93�139�49

Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �NaJoya� 名古屋 Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �Matsumoto� 松本 Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �Matsumoto� 松本 Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �ToNyo +yaNurL� 東京ⓒ㔛
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㠃における開口部が㠃的に㓄⨨されることが特徴であ

るたࢺࣛࣉࢵࢺ,ࡵ�㠃)を用いた &DVH� を㑅定した｡

画)はに,ኳ井�ター��2ࢫࣛࢡᖖ設)と�ター2ࢫࣛࢡ

に㺀変化あり�⥺変化㺁のような໙㓄があり,ኳ井㠃の中ኸ

部に⥺状の開口部から光をྲྀり入れることが特徴である

たࢺࣛࣉࢵࢺ,ࡵ�⥺形�中ኸ)を用いた &DVH� を㑅定し

た｡ࢫࣛࢡター��ᖖ設)はに,ኳ井㠃における開口部が

空間の࿘⦕のみに㓄⨨される傾向が特徴であるたࡵ,

形�࿘⦕)を用いた⥺�ࢺࣛࣉࢵࢺ &DVH� を㑅定した｡ࢡ

画)はに,空間の上�ター2ࢫࣛࢡᖖ設)と��ターࢫࣛ

部に㞟中した点状の開口部があり,部ศ㞟中の光は空間

体にまとまりと演出ຠᯝを与えることが特徴であるた

(ฝ形�ࢺࣛࣉࢵࢺ形)とࢻࢵピࣛミ�ࢺࣛࣉࢵࢺ,ࡵ

を用いた &DVH1 と &DVH� を㑅定した｡ࢫࣛࢡター��ᖖ設)

とࢫࣛࢡター��1�画)はに,㺀᱁Ꮚ㺁と㺀ࣉࣛࢺࢫ㺁状

の開口部の㓄⨨によって光が空間体にᣑ散されること

が特徴であるたࢺࣛࣉࢵࢺ,ࡵ�㗬形)を用いた &DVH2

を㑅定した注�｡上グ以እに,ኳ井またはᒇ᰿における✺出

部の設⨨によって光をไᚚするという特徴的な採光手

法として,ࢺࣛࣉࢵࢺ�┤᪉体)を用いた &DVH�,ࣉࢵࢺ

モニタ形)を用いた�ࢺࣛ &DVH� をຍえた｡また,ࣉࢵࢺ

,ࢺࣛࢻࢧࣁにおけるࢺࣛࢻࢧ,以እにࢺࣛ

ࣟーࢺࣛࢻࢧ,㠃ࢫࣛ࢞を用いた &DVH�, 

&DVH1�,&DVH11 を㑅出した｡ 

 以上の事例の建築ᅗ㠃をཧ照し,᪉や内部上げᮦ

等の部の様は事例ࡈとにಶูに設定し注 �,それࡒれ

の展示空間をモデル化した｡ 

 ᪉ἲࡢࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ.2.�

 本研究では,ಙ㢗性の㧗い照᫂計算࣒ࣛࢢࣟࣉ

5DGLDQFH 注 1�を利用し,既往研究注 11によって⢭度の検証

がሗ࿌され,年間積算照度や照度の瞬時値の計算および

%6') 注 12データをᢅうことが可能な昼光照᫂シミュレー

ション᪉法 7KUHH�SKDVH PHWKRG 注 1� を採用した｡シミュ

レーションの設定について,➹⪅らの既往研究 �)で

は,,QWHUQDWLRQDO *OD]LQJ 'DWDEDVH を用いて開口部の

様を設定し,透᫂素ᮦの⠊で年間積算照度を計算し

た｡本研究はよりᬑ㐢的・ໟᣓ的な状況を検討するたࡵ,

ヲ⣽なࢫࣛ࢞様を㏣ཬࡎࡏ,開口部の透過特性を大き

くࠕ透᫂ࠖとࠕᣑ散ࠖの 2✀類にศけ,照度瞬時値と年間

積算照度の୧᪉を計算した｡また � ❶で採光手法のពᅗ

とຠᯝを考察するたࡵ,⾲ 11 にྛ事例の実際の透過特性

を示し,実ᅾ事例の透過特性に近いシミュレーション⤖ 

ᯝを考察に用いた｡ 

本❶の࣡ーࣟࣇࢡーは以下の通りである｡ձྛ事例の

�' モデルを❧ࡕ上げ,���㹫の間㝸でྛ展示室の展示状

況によってቨ㠃とᗋ㠃の計算点を設定する｡ղྛ事例の

開口部を,୍⯡的に用される透᫂ࢫࣛ࢞等のような透

᫂素ᮦ D�透過⋡ ��㸣),ஙⓑࢫࣛ࢞等のようなᣑ散

素ᮦ㹠�透過⋡ ��㸣)の 2 つの事例に設定し,それࡒれの

%6') データは 5DGLDQFH の JHQ%6') コ࣐ンࢻを用いて⏕

成した注 1�｡ճシミュレーションのኳ空モデル,⨨およ

び時間を設定してྛ計算点の照度を計算し,その⤖ᯝは

ゝㄒ3\WKRQ࣒ࣛࢢࣟࣉ 注 1�を用いて照度ศᕸᅗにࢵࣟࣉ

する｡また,ኳ空モデルはࢺ &,( ᶆ‽ᬕኳ空と &,( ᶆ‽

ኳ空を用いた｡⨨の設定はྛ事例の⤒⦋度に‽ࡌた｡時

間について,ኴ㝧の༡中㧗度が最も㧗いኟ⮳と最もపい

⮳,そしてそれらの中間であるศの᪥の � 時,1�

時,1� 時�⮳は 1� 時)の � つの時間を用いた｡ 

 ᐹ⪄ᯝ⤖ࡢࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ.�.�

 上グのシミュレーション条件にᇶ࡙き,代⾲的な気候

条件と時間における␗なる開口部の素ᮦを用いたྛ事例

のᗋ・ቨ㠃の計算点のᖹᆒ照度を照度の瞬時値として算

出した｡-,6 照᫂ᇶ‽⥲๎�-,6 =�11��2�1�)より作成した

⾲ 1� に示す᥎ዡ照度をཧ照し,照度のศᕸ状況㸪ᆒᩧ度,

計算値や展示状況等の㠃からྛ事例の光環境の特徴を考

察する｡⤮画の᥎ዡ照度は✀類によって 2��O[ や ���O[

がつ定されているが,本研究では変動し⥆ける自然光の

照度とẚ㍑するた2,ࡵ������O[ を適ษな⠊ᅖとした｡᙮

้の᥎ዡ照度は✀類によって���O[や1���O[がつ定され

ているが,����1���O[ を適ษな⠊ᅖとした｡なお,᙮้等

の❧体展示品は多様なࢧズがᏑᅾし,展示の㟂要に

よって計算点の設定が㠀ᖖに多くの可能性があるたࡵ,

本研究では୍ᚊにᗋ㠃をཧ照㠃とする�以下は採光手法

にඹ通する特徴として,� つのࣃターンを通してྛ事例

の考察⤖ᯝを㏙る�⾲ 1��1,1��2)｡ 

 ピࣛミࢻࢵ形のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた事例�&DVH1),⥺

形のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた事例�&DVH�)やฝ形のࣉࢵࢺ

&DVH�)は開口部がᒇ᰿の中ኸ部に�を用いた事例ࢺࣛ

⨨し,透᫂素ᮦを用するとኴ㝧㧗度の㧗い�ኟ⮳や昼

など)ᬕኳ時の┤ᑕ᪥光の変動による室内の᫂ᬯᕪが大

きいたࡵ,開口部に可視光透過⋡のపいᣑ散素ᮦの用

展示ရの✀㢮 ᥎ዡ↷ᗘ(l[)

᙮้(石�金ᒓ)�㐀ᙧ物�ᶍᆺ 1000

᙮้(ࢱࢫࣛࣉ�ᮌ�⣬)�洋画 500

⤮画�᪥本画�ᕤ芸ရ�୍⯡㝞ิရ 200

ᶆ本ࡃࡣ�せ࠸ရ 100

表 13 展示ရࡿࡼ᥎ዡ↷ᗘ　表13 展示ရࡿࡼ᥎ዡ↷ᗘ
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表14�1 Ꮨ⠇・㛫ูの↷ᗘ分布
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により光をすての㠃にᣑ散さࡏることができ,ᆒ୍で

Ᏻ定した光環境がᚓられる｡ኳ時においては,にኳ空

光による室内のྛ㠃照度は対応する展示品の᥎ዡ照度の

近い⠊ᅖにᢚえられたが,ኤ᪉等の୍部時間ᖏではேᕤ

照᫂の用が必要となる｡୍᪉,&DVH� は採光をㄪᩚでき

る┙�ᅗ1�)が用いられているが,┙の㧗さの変化に

よるຠᯝはとࢇど見られなかった｡また,ᒇ᰿における

開口部から光透過ᮦをして光をྲྀり入れる事例

�&DVH�)は上㏙の事例の特徴と類ఝし,ኟや昼等の時ᮇに

空間体の照度が㧗いが,光透過ᮦにᣑ散素ᮦを用す

れࡤ,ᬕኳ時においてྛ㠃の照度が᥎ዡ照度をⱝᖸ上

ᅇった⛬度に大ᖜにᢚえられ,ᆒᩧ度も㧗ࡵられた｡ኳ井

㠃における光透過ᮦが空間体をそっており,かつᒇ᰿

と୍定の㊥㞳があり展示ቨに近いたࡵ,光透過ᮦの␗な

る部ศに入ᑕした┤ᑕ᪥光のᣑ散状況がቨ㠃にᩄឤに

ᫎされ,ኳ候等の変化による光環境の不ᆒ୍性が見られ

る｡ኳ時において,ྛ㠃の照度は᥎ዡ照度の近い⠊ᅖに

ᢚえられ,空間体が㠀ᖖにᆒ㉁的な状態となっている｡

ᅄ㠃のቨにࢺࣛࢻࢧࣁを用いた�&DVH�)は,ኴ㝧㧗

度が୍定の⠊ᅖにある時の┤ᑕ᪥光が室内に入りやすく,

開口部にᣑ散素ᮦを用すれࡤ,ᬕኳ時においてྛ㠃の

照度が୍定的に᥎ዡ照度を上ᅇるが,照度ศᕸはᆒᩧで

あり,Ᏻ定した光環境が形成された｡ኳ時においてྛ㠃

の照度は᥎ዡ照度の近い⠊ᅖにᢚえられた｡以上の事例

はኴ㝧㧗度の㧗い時ᮇまたは特定の㧗度の⠊ᅖにある時

ᮇに自然光が室内に入りやすいࣃターンであり,ᣑ散素

ᮦを用すれࡤ,空間体の照度とᆒᩧ度は向上してい

るが,ኟᮇ等の開館時の光環境にもっと注ពをᡶうき

であると考えられる｡ 

 㛗᪉体のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた事例�&DVH�)とቨ㠃の

㠃ࢫࣛ࢞からࢺࣛࢻࢧをྲྀり入れる事例�&DVH11)

は透᫂素ᮦを用するሙ合,ᬕኳ時の┤ᑕ᪥光の変動に

よる室内の᫂ᬯコンࢺࢫࣛࢺが大きく,㧗照度部ศが開

口部近に㞟中され,᙮้品の展示に┦応しい光環境が

ᚓられる｡ᩘルࢫࢡにも㐩する &DVH� の㧗照度部ศに

ẚ,&DVH11 はᮾ向きで┤ᑕ᪥光がᙜたる時間が少なく

ᙉ度もపいたࡵ,ある⛬度のಖㆤが必要な᙮้品の展示

に適していると考えられる｡⥺形のࢺࣛࣉࢵࢺがᒇ᰿

の࿘⦕に設⨨された事例�&DVH�)は透᫂素ᮦを用する

ሙ合,ᬕኳ時の┤ᑕ᪥光がࡰ㐽ⶸされ,ኴ㝧㧗度の㧗い

時ᮇにおける特定のゅ度にある୍部の光しか室内に入れ

ない｡さらに,展示品はቨ㠃の中部より下の⨨に⨨かれ

たことで㧗照度࢚ࣜがᅇ㑊され,照度計算値の視点か

らも⤮画の展示が可能な光環境がᚓられる｡ࣟーࢻࢧ

&DVH1�)は透᫂素ᮦを用するሙ�を用いた事例ࢺࣛ

合,&DVH� と対照的に,ኴ㝧㧗度の㧗い時の┤ᑕ᪥光が㐽

ⶸされることが多く,ኴ㝧㧗度のపい時の┤ᑕ᪥光は室

内に入りやすい｡また,&DVH1� は༡向きで୧ഃのቨ㠃が

開口部に近いたࡵ,୍部の時ᮇではⱝᖸቨ㠃の照度が᥎

ዡ照度を上ᅇった｡開口部に可視光透過⋡のపい透᫂素

ᮦの用が必要であると考えられる｡以上の事例は展示

品の状況を㋃まえ,ᬕኳ時の┤ᑕ᪥光をᕦみに利用し,自

然光による演出ຠᯝをᴦしࣃࡴターンとゝえる｡  

 㗬形のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた事例�&DVH2)はに室内

にኳ空光をྲྀり入れ,照度ศᕸの状況は開口部の素ᮦや

季節,時間ᖏによる㢧著な変化が見られなく,ᬕኳ時にお

いてྛቨ㠃の照度は᥎ዡ照度に近く,自然光の利用にヽ

向きである｡モニター形のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた事例

�&DVH�)は開口部に透᫂素ᮦ,その下に光ᣑ散ᮦを用す

るሙ合�ᅗ 11),ศ散している開口部の下に 1 つまとまっ

た࢚ࣜが多く照ᑕされたが,࿘ᅖのቨ㠃もྵࡵて空間

体の照度が多くの季節や時ᮇにおいてపくなっており,

自然光利用のຠᯝはあまり見られない｡以上の事例は季

節や時間に関わらࡎ,室内によりᏳ定した自然光をྲྀり

入れるࣃターンであると考えられる｡୍᪉,自然光に対す

るไ㝈がᙉいたࡵ,ኳ時やᮇ等のሙ合において,ேᕤ

照᫂を中ᚰとした採光計画が必要となる｡ 

 

�.年㛫✚⟬↷ᗘࡓࡳࡽ⨾⾡㤋ᒎ♧ᐊࡢ᥇ගᡭἲ 

 � ❶ではᛌᬕやኳといった⌮的なኳ候条件で代⾲

的な採光手法の光環境を考察したが,本❶では,設計段階

で展示物に対する損傷の大きなもう୍つの影響要因とさ

れた年間積算照度に着目し,ྛ事例の実際のኳ候条件も

考慮できる気㇟データを用いた年間昼光照᫂シミュレー

┙(ᅗࡿ のኚࡉ┙の㧗,ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸⏝ࡀ(10

ࡿࡅ࠾ᒇ᰿,ࡓࡲ㹿ࡓࡗ࡞ࢀࡽぢࢇຠᯝはࡿࡼ

㛤ཱྀ㒊ࡽග㏱㐣ᮦを࡚ࡋගをྲྀࡾධࡿࢀ

(Case7)はୖ㏙のの≉ᚩ㢮ఝࡋ,ኟࡸ➼のᮇ

✵㛫యの↷ᗘࡀ㧗ࡀ࠸,ග㏱㐣ᮦᣑᩓ⣲ᮦを⏝す

᥎ዡ↷ᗘをⱝᖸୖࡀ㠃の↷ᗘྛ࡚࠸࠾ᬕኳ,ࡤࢀ

ᅇࡓࡗ⛬ᗘᖜᢚࢀࡽ࠼,ᆒᩧᗘࡶ㧗ࡓࢀࡽࡵ㹿ኳ

㠃ࡿࡅ࠾ග㏱㐣ᮦࡀ✵㛫యをそࡘ,ࡾ࠾࡚ࡗᒇ᰿

࡞␗ග㏱㐣ᮦの,ࡵࡓ࠸㏆展示ቨࡾ࠶ࡀᐃの㊥㞳୍

ᩄឤቨ㠃ࡀᑕ᪥ගのᣑᩓ≧ἣ┤ࡓࡋධᑕ㒊ศࡿ

ᫎࢀࡉ,ኳೃ➼のኚࡿࡼග⎔ቃのᆒ୍ᛶࡀぢࢀࡽ

⠊ᅖ࠸㠃の↷ᗘは᥎ዡ↷ᗘの㏆ྛ,࡚࠸࠾㹿ኳࡿ

ᢚࢀࡽ࠼,✵㛫యࡀ㠀ᖖᆒ㉁ⓗ࡞≧ែࡿ࠸࡚ࡗ࡞㹿

ᅄ㠃のቨࢺࣛࢻࢧࣁを⏝ࡓ࠸(Case9)は,ኴ㝧㧗

ᗘ୍ࡀᐃの⠊ᅖࡿ࠶の┤ᑕ᪥ගࡀ室内ධࡸࡾすࡃ,

㛤ཱྀ㒊ᣑᩓ⣲ᮦを⏝すࡤࢀ,ᬕኳྛ࡚࠸࠾㠃の

↷ᗘ୍ࡀᐃⓗ᥎ዡ↷ᗘをୖᅇࡀࡿ,↷ᗘศᕸはᆒᩧ࡛

㠃ྛ࡚࠸࠾㹿ኳࡓࢀࡉᙧᡂࡀග⎔ቃࡓࡋᏳᐃ,ࡾ࠶

の↷ᗘは᥎ዡ↷ᗘの㏆࠸⠊ᅖᢚࡓࢀࡽ࠼㹿௨ୖの

はኴ㝧㧗ᗘの㧗࠸ᮇࡓࡲは≉ᐃの㧗ᗘの⠊ᅖࡿ࠶

ᮇ⮬↛ගࡀ室内ධࡸࡾすࡾ࠶࡛࣮ࣥࢱࣃ࠸,ᣑᩓ⣲

ᮦを⏝すࡤࢀ,✵㛫యの↷ᗘᆒᩧᗘはྥୖ࠸࡚ࡋ

ࡁ࠺ὀពをᡶࡗࡶኟᮇ➼の㛤㤋のග⎔ቃ,ࡀࡿ

 㹿ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶࡛

 㛗᪉యのࢺࣛࣉࢵࢺを⏝ࡓ࠸(Case3)ቨ㠃の

㠃ࢺࣛࢻࢧࡽࢫࣛ࢞をྲྀࡾධࡿࢀ(Case11)

は㏱᫂⣲ᮦを⏝すࡿሙྜ,ᬕኳの┤ᑕ᪥ගのኚື

㛤ࡀ㧗↷ᗘ㒊ศ,ࡃࡁࡀࢺࢫࣛࢺࣥࢥ室内の᫂ᬯࡿࡼ

ཱྀ㒊㏆㞟୰ࢀࡉ,᙮้ရの展示┦ᛂ࠸ࡋග⎔ቃࡀ

ᚓࡿࢀࡽ㹿数ࣝࡶࢫࢡ㐩すࡿ Case3 の㧗↷ᗘ㒊ศ

ẚ,Case11 はᮾྥ࡛ࡁ┤ᑕ᪥ගࡀᙜࡿࡓ㛫ࡀᑡࡃ࡞

ᙉᗘࡶపࡿ࠶,ࡵࡓ࠸⛬ᗘのಖㆤࡀᚲせ࡞᙮้ရの展示

ᒇ᰿ࡀࢺࣛࣉࢵࢺ㹿⥺ᙧのࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ㐺

の࿘⦕タ⨨ࡓࢀࡉ(Case5)は㏱᫂⣲ᮦを⏝すࡿ

ሙྜ,ᬕኳの┤ᑕ᪥ගࡰࡀ㐽ⶸࢀࡉ,ኴ㝧㧗ᗘの㧗࠸

ᮇࡿࡅ࠾≉ᐃのゅᗘ୍ࡿ࠶㒊のගࡋ室内ධࢀ

ࢀ⨨⨨ୗのࡾࡼ展示ရはቨ㠃の୰㒊,ࡽࡉ㹿࠸࡞

ᗘィ⟬್のどⅬ↷,ࢀࡉᅇ㑊ࡀ࢚ࣜ㧗↷ᗘ࡛ࡇࡓ

ࢻࢧ㹿࣮ࣟࡿࢀࡽᚓࡀග⎔ቃ࡞⬟ྍࡀの展示⏬⤮ࡶࡽ

ሙࡿ(Case10)は㏱᫂⣲ᮦを⏝すࡓ࠸⏝をࢺࣛ

ྜ,Case5 㐽ࡀの┤ᑕ᪥ග࠸ኴ㝧㧗ᗘの㧗,ᑐ↷ⓗ

ⶸࡀࡇࡿࢀࡉከࡃ,ኴ㝧㧗ᗘのప࠸の┤ᑕ᪥ගは室

内ධࡸࡾす࠸㹿ࡓࡲ,Case10 は༡ྥ࡛ࡁ୧ഃのቨ㠃ࡀ

㛤ཱྀ㒊㏆ࡵࡓ࠸,୍㒊のᮇ࡛はⱝᖸቨ㠃の↷ᗘࡀ᥎

ዡ↷ᗘをୖᅇࡓࡗ㹿㛤ཱྀ㒊ྍどග㏱㐣⋡のప࠸㏱᫂⣲

ᮦの⏝ࡀᚲせ࡛ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶㹿௨ୖのは展示

ရの≧ἣを㋃࠼ࡲ,ᬕኳの┤ᑕ᪥ගをᕦࡳ⏝ࡋ,⮬

↛ග₇ࡿࡼฟຠᯝをᴦ࣮ࣥࢱࣃࡴࡋゝࡿ࠼㹿  

 㗬ᙧのࢺࣛࣉࢵࢺを⏝ࡓ࠸(Case2)は室内

ࡸᗘศᕸの≧ἣは㛤ཱྀ㒊の⣲ᮦ↷,ࢀධࡾኳ✵ගをྲྀ

Ꮨ⠇,㛫ᖏࡿࡼ㢧ⴭ࡞ኚࡀぢࡃ࡞ࢀࡽ,ᬕኳ࠾

ヽ⏝ගの↛⮬,ࡃ㏆ቨ㠃の↷ᗘは᥎ዡ↷ᗘྛ࡚࠸

ࡓ࠸⏝をࢺࣛࣉࢵࢺᙧの࣮ࢱࢽ㹿ࣔࡿ࠶࡛ࡁྥ

(Case4)は㛤ཱྀ㒊㏱᫂⣲ᮦ,ࡑのୗගᣑᩓᮦを⏝す

ሙྜ(ᅗࡿ 11),ศᩓࡿ࠸࡚ࡋ㛤ཱྀ㒊のୗ 1 ࡗࡲࡲࡘ

㛫✵࡚ࡵྵࡶ࿘ᅖのቨ㠃,ࡀࡓࢀࡉᑕ↷ࡃከࡀ࢚ࣜࡓ

యの↷ᗘࡀከࡃのᏘ⠇ࡸᮇ࡚࠸࠾పࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࡃ,

⮬↛ග⏝のຠᯝはࡾࡲ࠶ぢ࠸࡞ࢀࡽ㹿௨ୖのはᏘ

⠇ࡸ㛫㛵ࡎࡽࢃ,室内ࡾࡼᏳᐃࡓࡋ⮬↛ගをྲྀࡾ

ධࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶࡛࣮ࣥࢱࣃࡿࢀ㹿୍᪉,⮬↛ගᑐす

ேᕤ,࡚࠸࠾ᮇ➼のሙྜࡸኳ,ࡵࡓ࠸ᙉࡀไ㝈ࡿ

↷᫂を୰ᚰࡓࡋ᥇ගィ⏬ࡀᚲせࡿ࡞㹿 

5.ᖺ㛫✚⟬↷ᗘࡓࡳࡽ美術館展示室の᥇光ᡭἲ

4 ❶࡛はᛌᬕࡸኳࡓࡗ࠸⌮ⓗ࡞ኳೃ᮲௳࡛௦⾲

ⓗ࡞᥇ගᡭἲのග⎔ቃを⪃ᐹࡀࡓࡋ,ᮏ❶࡛は,タィẁ㝵

࡛展示≀ᑐすࡿᦆയのࡘ୍࠺ࡶ࡞ࡁのᙳ㡪せᅉࡉ

ࡶ௳のᐇ㝿のኳೃ᮲ྛ,ࡋ┠╔ᖺ㛫✚⟬↷ᗘࡓࢀ

⪃៖࡛ࡿࡁẼ㇟ࢱ࣮ࢹを⏝ࡓ࠸ᖺ㛫ග↷࣮࣑᫂ࣞࣗࢩ

↷㛫の↷ᗘศᕸ,ィ⟬್,ᣦᐃ⠊ᅖの✵,࡚ࡗࡼࣥࣙࢩ

ᗘのฟ⌧㛫,展示≧ἣࡸẼೃ≉ᛶ➼の㠃ࡽ,๓❶࡛ᢳ

ฟࡓࡋ 11 のග⎔ቃの≉ᚩを⪃ᐹすࡿ㹿 

ホ౯ᣦᶆ࡚ࡋ,ࠗCIE 157:2004࠘7)ࡿࡼ展示ရのᖺ 

ᅗ 11 &ase4 の㏱᫂⣲ᮦ �ᣑᩓ⣲ᮦの⨨設ᐃ

㏱᫂⣲ᮦ

ᣑᩓ⣲ᮦ

ᅗ 10 &ase8 の┙の高ࡉの設ᐃ


┙
㧗
ࡉ

┙(ᅗࡿ のኚࡉ┙の㧗,ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸⏝ࡀ(10

ࡿࡅ࠾ᒇ᰿,ࡓࡲ㹿ࡓࡗ࡞ࢀࡽぢࢇຠᯝはࡿࡼ

㛤ཱྀ㒊ࡽග㏱㐣ᮦを࡚ࡋගをྲྀࡾධࡿࢀ

(Case7)はୖ㏙のの≉ᚩ㢮ఝࡋ,ኟࡸ➼のᮇ

✵㛫యの↷ᗘࡀ㧗ࡀ࠸,ග㏱㐣ᮦᣑᩓ⣲ᮦを⏝す

᥎ዡ↷ᗘをⱝᖸୖࡀ㠃の↷ᗘྛ࡚࠸࠾ᬕኳ,ࡤࢀ

ᅇࡓࡗ⛬ᗘᖜᢚࢀࡽ࠼,ᆒᩧᗘࡶ㧗ࡓࢀࡽࡵ㹿ኳ

㠃ࡿࡅ࠾ග㏱㐣ᮦࡀ✵㛫యをそࡘ,ࡾ࠾࡚ࡗᒇ᰿

࡞␗ග㏱㐣ᮦの,ࡵࡓ࠸㏆展示ቨࡾ࠶ࡀᐃの㊥㞳୍

ᩄឤቨ㠃ࡀᑕ᪥ගのᣑᩓ≧ἣ┤ࡓࡋධᑕ㒊ศࡿ

ᫎࢀࡉ,ኳೃ➼のኚࡿࡼග⎔ቃのᆒ୍ᛶࡀぢࢀࡽ

⠊ᅖ࠸㠃の↷ᗘは᥎ዡ↷ᗘの㏆ྛ,࡚࠸࠾㹿ኳࡿ

ᢚࢀࡽ࠼,✵㛫యࡀ㠀ᖖᆒ㉁ⓗ࡞≧ែࡿ࠸࡚ࡗ࡞㹿

ᅄ㠃のቨࢺࣛࢻࢧࣁを⏝ࡓ࠸(Case9)は,ኴ㝧㧗

ᗘ୍ࡀᐃの⠊ᅖࡿ࠶の┤ᑕ᪥ගࡀ室内ධࡸࡾすࡃ,

㛤ཱྀ㒊ᣑᩓ⣲ᮦを⏝すࡤࢀ,ᬕኳྛ࡚࠸࠾㠃の

↷ᗘ୍ࡀᐃⓗ᥎ዡ↷ᗘをୖᅇࡀࡿ,↷ᗘศᕸはᆒᩧ࡛

㠃ྛ࡚࠸࠾㹿ኳࡓࢀࡉᙧᡂࡀග⎔ቃࡓࡋᏳᐃ,ࡾ࠶

の↷ᗘは᥎ዡ↷ᗘの㏆࠸⠊ᅖᢚࡓࢀࡽ࠼㹿௨ୖの

はኴ㝧㧗ᗘの㧗࠸ᮇࡓࡲは≉ᐃの㧗ᗘの⠊ᅖࡿ࠶

ᮇ⮬↛ගࡀ室内ධࡸࡾすࡾ࠶࡛࣮ࣥࢱࣃ࠸,ᣑᩓ⣲

ᮦを⏝すࡤࢀ,✵㛫యの↷ᗘᆒᩧᗘはྥୖ࠸࡚ࡋ

ࡁ࠺ὀពをᡶࡗࡶኟᮇ➼の㛤㤋のග⎔ቃ,ࡀࡿ

 㹿ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶࡛

 㛗᪉యのࢺࣛࣉࢵࢺを⏝ࡓ࠸(Case3)ቨ㠃の

㠃ࢺࣛࢻࢧࡽࢫࣛ࢞をྲྀࡾධࡿࢀ(Case11)

は㏱᫂⣲ᮦを⏝すࡿሙྜ,ᬕኳの┤ᑕ᪥ගのኚື

㛤ࡀ㧗↷ᗘ㒊ศ,ࡃࡁࡀࢺࢫࣛࢺࣥࢥ室内の᫂ᬯࡿࡼ

ཱྀ㒊㏆㞟୰ࢀࡉ,᙮้ရの展示┦ᛂ࠸ࡋග⎔ቃࡀ

ᚓࡿࢀࡽ㹿数ࣝࡶࢫࢡ㐩すࡿ Case3 の㧗↷ᗘ㒊ศ

ẚ,Case11 はᮾྥ࡛ࡁ┤ᑕ᪥ගࡀᙜࡿࡓ㛫ࡀᑡࡃ࡞

ᙉᗘࡶపࡿ࠶,ࡵࡓ࠸⛬ᗘのಖㆤࡀᚲせ࡞᙮้ရの展示

ᒇ᰿ࡀࢺࣛࣉࢵࢺ㹿⥺ᙧのࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ㐺

の࿘⦕タ⨨ࡓࢀࡉ(Case5)は㏱᫂⣲ᮦを⏝すࡿ

ሙྜ,ᬕኳの┤ᑕ᪥ගࡰࡀ㐽ⶸࢀࡉ,ኴ㝧㧗ᗘの㧗࠸

ᮇࡿࡅ࠾≉ᐃのゅᗘ୍ࡿ࠶㒊のගࡋ室内ධࢀ

ࢀ⨨⨨ୗのࡾࡼ展示ရはቨ㠃の୰㒊,ࡽࡉ㹿࠸࡞

ᗘィ⟬್のどⅬ↷,ࢀࡉᅇ㑊ࡀ࢚ࣜ㧗↷ᗘ࡛ࡇࡓ

ࢻࢧ㹿࣮ࣟࡿࢀࡽᚓࡀග⎔ቃ࡞⬟ྍࡀの展示⏬⤮ࡶࡽ

ሙࡿ(Case10)は㏱᫂⣲ᮦを⏝すࡓ࠸⏝をࢺࣛ

ྜ,Case5 㐽ࡀの┤ᑕ᪥ග࠸ኴ㝧㧗ᗘの㧗,ᑐ↷ⓗ

ⶸࡀࡇࡿࢀࡉከࡃ,ኴ㝧㧗ᗘのప࠸の┤ᑕ᪥ගは室

内ධࡸࡾす࠸㹿ࡓࡲ,Case10 は༡ྥ࡛ࡁ୧ഃのቨ㠃ࡀ

㛤ཱྀ㒊㏆ࡵࡓ࠸,୍㒊のᮇ࡛はⱝᖸቨ㠃の↷ᗘࡀ᥎

ዡ↷ᗘをୖᅇࡓࡗ㹿㛤ཱྀ㒊ྍどග㏱㐣⋡のప࠸㏱᫂⣲

ᮦの⏝ࡀᚲせ࡛ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶㹿௨ୖのは展示

ရの≧ἣを㋃࠼ࡲ,ᬕኳの┤ᑕ᪥ගをᕦࡳ⏝ࡋ,⮬

↛ග₇ࡿࡼฟຠᯝをᴦ࣮ࣥࢱࣃࡴࡋゝࡿ࠼㹿  

 㗬ᙧのࢺࣛࣉࢵࢺを⏝ࡓ࠸(Case2)は室内

ࡸᗘศᕸの≧ἣは㛤ཱྀ㒊の⣲ᮦ↷,ࢀධࡾኳ✵ගをྲྀ

Ꮨ⠇,㛫ᖏࡿࡼ㢧ⴭ࡞ኚࡀぢࡃ࡞ࢀࡽ,ᬕኳ࠾

ヽ⏝ගの↛⮬,ࡃ㏆ቨ㠃の↷ᗘは᥎ዡ↷ᗘྛ࡚࠸

ࡓ࠸⏝をࢺࣛࣉࢵࢺᙧの࣮ࢱࢽ㹿ࣔࡿ࠶࡛ࡁྥ

(Case4)は㛤ཱྀ㒊㏱᫂⣲ᮦ,ࡑのୗගᣑᩓᮦを⏝す

ሙྜ(ᅗࡿ 11),ศᩓࡿ࠸࡚ࡋ㛤ཱྀ㒊のୗ 1 ࡗࡲࡲࡘ

㛫✵࡚ࡵྵࡶ࿘ᅖのቨ㠃,ࡀࡓࢀࡉᑕ↷ࡃከࡀ࢚ࣜࡓ

యの↷ᗘࡀከࡃのᏘ⠇ࡸᮇ࡚࠸࠾పࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࡃ,

⮬↛ග⏝のຠᯝはࡾࡲ࠶ぢ࠸࡞ࢀࡽ㹿௨ୖのはᏘ

⠇ࡸ㛫㛵ࡎࡽࢃ,室内ࡾࡼᏳᐃࡓࡋ⮬↛ගをྲྀࡾ

ධࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶࡛࣮ࣥࢱࣃࡿࢀ㹿୍᪉,⮬↛ගᑐす

ேᕤ,࡚࠸࠾ᮇ➼のሙྜࡸኳ,ࡵࡓ࠸ᙉࡀไ㝈ࡿ

↷᫂を୰ᚰࡓࡋ᥇ගィ⏬ࡀᚲせࡿ࡞㹿 

5.ᖺ㛫✚⟬↷ᗘࡓࡳࡽ美術館展示室の᥇光ᡭἲ

4 ❶࡛はᛌᬕࡸኳࡓࡗ࠸⌮ⓗ࡞ኳೃ᮲௳࡛௦⾲

ⓗ࡞᥇ගᡭἲのග⎔ቃを⪃ᐹࡀࡓࡋ,ᮏ❶࡛は,タィẁ㝵

࡛展示≀ᑐすࡿᦆയのࡘ୍࠺ࡶ࡞ࡁのᙳ㡪せᅉࡉ

ࡶ௳のᐇ㝿のኳೃ᮲ྛ,ࡋ┠╔ᖺ㛫✚⟬↷ᗘࡓࢀ

⪃៖࡛ࡿࡁẼ㇟ࢱ࣮ࢹを⏝ࡓ࠸ᖺ㛫ග↷࣮࣑᫂ࣞࣗࢩ

↷㛫の↷ᗘศᕸ,ィ⟬್,ᣦᐃ⠊ᅖの✵,࡚ࡗࡼࣥࣙࢩ

ᗘのฟ⌧㛫,展示≧ἣࡸẼೃ≉ᛶ➼の㠃ࡽ,๓❶࡛ᢳ

ฟࡓࡋ 11 のග⎔ቃの≉ᚩを⪃ᐹすࡿ㹿 

ホ౯ᣦᶆ࡚ࡋ,ࠗCIE 157:2004࠘7)ࡿࡼ展示ရのᖺ 

ᅗ 11 &ase4 の㏱᫂⣲ᮦ �ᣑᩓ⣲ᮦの⨨設ᐃ

㏱᫂⣲ᮦ

ᣑᩓ⣲ᮦ

ᅗ 10 &ase8 の┙の高ࡉの設ᐃ


┙
㧗
ࡉ

ᅗ10 &ase8の┙の高ࡉの設ᐃ

ᅗ11 &ase4の㏱᫂⣲ᮦ �ᣑᩓ⣲ᮦの⨨設ᐃ
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ションによって,空間の照度ศᕸ,計算値,ᣦ定⠊ᅖの照

度の出現時間,展示状況や気候特性等の㠃から,๓❶でᢳ

出した 11 事例の光環境の特徴を考察する｡ 

評価ᣦᶆとして,ࠗ&,( 1���2���࠘�)による展示品の年

間積算照度の᥎ዡ値を用いる�⾲1�)｡それにຍえ,昼光の

年間評価ᣦᶆのうࡕ,年間のᅾ室時間に対してᣦ定⠊ᅖ

の照度が㐩成できる時間の合を評価する 8VHIXO 'D\�

OLJKW ,OOXPLQDQFHというᣦᶆがあり, その考え᪉を用い,

ྛ事例のᗋやቨ㠃の⌮的な照度⠊ᅖの出現時間も算出

して考察を⾜う｡なお,本研究では年間のᅾ室時間以እに

展示室の㐽光がᚭᗏされるという条件を定した｡ 

 ᴫせࡢࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ.1.�

 シミュレーション対㇟と᪉法は � ❶とྠࡌで,ኳ空モ

デルはྛ事例の⨨に最も近い (3: 気㇟データ注 1� を用

いた｡その設定は⾲12に示す｡照度⠊ᅖの設定について,�

❶の᥎ዡ照度の⠊ᅖをཧ照し,それࡒれቨ㠃の照度⠊ᅖ

を 2��O[ 以下,2������O[,���O[ 以上,ᗋ㠃の照度⠊ᅖを

���O[ 以下,����1���O[,1���O[ 以上の � つの⠊ᅖを用い

て計算した｡また,年間のᅾ室時間について,1 ᪥の開館

時間を�時間������1����)とし,ఇ館᪥を㐌1᪥および年

ᮎ年ጞの 12 ᭶ 2� ᪥�1 ᭶ � ᪥に設定した｡ 

 ᐹ⪄ᯝ⤖ࡢࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ.2.�

 上グのシミュレーション条件にᇶ࡙き,ྛ事例のᗋ・ቨ

㠃の計算点の年間積算照度と年間のᅾ室時間内にྛ照度

⠊ᅖに㐩した時間の合を算出してࢺࢵࣟࣉした｡以下

は気候特性が類ఝする事例をまとࡵて考察⤖ᯝを㏙る

�⾲1��1,1��2)｡なお,気候特性のศᯒについて,&OLPDWH 

&RQVXOWDQW 注 1�を用いてྛᆅᇦの᪥照量をศᯒするたࡵ

のᅗを作成した｡ 

 &DVH1,&DVH�や&DVH�において,開口部またはኳ井㠃の

光透過ᮦに透᫂素ᮦを用するሙ合,ྛᗋとቨ㠃の年間

積算照度はᩘ༓ࣟ࢟ルࢫࢡからᩘࣟ࢟ルࢫࢡにཬび,

᥎ዡ値を大きく上ᅇった｡ᣑ散素ᮦを用するሙ合,照度

ศᕸがよりᆒ୍になり,計算値も大ᖜにᢚえられたが,౫

然として᥎ዡ値をやや大きく㉸過している｡これらの事

例のྛ照度⠊ᅖに㐩成できる時間の合を見ると,ᣑ散

素ᮦを用しても,ᗋとቨ㠃のとࢇどの部ศにおいて,

それࡒれの照度が1���O[以上と���O[以上の時間は年間

のᅾ室時間の ��㸣以上を༨ࡵている｡ྛ✀の展示品の᥎

ዡ照度によれࡤ,体として⌮的な展示条件を‶たす

可用時間はまだ少ない｡ศᕸ特徴の形成要因について,こ

れらの事例は採光手法による୍定⛬度の᪥ᑕ㐽ⶸຠᯝは

あるが,開口部がやや大きくኴ㝧㧗度の㧗い時のᙉい┤

ᑕ᪥光が室内に入りやすいと᥎ される｡また,ᬕኳ᪥が

多く年間のኳ᪥ᑕ量の多いᯇ本ᕷの近くに⨨するた

 ᅗ12),のᆅᇦより多くの自然光が室内に入ると考�ࡵ

えられる｡ 

 &DVH2 と &DVH� において,開口部に透᫂素ᮦを用

するሙ合,展示ቨ㠃の年間積算照度のศᕸがࡰᆒᩧ

であるࠋ⤮画の展示⨨の計算値について, &DVH2 は

����1���NO[・Kの間に,&DVH� は �������NO[・Kの間にあ

り,どࡕらも᥎ዡ値に近い｡ྛ照度⠊ᅖに㐩成できる時間

の合から見ると,&DVH2 のቨ㠃において,大部ศの計算

点の ��㸣���㸣の時間が 2������O[ の⠊ᅖにあり,���O[

以上の時間がࡰない｡᥎ዡ照度を‶たす可用時間が多

く,自然光の利用にヽ向きである｡&DVH� は展示⨨の

照度が 2��O[ 以下の時間は年間のᅾ室時間の⣙ ��㸣, 

2������O[ の間の時間は⣙ 1�㸣を༨ࡵており,⌮的な

展示条件を‶たす可用時間が少ない｡ศᕸ特徴の形成要

因について,これらの事例は年間のኳ᪥ᑕ量とኳ空᪥

ᑕ量の多いྡྂᒇᕷの近くに⨨するたࡵ�ᅗ 1�),開口

部が㠃に向いている &DVH2 はのᆅᇦより多くのኳ空

光が室内に入ったと考えられる｡&DVH� は開口部がᑠさ

いたࡵ室内に入るኳ空光が少ない｡さらにኴ㝧㧗度のప

いᮇでは,ྡྂᒇの法⥺㠃┤㐩᪥ᑕ量がの᭶を上ᅇ

る㧗いᩘ値となっているが,&DVH� においてはኴ㝧㧗度

のపい時ᮇの┤ᑕ᪥光が㐽ⶸされやすい｡この傾向も年

間の照度の可用時間に影響を与えたと᥎ される｡ 

 &DVH� において,開口部に透᫂素ᮦを用するሙ合,開

口部の┿下のᗋ㠃の年間積算照度は㞟中的にศᕸされ,

その࿘ᅖおよびቨ㠃が㠀ᖖにపい照度値となっている｡

計算値について,展示室のᗋ㠃の照度が㧗い点は

���������NO[・Kの間で,࿘㎶は ����2���NO[・Kの間の点

が 多 い ｡ ᅄ ࿘ の ቨ 㠃 の 点 の 照 度 値 は  と ࢇ ど

2������NO[・K の間にある｡ྛ照度⠊ᅖに㐩成できる時間

の合から見ると,ᗋ㠃において,開口部の下の部ศは⣙

�����㸣の時間が 1���O[ 以上の⠊ᅖにあり,࿘⦕の部ศ

はとࢇどの時間において ���O[ 以下である｡᙮้品�▼

等)の᥎ዡ照度�1���O[)を‶たす可用時間がやや少ない｡

ᮦᩱ分㢮
㝈⏺㟢光㔞
(l[・K� ᖺ )

ᛂ⟅ᗘࡋ࡞ 金ᒓ �石 ࢫࣛ࢞� �㝡☢ჾ �⌸⌂ �㖔物 ↓ไ㝈

పᛂ⟅ᗘ
Ἔᙬ画ࣛ࣌ࣥࢸࡸ画 � 画ࢥࢫࣞࣇ � ᮍᰁⰍの⓶㠉ࡸᮌ �

ゅ �㦵象∳ ࣮࢝ࢵࣛ� ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ� 600�000

中ᛂ⟅ᗘ
Ỉᙬ画 画ࣝࢸࢫࣃ� ࣮ࣜࢺࢫ࣌ࢱ� �༳ๅ物ࡸ⣲ᥥ �

ཎ✏ �ᶍᆺ 画࣮ࣃࣥࢸࢫࢹ� �ቨ⣬ �
画ࣗࢩࢵ࣡ࢢ (不㏱᫂Ỉᙬ画 )� ᰁࡓࡵ⓶㠉➼

150�000

高ᛂ⟅ᗘ ⤱ �㠀常ኚ㉁࠸ࡍࡸࡋと知ࡿ࠸࡚ࢀࡽⰍ⣲ �新⪺ 15�000

表 15 光対ࡿࡍ㈨ᩱのᛂ⟅ᗘと᥎ዡ㟢光㔞 7)　表15 光対ࡿࡍ㈨ᩱのᛂ⟅ᗘと᥎ዡ㟢光㔞 7)
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表 16�1 ᗋ・ቨ㠃のᖺ㛫✚⟬↷ᗘ分布とྛ↷ᗘ⠊ᅖの㛫ྜの分布

&ase2　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �名古屋

&ase3　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �ᡂ都

&ase4　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �札幌

&ase5　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �名古屋

&ase6　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �松本

1�1000

1�1000

1�1000

1�1000

1�1000

ᗋ�500l[௨ୗ　ቨ�200l[௨ୗ

ᗋ�500l[௨ୗ　ቨ�200l[௨ୗ

ᗋ�500l[௨ୗ　ቨ�200l[௨ୗ
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40
60
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%
0
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%
0
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%
0

20
40
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100

%
0

N

㛤口㒊 �㏱᫂⣲ᮦ

㛤口㒊 �㏱᫂⣲ᮦ

㛤口㒊 �㏱᫂⣲ᮦ

㛤口㒊 �㏱᫂⣲ᮦ

㛤口㒊 �㏱᫂⣲ᮦ

㛤口㒊 �ᣑᩓ⣲ᮦ

㛤口㒊 �ᣑᩓ⣲ᮦ

㛤口㒊 �ᣑᩓ⣲ᮦ

㛤口㒊 �ᣑᩓ⣲ᮦ

㛤口㒊 �ᣑᩓ⣲ᮦ

㛤口㒊

㛤口㒊

㛤口㒊

㛤口㒊

㛤口㒊

透
᫂
⣲
ᮦ

透
᫂
⣲
ᮦ

透
᫂
⣲
ᮦ

透
᫂
⣲
ᮦ

透
᫂
⣲
ᮦ

ᣑ
散
⣲
ᮦ

ᣑ
散
⣲
ᮦ

ᣑ
散
⣲
ᮦ

ᣑ
散
⣲
ᮦ

ᣑ
散
⣲
ᮦ

ᗋ�1000l[௨上　ቨ�500l[௨上

ᗋ�1000l[௨上　ቨ�500l[௨上

ᗋ�1000l[௨上　ቨ�500l[௨上

ᗋ�1000l[௨上　ቨ�500l[௨上

ᗋ�1000l[௨上　ቨ�500l[௨上

ᗋ�500�1000l[　ቨ�200�500l[

ᗋ�500�1000l[　ቨ�200�500l[

ᗋ�500�1000l[　ቨ�200�500l[

ᗋ�500�1000l[　ቨ�200�500l[

ᗋ�500�1000l[　ቨ�200�500l[

Total Annual ,llumLnance

Total Annual ,llumLnance

Total Annual ,llumLnance

Total Annual ,llumLnance

Total Annual ,llumLnance

&ase1　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �松本

1�1000

N

ᗋ�500l[௨ୗ　ቨ�200l[௨ୗ
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㛤口㒊

透
᫂
⣲
ᮦ

ᣑ
散
⣲
ᮦ
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&ase10　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �東京ⓒ㔛
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0
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N
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&ase11　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �東京ⓒ㔛

1/2000

ᗋ�500l[௨ୗ　ቨ�200l[௨ୗ

20
40
60
80
100

%
0

20
40
60
80
100

%
0

20
40
60
80
100

%
0

20
40
60
80
100

%
0

20
40
60
80
100

%
0

20
40
60
80
100

%
0

㛤口㒊 �㏱᫂⣲ᮦ 㛤口㒊 �ᣑᩓ⣲ᮦ

㛤口㒊

透
᫂
⣲
ᮦ

ᣑ
散
⣲
ᮦ

ᗋ�1000l[௨上　ቨ�500l[௨上ᗋ�500�1000l[　ቨ�200�500l[

Total Annual Illuminance Total Annual Illuminance

&ase7　Ẽ象ࢱ࣮ࢹ �松本
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表 16�2 ᗋ・ቨ㠃のᖺ㛫✚⟬↷ᗘ分布とྛ↷ᗘ⠊ᅖの㛫ྜの分布表16�2 ᗋ・ቨ㠃のᖺ㛫✚⟬↷ᗘ分布とྛ↷ᗘ⠊ᅖの㛫ྜの分布

ܳ術ֶ研究 7ol� �� 2021 1�



 

  

ศᕸ特徴の形成要因について,ኳ井からࢺࣛࣉࢵࢺ

の✺出部ศが῝いたࡵ,┤ᑕ᪥光はኴ㝧㧗度の㧗い時の

み室内に入れる｡また,&DVH� に最も近い成㒔ᕷの (3:

データにおいて,とࢇどの᭶のỈᖹ㠃ኳ᪥ᑕ量は

���:K�P2 を下ᅇり,᪥ᑕの少ないᆅᇦとᛮわれる｡それ

にຍえ,法⥺㠃┤㐩᪥ᑕ量のᩘ値もపく,とࢇどの時間

ᖏにおいてỈᖹ㠃ኳ空᪥ᑕ量にᢤかれた�ᅗ 1�)｡この傾

向も┤ᑕ᪥光が必要となる &DVH� の年間の照度の可用時

間に影響を与えたと᥎ される｡ 

 &DVH� は開口部に透᫂素ᮦ,その下に光ᣑ散ᮦを用

するሙ合,ศ散している開口部の下に 1 つまとまった,࿘

㎶より年間積算照度のやや㧗い࢚ࣜが見られた｡計算

値について,その࢚ࣜの点は1������NO[・Kの間にあり,

その࿘ᅖは 1��NO[・K以下である｡ቨ㠃のとࢇどの部ศ

が ��NO[・K 以下となっている｡ྛ照度⠊ᅖに㐩成できる

時間の合から見ると,開口部の透過特性に関わらࡎ,ᗋ

とቨ㠃において,それࡒれの照度が ���O[ 以下と 2��O[

以下の時間は年間のᅾ室時間の ��㸣以上を༨ࡵており,

自然光のみでは⌮的な展示条件を‶たす可用時間が㠀

ᖖに少ない｡ศᕸ特徴の形成要因について,ᗋ㠃における

まとまった࢚ࣜは � つの開口部からのᣑ散光の重なり

合いによる⤖ᯝと考えられる｡また,&DVH� は年間を通ࡌ

てኳ空᪥ᑕ量が多く,᭦にᮇのりや㞷の᪥も多い

ᾏ㐨ᮐᖠᕷに⨨することも�ᅗ 1�),その年間の照度の

可用時間に影響を与えたと᥎ される｡ 

 &DVH�,&DVH�,&DVH1� や &DVH11 は気候特性よりも�ᅗ

の影響が大きれの採光手法による光環境ࡒれࡒ,(�1

い傾向が見られた｡&DVH� においてㄪ光用の┙の㧗さ

設定に関わらࡎ,開口部にᣑ散素ᮦを用するሙ合,
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照度ศᕸが㠀ᖖにᆒ㉁になり,ྛቨ㠃の多くの点は

�������NO[・Kの間にあり,᥎ዡ値の近い⠊ᅖにある｡ྛ照

度⠊ᅖに㐩成できる時間の合について,┙の㧗さを

1P から 2P に変えると,ྛቨ㠃の展示⨨の照度が

2������O[ 以内に入る時間は年間のᅾ室時間の 2����㸣

から ��㸣までにቑຍしたࠋ&DVH� はຠᯝ的な自然光利用

が可能である｡ศᕸ特徴の形成要因について,ᒇ᰿がฝ形

で開口部がᑠさいたࡵ,ኴ㝧㧗度の㧗い時の୍部┤ᑕ᪥

光しか室内に入れなく,その多くが開口部に近い┙に

ᑕされたと考えられる｡&DVH� において,開口部にᣑ散

素ᮦを用するሙ合,照度ศᕸがẚ㍑的にᆒᩧであるが,

ᗋとቨ㠃の多くの点は ���������NO[・Kの間にあり,᥎ዡ

値を大きく㉸過した｡ྛ照度⠊ᅖに㐩成できる時間の

合を見ると,ᗋとቨ㠃の展示⨨において,それࡒれの照

度が1���O[以上と���O[以上の時間は年間のᅾ室時間の

��㸣以上を༨ࡵており,体として⌮的な展示条件を

‶たす可用時間は少ない｡ศᕸ特徴の形成要因について,

年間の多くの᪉向からの┤ᑕ᪥光が開口部にᙜたり,入

ᑕ光の⥲量が多いと᥎ される｡&DVH1�と&DVH11は␗な

る開口部の大きさと᪉向からഃ光をྲྀり入れたが,開口

部に透᫂素ᮦを用するሙ合,ᗋ㠃において開口部近

の照度が㠀ᖖに㧗く,ዟに向かってῶする傾向が見ら

れる｡ቨ㠃の大部ศはẚ㍑的にᆒᩧである｡計算値につい

て,ᗋもቨ㠃もᩘ༓ࣟ࢟ルࢫࢡからᩘࣟ࢟ルࢫࢡにཬ

び,᥎ዡ値を大きく上ᅇった｡ྛ照度⠊ᅖに㐩成できる時

間の合を見ると,&DVH1� ではቨ㠃の体として⌮的

な展示条件を‶たす可用時間は少ないが,&DVH11 ではᗋ

㠃の多くの部ศは᙮้品�▼等)の᥎ዡ照度�1���O[)を‶

たす可用時間が多い｡ศᕸ特徴の形成要因につい

て,&DVH1� は༡向きで,室内にྲྀり㎸まれた光の量が多

い�またቨ㠃が開口部に近いたࡵ,多くのᑕ光をཷけた

と᥎ される｡&DVH11 はᮾ向きで༗๓以እのᙉい┤ᑕ᪥

光が入りにくいが,㠃ࢫࣛ࢞を用いたたࡵ,ኳ空光をྵ

｡年間で室内にྲྀり㎸まれた光の量が多いと᥎ されるࡵ

&DVH�,&DVH1� や &DVH11 は自然光と㢼景をᴦしࡴ観点か

ら,開口部に透᫂ࣇル࣒の用等の空間体の照度を

పῶする᪉法がຠᯝ的であると考えられる｡ 

 

�.タィ⫼ᬒࡓࡳࡽ᥇ගᡭἲࡢຠᯝ 

 �❶と�❶では,に物⌮的環境のഃ㠃からྛ採光手法

による光環境の特徴ཬびその形成要因を考察したが,実

際の設計過⛬において採光手法の㑅定は多くの要因に影

響される｡本❶では,ࠗ᪂建築࠘等の建築㞧ㄅや美術館の

බᘧࢺࢧより採光手法に関わる設計背景のグ㏙をཧ照

し,設計上のពᅗ的要因とシミュレーションの⤖ᯝが⤖ 

びつけられる事例に対して採光手法のຠᯝを考察する｡ 

&DVH1と&DVH�のࣛࣁミュー࣒ࢪーࢡは,ᮾிにお 

ける現代美術ᑓ㛛館の㺀ཎ美術館㺁のኟᮇศ館として⩌馬

┴のᒣ㯄に建てられ,1��� 年に開館した｡ᩜᆅ内の∾ሙ

は観光用で,ኟには㔝እコンࢧーࢺが⾜われる｡年間を通

してに � ᭶から 11 ᭶の間に利用が可能である｡建築の

特徴としては,建物の中ኸ部にピࣛミࢻࢵ形のࣛࣉࢵࢺ

ーがあり,そのᕥྑにࣜࣛࣕࢠを用いたṇ᪉形のࢺ 2

つの⥺形のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた㛗᪉形のࣜࣛࣕࢠーが

⥺形に㓄⨨された｡また,採光はすてࢺࣛࣉࢵࢺを用

いた⌮⏤は,展示空間を最大㝈に☜ಖするたࡵである｡シ

ミュレーション⤖ᯝから見ると�⾲ 1��1,1��1,&DVH1),

୧展示室の開口部は中ኸ上部にあり,ኴ㝧㧗度が㧗い時

には┤ᑕ᪥光が入りやすいたࡵ,ኴ㝧㧗度がẚ㍑的に㧗

い � ᭶から 11 ᭶の間において,開口部にᣑ散素ᮦを用

してもྛ㠃が᥎ዡ照度を୍定的に㉸える傾向が見られる｡

気㇟特性について,&DVH1と&DVH�は特にኟᮇのỈᖹ㠃

ኳ᪥ᑕ量が多いᆅᇦに⨨するたࡵ, 空間の上部に開口

部をពᅗ的に設⨨するሙ合,ኟᮇの開館にఇ館᪥をቑや

したり,開口部の大きさをᑠさくしたりすることによっ

て,自然光をもっとຠᯝ的に利用できると考えられる｡ 

 &DVH2 の୍ᐑᕷ୕ᓊ節Ꮚグᛕ美術館はឡ▱┴୍ᐑᕷに

建てられ,1��� 年に開館した美術館である｡建築の特徴

としては,㗬ᒇ᰿を特徴とした⧄⥔ᕤሙという୍ᐑᕷの

⏘ᴗ景観と応し,ᖖ設展示室は向きの㗬形のࣉࢵࢺ

⾲�を用いた｡シミュレーション⤖ᯝから見るとࢺࣛ

1��1,1��1,&DVH2),㗬ᒇ᰿は光のྲྀり入れる᪉向を㝈定

できるたࡵ,ኳ空光しか室内に入れなく,ྛ㠃が᥎ዡ照度

の⠊ᅖに近い｡この事例において,ព設計とシミュレー

ション⤖ᯝがうまく対応していると考えられる｡ 

 &DVH� の /X\H\XDQ 6FXOSWXUH $UW 0XVHXP は中ᅜᅄᕝ

┬成㒔ᕷの㑹እに建てられ,2��2 年に開館した▼の᙮้

を中ᚰに展示を⾜う美術館である｡建築の採光はに㝽

間からᕪし㎸ࡴ光,ࢺࣛࣉࢵࢺ,ቨ㠃のᑕ光の � つの

手法を用い,それらのඹ通点は㠀᪥ᖖを⾲現することと

いう｡また,採光手法のពᅗについて,設計⪅自㌟は┤᥋

ゝཬしていないが,の研究⪅の論㏙によれࡤ,美術館の

設計⪅は成㒔ᕷのኳ空光が多いという気候特性を༑ศに

考慮した上,室内と室እの᫂ᬯᕪによってこの᫂るくな

い光を際❧たࡏるたࡵ,㝽間からさし㎸ࡴ光という採光

手法をዲࡴのではないかという �)｡シミュレーション⤖
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ᯝから見ると�⾲ 1��1,1��1,&DVH�),&DVH� はኳ井から

年間を通して多く,ࡵの✺出部ศが῝いたࢺࣛࣉࢵࢺ

の光が開口部の下のᑠ⠊ᅖに㞟中され,開口部近の᫂

ᬯᕪが大きい特徴が見られた｡このシミュレーション⤖

ᯝは᫂ᬯᕪによって光をᙉㄪするという設計⪅の傾向と

୍⮴し,設計ពᅗが㐩成されたとゝえよう｡ 

 &DVH� の⧊⏣ᘅ႐ミュー࣒ࢪは㈡┴の㎰ᴗබᅬの

ụ␁に建てられ,1��� 年に開館した美術館である｡建築

の特徴としては,୍ᒙの建物における展示室の採光はኳ

井におけるᘼ状のࢺࣛࣉࢵࢺのみで,ேᕤ照᫂を୍

ษわなく,᪥ἐとともに㛢館する｡設計ពᅗについて,

設計⪅の論㏙によれࡤ,時間とともに変化する自然光は

㺀⏕きた環境㺁をᥦ౪し,画家のᙜ時のไ作環境とྠࡌ光

の環境に観ᐈを⨨くことができるという �)｡シミュレー

ション⤖ᯝから見ると�⾲ 1��1,1��1,&DVH�),&DVH� の展

示品はᮾとすቨ㠃の中部より下の⨨に⨨かれたことで,

㧗照度࢚ࣜがᕦみにᅇ㑊された｡また,ᮾቨ㠃は季節や

時間ᖏによって照度の変動が大きく,㺀⏕きた環境㺁をᥦ

౪するという設計ពᅗも㐩成されたが,年間を通ࡌて室

内がややᬯくなっている時間が多いたࡵ,開口部の可視

光⥺透過⋡をもっと向上さࡏる必要がある｡ 

 &DVH�の㔠ἑ21ୡ⣖美術館は▼ᕝ┴㔠ἑᕷ内の中ᚰ部

に建てられ,2��� 年に開館した美術館である｡展示室の

多くは,㺀ࢺࣛࣉࢵࢺ᪉ᘧのࢫࣛ࢞ኳ井になっていて,

展示室の中で作品を見ている時も自然光によってእの光

の変化がឤࡌられる㺁1�)という｡また,設計ᙜ時の設計⪅

のゝ論によれࡤ 11),現代美術は近代美術より展示空間の

体のᆒ㉁性と極➃的な照度の変化がồࡵられるという｡

シミュレーション⤖ᯝから見ると�⾲ 1��2,1��2,&DVH�),

ኳ井がᣑ散素ᮦを用するሙ合,時้の変化にࢫࣛ࢞

よって,ᆒ୍な照度ศᕸにもᚤጁな㐪いが見られる｡ᗋ㠃

とቨ㠃のᖹᆒ照度および照度ᆒᩧ度のᕪはᑠさく,空間

体がᆒ㉁になっている｡᭦にᒇ᰿の開口部とࢫࣛ࢞ኳ

井の間にࣛࣈンࢻが設けられたたࡵ,室内の極➃な᫂

ᬯの変化も実現できる｡以上より,設計ពᅗはシミュレー

ションの⤖ᯝと୍⮴し,うまく実現されたと考えられる｡ 

 &DVH�の1
V <$5'は㑣㡲㐃ᒣの㯄の᳃に建てられ,2�1�

年に開館した現代美術を中ᚰに展示を⾜う美術館である｡

建築の特徴としては,� つの࣏ࣟࣉーションや光のྲྀり

入れ᪉が␗なる展示室が㐃⥆的に㓄⨨され,シー࢚ࢡン

る展示空間がពᅗされた｡本研究でྲྀり上げࡵをᴦしࢫ

たࢺࣛࢻࢧࣁを用いた展示室について,設計⪅が

㺀ᒇእにいるような᫂るい空間㺁12)をồࡵた｡シミュレー

ション⤖ᯝから見ると�⾲ 1��2,1��2,&DVH�),ኴ㝧㧗度

が୍定のゅ度⠊ᅖにある時,┤ᑕ᪥光が室内に入りやす

い,かつ年間の多くの᪉向からの┤ᑕ᪥光が開口部にᙜ

たり,入ᑕ光の⥲量が多いたࡵ,開口部に透᫂またはᣑ散

素ᮦを用してもྛ㠃が᥎ዡ照度を大きく上ᅇる傾向が

見られ,୍年中᫂るい空間である｡この傾向は設計⪅のព

ᅗと୍ࡰ⮴している｡そこで,この事例において,シ

ミュレーション⤖ᯝは᥎ዡ照度を‶たしていないが,設

計⪅のពᅗがうまく実現されたと考えられる｡ 

 

 めࡲ.�

 近年では,┬ࢿ࢚ルࢠー等の観点から,昼光利用に関す

る研究は光・視環境ཬび⇕環境等のศ㔝で┒ࢇに⾜われ

ている｡その中,特にࢫࣇ࢜やᏛᰯ等の設計ࣛࣉンがᢕ

ᥱしやすい設を対㇟とした研究が散見された｡୍᪉,ᚑ

᮶から光環境は重要とされるが,展示品によって␗なる

光環境の㟂要や建築家ཬびⱁ術家のᙇに影響されやす

い等の特徴をᣢࡕ,༶ࡕலか特Ṧゎとしての美術館のよ

うな展示設を対㇟に,シミュレーションによって展示

環境を定量的・系⤫的に検討するものは少なく,関㐃する

評価ᣦᶆやᇶ‽値の検討も༑ศとはᛮえない｡昼光利用

ศ㔝が著しく進化しつつある今,その技術やᣦᶆ等を用

いた定量的な検討は,美術館の自然光利用に可能性を示

し,今後の᪂たな評価ᇶ‽の☜❧にも⧅がるであࢁう｡本

研究はその➨୍歩として,現代美術館の展示室における

自然光利用に着目し,㺀多変量ゎᯒによる採光手法の類型

化㺁,㺀ྛኳ候条件における照度の瞬時値㺁,㺀気㇟データに

よる年間積算照度㺁,㺀設計背景からみた採光手法のຠᯝ㺁

というྛ✀の㢟を通して,採光手法の体ീをᩚ⌮・ᢕ

ᥱした上,定量的なシミュレーション⤖ᯝによって代⾲

的な採光手法を用いた事例の光環境をヲ⣽に考察した｡ 

その⤖ᯝ,㺀多変量ゎᯒによる採光手法の類型化㺁にお

いてࢺࣛࣉࢵࢺを用いたᖖ設展示室の採光手法を � つ

のࢫࣛࢡターにศ類し,ᚑ᮶のศ類⤖ᯝに類ఝするኳ井

㠃における点状,⥺状や㠃的な開口部の㓄⨨を特徴と

したもの以እに,光と空間の関ಀがᙅまったものや採光

手法と展示品の対応関ಀがᙉㄪされるもの等の⊂特な特

徴をᣢつࢫࣛࢡターも見られた｡画展示室の⤖ᯝはᖖ

設展示室に類ఝしている｡また,ࢧンࣉルࢫコの散ᕸᅗ

における対㇟のศᕸから,᙮้等の❧体展示品に対して

光をᒁ部に㞟中さࡏる傾向や開口部のᒁ部㓄⨨は空間の

⛛ᗎ性を⏕み出しやすい等といった採光手法の体ീの

特徴を見出した｡ 
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㺀ྛኳ候条件における照度の瞬時値㺁と㺀気㇟データに

よる年間積算照度㺁において,多㠃的な視点からಶูの代

⾲事例の自然光利用の可能性を考察した｡ピࣛミࢻࢵ形

のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた事例�&DVH1),⥺形のࣛࣉࢵࢺ

&DVH�)やᒇ᰿における開口部から光透�を用いた事例ࢺ

過ᮦをして光をྲྀり入れる事例�&DVH�)について,開口

部が空間の上部の中ኸ近に⨨し,開口部�光透過ᮦ)

にᣑ散素ᮦの用により,ᆒ୍でᏳ定した光環境がᚓら

れる｡ ୍᪉,これらの事例はኴ㝧㧗度の㧗い時ᮇに自然

光が室内に入りやすく,かつ年間のኳ᪥ᑕ量の多いᆅ

ᇦに⨨する等の要因に影響されたたࡵ,ᣑ散素ᮦを

用してもྛ㠃の照度瞬時値と年間積算照度の計算値が᥎

ዡ値をやや大きく㉸過し,年間の⌮的な展示条件を‶

たす可用時間も少なく,空間演出と美術品の鑑賞を୧❧

さࡏることを目ᣦした自然光利用の可能性がపいとゝえ

る｡今後,以上のような採光手法を用するには,開口⋡

や光透過⋡のㄪᩚ,᪥ᑕ㐽ⶸ⨨の用などのᥐ⨨が考

えられる｡ฝ形のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた事例�&DVH�) の
自然光利用は上㏙の事例の特徴と類ఝしているが,開口

部がᑠさくかつㄪ光ᯈが設⨨されたたࡵ,ྛ㠃の照度計

算値が᥎ዡ値の近い⠊ᅖにある｡ㄪ光ᯈの㧗さのㄪᩚは

年間の可用時間の㢧著な改善ຠᯝも見られ, &DVH� の

採光手法はຠᯝ的な自然光利用が可能である｡ᅄ㠃のቨ

にࢺࣛࢻࢧࣁを用いた�&DVH�)は,ኴ㝧㧗度が୍定

の⠊ᅖにある時の自然光が室内に入りやすく,開口部に

ᣑ散素ᮦを用すれࡤ,ᬕኳ時においてྛ㠃の照度が୍

定的に᥎ዡ照度を上ᅇるが,照度ศᕸはᆒᩧであり,Ᏻ定

した光環境が形成された｡年間の多くの᪉向からの┤ᑕ

᪥光が開口部にᙜたるたࡵ,ྛ㠃が⌮的な照度⠊ᅖを

上ᅇる時間も多く,美術品ಖㆤの観点から,この採光手法

の自然光利用にはの㐽光ᥐ⨨が必要となる｡ 

⥺形のࢺࣛࣉࢵࢺがᒇ᰿の࿘⦕に設⨨された事例

�&DVH�)は透᫂素ᮦを用するሙ合,ኴ㝧㧗度の㧗い時ᮇ

における୍部の光しか室内に入れなく,展示品の⨨は

㧗照度࢚ࣜをᅇ㑊し,ྛ㠃の照度計算値が᥎ዡ値の近

い⠊ᅖにある｡୍᪉,開口部の大きさやᆅᇦの気候特性等

の影響で,年間の多くの時間において空間体がᬯく

なっている｡ࣟーࢺࣛࢻࢧを用いた事例�&DVH1�)は

༡向きで୧ഃのቨ㠃に近いたࡵ,透過特性に関わらࡎ,ྛ

㠃の照度計算値が᥎ዡ照度をやや大きく㉸過し,⌮的

な照度⠊ᅖを上ᅇる時間も多い｡これらの事例は美術品

鑑賞の視点から自然光利用の可能性はపいが,今後,これ

らの採光手法を用するには,開口⋡や光透過⋡のㄪᩚ

などのᥐ⨨が考えられる｡㛗᪉体のࢺࣛࣉࢵࢺを用い

た事例�&DVH�)とቨ㠃の㠃ࢫࣛ࢞からࢺࣛࢻࢧを

ྲྀり入れる事例�&DVH11)は透᫂素ᮦを用するሙ合,ᬕ

ኳ時の┤ᑕ᪥光の変動による室内の᫂ᬯコンࢺࢫࣛࢺが

大きく,㧗照度部ศが開口部近に㞟中され,᙮้品の展

示に┦応しい光環境がᚓられる｡ᩘルࢫࢡにも㐩する

&DVH� の㧗照度部ศにẚ,&DVH11 はᮾ向きで┤ᑕ᪥光

がᙜたる時間が少なくᙉ度もపいたࡵ,ある⛬度のಖㆤ

が必要な᙮้品の展示に適していると考えられる｡ 

㗬形のࢺࣛࣉࢵࢺを用いた事例�&DVH2)は特定の᪉

向から採光できる手法で,透᫂素ᮦを用するሙ合,適ษ

な照度計算値やᆒ୍な照度ศᕸがᚓられる｡また,&DVH2

はにኳ空光をྲྀり入れ,かつኳ空᪥ᑕ量が多いᆅᇦに

⨨するたࡵ,年間の⌮的な展示条件を‶たす可用時

間も多く,自然光の利用にヽ向きである｡モニター形の

,&DVH�)は開口部に透᫂素ᮦ�を用いた事例ࢺࣛࣉࢵࢺ

その下に光ᣑ散ᮦを用するሙ合,ศ散している開口部

の下に 1 つまとまった࢚ࣜが多く照ᑕされたが,࿘ᅖ

のቨ㠃もྵࡵて空間体の照度が多くの季節や時ᮇにお

いてపくなっており, 年間から見ても⌮的な照度⠊ᅖ

を下ᅇる時間が多く,自然光利用のຠᯝはあまり見られ

ない｡これらの採光手法は季節や時間に関わらࡎ,室内に

Ᏻ定した自然光をྲྀり入れられる｡ 

 㺀設計背景からみた採光手法のຠᯝ㺁において,&DVH2, 

&DVH�や&DVH�のᆅᇦの景観,気候特性や展示品の特徴を

考慮した設計ពᅗとシミュレーション⤖ᯝがᴫ୍ࡡ⮴し,

採光手法は光環境の形成にⰋዲなຠᯝをもたらした｡

&DVH1 と &DVH� について, 空間の上部に開口部をពᅗ的

に設⨨するሙ合,開館時間のㄪᩚ等の᪉法によって自然

光をよりຠᯝ的に利用できる｡また, &DVH� と &DVH� のよ

うな事例から見出した,採光手法の特徴等の要素を考慮

した上,⊂自の設計ពᅗを実現するたࡵ,ᩒえて採光手法

をά用するという建築家の傾向がシミュレーションの⤖

ᯝによって検証された｡ 

 

 

 

 

なお,本論文は᪥本建築Ꮫᕞᨭ部研究ሗ࿌に発⾲

したデータ 1�)を大ᖜに再構築し,᪂たなシミュレーショ

ンと考察をຍえてまとࡵ┤したものである｡ 
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注 1 ཧ考文⊩1�)の中で,㺀採光㺁は昼光を光※とする照᫂をいう｡また,

㺀採光設計㺁について,㺀昼間の自然光を用い,見るものをはっきり

見ࡏ,不ᛌឤや⑂ປឤを㉳こさࡏないようなᛌ適な光環境をつく

り出す設計手法｡㺁とグされている｡以上の定⩏を㋃まえ,本研究で

の㺀採光手法㺁は㺀採光設計㺁に近いព合いをとり,自然光をά用

する設計手法というᗈ⠊なពとする｡ 

注 2 ཧ考文⊩1�)において,ᑠἨらは大量の実例を観察し空間⛛ᗎ的光

ຠᯝとそれらの要因を定性的に体系化したが,今後について㺀要素

をᢳ㇟した模型やコンピュータシミュレーション等による評価実

㦂より,ຠᯝのᙉᙅとその要因の定量的な関ಀを᥈る事によって

より実用性の㧗い㈨ᩱに発展するとᛮう㺁と㏙ている｡ 

注 � KWWS���DRNL2�VL�JXQPD�X�DF�MS�｡�ཧ照2�21����1�) 

注 � KWWSV���JLWKXE�FRP�PDMLDQ2�0XVHXP�FDVHV�JLW｡�ཧ照2�21����1�) 

注 � ཧ考文⊩ 1�)においてᑠἨらは㺀空間⛛ᗎ的光ຠᯝとは,物によっ

て既にある空間⛛ᗎを光がᙉㄪしたり,᪂たに光が空間⛛ᗎを作

り出すሙ合のຠᯝをᣦす㺁と㏙本研究ではこの定⩏を㋃くする｡ 

注 � ཧ考文⊩�)において,内⸨らは㺀最も型的な展示空間といえるኳ

井体に㓄⨨されたࢺࣛࣉࢵࢺによる㛗᪉体の展示室採光す

るࣃターンをࠗ ཎ形 と࠘し͐㺁と㏙,㺀┤᪉体のኳ井体から採光

する展示空間㺁を型的な展示空間とした｡ 

注 � ㍈⥺光について,ཧ考文⊩1�)において,ᑠἨらは㺀空間形態がその

ーションによって᪉向性をもつሙ合,その空間形態㍈上の࣏ࣟࣉ

�⨨),空間体を㈏く⥺的な光�形態)が,空間の㍈⥺を可視化し, 

空間の᪉向性を㧗ࡵるタࣉである㺁と㏙た｡ 

注 � ኳ井の開口部㓄⨨が㺀᱁Ꮚ㺁状になっている事例のヲ⣽㈨ᩱは,➨�

❶の㞧ㄅでは見つけることができなかったので,ンターࢺࢵࢿ

および現ᆅㄪᰝを通ࡌ,&DVH2 を㑅定し,㈨ᩱを㞟した｡ 

注 � 内部上げᮦᩱの設定ᑕ⋡について,ྛ展示室の上げᮦとⰍ

ᙬを考慮した上で,関㐃㈨ᩱによる上げᮦᑕ⋡のᖹᆒ値を用

い,適ษな設定を⾜った｡ᆅ物のᑕ⋡は୍⯡的な値として 2��と

する｡ྛ展示室の設定ᑕ⋡は注 �のࢺࢧࣈ࢙࢘にබ開した｡ 

注 1� 5DGLDQFH は࣓࢝ࣜのࣟーレンࣂ・ࢫーࢡレー研究ᡤによって開

発された計算⢭度の㧗い照᫂シミュレーション࣒ࣛࢢࣟࣉであり,

ୡ⏺中の多くの研究⪅に用されている｡5DGLDQFH の計算ࣛࣃ

࣓ータの設定値は注 � のࢺࢧࣈ࢙࢘にබ開している｡ 

注 11 $�0F1HLO, (�6�/HH� $ YDOLGDWLRQ RI WKH 5DGLDQFH WKUHH�SKDVH VLPXODWLRQ 

PHWKRG IRU PRGHOOLQJ DQQXDO GD\OLJKW SHUIRUPDQFH RI RSWLFDOO\ FRPSOH[ 

IHQHVWUDWLRQ V\VWHPV, -RXUQDO RI %XLOGLQJ 3HUIRUPDQFH 6LPXODWLRQ, 

9ROXPH �, ,VVXH 1, S2����,2�1��ᙜヱ研究は WKUHH�SKDVH PHWKRGで計算

した年間照度と実 値とのẚ㍑を⾜った⤖ᯝ, 㺀DEVROXWH PHDQ ELDV 

HUURUは1��以下,URRW PHDQ VTXDUH HUURUは 2��以下㺁と⤖論している｡ 

注 12 ᪉向散ศᕸ関ᩘ %6')�ELGLUHFWLRQDO VFDWWHULQJ GLVWULEX�

WLRQ IXQFWLRQ)は,物体⾲㠃で␗なる᪉向に散する光を計算す

るたࡵに用されるモデルである｡ 

注 1� 7KUHH�SKDVH PHWKRG は࣓࢝ࣜのࣟーレンࣂ・ࢫーࢡレー研究ᡤ

�/%1/)がᥦした୍㐃のࢫࢡࢵࣜࢺ࣐にᇶ࡙く動的シミュレー

ション᪉法の中の 1 つであり,光のఏ㐩を,ձ開口部のእഃの┤

ᑕ᪥光・ኳ空光,ղ開口部の透過部ศ,ճ開口部から内部空間の

ఏ㐩部ศの�つのSKDVHの計算にศけ,それࡒれの段階の計算⤖ᯝ

をࢫࢡࢵࣜࢺ࣐でけ合わࡏることによって,ᣦ定したᖹ㠃の照

度や㍤度を計算する᪉法である｡ 

注 1� 5DGLDQFHの JHQ%6')コ࣐ンࢻは光⥺㏣㊧法によりࣘーࢨがᣦ定し

た素ᮦの %6') データを⏕成することができる｡ 

注 1� 3\WKRQ はンタࣜࣉタ型,ࢺࢡ࢙ࢪࣈ࢜ᣦ向, 動的型けの㧗レ 

であるࣜࣛࣈゝㄒである｡そのᥥ画ࣛࢢミンࣛࢢࣟࣉル࣋

0DWSORWOLE を用い,ྛ✀データの可視化が可能である｡ 

注 1� 気㇟データは(QHUJ\3OXVのබᘧ࣍ー࣒࣌ーࢪからྲྀᚓできる(3:

データを用いた｡ 

注 1� &OLPDWH &RQVXOWDQW は,8&/$�8QLYHUVLW\ RI &DOLIRUQLD)によっ

て開発され,(3: 気㇟データをㄞみ㎸み,ᙜヱᆅᇦの気候特性をヲ

⣽にศᯒできるࢶールである｡ 

注 1� ᅗの出は以下に示す｡1R����ࠗ*$ 'RFXPHQW ��࠘ 1R��1�ࠗ᪂建

築࠘ 1R�2��ࠗ᪂建築࠘ 1R��2�ࠗ*$ 'RFXPHQW 1�࠘ 1R����ࠗ᪂建

築࠘ 1R����ࠗ*$ 0XVHXP �1࠘｡ 

注 1� ᅗの出は以下に示す｡ 1R�1�ࠗ ᪂建築  ࠘1R�1�� 美術館のබᘧࢧ

�1R�22 ࢺࠗ *$ 0XVHXP �1  ࠘1R�1��ࠗ ᪂建築  ࠘1R�2��ࠗ ᪂建築 ｡࠘ 

1R���ࠗ᪂建築࠘｡ 

注 2� ᅗの出は以下に示す｡&DVH1� 美術館のබᘧࢺࢧ &DVH2�美術

館のᥦ౪ &DVH��-,$.81 $5&+,7(&76 のබᘧࢺࢧ &DVH��ࠗ᪂建

築  ࠘&DVH��ࠗ ᪂建築  ࠘&DVH��ࠗ ᪂建築  ࠘&DVH��ࠗ ᪂建築  ࠘&DVH�� 

美術館のබᘧࢺࢧ &DVH1��美術館のබᘧࢺࢧ &DVH11� ࠗ ᪂建

築 ｡࠘ また,&DVH� について,ヲ⣽ᅗ㠃は㞧ㄅで見つけたが,適ษな

内観┿は㞟できなかった｡ 
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ᮧᕝᣅஓ3ࠓDPLO\D㸦ࣃミࣜࣖ㸧ࠔ 
 ࢫࢭࣟࣉュ࣓ンタࣜー的手法でㆤ⚟♴現ሙを演にする࢟ࢻ

“Pamilya” directed by Takuya Murakawa 
The Process of Turning The Daily Life of A Nursing Home into A Theatrical Production Using A Documentary Approach 

㛗ὠ⤖୍㑻 �  
NAGATSU Yuichiro 
 

Abstract 
The purpose of this paper is to investigate the process  
of portraying the reality of nursing care through theater 
by analyzing the theatrical work "Pamilya" which was 
first performed in Fukuoka City in February 2020. The 
analysis found that in the portrayal of the events in an 
elderly nursing home, the director removed aspects that 
might express real world context symbolically, as well 
as scenes that might have been too realistic had they  
been left as is. The scenes that passed through such  
staging decisions were arranged in a way that made the 
speech and actions more visible, and the spaces more 
emphasized. It was observed that these kinds of scene 
arrangements made theatrical work more enjoyable to 
the audience. Based on this analysis, this paper also  
discusses the relationship between the social value of  
art and the recent trends in the cultural policy of local 
governments.  

 ࠔ（࣑ࣖࣜࣃ）3DPLO\Dࠓ ��

本論は㸪2020年 2᭶に⚟ᒸᕷ内でึ演された演作品

ミࣜࣖ㸧ࠖࣃPamilya㸦ࠕ *1 についてศᯒすることで㸪⚟

♴の現ሙを演として⾲現する際にどのようなࢫࢭࣟࣉ

があったのかをᩚ⌮することを目的とするࠋ 

本作は㸪⚟ᒸᕷ内で年に 1 ᅇ⾜われている演⚍࢟ࠕ

として実された作品で࣒ࣛࢢࣟࣉのබᘧࠖࢫ࢙ࣇるࣅ

あるࠋ実際に⚟ᒸ┴内でㆤ⚟♴ኈ候⿵⏕としてാく 

ピンから᮶たㆤኈの㧗㱋⪅⚟♴設での᪥ᖖをࣜࣇ

上で再現ࠖした㸪と࿌▱でうたわれていた作品でྎ⯙ࠕ

あるࠋ 

演出はி㒔ᅾఫの演出家㸪ᮧᕝᣅஓ㸦1982ࠥ  㸧であ

るࠋᮧᕝは࢟ࢻュ࣓ンタࣜーやࣇール࣡ࢻーࢡの手法

を用いた作品を㸪ᫎീ・演・美術など様々なศ㔝で発

⾲し㸪ᅜ内እのⱁ術⚍㸪ሙよりᣍ⪸をཷけているࠋᮧ

ᕝの⯙ྎ作品のไ作手法は㸪ி㒔㐀形ⱁ術大Ꮫ㸦現・ி

㒔ⱁ術大Ꮫ㸧で࢟ࢻュ࣓ンタࣜーᫎ画をᏛࢇでいた⤒⦋

からきているࠋᮧᕝの作品の特徴は㸪あるே間の⏕άや

⾜動㸪᪥々の⾜Ⅽをᑀに見つࡵていくとこࢁからはࡌ

演出ࠖしていくࠕ㸪それを⯙ྎの上で再現可能な形にࡵ

というものだࠋこれまでも㸪ᅾᏯでࢣをうける㞀ᐖ⪅

のゼၥㆤを⾜う࣊ルࣃーの᪥々の⾜Ⅽを再現した

ーࣂーࢤࢺࢶࠗ 㸦࠘2011㸧を代⾲作とし㸪᪥中㡑の࣊

ルࣃーによるࠗンデ࣌ンデンࣅࣜ ࢺンࢢ 㸦࠘2017㸧

などのような作品を通ࡌ㸪ᕷ井のே々が᪥々⾜っている

⾜Ⅽを⯙ྎ上で再現するという試みを⾜なってきたࠋま

た㸪ே々のズ々としたㄒりを⯙ྎ上で⾜う試みとして㸪

ᮧᕝから事๓に㏦られてきた手⣬㸦ᣦ示᭩㸧にἢって⯙

ྎ上の出演⪅が⾜動する࢙ࣦ࢚ࠗレࢦࢺࢵーࣛࢺࢫン

（※掲載決定後に編集ＷＧで記載） 
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ズ 㸦࠘2013㸧や㸪ピࣀの発⾲とに㛗年ピࣀ演

ዌにྲྀり⤌ࡴ㧗㱋⏨性のࣛࣜࢺࢫࣄࣇーをイく࣒ࠗー

ンࣛࢺ 㸦࠘2018㸧などの作品も手けているࠋ

演出というと୍⯡的には㸪演出家のᛮいやୡ⏺観をᢞ

影した⾲現を⯙ྎ上で展開さࡏる㸪という࣓ーࢪがあ

るࠋしかしᮧᕝのᣢࡕは㸪実際のୡ⏺㸪実際の♫で

⾜われていることありきで㸪それを⯙ྎ上で再現するた

ࠋ演出ࠖをຍえているという点にあるࠕにࡵ

今ᅇの作品のᴫ␎を㸪࿌▱文をᘬ用することで⤂し

たいࠋ

ㆤの現ሙを⯙ྎに

そこに現れる㸪もうࡦとつのࠕ家᪘ࠖ

あるࠕ現実ࠖを手がかりに⯙ྎ作品を❧ࡕ上げる㸪

ி㒔をᣐ点にά動する演出家㸪ᮧᕝᣅஓࠋ今ᅇの作

品ไ作にあたりᮧᕝは㸪⚟ᒸでㆤ⚟♴に関わる 30

そこで出ったのが㸪あࠋを⾜ったࢳーࢧのࣜྡ

る特ู㣴ㆤ⪁ே࣍ー࣒でㆤኈとしてാく㸪ࣜࣇ

ピンから᮶たእᅜからのㆤ⚟♴ኈ候⿵⏕だったࠋ

ㆤ⚟♴設の᪥ᖖには㸪ゝㄒを通ࡌたぶᐦなや

りとりと㸪㌟体ྠኈの᥋ゐが入りΰࡌるࠋその空間

に目をจらすことで㸪ᬑ段は気に␃ࡵることのない㸪

しかしいまこの瞬間もどこかでẖ᪥⥆いているかも

しれないコミュニࢣーションに気࡙くࠋ

今ᅇの作品では㸪そのㆤኈであるዪ性が実際に

出演し㸪ᙼዪがാく⚟♴設の᪥ᖖがῐ々と⯙ྎ上

で再現されるࠋその時間ឤぬに┤㠃することで観ᐈ

は㸪自ศに近しい㌟内のே々や㸪もしかしたらありᚓ

るかもしれない自らのጼにᛮいをࡄࡵらࡏるだࢁうࠋ

ミࣜࣖ㸧ࠖࣃPamilya㸦ࠕ はタࢢࣟ࢞ㄒでࠕ家᪘ࠖを

ពするࣜࣇࠋピンではㆤは家᪘がᢸうものと

いう価値観があるが㸪そのࢫタンࢫは᪥本の状況と

どのようなᕪ␗を⏕み出すのかࠋ␗なる年代㸪⤒㦂㸪

ᅜ㸪ゝㄒ̾̾家᪘ともேとも␗なるࢣࠕをする㸭

されるࠖ関ಀࣜࣇࠋピンからやって᮶たㆤኈと㸪

ㆤをཷける᪥本ேの間で㸪もうࡦとつのࠕ家᪘ࠖ

の物ㄒがጞまる2*ࠋ

ᮧᕝはこれまでも㸪ᅾᏯㆤの現ሙでの᪥ᖖを⯙ྎ上

で再現する作品や㸪᪥本・中ᅜ・㡑ᅜと␗なるᅜでの

ㆤの状況をྠ時に⯙ྎ上で再現することで㸪ᅜྠኈの」

㞧な関ಀ性を❧体的に示した作品などを発⾲してきたࠋ

今ᅇの作品はいわࡤこの系㆕に⥆く作品であったࠋ

1時間 15ศどあるこの作品は㸪ᮧᕝによる๓ㄝのあ

と㸪ᴫࡡ 4 部構成になっていたࣜࣇࠋピンから᮶て⚟

ᒸ┴内の設で実際にົしているㆤ⚟♴ኈ候⿵⏕

が㸪㧗㱋⪅⚟♴設に出ࢫࢼࢭル・ョࢪ・ࢧࢵ࢙ࢪ

してから㏥するまでの 1 ᪥のὶれを㸪ࢺࢫ࢙ࢪࢲ

のように⯙ྎ上で再現していくࠋ出後㸪利用⪅さࢇを

㉳ᗋさࡏ㸪朝㣗ຓを⾜うሙ㠃ࠋ入ᾎຓを⾜うሙ㠃䚹

レ࢚ࣜࢡーションをするሙ㠃ࠋそしてኤ㣗ຓのあと䠈

㏥するというὶれである㸦ᅗ 1ࠥ3 ཧ照のこと㸧ࠋ

ᅗ 1 ࠥ 3 ࠓ  P a m i l y a 㸦࣑ࣖࣜࣃ㸧ࠔ⯙ྎ┿㸦ᅗ 1 㹙上㹛

㉳ᗋຓの࣮ࣥࢩ㸪ᅗ 2 㹙中㹛㣗事ຓの࣮ࣥࢩ㸪

ᅗ 3 㹙ୗ㹛ධᾎຓのࠋ࣮ࣥࢩᙳ㸸富Ọள紀Ꮚ㸧
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そのシーンの୍つ୍つの間に㸪ࢧࢵ࢙ࢪのẕㄒである

ーがᣳまれるࣜࢺࢫࣄࣇㄒによってㄒられるࣛࣖࢧࣅ

構成となっていたࠋ 

例えࡤ㸪中のࣇࣜࢭでこのようなものがあるࠋ 

 

ᙼዪは㸪㌴᳔Ꮚに⦡りつけられていましたࠋᙼዪが

動きᅇるとᎰしくなるࠋ境㐝に㈇けࡎ㜚っているの

がわかるからࠋᙼዪに自ศが重なって見えますࠋ⚾

もྠࡌだからࠋᐢしさをり㉺えて㸪ゝⴥをぬえて㸪

ᢈุを⪺きὶして㸪᪥本ேらしく⏕きる必要があるࠋ

いࠋピンேのようですࣜࣇは㸪すこしࢇさ࢘ࢺ࢚

つもඖ気で㸪自⏤に⏕きているឤࡌがするからࠋわ

たしは࢘ࢺ࢚さࢇのጼを見ると㸪特ูな⌮⏤なくつ

い➗ってしまいます3*ࠋ 

 

はこのように㸪᪥ᖖ的に設利用⪅との関ಀࢧࢵ࢙ࢪ

を築きながらㆤປാを⾜なっていたࠋまたᙼዪは᪥ᖖ

的に⟃後ᘚでㆤをしているたࡵ㸪中ではその様Ꮚも

 ࠋて再現されていたࡵྵ

なお㸪ㆤ⪅としてのࢧࢵ࢙ࢪが⯙ྎ上でㆤを⾜う

⿕ㆤ⪅は㸪ᮧᕝによる๓ㄝのあいだにᐈᖍからເ㞟さ

れたࠋ 

上演後㸪ᐈᖍやࣟࣅーでは㸪自ศがᑗ᮶ㆤされるഃ

になった時のことをീしたり㸪自ศの家᪘をㆤして

きた⤒㦂などが観ᐈの応として口々に⪺かれたࠋこの

㞺ᅖ気を体ឤしたとあるሙ⫋ဨの発で㸪その後グ㘓

ᫎീの上ᫎという形でࢫピンࣇ࢜画も⾜われている*4ࠋ 

ᮧᕝᣅஓの作品をこれまでも論評してきた㧗ᔱឿは㸪

この作品について以下のような評を発⾲しているࠋ 

 

1ࠕ ᪥のㆤのࠖࢺࢫ࢙ࢪࢲの背後にᗄ重にも積み

重なった時間的レࣖーのᒙѸѸѸѸㆤኈとㆤされ

る㧗㱋⪅㸪2 ேのዪ性それࡒれのே⏕にὶれた時間㸪

現ᅾのㆤປാ⪅の౪⤥ᆅ㸭かつての␎ᆅᇦѸѸѸѸ

を通して㸪ࠕ家᪘ ㆤປാのᢸい手㸦ᑓ㛛ປാ⪅㸭ࠕࠖ

家ᗞ内ປാ⪅㸧ࠖ についてၥい㸪そのඛにࠕ観ᐈの

║ᕪしこそが⯙ྎ上に㸦不ᅾの㸧Ꮡᅾを現๓さࡏて

いるࠖという演のཎ⌮をᾋかび上がらࡏていた5*ࠋ 

 

ᮧᕝは自らの作品⩌のことをࠕ⯙ྎとᐈᖍをった⾲

現ࠖと⛠しているように㸪この作品で重要になってくる

ターの୍つが㸪ᐈᖍ㸪そしてそこに座る観ᐈでࢡࣇ

あったࠋ 

��  సရࡢศᯒ  

本作はㆤ⚟♴の᪥ᖖを⯙ྎ上で再現している㸪とい

うゐれ㎸みで⾜われていることはඛどゐれたࠋしかし

ᙜ然㸪᪥ᖖをに再現することはሙ空間ではそもそ

も不可能だ࢟ࢻࠋュ࣓ンタࣜー演の手法は␗なる文化

を⌮ゎするのに᭷ຠではあるが㸪それもまたࣀンࢡࣇ

ションであるとはゝいษれないものであるࠋ 

それでは㸪࢟ࢻュ࣓ンタࣜーᫎ画でいうとこࢁのࠕ⦅

㞟 㸪ࠖすなわࡕ実際の⚟♴現ሙでの事実とᾋかび上がっ

た作品ではఱがどのように␗なっていたのだࢁうかࠋこ

こでは㸪ࠕேとሙの視点 ゝⴥと⾜Ⅽの視点ࠖのࠕࠖ 2 つの

視点からこのၥいを考えてみたいࠋ 

なお➹⪅はこの作品にࢺ࣐ࣛࢻルࢡとして関与したࠋ

とはおおまかにゝって㸪演作においࢡルࢺ࣐ࣛࢻ

てそのつど必要なᙺをᯝたす▱的࣏ࢧーター㸪という

ようなពをᣢつ*6ࠋ今ᅇ➹⪅は㸪␗なる文化をもって

いるேたྠࡕኈがコࣛ࣎レーࢺするときのᯫけᶫになり㸪

それࡒれの文化的背景やᛮを⩻ヂする㸪というゎ㔘を

して関わることにしたࠋ作品のたࡵのࣜࢧーࢳがጞまっ

た2019年6᭶以㝆㸪演出家のᮧᕝとともに出演⪅᥈し㸪

እᅜேㆤປാをࡄࡵるࣜࢧーࢳを⾜い㸪✍ྂ現ሙでの

出᮶事も可能な㝈りྠ⾜していたࠋ本論はこれらのࣟࣉ

をもࢳーࢧてྲྀᚓしたデータをもとにしたࣜࡌを通ࢫࢭ

とにしているࣇࠋールࣀࢻーࢺや㸪✍ྂがጞまったᙜ

ึのᫎീ㸪上演された作品のグ㘓ᫎീなどの素ᮦを用い

てศᯒを試みるࠋ 

 

����  ேሙࡢどⅬࡽ  

まࡎはこの作品で用いられた㐨ලについてゐれたいࠋ

⚟♴現ሙでの᪥ᖖを再現するにあたって㸪今ᅇのࢣーࢫ

のሙ合はࢻࢵ࣋㸪㌴᳔Ꮚとᾎᵴが必要となったࠋしかし㸪

実際に作品の中で用いられたのは㸪ࢻࢵ࣋こそ実際に用

いられていてもおかしくないような形状をしていたもの

の㸪㌴いすは᳔ࣉࣃᏊに特Ṧなຍᕤで㌴をつけられ

ているものであるし㸪ᾎᵴにいたっては㸪ࡕࡩのみを部

ศ的に再現したᖹ⾜Წのような㈨ᮦであったࠋ 

✍ྂ現ሙで観察していると㸪この演出はᮧᕝによるこ

だわりがあったように見ཷけられたࠋ例えࡤ✍ྂ現ሙに

おいては実際㸪本物の㌴いすを用いて✍ྂを試みていた

時ᮇもあったࠋしかし㸪ᮧᕝからࣜࠕルすࡂるࠖとい

う༳㇟のゝⴥがあがり㸪ついには㌴いすのようなものを

自作することになったのであるࠋ今ᅇの⯙ྎにおいては㸪

物㉁的には本物のㆤ現ሙを㉳さࡏるようなࣜルな
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形状をᣢったものは㝖されていたࠋ

その୍᪉㸪実際の設の㞺ᅖ気をീさࡏるような演

出も⾜われていたࠋ例えࡤレ࢚ࣜࢡーションのときに㸪

ㆤされるഃのே 1 ேを目の๓にして㸪㠀ᖖに㛗い㊥㞳

をとったとこࢁにㆤኈのேが❧つことで㸪この部ᒇに

㠀ᖖにたくさࢇのேが㞟まっているかのような㞺ᅖ気を

ண さࡏるような演出がなされていたࠋ㸦ᅗ 4㸧

また㸪㏵中で㣗ᇽにㆤされるഃのேを⨨いたまま

ㆤ⪅が㏥出し㸪⣙ 17 どの空ⓑがあった後に㸪㐲く⛊

からูの利用⪅を㐃れながら㸦実際にはࣃン࣒࣐ࢺで

ある㸧㸪ㆤኈがࡺっくりと歩いてくるシーンなどが採

用されたࠋこのように㸪㊥㞳をຠᯝ的にうことにより㸪

ある✀のࠕ空ⓑࠖがឤࡌられるሙとなっていたࠋ

たᯘ❧㥽はࡵをົࢡルࢺ࣐ࣛࢻの࠘ࢺーン࣒ࣛࠗ

こうしたᮧᕝの手法についてࠕ現実にあるᑠさななにか

を見るたࡵに㸪演にするたࡵに㸪物を不ᅾにし㸪対ヰ

を不ᅾにし㸪現実とྠࡌような実を㏥けるのがᮧᕝᣅ

ஓの᪉法であるࠖ*7 と㏙るࠋ現実にあるୡ⏺を不

なものとして見ࡏることで㸪そこにࠕ不ᅾࠖを⏕み出すࠋ

観ᐈはその空ⓑᆅᖏに㸪自らのいをᢞ影するࠋ

そのことで㸪演は␗㉁な時間のὶれを⏕み出す㸪と

ᯘは㏙るࠋ

演は▱らないものを▱っているものとわかりやす

く近࡙け㸪ឤ⛣入さࡏる技術ではないのかもしれな

いࡴࠋしࢁ演は㸪▱らないேを▱っているேにしな

いまま見て㸪▱らないものを▱っているものにしない

ままᏛࡪ㸪そしてそのとき㸪▱らないとこࢁでࡎっと

⥆いている㸪␗㉁な時間のὶれのようなものに㸪わた

したࡕ観ᐈがゐれられる⤒㦂なのかもしれない8*ࠋ

また㸪そもそものこの作品の構㐀に❧ࡕ㏉ると㸪ㆤ

されるഃのே間がᙜ᪥ᐈᖍからເ㞟されることもまた

この演出ࠋうࢁルな演出であるとゝえるだࢼショࢡࣇ

は実際に観ᐈに対して㸪もし手をᣲげてㆤされる❧ሙ

になっていたのが自ศだったらというࡩうにᛮわࡏる機

能があるとឤࡌられるࠋ⯙ྎ上で㉳こっていることが㸪

自らとᆅ⥆きであることや㸪自らの現実だったかもしれ

ないということが示唆されながら㸪観ᐈは 1 時間ᙉの時

間をඹに過ࡈすことになるࠋ

���� ゝⴥ⾜ⅭࡢどⅬࡽ 

୍᪉㸪✍ྂのᙜึに影していたᫎീでは㸪ࢧࢵ࢙ࢪ

が᥈り᥈りしながら設での᪥ᖖをࣃン࣒࣐ࢺ形ᘧで

再現している様Ꮚをうかがうことができるࠋこれらと本

␒のᫎീを見ẚることで㸪いくつかの␗なりに気࡙く

ことができるࠋ

まࡎは㸪最ึの✍ྂሙであった発ゝのうࡕ㸪実際に本

␒ではわれなかったゝⴥについてであるࠋこうしたゝ

ⴥは⣽かくᣲげれࡤきりがないが㸪特に注目すきは㸪

るゝⴥがいくつか┬かれࡏの♫的背景をᛮわࢧࢵ࢙ࢪ

ている点だࠋ

たとえࡤ㸪✍ྂのᙜึ㸦2019年 9᭶時点㸧でࢧࢵ࢙ࢪ

がᬑ段の㣗事ຓを✍ྂሙで演ࡌてみた際にはࢼࢼࣂࠕ

よ ࣜࣇピンから どう㸽 おいしい㸽ࠖというゝⴥ

が見られたࠋまたྠࡌく㸪㣗事ຓ中ࠕ╀ーっࠖとつࡪ

やいたとこࢁ㸪㣗後の⸆を㓄りに᮶た⫋ဨが通ったとᛮ

われࠕあっ㸪すみまࠖࢇࡏと㸪⟃後ᘚではないᑀなゝ

ⴥ㐵いにᡠるというሙ㠃もあったࠋこれは⚟♴ປാにᚑ

事する᪥ᖖの中に不ពにᙼዪ自㌟のコンࢺࢫࢡࢸが入り

㎸ࢇでいる瞬間のようにᛮわれたࠋしかしこのシーンは

実際の本␒にはᮧᕝの構成・演出によりわれることが

なかったシーンであるࠋこれらのことからは㸪ࣜࣇピ

ンから᮶たということや㸪設⫋ဨとの間ではᑀㄒで

ヰしていることなど㸪コンࢺࢫࢡࢸを᫂示的に示すよう

な㸪いわࡤグྕ的な演出が㝖されているともゝえるࠋ

また㸪こうしたព内ᐜのఏ㐩に関する演出上のᕤኵ

として㸪ࢡ࣐のᏑᅾがあったࠋ本␒では㸪ࢧࢵ࢙ࢪが

ㆤされるഃのே㸦ᙺྡは࢘ࢺ࢚さࢇという㸧にびか

けたりヰしたりする時にはࢡ࣐を用し㸪それ以እの

利用⪅や⫋ဨとヰす際にはࢡ࣐をわなかったࠋその

⌮⏤を✍ྂሙでᮧᕝはࠕゝⴥと㌟体とをศけるࢡ࣐ࠋ

にするとᙇされるࠋゝⴥのఱ気ないゝⴥが大きくなる

から㸪すࡈい㇏かになるࠖ*9 とㄒっていたࠋᬑ段であれ

ᅗ 4 Pࠓ  a m i l ya 㸦࣑ࣖࣜࣃ㸧ࠔෆ㸪ࣞࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡの

㸦ᙳ㸸富Ọள紀Ꮚ㸧࣮ࣥࢩ
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ఱかゝⴥをヰしながら動作を⾜うことは᪥ᖖ的であるࡤ

が㸪それをᩒえてࢡ࣐の用を通ࡌてศけることによ

り㸪ゝⴥはゝⴥ㸪⾜Ⅽは⾜Ⅽ㸪として見えやすくしていた

のだࠋそのことで㸪より୍つ୍つの⾜Ⅽが際❧っているࠋ 

ゝⴥはゝⴥ㸪⾜Ⅽは⾜Ⅽ㸪として見えやすくする試み

は㸪⣽かなᡤ作を試⾜的にᫎീศᯒしてみることでより

῝く⌮ゎできたࠋᫎീศᯒにはࢸࣀーションࢺࣇࢯの

ELANࠖを用い㸪✍ྂ開ጞᙜึのグ㘓ᫎീ㸦2019年9᭶ࠕ

14 ᪥㸧と㸪本␒のᫎീ㸦2020 年 2 ᭶ 23 ᪥㸧を見ẚたࠋ 

たとえࡤ㸪朝࢝ーࢸンを開けるシーンでは㸪✍ྂᙜึ

とẚて本␒は 2 ಸ以上の時間をかけて㸪⭎や㊊のᡤ作

も多くなっているࠋ✍ྂᙜึは࢝ࠕーࢸン開けまーす䛃

というࣇࣜࢭとともに動いていたのだが㸪それもなくな

ることで㸪ᑀに࢝ーࢸンを開ける⾜Ⅽが際❧っていた

㸦ᅗ 5㸧ࠋ 

 ྠ様に㸪かかっていたᕸᅋをきれいに␚ࡴシーンにつ

いては㸪時間ᩘ自体はそう変わりはないのだが㸪動作の

手ᩘが多くなり㸪より」㞧な動きをしている㸦ᅗ 6㸧ࠋ 

そして㸪その⾜Ⅽを見るに㸪本␒においては本ᙜにᕸᅋ

を␚ࢇでいるように見えるのだࠋ 

ゝⴥと⾜Ⅽをศけることや㸪動作のࡦとつࡦとつを❧

状࣒࣐ࢺンࣃṆまってᑀに⾜なっていることで㸪ࡕ

の⾲現でありながらሙ㠃ࡈとのఏ㐩性が上がっている様

Ꮚがうかがえるࠋ 

ᅗ 5 の分析㈨ᩱ㸦E࣮ࣥࢩࡿࡅ㛤ࢆࣥࢸ࣮࢝　 L A N࡚࠸⏝ࢆసᡂࡶࡓࡋのࢆ⡆␎化ࡋ➹⪅సᡂ㸧

ᅗ 6 の分析㈨ᩱ㸦E࣮ࣥࢩࡿࡆ上ࢆࢇとࡩ　 L A N࡚࠸⏝ࢆసᡂࡶࡓࡋのࢆ⡆␎化ࡋ➹⪅సᡂ㸧
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����  日ᖖࢆ⯙ྎୖで⌧ࢫࢭࣟࣉࡿࡍ  

ここまでྲྀり上げてきた内ᐜをᑠᣓすると㸪本作にお

けるࠕ᪥ᖖの⯙ྎ上での再現ࠖとはḟのようなࢫࢭࣟࣉ

を⤒ていたことがわかるࠋ 

まࡎ㸪ㆤ現ሙで現実に㉳こっている出᮶事があるࠋ

その中で演出上㸪ᩒえて実際の作品としてྲྀり出さない

ものもあるࠋそれはたとえࡤ㸪コンࢺࢫࢡࢸをグྕ的に

⾲現してしまうおそれのあるものや㸪そのままだとあま

りにࣜルすࡂるものなどであるࠋそして㸪そのような

⥙をくࡄりᢤけてྲྀり出された出᮶事は㸪ゝㄒと⾜Ⅽを

見えやすくなるようにຍᕤされたり㸪空ⓑがよりᙉㄪさ

れたりするような形でຍᕤされるࠋそしてそのᮎにそれ

らが୪られたとこࢁでึࡵて観ᐈは作品としてそれを

ாཷするࠋ 

そして本論でヲ⣽には㏙ていないがṇ☜にはこのඛ

に㸪実際の⚟♴現ሙでは⾲出しᚓない㸪かつ本ேの状況

に㏕るコンࢺࢫࢡࢸがຍされている4ࠋ ᅇにわたる自

ศㄒりでࢧࢵ࢙ࢪの口からࣖࢧࣅㄒによってㄒられたの

は㸪自らの家᪘のヰであり㸪࢘ࢺ࢚さࢇと自ศとの関ಀ

であったࠋ 

こうしたࠕ演出ࠖをຍえられた⾲現を観ᐈが目ᧁする

ことにより㸪㧗ᔱのゝうࠕ観ᐈの║ᕪしこそが⯙ྎ上に

㸦不ᅾの㸧Ꮡᅾを現๓さࡏているࠖという演のཎ⌮が

⏕まれているのであるࠋ 

 

  ࡚ࡗࡄめࢆⓗ౯್ࠖ♫ࠕࡢ⾡に：ⱁࡧࡍࡴ  ��

本発⾲では㸪演作品ࠕPamilya㸦ࣃミࣜࣖ㸧ࠖ におけ

るࠕ᪥ᖖを⯙ྎ上で再現するࠖと⛠されている⾜Ⅽを多

ゅ的に検討することにより㸪その内実にあるࢫࢭࣟࣉに

ついてᩚ⌮することを試みたࠋ最後に㸪この作品が上ᫎ

された♫的コンࢺࢫࢡࢸについてゐれながら今後の展

ᮃについて論ࡌたいࠋ 

2010 年ࢁࡈからᅜの文化ᨻ策において♫ໟᦤとい

うᴫᛕが論ࡌられるようになってきたࠋ現ሙにおいても㸪

ㆤ⚟♴をࢸー࣐とした演作品が᪥本ᅜ内でも演ࡌら

れるようになってきた㸦例㸸ತඃ・Ⳣཎ┤ᶞのά動

ᅜはࠋOiBokkeShiࠖなど㸧ࠕ 2017 年に文化ⱁ術ᇶ本法を

ไ定し㸪それまでの文化ⱁ術⯆ᇶ本法から୍歩㋃み㎸

だ形で㸪文化ᨻ策の♫的ά用についてゝཬしたᨻ策ࢇ

をᡴࡕ出しているࠋ例えࡤ文化ⱁ術᥎進ᇶ本計画におい

ては㸪文化にはࠕ本㉁的価値ࠖとࠕ♫的・⤒῭的価値ࠖ

があると⨨けられ㸪その୧᪉を⯆していくことが

ᅜのᨻ策としてồࡵられてきたࠋ 

 このうࠕࡕ本㉁的価値ࠖについては㸪ᚑ᮶㸪⯆され

てきたࠕ文化ⱁ術ࠖとࡤれる⠊に入る㸪文Ꮫ㸪㡢ᴦ㸪

美術㸪演などといった既Ꮡのⱁ術ࣕࢪンルにᙜてはま

るもの等を対㇟としているࠋこの観点からは㸪文化ⱁ術

の㐀・発展㸪ḟୡ代の⥅ᢎが☜実に⾜われ㸪ての

ே々に実した文化ⱁ術ᩍ⫱と文化ⱁ術ά動のཧຍ機

がᥦ౪されることを目ᶆに据えているࠋ 

その୍᪉㸪ࠕ♫的・⤒῭的価値ࠖについては㸪法の

文ゝによれྛࠕࡤ関㐃ศ㔝との᭷機的な㐃ᦠࠖがはから

れるようಁしているྛࠋ関㐃ศ㔝とは㸪観光やま࡙ࡕく

り㸪ᩍ⫱㸪⚟♴㸪⤒῭ᨻ策など多ᒱにわたるࠋ特にⱁ術

の♫的価値のά用というഃ㠃からは㸪㞀ᐖ・㧗㱋・㈋

ᅔなどの♫的なㄢ㢟に᥋近するような作品の作が㢖

⦾に⾜われるようになってきているࠋຍえて 2020 年以

㝆は㸪コࣟࢼ⚝の影響もあり㸪࢜ンࣛンでの演や㸪

VR などを用いた᪂しい演の手法も⏕み出されつつあ

り㸪♫の動向とᐦ᥋に関わる作品が現ᅾ進⾜形で⏕み

出されているࠋ 

ここでの♫的価値というのは㸪ⱁ術そのものを⯆

するというのではなく㸪ⱁ術を♫的にά用する㸪とい

うことをពᅗした⨨けで用いられているࠋただ㸪そ

れを♫のഃや㸪♫の構成ဨのഃからᤊえ┤すと㸪ⱁ

術を通ࡌた⏕きがい࡙くりや自ᕫ⫯定ឤの向上などの㸪

⚟♴的㸪もしくは⢭⚄的な価値をどのように⏕み出すか

という点が㘽になってくるࠋもしそれが‶たされないま

まに♫的なㄢ㢟に᥋近するⱁ術ά動が⾜われたሙ合に

は㸪༢に♫ㄢ㢟を⾲ᒙ的にᦢྲྀした出᮶事が⏕まれる

だけになってしまうだࢁうࠋ 

とこࢁで㸪どのような作品作のࢫࢭࣟࣉを⤒ること

がⱁ術の♫的価値と関わっているのかという㆟論につ

いては㸪いまだヲらかに⾜われているわけではないࠋእ

ᅜேが関わる演ศ㔝の研究では㸪がᒱ㜧┴可ඣᕷで

⾜われた多文化ඹ⏕のたࡵの演ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのࣇー

ル࣡ࢻーࢡを⾜っているࠋは㸪␗なる文化をᣢってᬽ

らすே々の᪥ᖖやே⏕に㏕った࢟ࢻュ࣓ンタࣜー演と

しての࣒ࣛࢢࣟࣉと㸪␗なった文化を⾲㇟するる⯙い

がྵまれたᕷẸཧຍ型演のࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉをẚ㍑したࠋ

その⤖ᯝ㸪ࠕ演をしてࣛࢺࢫࣇーࣜーをඹ᭷する

という手法は㸪ཧຍ⪅の▱ᜳ可能性を㧗ࡵるだけでなく㸪

ཧຍ⪅のẸ᪘性を㢧ᅾ化するࠖ*10と㏙ているࠋ 

本作においては㸪᪥ᖖを⯙ྎ上で再現するにあたって㸪

㑅びྲྀられなかった᪥ᖖもあるなか㸪㑅ࡤれた᪥ᖖが演

出的にຍᕤされ㸪さらに᪂たにコンࢺࢫࢡࢸをຍされ
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る形でゎ㔘可能性が開かれた作品となったࠋとすると㸪

この作品をどのように価値けられるかという点につい

ては㸪まさにゎ㔘可能性が開かれているただなかにその

ᅇ⟅があるとゝえるࠋ 

ᮧᕝはḟのようにㄒっているࠋ 

 

実際㸪本␒に出演するேが୍␒大変ですࠋそのேを

して観ᐈはఱかをっていくわけやから㸪大変ࠋ

おᐈさࢇは⯙ྎ上にいるேを見て㸪いࢇࢁなことを

ീしているࠋそれを出演するேが部ཷけṆࡵな

あかࢇからࠋおᐈさࢇの中で⾜われるあらࡺること

は㸪演出家や演⪅だけではไᚚしきれないですよࠋࡡ

⯙ྎに上がるっていう事はそれࡄらいのᅽຊは⤯対

あるから11*ࠋ 

 

すなわࡕ㸪観ᐈというのは必୍ྠࡎのཷᐜをするもの

ではなく㸪ಶ々ேが㐪うコンࢺࢫࢡࢸをᣢったே々であ

るたࡵ㸪その作品としての価値は㸪ⱁ術の本᮶的な価値

と♫的な価値の᪉を⾜き᮶しながら㸪ಶ々ேの価値

観と⯙ྎとの┦的なᏑᅾとしてᾋかび上がるものであ

 ࠋうࢁ

ミࣜࣖ㸧ࠖࣃPamilya㸦ࠕ の現ሙで㉳こっていたことで㸪

ュ࣓ンタࣜー演におけるⱁ術の価値について示唆࢟ࢻ

があるとすれࡤ㸪物ㄒ化されたㄡかのே⏕が⯙ྎ上でた

にㄒられるだけではなく㸪観ᐈのᙜ事⪅ព識をႏ㉳すࢇ

る演的可能性の示唆ではないだࢁうかࠋそれは㸪᪥

ᖖをษりྲྀりながら⯙ྎ上でຍᕤし再現したࠕಶேࠖか

ら見える♫ㄢ㢟の᩿∦を通ࡌて㸪観ᐈಶ々ேがそれࡒ

れのീをಶே的㸭♫的にࡦらくሙであるࠋそのよう

なḼこそが㸪ሙのࠕ♫ໟᦤ機能ࠖのある✀の᰿ᖿ

を示すものなのかもしれないࠋ 

 
ㅰ㎡ 

本研究はබ┈㈈ᅋ法ே上ᘅ⌮㈈ᅋ௧ඖ年度研究ຓ

成の成ᯝであるࠋ 
 

ὀ 

*1 以下はึ演ሗであるࠋබ演᪥時㸸2020 年 2 ᭶ 22 ᪥ 19:00㸪23 ᪥

19:00㸪24 ᪥ 14:00 上演時間㸸⣙ 90 ศ ሙ㸸ࣃピࣅ࢜ールー࣒大⦎

⩦室㸦⚟ᒸ┴⚟ᒸᕷ㸧 演出㸸ᮧᕝᣅஓ ࢺ࣐ࣛࢻルࢡ㸸㛗ὠ⤖୍

㑻 出演㸸ࢪ・ࢧࢵ࢙ࢪョ・ルࢫࢼࢭ ⯙ྎ┘╩㸸ᮧಟྖ 

照᫂㸸᳃⬥భ㔛 ไ作㸸㇏ᒣె美 グ㘓┿㸸ᐩỌள⣖Ꮚ グ㘓ᫎ

ീ㸸ோ⏣ཎຊ㸪とうどう美⏤⣖ ࢡࢵࣈレࢺࢵデࢨン㸸㛗ᮎ㤶⧊ 

ᇳ➹㸸⏣中ඃᏊ㸪ụ⏣⏤ᮍ ຓ成㸸௧ඖ年度⚟ᒸࢺࢵレࢡࢵࣈ

┴文化࣒ࣛࢢࣟࣉ᥎進㈝⿵ຓ㔠㸪බ┈㈈ᅋ法ேࢰࢭン文化㈈ᅋ 

ദ㸸ᮧᕝᣅஓ㸪㸦බ㈈㸧⚟ᒸᕷ文化ⱁ術⯆㈈ᅋ㸪す部ࢫ࢞⯆ၟ

㸦ᰴ㸧㸪⚟ᒸ⯙ྎⱁ術設㐠Ⴀඹྠ事ᴗ体㸪㸦୍♫㸧ᕞᆅᇦ⯙ྎⱁ術

⯆㸪なみき࢚ࢡࢫみらい࣡ࢺࢵࢿーࢡ㸪⚟ᒸᕷ 
*2 䛂ࣅ࢟るࠖࢫ࢙ࣇබᘧࢺࢧࣈ࢙࢘からᘬ用ࠋhttps://kibirufes-fuk. 

localinfo.jp/posts/7187188/ 㸦2021 年 6 ᭶ 14 ᪥ྲྀᚓ㸧 
*3 本␒の中ࠋࣇࣜࢭなお本␒ではࣖࢧࣅㄒでのᮁㄞを⾜い㸪᪥本ㄒ

はᏐᖥとして⯙ྎዟにࢡ࢙ࢪࣟࣉタを通ࡌてᢞ影されたࠋ 
*4 以下㸪Pamilya ึ演後の展開であるࠋᙜึは再演をண定していたもの

もあったが㸪᪂型コࣟ࢘ࢼルࢫឤᰁにకう⛣動ไ㝈等で㸪2021

年 6 ᭶現ᅾまだ再演は実現していないࠋ 

・ࣟー࣒シターி㒔ࠕᆅᇦのㄢ㢟を考える࢛ࣇࢺࢵࣛࣉーࠕ࣒

ሙで考えるࠋᨭえること㸪ᨭえられること̿⯙ྎ作品ࠗPamilya 

䠄ࣃミࣜࣖ㸧࠘ のᫎീ上ᫎと関㐃࣒ࠖࠖࣛࢢࣟࣉ で上ᫎとࢺーࢡ

㸦2020 年 11 ᭶ 13 ᪥ࠥ15 ᪥㸪ࣟー࣒シターி㒔ࣀー࣍ࢫール㹙ி

㒔ᗓி㒔ᕷ㹛㸧 

䛃ࢡーࢺるࡄࡵᮧᕝᣅஓࠗPamilya࠘をࠕョー࢟ーࢺ/ルࣂࢸࢫ࢙ࣇ・

でࢺࢫ࢙ࢪࢲᫎീの上ᫎとࢺーࢡ㸦2020年10᭶25 ᪥ࠥ11᭶15 ᪥㸪

YouTube 㓄ಙ㸧 

・NPO 法ேࢲンࠕࢫࢡࢵ࣎ࢫᮧᕝᣅஓࠗPamilya䠄ࣃミࣜࣖ㸧࠘ グ㘓ᫎ

ീ上ᫎ㸩ࠗPamilya䠄ࣃミࣜࣖ㸧࠘ をࡄࡵるࢺࢫࣟࢡーࠖࢡで上ᫎと

㸦2021ࢡーࢺ 年 2 ᭶ 20 ᪥㸪ࢲンࢫࢡࢵ࣎ࢫ㹙රᗜ┴⚄ᡞᕷ㹛㸧 

*5 㧗ᔱឿࠕᮧᕝᣅஓࠗPamilya䠄ࣃミࣜࣖ㸧࠘ࠖࠗ artscape࠘2020 年 3᭶ 15

᪥ྕ㸪https://artscape.jp/report/review/10160571_1735.html㸦2021年 6᭶

14 ᪥最⤊ྲྀᚓ㸧 
*6 ᖹ⏣ᰤ୍ᮁࠗࢺ࣐ࣛࢻル̿ࢡ⯙ྎⱁ術を進化�῝化さࡏる⪅࠘୕ඖ

♫㸪2010 年をཧ考にグ㏙したࠋ 
*7 ᯘ❧㥽ࠕンデ࣌ンデンࢺであること㸸ᮧᕝᣅஓࠗンデ࣌ン

デンࣅࣜ ࢺンࠗࠖ࠘ࢢᮧᕝᣅஓ ࣒ーンࣛࢺ 㸦࠘ᙜ᪥ࣃンࣇレࢺࢵ㸧㸪

2018 年㸪16 㡫ࠋ 
*8 ᯘ㸪๓ᥖ᭩㸪15 㡫ࠋ 
*9 2020 年 1 ᭶ 10 ᪥の✍ྂሙでのᮧᕝの発ゝࠋ 
*10 ῟፱ࠕーࢺによる多文化のໟᦤ㸸᪥本ேのእᅜேఫẸに対する

ᐶᐜなព識࡙くりࠖに着目してࠖࠗࠕ 文化ᨻ策研究࠘➨10ྕ㸪2016年䠈78

㡫ࠋ 
*11 2020年1᭶24᪥に実した➹⪅によるンタࣅューでのᮧᕝの発ゝ䚹 
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ᢿ手ᩘのグ㏙に関するぬえ᭩き 
� ୡ⣖と �� ୡ⣖のᘧ᭩を対㇟として 

Memorandum on the Description of the Number of Clapping 
On the Ritual Books of the 9th and 10th Centuries 

▮向ṇே �   
YAKO Masato   

 

Abstract 
   This paper examines the number of handclaps used 
in worship in the 9th and 10th centuries based on 
descriptions of clapping hands in Japanese ceremonial 
texts from these periods. In the legal ritual books of the 
ULWVXU\ō system of the 9th and 10th centuries, such as 
.ōWDL� -LQJū� *LVKLNLFKō �ⓚኴ⚄ᐑᘧᖒ�, 7R\XNHJū�
*LVKLNLFKō �Ṇ⏤気ᐑᘧᖒ�, 'DLUL� *LVKLNL �内
ᘧ�, *LVKLNL �ᘧ�, (QJLVKLNL �ᘏ႐ᘧ�, and 6DLN\ūNL 
�すᐑグ�, the word “clapping” appears along with the 
number of claps. The descriptions of clapping in these 
texts have been mentioned in the literature related to 
NRNXJDNX and Shintō. However, few studies have 
focused on the number of claps in these periods. This is 
because the number of claps in a “step” �GDQ 段�, 
which is a division of the total number of claps, could 
be interpreted in various ways, and no explicit rule has 
been known. Therefore, this paper first proposes a 
descriptive method that allows for the widest 
interpretation of the number of claps in a step. Then, 
using this method, this paper examines the perceptions 
and tendencies of the number of claps and the 
relationship between that and the number of bows that 
appear in the ceremonial texts of these periods. 
 

 

 

 

 

 

 
 

1. はじめに 
 過ཤのᢿ手を研究するときにࠊᢿたれたᢿ手のᅇᩘを

▱ることができれࠊࡤどのようにᤸをᢿったのかなどの

検討にᙺ❧てることができるࠋ➹⪅は๓✏で、ࠗ㨯ᚿೖ

ேఏ࠘に現れるᦻ手を対㇟にࠊ中ᅜの文⊩ࠊ考ྂ㈨ᩱに

もゝཬしつつࠊ᪥本でᢿたれたことが☜認できる最ึの

ᢿ手について論ࡌた�▮向 2�21)䚹ࠗ㨯ᚿೖேఏ࠘以後ࠊ

ᢿ手のㄒは、ࠗ᪥本᭩⣖ ࠊ࠘ࠗ ⥆᪥本⣖࠘などにも現れる

がࠊఱᅇᢿたれたのかࠊᤸをどのようにᢿったのかなど

をࠊල体的に▱ることはできないࠋしかしࠊ� ୡ⣖にな

るとࠊ法ไ化されたᘧ᭩にはࠊᣏ♩としてのᢿ手の

⣽がグされるようになるࠋ本✏で検討対㇟とするのは、

それらのᢿ手グ㏙にేグされているᢿ手ᩘであるࠋ� ୡ

⣖以後のᘧ᭩にグされるᢿ手についてはࠊこれまでᅜ

Ꮫや⚄㐨関㐃の文⊩でゝཬされることがあったがࠊᢿ手

ᩘに的を⤠った検討となるととࢇどみられないࠋ本✏

ではࠊ�ୡ⣖と 1� ୡ⣖のᘧ᭩にグされたᢿ手のグ㏙を

対㇟にࠊᢿ手ᩘについての認識と傾向性を᥈るࠋなお、

本✏は᪥本のᢿ手の㉳※に関する➹⪅の୍㐃の研究の୍

環をなすものであるࠋ 

 

2. 日ᮏᩥࡢ⊩にࡿࡅ࠾ᢿᡭᩘࡢㄆ㆑ 

 まࠊࡎ研究の背景としてࠊᘧ᭩にᢿ手ᩘのグ㏙が現

れるまでのᢿ手のグ㏙をྂࠊ 文⊩にたどってみようࠗࠋ ᪥

本᭩⣖࠘のᕳ୕༑ᣢ⤫ኳⓚのᅄ年ṇ᭶条にࠊᣢ⤫ኳⓚの

༶���� 年 2 ᭶ 1� ᪥)においてࠊ༶した᪂ኳⓚに⩌⮧

がᣏ♩しᢿ手したことがࠕࠊᅄ年ṇ᭶ᠾᐥ᭾ࠊ>͐͐@

ⓚྡྷ༶ኳⓚࠋዊ上⚄⎛ຂ㙾ⓚྡྷࠊ▱ᚷ部ᐟ⚲Ⰽኵࠊ␌

ࠋබཀⓒᑅࠊ⨶ิᣏࠊ⪋ᢿ手↉ 㸦ࠖ>͐͐@␌りてᚷ部

㐃⤡ඛ㸸▮向ṇே㸪yako@design.kyushu-u.ac.jp 

1 ᕞᏛᏛ㝔ⱁ⾡ᕤᏛ◊✲㝔䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䝕䝄䜲䞁⛉Ꮫ㒊㛛㻌

㻌 Department of Communication Design Science, Faculty of Design,    

Kyushu University 
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On	the	Ritual	Books	of	the	9th	and	10th	Centuries

矢向正人 1

YAKO	Masato

ܳ術ֶ研究 7ol� �� 2021 29



 

  

ᐟ⚲Ⰽኵ▱ࠊ⚄⎛の・㙾をⓚྡྷにዊ上るࠋⓚྡྷࠊ༶ኳ

ⓚすࠋබཀⓒᑅࠊ⨶ิりてくᣏみたてまつりてࠊ手

ᢿつ㸧�ᆏ本 1����������1)とグされているࠋⓚྡྷがኳ

ⓚのにᑵくとࠊබཀとⓒᑅが୪ࢇでᣏみࠊ手をᢿった

ことがわかるࠋ 

 ḟにࠗࠊ⥆᪥本⣖࠘ᘘඵの୕の⚄ㆤ景㞼改ඖ᪥����

年 � ᭶ �᪥)にࠊ㐨㙾がす㝔のᐷẊにභⓒேのൔをᣍきᩪ

を設けたときのᢿ手がࠕཧἙᅜゝࠊ㞼見ࠋᒅൔභⓒ

口すᐑᐷẊ設ᩪࠊ以㞼見ஓࠋ᪥ࠊ⥬進㏥ࠊ↓

法㛛அ㊃ࠋᢿ手Ḽ႐୍ྠே �ࠖཧἙᅜゝさくࠊ㞼見え

たりとࠋൔභⓒ口をᒅしてすᐑのᐷẊにきてᩪを設くࠋ

㞼見えたるを以てなりࠋの᪥⥬の進㏥ࠊ法㛛の㊃

にすること↓くࠊ手をᢿࡕてṅ႐すること୍らேに

�今Ἠ 1�(ࡴしࡏくࡌྠ������)とグされているࠋൔの

⯙いは㛛にある⪅のようではなくࠊ手をᢿってḼ႐

する様Ꮚはேとྠࡌであったとあるࠋ以上はࠊᢿ手が

㈡とḼ႐を⾲現する♩でᢿたれたことを示す事例で

もあるࠋ 
その後ࠊᢿ手がᣏのᅇᩘに関㐃࡙けられるグ㏙が現れ

るࠗࠋ ᪥本後⣖ ᘏ࠘ᬺ༑ඵ年����)ṇ༗᭾にࠕࠊⓚᖇᚚ

大極Ẋཷ朝ࠋ文Ṋᐁ品以上ⶽᐈ等ྛ㝙ࠋῶᅄᣏ∔再

ᣏࠋ不ᢿ手ࠋ以᭷῾ᾏᅜஓ㸦㯮ᯈ 1����1�㸧�ᖇࠊ大極

Ẋにましましてࠊ朝をཷくࠋ>͐͐@ᅄᣏをῶࡌ再ᣏとな

しࠊ手をᢿたࠋࡎ῾ᾏᅜᅾるを以てなり)とあるࠋ���

年のṇ᭶朝㈡ᘧにおいてᅄᣏཬびᢿ手がࡵられたこと

が᫂グされておりࠊᢿ手のあり᪉がࠊᣏのᅇᩘと関㐃࡙

けられて認識されていることがわかるࠋణしࠊᢿ手ᩘに

ついてのල体的なグ㏙が現れる文⊩はࠊ以下に㏙る

䛄ⓚኴ⚄ᐑᘧᖒ ࠊ࠘ࠗ ᘧ࠘などのᘧ᭩からであるࠋ 

 

�. ᮏ✏ࡢ記㏙᪉ἲ 

本✏ではࠊ�ୡ⣖と 1� ୡ⣖の要なᘧ᭩にグされる

ᢿ手のᅇᩘをᩚ⌮したࠋ検討対㇟はࠊⓚኴ⚄ᐑにおける

ᘧ等をグしたᘏᬺ 2�����)年のࠗⓚኴ⚄ᐑᘧᖒ �࠘以

後ࠗⓚኴ࠘と␎グ)ࠗࠊ Ṇ⏤気ᐑᘧᖒ �࠘以後ࠗṆ⏤࠘と

␎グ)ࠊཬびࠊ以後 1� ୡ⣖までのᘧḟ➨をグしたࠗ

ᘧ ࠊ࠘ࠗ 内ᘧ ࠊ࠘ࠗ ᘏ႐ᘧ ࠊ࠘ࠗ すᐑグ࠘であるࠋこれら

のᘧ᭩にグされているᢿ手についてࠊᢿ手ᩘࠊᢿ手と

ᣏとの関ಀに的を⤠ってᩚ⌮したࠋもࢇࢁࡕこの �文⊩

のみではࠊその後の⚄♫⚍ᘧの作法に㐃なるᢿ手ᩘを検

討するたࡵには不༑ศであるࠋ本✏で検討対㇟を �ୡ⣖

から 1� ୡ⣖までのᘧ᭩に㝈定した⌮⏤はࠊᢿ手を研究

する際にࠊᢿࡕ᪉やグ㏙᪉ᘧが▷いᮇ間で変化している

可能性を考慮したからであるࠋᢿ手はࠊ㐨ලや⇍⦎を要

しない᪥ᖖ的な動作であるたࡌྠࠊࡵᢿࡕ᪉が㛗ᮇにわ

たって⥔ᣢされにくいࠋ�ୡ⣖のࠗⓚኴ࠘から 1� ୡ⣖の

䛄すᐑグ ま࠘でにおいてもࠊᢿࡕ᪉が変わっている可能性

がある、なるᘧ᭩のẚ㍑よりも␗ࠊ検討に際してはࠋ1

ྠ୍ᘧ᭩内でのẚ㍑を重視したࠋ 

ᘧ᭩本文にはࠊᢿ手ᩘについてのሗが༑ศにグさ

れてはいない⟠ᡤがみられるࠋ例えࠊࡤ大ໃにより手を

ᢿつと定されるときࠊဨでᢿったのかࠊ㡰ḟᢿった

のかࠊ᭩きศけられている⟠ᡤもあるがࠊ┬␎されたと

考えられる例もあるࠋこれらの不᫂☜な⟠ᡤの検討に際

してはࠊ文⬦からのุ᩿は試みたがࠊ多くの⟠ᡤではゎ

㔘を⧊り㎸まࠊࡎグ㏙されているままを検討することに

ດࡵたࠋまたࠊ後代のゝㄝや⚄♫⚍ᘧ等のᢿ手をもとにࠊ

ᢿ手ᩘを᥎定することも㑊けたࠋ以上の᪉㔪にもと࡙きࠊ

ᢿ手とᢿ手ࠊᢿ手とᣏとが近᥋してつ定されている⟠ᡤ

についてࠊᢿ手をྵࡴ動作のὶれとしてグ㏙し検討したࠋ 

ḟ節からࠊᘧ᭩に現れたᢿ手を㡰にᣲげていくࠋཎ

文のᢿ手には通␒をグしたࠋཎ文にࠕᢿࠖのㄒがグされ

ていない⟠ᡤではࠊ文⬦からᢿ手と᥎ されてもࠊཎ๎

として␒ྕをっていないࠋణしࠊ㡰ḟのᢿ手であるこ

とがཎ文中に᫂グされているሙ合にはࠕࠊᢿ がࠖ┬␎され

ていてもࠊ␒ྕをったࠋ手ᢿᏊは検討から㝖እしたࠋ

この⌮⏤はࠊ手ᢿᏊはᢿたれるᅇᩘが特定されࠊࡎ本✏

で検討するᢿ手ᩘに▱見をᚓることができないとุ᩿し

たからであるࠋᘧ᭩のཎ文にຍえてࠊᢿ手ᩘおよびᣏ

との関ಀを見やすくするたࠊࡵཎ文からᢿ手とᣏのみを

ᢤ⢋しࠊཎ文の後に୍ࠊ㐃のᢿ手⾜Ⅽの㦵⤌みとしてグ

したࠋ㦵⤌みにࠊᣓᘼでᢿ手⪅を示した例ࠊᢿ手にඛ

⾜後⥆する⾜Ⅽをグした例もあるࠗࠋ ⓚኴ ࠊ࠘ࠗ Ṇ⏤ ࠊ࠘

䛄ᘧ ࠊ࠘ࠗ ᘏ႐ᘧ 内ࠗࠊすᐑグ࠘は⚄㐨大系本ࠗࠊ࠘

ᘧ࠘はᨾ実ྀ᭩本をᗏ本としたࠗࠋすᐑグ࠘は本文のみ

を対㇟としたࠗࠋ ⓚኴ ࠊ࠘ࠗ Ṇ⏤࠘は⩌᭩類ᚑ本ࠗࠊ ᘧ』

はᨾ実ྀ᭩本ࠊうࠕࡕ㊶⚀大ა⚍ はࠖⓚᏥ館大Ꮫ本ࠗࠊ ᘏ

႐ᘧ࠘はヂ注᪥本ྐᩱ本ࠗࠊすᐑグ࠘はᨾ実ྀ᭩本ཬび

ᑛ⤒㛶善本影༳㞟成本をཧ照したࠋ 

 
�.ࠗⓚኴ⚄ᐑᘧᖒ࠘ཬࠗࡧṆ⏤Ềᐑᘧᖒ࠘ࡢᢿᡭ 

 ᘏᬺ2�年����年)のࠗⓚኴ࠘ཬびࠗṆ⏤࠘に現れるᢿ手

を検討するࠋまࠊࠗࡎ ⓚኴ 年中⾜事ᖼ᭶グ事ࠖにおけࠕ࠘

る᭶例から᭶例までのᢿ手ࠊḟにࠗࠊ Ṇ⏤ ⚍節୕ࠕ࠘

等ᖼ年中⾜事᭶グ事ࠖにおける᭶例から᭶例までの

ᢿ手をᣲげるࠋ 
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�.1.ࠗⓚኴ࠘月 

༶ᐑࠋ⤥@ኴ⚄ᐑྖ>ோࠊ@Ᏹ大内ேᯞᤝ>ᘭࠕ.1.1.�

ྖ 1手ᢿ⤥>ᘭ@ࠊ⚲ᐅ⏕⤱>@᫂⾰ᖼෙ着ࠊᕥྑ⫪>ோ@

ᮌ⥥多㡲ᒱᠱ>ᘭ@ࠊኴ⋢୵ᅄᯞ 2手ᢿ>ᘭ@ࠊ⤥>ᘭ@ᤝᣢ

>ᘭ@ᕥ᪉❧ �ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ 1����1��)ߥ࠙ࠋ2 手ᢿ�ᐑྖ)

͐Ѝ手ᢿ�⚲ᐅ)ࠚ 

�ࠊ@ᅄ段ᣏዊ>ᘭࠊ␌༶⋢୵進ࠕ.1.2.� ▷手段ᢿ୍ࠊ

段ᣏዊࠊཪ᭦ᅄ段ᣏዊࠊ�▷手段ᢿ>ᘭ@୍ࠊ段ᣏዊ␌、

༶⨭出>ᘭ@ࠊⲨ⚍ᐑ∧ᑵ座ࠊᅄ段ᣏዊࠊ� ▷手段ᢿ

እ┤Ẋᑵ座>͐͐@ᖼᐑྖ┤ࠊ༶ᖼ大⚄ᐑྖࠊ␌

出ᚚ⨮ࠊ@�後手୍段ᢿ>ᘭࠊ@物⤥␌>ᘭࠊ�手段ᢿࠊ⤥

པ>ோ@ 㸦ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ 1����1�1�1�2㸧࠙ߥࠋᅄ段ᣏ�୍

ྠ)Ѝ▷手段ᢿЍ୍段ᣏЍᅄ段ᣏЍ▷手段ᢿЍ୍段

ᣏЍᅄ段ᣏЍ▷手段ᢿЍ�┤)Ѝ手段ᢿ�ᖼኴ⚄

ᐑྖ)Ѝ後手୍段ᢿЍ出�  ࠋࠚ

�.2.ࠗⓚኴ࠘භ月 

@然༶大⚄ᚚ๓>ᑣࠋᖖཧ入内㝔౪ዊࠊ合༑ᅄேࠕ.2.1.�

ඹิࠊᅄ度ᣏዊࠊ�手ᅄ段ᢿࠊཪ後ᅄ度ᣏዊࠊ�手ᅄ段ᢿ

␌㏥ 㸦ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ 1����1��㸧࠙ߥࠋᅄ度ᣏ�୍ྠ༑ᅄ

ே)Ѝ手ᅄ段ᢿЍᅄ度ᣏЍ手ᅄ段ᢿЍ㏥�  ࠋࠚ

、ṇ㐨ྠ重㊭ࠊ@༶大⚄ᐑྖ以ᚚ⹔ᮌ⥥ཧ入>ᘭࠕ.2.2.�

向大⚄ᐑౝࠋ༶፬㏥出ཷྲྀዊぶ⋤>ᑣ@ࠋ༶ぶ⋤ 1� ᢿ手

>ᘭ@ྲྀᮌ⥥着⹔ࠋ大⚄ᐑྖᇳኴ⋢୵>ᘭ@ཧ入>ᘭ@ࠊ㊭

ྠౝࠋ༶፬出ཷྲྀዊぶ⋤>ᑣ@ࠋ༶ぶ⋤ 11 ᢿ手>ᘭ@

自ᇳ>ᘭ@ᤝཧ入内⋢ᇉᚚ㛛ࠊᑵᆘᖍ 㸦ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ

1����1��㸧࠙ߥࠋЍᢿ手�ぶ⋤)͐Ѝᢿ手�ぶ⋤)  ࠋࠚ

Ᏹࠊ@ᮌ⥥多㡲ᒱᕥྑ⫪ᠱ>ᘭࠊᐅ着᫂⾰ෙ⚲ࠕ.�.2.�

大内ே・>ẟ@ࠊཪዴ⚲ᐅ᮰ࠊ༶⹔ᮌ⥥ࠊᖼኴ⋢୵ᤝᣢࠋ

大⚄ᐑྖ㊭12ࠊ 手୍段ᢿ⤥ࠊḟ⚲ᐅ>ẟ@ྠ⤥ࠊᏱ大内

ே>ẟ@ྠ⤥>␃@ࠋᕬ上୕ே>Ἴ@ࠊኴ⋢୵⤥時>ᑣ@1ࠊ� ே

ูᢿ手>ᘭ@⤥ࠖ�⬌㯞㭯・すᓥ 1����㊭Ѝ手୍࠙ߥࠋ(��1

段ᢿ�大⚄ᐑྖ)Ѝ手୍段ᢿ�⚲ᐅ)Ѝ手୍段ᢿ�Ᏹ大内

ே) Ᏹ大内ேが㡰ḟ୍段のᢿ手をࠊᐅ⚲ࠊ大⚄ᐑྖࠋࠚ

してኴ⋢୵をཷけるࠋ┬␎してグされているࠋ 

༶⨭出ᑵ本ࠋ␌ᚚㄪ⣒進入ࠊ大物ᚷ∗開ᮾᐆẊࠕ.�.2.�

座ギ๎ࠋ ᅄ段ᣏዊ1ࠊ� ඵ開手ᢿ>ᘭ@1ࠊ� ▷手୍段ᢿᣏዊ、

ཪ᭦ᅄ段ᣏዊ1ࠊ� ඵ開手ᢿ>ᘭ@1ࠊ� ▷手୍段ᢿ๎ࠊ ୍段

ᣏዊ>ᘭ@⨭出ࠋ向Ⲩ⚍ᐑࠊᅄ段ᣏዊ1ࠊ� ▷手段ᢿ୍ࠊ

段ᣏዊ1ࠊ� ▷手段ᢿ୍ࠊ段ᣏዊࠋ>ణ内ぶ⋤不向Ⲩ⚍

ᐑ@ࠋ然␌時ࠊㅖྖ・ᐁே等ࠊᖼㅖย⚲等ࠊⓙᜳ┤Ẋ

ᆘࠊ大┤⿕⤥␌時2ࠊ� 後手୍段ᢿࠖ�⬌㯞㭯・すᓥ

1����ߥ࠙ࠋ(��1 ᅄ段ᣏЍඵ開手ᢿЍ▷手୍段ᢿЍᣏЍᅄ

段ᣏЍඵ開手ᢿЍ▷手୍段ᢿЍ୍段ᣏЍ出㸦⛣動㸧Ѝᅄ

段ᣏЍ▷手段ᢿЍ୍段ᣏЍ▷手段ᢿЍ୍段ᣏЍ�┤

)Ѝ後手୍段ᢿ� �1ࠋࠚ ཬび 1� にඵ開手のㄒがみえるࠋ 

21ࠊ@向ṇẊᅄ段ᣏዊ>ᘭࠊዊ⾜事ࠊⓙᜳཧ㞟ࠕ.�.2.�

▷手ᢿࠊཪ再ᣏዊ␌ࠋඛᐑ内ே等ൺዊࠋḟ物ᚷ∗ൺ䚹

ḟ⚲ᐅൺࠋḟ大内ேൺࠋḟㅖ内ேࠊ物ᚷ∗等ࠊேูḟ々

ൺ␌ࠋ༶ 22 後手ᢿ୍段ࠊ⨭出� 㸦ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ

1����1��,1��㸧࠙ߥࠋᅄ段ᣏ�୍ྠ)Ѝ▷手ᢿЍ再ᣏ࠙ࠚ ⯙

␌Ѝ後手ᢿ୍段 21ࠊ動作のὶれが๓後で㏵ษれておりࠋࠚ

の▷ᢿ手と 22 の後手はูࠊ 々のᢿ手とみなすことができ

るࠗࠋ 大⚄ᐑᘧゎ࠘にはࠊ▷ᢿ手 21 に後⥆する再ᣏは

ᅄ段ᣏであると㏙られている ࠋ�

�.�.ࠗⓚኴ࠘月 

᭶例にも᭶例ࠊභ᭶例とྠࡰ様のグ㏙があるࠋ 
ࠊ@内ౝ⨭出>ᘭࠋ向㊭ౝࠊ༶大⚄ᐑྖᚚ⹔ᮌ⥥ᤝࠕ.1.�.�

ཷ>ᘭ@㌿ぶ⋤ዊࠋ༶ぶ⋤ 2� 手ᢿཷࠋᐑྖཪኴ⋢୵ᤝᣢࠊ

向㊭ౝࠋཪ内ౝ⨭出>ᘭ@ཷࠊ>ᘭ@㌿ぶ⋤ዊࠊ༶ぶ⋤ 2�

手ᢿཷ>ᘭ@ࠊ༶内ぶ⋤自発ࠊ内⋢ᇉᚚ㛛ᑵ座ᖍ㸦ࠖ⬌㯞㭯・

すᓥ 1����1��㸧࠙ߥࠋЍ手ᢿ�ぶ⋤)͐Ѝ手ᢿ�ぶ⋤) භࠋࠚ

᭶例の �.2.2 とྠࡌ୪びであるࠋ 

�2ࠊ@༶ㅖย⚲等ඹᅄ段ᣏዊ>ᘭࠕ.2.�.� ඵ開手ᢿࠊ༶ 2�

▷手୍段ᢿ>ᘭ@୍ࠊ段ᣏዊࠊཪ᭦ᅄ段ᣏዊ>ᘭ@2ࠊ� ඵ開

手ᢿࠊḟ 2� ▷手୍段ᢿ୍ࠊ段ᣏዊ␌ࠋ༶⨭出>ᘭ@ࠊ向Ⲩ

⚍ᐑ>ᘭ@ࠊᅄ段ᣏዊ2ࠊ� ▷手୍段ᢿࠊᣏዊ␌ࠋ>ణぶ⋤

不向Ⲩ⚍ᐑ⤥@ࠋ༶㥐ࠊᖼᩪᐑㅖྖ等ࠊⓙᜳᑵ㣗ᆘࠋణ

⚲ᐅࠊ内ே等>Ἴ@ࠊⲨ⚍ᐑṇẊ開>ᘭ@ࠊ朝ᗞᖯᖆࠊᖼ⚄

⾰⤱୍༉進上␌ࠋ༶㑏>ᘭ@大┤⿕⤥␌ࠊ�� 後手୍段ᢿࠖ

�⬌㯞㭯・すᓥ 1����ย⚲等)Ѝඵ開手�ᅄ段ᣏ࠙ߥࠋ(��1

ᢿЍ▷手୍段ᢿЍ୍段ᣏЍᅄ段ᣏЍඵ開手ᢿЍ▷手୍段

ᢿЍ୍段ᣏЍ出�⛣動)Ѝᅄ段ᣏЍ▷手୍段ᢿЍᣏЍ�┤

)Ѝ後手୍段ᢿ ࠋࠚࠗ ⓚኴ භ࠘᭶例の �.2.� とᇶ本的にྠ

භ᭶例におけるࠋ୪びであるࡌ 1� の▷手は段でありࠊ

かつ⧞り㏉されるがࠊ᭶例における 2� の▷手は୍段で

ある��ࠋ� の後手୍段は┤等をᣳࢇでからᢿたれるがࠊ

ᢿ手をྵ୍ࡴ⥆きの動作のὶれとしても認識できるࠋ 

�.�.ࠗṆ⏤࠘月 

 䛄Ṇ⏤࠘はእᐑのᘧᖒであるࠋ 
ᐅᤝ>ᘭ@ኴ⚲ࠊ@Ⳣ物ᚷ∗㐀ዊ>␃@ኴ⋢୵>இࠕ.1.�.�

⚄ᐑྖ>ᑣ@⤥�1ࠋ ▷手୍段ᢿཷྲྀࠊ⚲ᐅ>ẟ@ඹྠ⿕⤥

>ᘭ@、༶発 �ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ 1����ߥ࠙ࠋ(��2 ▷手୍段ᢿ�ኴ

⚄ᐑྖ)Ѝཷ  ࠋࠚ

然༶ࠋ@ḟ⚲ᐅす᪉ࠊඛ・ኴ⚄ᐑྖᮾ᪉<ࠋ⨨ዊࠕ.2.�.�

ᅄ段ᣏዊ>ᘭ@�2ࠊ ▷手段ᢿ୍ࠊ 段ᣏዊࠊཪ᭦ᅄ段ᣏዊ、

�� ▷手段ᢿ>ᘭ@୍ࠊ段ᣏዊࠋ༶⨭出向㧗ᐑࠊᅄ段ᣏ
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ዊࠊ�� ▷手段ᢿࠋ༶ᖼኴ⚄ᐑྖࠊእ┤Ẋᑵᆘࠊ

༶⤥┤ࠊ�� ▷手段ᢿࠊ⤥時ࠊ�� 後手୍段ᢿ⨭出ࠊ

༶内ᐑཧ入ࠖ�⬌㯞㭯・すᓥ 1����୍�ᅄ段ᣏ࠙ߥࠋ(��2

ྠ)Ѝ▷手段ᢿЍ୍段ᣏЍᅄ段ᣏЍ▷手段ᢿЍ୍段

ᣏЍᅄ段ᣏЍ▷手段ᢿЍ�┤)Ѝ▷手段ᢿЍ後手୍

段ᢿ ࠋࠚࠗ ⓚኴ࠘᭶例の �.1.2 と類ఝするὶれである䚹

ᅄ段ᣏを㍈にしておりඵ開手はᢿたれないࠋ 

�.�.ࠗṆ⏤࠘භ月 

ᐅᤝ>ặ@大⚄ᐑ⚲ࠊⳢ物ᚷ∗㐀ዊ>ὶ@ኴ⋢୵ࠕ.1.�.�

ྖ>ᑣ@⤥ྖࠋ �� ▷手୍段ᢿཷࠋḟ⚲ᐅ>ẟ@ඹ⿕⤥>ặ@ࠊ

ඹ発>ặ@ิ❧ 㸦ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ 1����2��㸧࠙ߥࠋ▷手୍段

ᢿ�ྖ)Ѝཷ  ࠋࠚ
��ࠊ@ᅄ段ᣏዊ>ặࠊ༶ㅖย⚲等ඹ発ࠕ.2.�.� ඵ開手ᢿ、

�� ḟ▷手୍段ᢿ>ặ@୍ࠊ段ᣏዊࠋཪ᭦ᅄ段ᣏዊ>ặ@ࠊ��

ඵ開手ᢿࠊḟ �1 ▷手୍段ᢿ>ặ@୍ࠊ段ᣏዊ�ࠋ然⨭出ࠋ

ඛኴ⚄ᐑྖࠊḟ⚲ᐅࠊḟ内ே等ࠋ然向㧗ᐑᅄ段ᣏዊ>ᘭ@、

�2 ▷手段ᢿ୍ࠊ 段ᣏዊࠋ>ణ内ぶ⋤不向㧗ᐑ@ࠋ然時、

ㅖྖᐁே等ᖼㅖย⚲等ࠊⓙᜳ┤Ẋᑵ座ࠊ⤥大┤ࠊ��

▷手段ᢿࠋ>ඛጞᢿኴ⚄ᐑྖࠊḟᩪᐑㅖྖᐁேᕬ上ྖࠊ

ḟㅖย⚲等@ࠋ⿕⤥時ࠊ�� 後手୍段ᢿࠖ�⬌㯞㭯・すᓥ

1����2��ߥ࠙ࠋ(���2 ᅄ段ᣏ�ย⚲等)Ѝඵ開手ᢿЍ▷手୍

段ᢿЍ୍段ᣏЍᅄ段ᣏЍඵ開手ᢿЍ▷手୍段ᢿЍ୍段ᣏ

Ѝ出�⛣動)Ѝᅄ段ᣏЍ▷手段ᢿЍ୍段ᣏЍ�┤)Ѝ▷

手段ᢿ�ኴ⚄ᐑྖЍᩪᐑㅖྖᐁேᕬ上ྖЍย⚇等)Ѝ後

手୍段ᢿ ࠋࠚࠗ ⓚኴ࠘භ᭶例の �.2.�等とᇶ本的にྠࡌ୪

びであるࠋ┤後に▷手段をᢿつࠋ 

�.�.ࠗṆ⏤࠘月 

大ࠊ@ᐅᤝ>ᘭ⚲ࠊ@Ⳣ物ᚷ∗㐀ዊኴ⋢୵>இࠕ.1.�.�

⚄ᐑྖ>ᑣ@⤥ྖࠋ �� ▷手୍段ᢿཷࠋḟ⚲ᐅ>ẕ@⤥>ᘭ@

ඹ発>ᘭ@ิ❧ 㸦ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ 1����2��㸧࠙ߥࠋ▷手୍段

ᢿ�ᐑྖ)Ѝཷ ࠋࠚࠗ Ṇ⏤࠘භ᭶例の �.�.1とྠ様のグ㏙で

あるࠋ 
��ࠊ@ᅄ段ᣏዊ>ᘭࠊ༶ㅖย⚲等ඹ発ࠕ2.�.� ඵ開手ᢿ䚹

ḟ �� ▷手୍段ᢿ>ᘭ@୍ࠊ 段ᣏዊࠋཪ᭦ᅄ段ᣏዊ>ᘭ@ࠊ��

ඵ開手ᢿࠋḟ �� ▷手୍段ᢿ>ᘭ@୍ࠊ段ᣏዊࠋ␌༶⨭出ࠋ

ඛ⋤ࠊḟ中⮧ࠊḟᚷ部ࠊḟ大⚄ᐑྖࠊḟ⚲ᐅࠊḟ大内

ே等ࠋዴ⨭出>ᘭ@ࠊ㧗ᐑᅄ段ᣏዊ>ᘭ@ࠊ�� ▷手段ᢿ、

୍段ᣏዊࠋ>ణ内ぶ⋤不向㧗ᐑ@ࠋ␌༶ጞ㥐ᖼᩪᐑㅖྖ

等ࠊཬ⮳னㅖྖ␒上ࠊⓙᜳᑵ┤Ẋࠊ⤥大┤ࠋඛ �1

▷手段ࠊ>ඛ大⚄ᐑྖࠊᖼᩪᐑ・⚄ྖࠊḟ㥐ᕬ下ࠊ

ᩪᐑㅖྖᕬ上ࠊḟㅖྖ␒上ᕬ上ࠊᖼㅖย⚲等@ࠋ⿕⤥␌時、

�2 後手୍段ᢿ �ࠖ⬌㯞㭯・すᓥ 1����2��ߥ࠙ࠋ( ᅄ段ᣏ�ย

⚲等)Ѝඵ開手ᢿЍ▷手୍段ᢿЍ୍段ᣏЍᅄ段ᣏЍඵ開

手ᢿЍ▷手୍段ᢿЍ୍段ᣏЍ出�⛣動)Ѝᅄ段ᣏЍ▷手

段ᢿЍ୍段ᣏЍ�┤)Ѝ▷手段�大⚄ᐑྖ等Ѝᩪᐑㅖ

ྖᕬ上等Ѝย⚇等)Ѝ後手୍段ᢿ ࠋࠚࠗ Ṇ⏤࠘භ᭶例の

�.�.2とྠ様のグ㏙であるࠋ 
 

�.ࠗෆᘧ࠘ࡢᢿᡭ 

ḟに、ࠗ内ᘧ࠘に現れるᢿ手を検討するࠋᣢ⤫ኳ

ⓚ༶のᣏ♩におけるᢿ手は定例化しࠊまたࠊ༶とఝ

た形ᘧをᣢつඖ᪥の朝㈡♩にもྲྀり入れられる䚹ࠗ内

ᘧ࠘にはࠊこの♩における୧段再ᣏとそれにకう

ᢿ手がグされている䚹ࠗ内ᘧ࠘はࠊその成❧年代や

⦅⪅など不᫂な点が多いがࠊす本ᫀᘯはࠗ内ᘧ࠘に 

䛂୧段再ᣏ・ᢿ手・ᥭ㈡ኌ とࠖグされている例が」ᩘある

ことをᣦしྠࠊ᭩におけるᢿ手のᙺを検討している

�す本 1����1���1��)䚹ࠗ内ᘧ࠘に現れるᢿ手にはࠊ

䛂ᢿ手୧段ࠖとࠕᢿ手ࠖとがあるࠋᢿ手のこれらのグ㏙に

は୍ᩧにᢿつか㌟ศࡈとに㡰ḟにᢿつか不᫂である例も

あるがࠊ㦵⤌みにはཎ๎としてཎ文にグされている通り

に示しているࠋ 

�.1.ࠗෆᘧ࠘ඖ᪦受⩌⮧ᮅ㈡ᘧ 

ⓚኴᏊ⛠၏୧段再ᣏࠕ.1.1.� �� ᢿ手ᥭ㈡ኌギࠊ>ㅖⶽ入

朝⪅不ᢿ手⩌⮧ྠஅ@͐Ѝ⋤බⓒᐁᑂᐈᣏ㈡ዴᖖࠖ�ᨾ

実ྀ᭩⦅㞟部 1����ⓚኴ�၏Ѝ୧段再ᣏЍᢿ手⛠࠙ߥࠋ(�

Ꮚ)Ѝ㈡ኌࠚ ࠋ�1

ᅾ⪅ඹ⛠၏ᐉ⪅㏥本ิ⩌ᐁ再ᣏ୧⮧⩌ࠕ.1.2.�

段 �� ᢿ手୧段ẖᢿ手୧段ᥭ㈡ኌ୧段ࠖ�ᨾ実ྀ᭩⦅㞟部

1����ߥ࠙ࠋ(� ⛠၏Ѝ୧段再ᣏЍᢿ手୧段�⩌⮧)Ѝ㈡ኌ 䚹ࠚ

୧段ᢿ手すると୧段の㈡ኌを発するࠋᢿ手も㈡ኌもࠕ୧

段ࠖとしてᩘを対応࡙けたとも考えられるࠕࠋࠖとあ

るので⩌⮧ဨでᢿったと考えられるがྠࠊ時にᢿつの

ではなく㡰ḟにᢿたれる可能性もྰ定できないࠋ 

�.2.ࠗෆᘧ࠘ඖ日 

ⓚኴᏊඛ⛠၏��ᢿ手ᥭ㈡ኌぶ⋤以下然ギᑵ座ࠖࠕ.2.1.�

�ᨾ実ྀ᭩⦅㞟部 1�����㸧࠙ߥࠋ⛠၏Ѝᢿ手�ⓚኴᏊ)Ѝ㈡

ኌЍ⛠၏Ѝᢿ手�ぶ⋤以下)Ѝ㈡ኌ  ࠋࠚ

内ౝ㈷ᚚ⿕ⓚኴᏊⓚኴᏊࠕ.2.2.� �� ᢿ手⛠၏ᥭ㈡ኌ出

自ᮾ㛷中ົၐྡ㈷ぶ⋤以下 �� ᢿ手ᥭ㈡ኌࠖ�ᨾ実ྀ᭩⦅

㞟部 1�������㸧࠙ߥࠋᢿ手�ⓚኴᏊ)Ѝ⛠၏Ѝ㈡ኌЍᢿ手

�ぶ⋤以下)Ѝ㈡ኌࠋࠚ 

�.�.ࠗෆᘧ࠘日ᐗᘧ 

少進␗重⾜再ᣏ୧段⪅ླྀ⿕ࠕ.1.�.� �� ᢿ手୧段ᥭ㈡ኌ

㏥出 �ࠖᨾ実ྀ᭩⦅㞟部 1����୧段再ᣏЍᢿ手୧࠙ߥࠋ(�

段�」ᩘே)Ѝ㈡ኌ ᢿ手୧段がྠ時でなく㡰ḟᢿたれたࠋࠚ
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可能性も考えておきたいࠋ 

⋥ⱝླྀぶ⋤⪅ཧ入ᐉギཀ๓ླྀ品ギ㏥ᑵ本ิぶࠕ.2.�.�

再ᣏ �� ᢿ手ᥭ㈡ኌ㏥出ࠖ�ᨾ実ྀ᭩⦅㞟部 1���� ߥࠋ(�

【再ᣏЍᢿ手�ぶ⋤)Ѝ㈡ኌ 再ᣏࠕす本によるとࠋࠚ はࠖࠕ୧

段再ᣏࠖの┬␎である �す本 1���� ࠋ(1�2

ⓚኴᏊ以下ࠕ.�.�.� �� ᢿ手ᥭ㈡ኌࠖ�ᨾ実ྀ᭩⦅㞟部

1����ⓚኴᏊ以下)Ѝ㈡ኌ�ᢿ手࠙ߥࠋ(�  ࠋࠚ

�.�.ࠗෆᘧ࠘月日ほ㤿ᑕᘧ 

᭷㡭ⶶே等ྛᇳ⥆⦷>Ṉ間ㅝ⸆⋢@㈷ཧ㆟以上ࠕ.1.�.�

ిஅⓚኴᏊඛ⊂ �1 ᢿ手ᥭ㈡ኌぶ⋤以下㝆Ẋ �2 ᢿ手ᥭ㈡

ኌࠖ�ᨾ実ྀ᭩⦅㞟部 1����ⓚኴᏊ)Ѝ㈡�ᢿ手࠙ߥࠋ(11

ኌЍᢿ手�ぶ⋤以下)Ѝ㈡ኌ  ࠋࠚ
 
�.ࠗᘧ࠘ࡢᢿᡭ 

䛄㈆観ᘧ は࠘㈆観 1� 年���2)からྠ 1� 年����)の間に

成❧したと考えられているᐁのᘧ᭩でありྠࠊ᭩中

のࠕ㊶⚀大ა⚍ࠖに現れるᢿ手のグ㏙はࠊこの時ᮇの

ᢿ手ᩘを検討するときに欠くからࡊるものであるࠋ 
�.1.ࠗᘧ࠘♳ᛕ⚍ 

、部⛠၏⚃ࠊẗ୍段ࠊㄞ⚃モࠊ中⮧進ᑵᗞ座ࠕ.1.1.�

ㄞギ中⮧㏥出ࠊ⚄♲ᐁ �� ᢿ手୧段ࠊḟ大⮧以下・以

上ࠊḟㅖྖ以上ࠊḟ⚃部ࠊ୪不⛠၏ࠊ然後ⓙ本座䛃

�Ώ㑔 1����大�⚄♲ᐁ)Ѝᢿ手୧段�ᢿ手୧段࠙ߥࠋ(���

⮧以下・以上)Ѝᢿ手୧段�ㅖྖ以上)Ѝᢿ手୧段

�⚃部)  ࠋ୧段ᢿ手を㡰ḟᢿつࠊᐁ以下♲⚄ࠋࠚ

�.2.ࠗᘧ࠘日⚍ 

、ḟẶேᕬ上ேࠊḟ♸ᕬ上୍ேࠊ⯙⚄ࠕ.2.1.�

ḟභᕬ下ேࠊ୕⾜ࠊ�� ᢿ手୍段ࠊギᩪዪ㑏 㸦ࠖΏ

㑔 1����11㸧࠙ߥࠋ┃Ѝᢿ手୍段Ѝ㑏 が୕度⾜きΏ┃ࠋࠚ

りࠊ手を୍段ᢿつࠋ 

�.�.ࠗᘧ࠘ཎ㔝⚍ 

・┘近⾨ᑗࠊḟ⚄馬ᅄ・㉮馬ඵ≌ิ⚄Ẋ๓ࠕ.1.�.�

馬ᑅඔ๓⾜ࠊḟ⚄著ᮌ⥥㨆ࠊᑵ⚃モ座ࠊ୧段再ᣏࠊ大

⮧以下ඹᣏࠊㄞ⚃モࠊ୧段再ᣏࠊ�� ᢿ手ᅄ段ࠊギྛ

ᑵ┤Ẋ座 �ࠖΏ㑔 1����ߥ࠙ࠋ(�1 ୧段再ᣏЍᢿ手ᅄ段 䚹ࠚ

⚄は⚃モの座に着いて୧段再ᣏするࠋ大⮧以下もඹに

ᣏࠋࡴ⚃モをㄞみ⤊わると୧段再ᣏして手をᢿつࠋ 
ḟࠊḟẶே以上ேࠊḟ♸୍ேࠊൺ⚄ࠕ.2.�.�

භேࠊ୕⾜ࠊ�� ᢿ手୍段ࠊギ内ౝ候㝔ࠊ⤥ᕬ

上㣗ࠖ�Ώ㑔 1����Ѝᢿ手୍段Ѝ㣗┃࠙ߥࠋ (�1��1  ࠋࠚ

�.�.ࠗᘧ࠘ᅬᖼ㡑⚄⚍ 

、㘓㈷ᕬ上ࠊギ㈷ཧ㆟ᕬ上ࠊඛ㈷⚄♲ᐁேࠕ.1.�.�

ḟྐ⏕㈷ㅖྖุᐁ以下・ྊᕬ上ࠊḟⶶ部㈷ㅖྖྐ⏕ᕬ

下・ḷዪᕬ上ࠊ୪ �� ᢿ手ཷஅࠊ>ᕬ上Ᏻⱁᮌ⥥ࠊ自

వỗᮌ⥥@ࠊギᚚᕩඛ進ࠊ再ᣏ୧段ࠊ⚄♲ᐁඹᣏࠊᚚᕩᚤ

ኌᐉ⚃モࠊ再ᣏዴึࠊᚚᕩ �� ᢿ手୧段㸦ࠖΏ㑔 1����1�㸧䚹

ߥ࠙ ᢿ手�ⓙ୪)Ѝཷ͐୧段再ᣏЍᢿ手୧段�ᚚᕩ) ⹔ᮌࠋࠚ

⥥を㈷うᢿ手であるࠋⓙがᢿ手してཷけるࠋ�� のᢿ手୧

段の┤๓のࠕ再ᣏዴึࠖは୧段再ᣏと考えられるࠋ 

ᐁ♲⚄ࠊᚚ㣤㈷ࠊப⏦ࠊ∧ギᒓ㊅入ᑵࠕ.2.�.� �� ᢿ手

୕段ࠊ>ඛ後⛠၏@ࠊ㓇┃୕⾜ࠊ �� ᢿ手୍段ࠊ大⮧ᕬ下

ḟ㏥出 㸦ࠖΏ㑔 1����1�㸧࠙ߥ ᢿ手୕段�⚄♲ᐁ)Ѝ⛠၏Ѝ

ᢿ手୍段 ᐁが♲⚄ࠊるとᒓがᚚ㣤を㈷い⤊えたと㏙ࠋࠚ

୕段ᢿ手しࠊඛ後の⪅が応⟅のኌを発するࠋ┃が୕度⾜

きΏりࠊ手を୍段ᢿつࠋ 

�.�.ࠗᘧ࠘ᖹ㔝⚍ 

�1ࠊ大ኵ㌿⊩ⓚኴᏊࠕ.1.�.� ᢿ手⛠၏ཷࠊ⪋著அ 㸦ࠖΏ

㑔 1����1�㸧࠙ߥࠋᢿ手�ⓚኴᏊ)Ѝ⛠၏Ѝཷ ⹔ᮌ⥥をࠋࠚ

㈷うᢿ手でありࠊⓚኴᏊは手をᢿࡕ応⟅のኌを発しཷࠊ

けてこれを着けるࠋ 
自వࠊ㉳ᣏ⚄<ࠊⓚኴᏊ以下再ᣏࠊ再ᣏ⚄ࠕ.2.�.�

ᒃᣏࠊ下ྠ@ࠊ⚄ㄞ⚃モࠊⓚኴᏊ以下୧段再ᣏ�2ࠊ

ᢿ手ᅄ段ࠊギ⚄㏥出 �ࠖΏ㑔 1����1��1�୧段再࠙ߥࠋ(

ᣏЍᢿ手ᅄ段�ⓚኴᏊ以下) ⓚኴࠊとࡴが⚃モをㄞ⚄ࠋࠚ

Ꮚ以下は୧段再ᣏしᢿ手する ࠋ11

ㅖྖࠊᚚ㣤ࠊப⏦ࠊ@㘓❧ฎ┬<ࠊ❧大⮃ᒓ㊅ࠕ.�.�.�

�� ᢿ手୕段ࠊ>ඛ後⛠၏@ࠊ୕⾜ࠊ �� ᢿ手୍段ࠊギ

እグᇳ見ཧ文進大⮧ 㸦ࠖΏ㑔 1����1��2�㸧ࠖ࠙ߥࠋᢿ手୕

段�ㅖྖ)Ѝ⛠၏Ѝᢿ手୍段�ㅖྖ) ᐁに♲⚄ࡎᚚ㣤をඛࠋࠚ

㈷わりࠊḟにぶ⋤以下に㈷わるࠋㅖྖは୕段ᢿ手し応⟅

のኌを発するとࠊ┃が୕度⾜きΏりࠊ手を୍段ᢿつࠋ 

�.�.ࠗᘧ࠘ᯇᑿ⚍ 

ㅖྖࠊᚚ㣤㈷ࠊப⏦ࠊ@㘓❧ฎ┬<ࠊ❧ᒓ㊅ࠕ.1.�.� ��

ᢿ手୕段ࠊ>ඛ後⛠၏@ࠊ୕⾜ࠊ �� ᢿ手୍段ࠊギྛ散

ཤ㸦Ώ㑔 1����21㸧ߥ࠙ࠋ ᢿ手୕段�ㅖྖ)Ѝ⛠၏Ѝᢿ手୍

段�ㅖྖ) ᖹ㔝⚍のࠋࠚ ��,�� とྠ様のᢿ手であるࠋ 

�.�.ࠗᘧ࠘⚄㣗 

ㅖྖඹࠊᚚ㣤㈷ࠊギᒓ㊅❧⏦பࠕ.1.�.� �� ᢿ手୕段、

>ඛ後⛠၏@ࠊ㓇└୕⾜ࠊ �� ᢿ手୍段ྛࠊ౫ḟ散ཤࠖ

䠄Ώ㑔 1�����1㸧࠙ߥࠋᢿ手୕段�ㅖྖ)Ѝ⛠၏Ѝᢿ手୍段

�ㅖྖ) ᖹ㔝⚍のࠋࠚ ᯇᑿ⚍のࠊ��,�� ��,�� とྠ様の

ᢿ手であるࠋ 

�.�.ࠗᘧ࠘㊶⚀ა⚍ 

大ა⚍とは༶に⥆いてᩪ⾜されるኳⓚぶ⚍であるࠋ

そのᐜを▱ることができるのがࠗᘧ࠘におけるࠕ㊶

⚀大ა⚍ࠖであるࠋ 
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�.�.1. ㊶⚀大ა⚍の༲᪥のにはྂࠊ モや⯙のዌ上に

⥆いてࠊⓚኴᏊ以下が㊭いてᢿ手するが定ࡵられてい

るࠕࠋᚚᅾᡤᒊእࠊ向❧ࠊዌ㢼ḷ⯙ࠊ㹙ᇶྠ㹛ࠊ

ⓚኴᏊ以下・以上ࠊᑵᗞ中∧ࠊ㊭ �� ᢿ手ᅄ度ࠊ㹙度

ูඵ㐢ࠊ⚄ㄒᡤㅝඵ開手ஓࠊⓚኴᏊඛᢿ手༡㏥ࠊḟ

以上 �� ᢿ手㹛ࠊභ以下ዴࠊ㹙ᑠᩪே不ᅾᢿ㝈㹛ࠖ

�Ώ㑔 1����(ⓚኴᏊ�段ูඵ㐢ࠊ㊭Ѝᢿ手ᅄ段࠙ߥࠋ(��

Ѝ㏥Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ㐢�以上)Ѝ㏥Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ

段ูඵ㐢�භ以下)Ѝ㏥ ⓚኴᏊ୍ேでᢿつのにࠊࡎまࠋࠚ

⥆きࠊ㌟ศの㡰にそれࡒれඵ㐢ᅄ度のᢿ手をᢿっていくࠋ

段と度はࠊここではྠࡌពであるࠋ㊭いてᢿつことは

このᢿ手がጾをṇした作法であることを示すࠋ 

�.�.2. ㊶⚀大ა⚍の㎮᪥のにはࠊ多⡿㒔物の進上を

ᘚの大ኵがዌ上し㏥出したあとࠊⓚኴᏊ以下の㏥出のᢿ

手が定ࡵられているࠕࠋ㊭ዌ୧ᅜᡤ⊩多⡿㒔物Ⰽ目>͐͐@

ギ㏥出ࠊⓚኴᏊඛ㊭ �1 ᢿ手㏥出ࠊḟ以上ඹ �2 ᢿ手ࠊ

ḟභ以下 �� ᢿ手ࠊᅄ段ࠊ㹙段ูඵ度ࠊᡤㅝඵ開手⪅ஓ㹛ࠊ

ギ以ḟ㏥出ࠖ�Ώ㑔 1���������)ࠊ㊭Ѝᢿ手ᅄ段࠙ߥࠋ12

段ูඵ度�ⓚኴᏊ)Ѝ㏥Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ度�以上)

Ѝ㏥Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ度�භ以下)Ѝ㏥ 㦵⤌みにはࠋࠚ

㡰ḟのᢿ手を⿵グしているࠋ 

�.�.�.ᕳᅄにはその後ࠕࠊ㘓⏦பࠊᚚ㣤㈷ࠊ␌බཀ以下

�� ᢿ手ᅄ段ྛࠊ ㏥出 㸦ࠖΏ㑔 1������㸧ߥ࠙ࠋ ᢿ手ᅄ段�බ

ཀ以下)Ѝ㏥ࠚとあるࠋ 

�.�.ࠗᘧ࠘㙟㨦⚍ 

�.�ࠊḟ大⮧以下ࠊ㈷⚄♲ᐁࠊ大⮃進・ᒓ以下ඹ㉳ࠕ.1.

ギ大⮃進ᑵ∧ࠊ⏦பࠊᚚ㣤㈷␌ࠊඹ �� ᢿ手୕度ࠊ>ඛ後

⛠၏@ࠊ୕⾜ࠊ �� ᢿ手୍度ࠊ>不⛠၏@ࠊギྛ㏥出 �ࠖΏ

㑔 1����1���1��㸧࠙ߥࠋᢿ手୕度�୍ྠ)Ѝ⛠၏Ѝᢿ手୍

度�୍ྠ) ᖹ㔝⚍のࠋࠚ ᯇᑿ⚍のࠊ��,�� 今⚄ࠊ��,��

㣗の ��,�� とྠ様のᢿ手であるࠋ 

�.10.ࠗᘧ࠘月ఀໃ⚄ᐑᖯ 

�.10.1.ࠗᘧ࠘ᕳの᭶༑୍᪥ዊఀໃ大⚄ᐑᖯにࠊ

��ࠊ༖Ẋ㊭ࠊᚷ部⛠၏ࠊᚷ部ཧ᮶ࠕ ᢿ手ᅄ段ࠊඛᇳ㇏ཷ

ᐑᖯࠊᤵ後ᇳ大⚄ᐑᖯࠊ>ᢿ手ዴඖ@ࠊ自ᣢ∧ࠊ>�� ẖ

ᇳᖯᢿ手୍段@ 㸦ࠖΏ㑔 1����1�1㸧ߥ࠙ࠋ ㊭Ѝᢿ手ᅄ段�ᚷ

部)Ѝ͐Ѝᢿ手୍段Ѝᢿ手୍段 とにᢿ手୍ࡈᘢをྲྀるࠋࠚ

段と注グされているࠋᖯは㇏ཷᐑᖯと大⚄ᐑᖯであるの

でࠊᢿ手୍段をᅇᢿつとしࠊ㦵⤌みにはそのようにグ

しているࠋ 
�.11.ࠗᘧ࠘௵ฟ㞼ᅜ㐀 

�.11.1.ࠗ ᘧ ᕳ࠘༑のኴᨻᐁ᭪ྖᗇ௵出㞼ᅜ㐀にࠕࠊ

出㞼ᅜ㐀>ᑣ@௵㈷>ኳ@ࠊෙ上㈷>ẚ@ࠊᚚ手物㈷>ஂ

Ṇ@ᐉࠊᅜྖ・௵ேඹ⛠၏ࠊ再ᣏ୧段ࠊ�� ᢿ手ᅄ段ࠊཧ

㆟ᕬ上ཬᘚ大ኵ以下㑏ᑵ本座ᤲࠊ部ᑅ進ᩜ⠯中ᗞࠊᘧ部

ྐ⏕⨨グ⟋ࠊ㘓୍ே進ᑵ⠯㈷グࠊ㘓୍ே␃グྐࠊ

⏕進᧔グ⟋ࠊḟᤲ部ᑅ᧔⠯ࠊḟ㘓୍ே進⚘ᡤၐ㈷ࠊẖ

㈷୍物 �� ᢿ手ࠊ>大ⶶ┬㡸積⚘ᗞ中ࠊ⤉༑༉ࠊ⣒ᘘ⤏ࠊ

ᕸᘘ➃@ࠋ௵ேᣢ⤉༑༉㏥出ࠖ�Ώ㑔 1����2��)とあるࠋ

ߥ࠙ ⛠၏Ѝ୧段再ᣏЍᢿ手ᅄ段�௵ே)Ѝᑵ座࠙ࠚ ㈷Ѝᢿ手

Ѝ㏥ 出㞼ᅜ㐀とḟの௵⣖ఀᅜ㐀はኴᨻᐁ᭪ྖで௵ࠋࠚ

⾜われたᘧでありࠊ௵ேが再ᣏ୧段しᢿ手ᅄ段をᢿつࠋ

㦵⤌みにはグしていないがࠊ後༙の段ᩘ⾲グがないᢿ手

���)はࠊ物を㈷るࡈとにᢿたれる�ḟ⏣ 2������ ࠋ(�

�.12.ࠗᘧ࠘௵⣖ఀᅜ㐀 

�.12.1.ࠗ ᘧ ᕳ࠘༑のኴᨻᐁ᭪ྖᗇ௵⣖ఀᅜ㐀にࠕࠊᐉ

ไ᭣ࠊᐁጣྡ>இ@⣖ఀᅜ㐀௵㈷>ἼஂṆ@ᐉࠊᅜ㐀⛠၏ࠊ

再ᣏ୧段ࠊ�1 ᢿ手ᅄ段ࠊᐉ⪅本ิࠊギ௵ே㏥出 �ࠖΏ

㑔 1����2���2��)とある࠙ߥࠋ⛠၏Ѝ再ᣏ୧段Ѝᢿ手ᅄ

段�ᅜ㐀)  ࠋࠚ

 

�.ࠗᘏ႐ᘧ࠘ࡢᢿᡭ 

ࠗⓚኴ に࠘12�年ど㐜れᘏ㛗�年��2�)に成❧したࠗ ᘏ

႐ᘧ࠘はࠊไ度化されたᘧの⣽๎をグしているࠋ 

�.1.ࠗᘏ႐ᘧ࠘♳ᛕ⚍ 

ᐉギ中ࠊẖ୍段␌⚃部⛠၏ࠊ中⮧進ᑵ座ᐉ⚃モࠕ.1.1.�

⮧㏥出ࠊ大⮧以下ㅖྖ �2 ᢿ手୧段ࠊ不⛠၏ࠊ然後ⓙ㑏本

座 �ࠖᑿ 1��1�ߥ࠙ࠋ(�1 ᢿ手୧段�大⮧以下ㅖྖ)Ѝ㑏 ࠋࠚ

㦵⤌みにグしていないがࠊ㡰ḟᢿたれている可能性があ

るࠋ 

�.2.ࠗᘏ႐ᘧ࠘㙠㨦⚍ 

部ᇽ上⚄ࠊḷ⪅ጞዌࠊ༶ㄪᚚ⍆ࠊඛ྿➜୍᭤ࠕ.2.1.�

ദ �� ᢿ手ࠊᚚᕩཬ⊷ዪ等౫例⯙ࠊギ༶⚄♲ᐁභྛ

୍ேࠊ>中⮧ࠊᚷ部@ࠊཬౝᚑ以上ேࠊᐑ内୍ேࠊ

内⯊ேேࠊ大⯊ேேࠊ以ḟ進⯙ᗞࠊギᑵ本座ࠊᘚ

ᐁᐁᤸࠊႏᐑ内┬ࠊ௧㈷㓇㣗ࠊ⾜㓇୕ᆗ以後ࠊ�� ᢿ後

手㏥出ࠖ�ᑿ 1��1�㈷㓇Ѝᢿ後手࠙ߥࠋ(�� �ࠋࠚ� のᢿ

手は手ᢿᏊである可能性があるたࡵ検討から㝖እしたࠋ�1

後手による �� のᢿ手のあとに㏥出するࠋ 

�.�.ࠗᘏ႐ᘧ࠘㈇ᖾ 

㈷㈇ᖾࠊ@出㞼அᅜ㐀>Ṇ@今定⤥>ᖯ␃@ጣྡ>ᑣࠕ.1.�.�

அ物>ஂṆ@ᐉࠊᅜ㐀⛠၏ࠊ再ᣏ୧段ࠊ�� ᢿ手୧段ࠊギ進

大ย下㊭அࠊ⚄部ྲྀ大ยᤵஅࠊᢿ手㈷அࠊ>�� ᢿ手୧

段@ࠊ㏥ᤵ後ྲྀஅேࠊ༶ᑵ∧ࠊḟ大ⶶ㘓ႏᅜ㐀ࠊᅜ㐀ᑵ

㊭⚘下ࠊ後ྲ୍ྀே進ࠊඛྲྀ⤬⤥ᅜ㐀ࠊ�� ᢿ手୍度ࠊ㈷⪋

ᤵ後ྲྀࠖ�ᑿ 1��1��၏Ѝ୧段再ᣏЍᢿ手⛠࠙ߥࠋ(�
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୧段�ᅜ㐀)Ѝ㊭Ѝᢿ手୧段�ᅜ㐀)Ѝ㊭Ѝᢿ手୍度�ᅜ

㐀) �ࠋࠚ� のᢿ手୧段はᑠᏐでグされているࠋ出㞼のᅜ㐀

が᪂௵のᘧでኳⓚから㈇ᖾ物を㈷るときのᢿ手であるࠋ

ࠗᘧ࠘௵出㞼ᅜ㐀の �.11.1���,��)の後にࠊ⚄♲ᐁ

ᗇにおいて㈇ᖾ物を㈷るᘧがࠗࠊᘏ႐ᘧ の࠘この文であるࠋ 

�.�.ࠗᘏ႐ᘧ࠘⚄⾰⚍ 

�ࠊギඹ再ᣏ୧段ࠊ大⚄ᐑྖᐉ⚃モࠕ.1.�.�� ▷ᢿ手୧段ࠊ

⭸㏥再ᣏ୧段ࠊ�� ▷ᢿ手୧段୍ᣏࠊギ㏥出ࠊ༶ユⲨ⚍ᐑࠊ

౪ᚚ⾰ዴ大⚄ᐑࠊణ再ᣏ୧段1ࠊ�� ▷ᢿ手୧段㏥出 �ࠖ

ᑿ 1��1�୧段再ᣏЍ▷ᢿ手୧段Ѝ୧段再࠙ߥࠋ(�11��11

ᣏЍ▷ᢿ手୧段Ѝ୍ᣏ ࠋࠚఀ ໃ大⚄ᐑにおいて⚄ᚚ⾰とし

て⤱や㯞などをዊる⚍りであるࠋᢿ手 1�� はᢿ手 �� を⧞

り㏉し㏙たものである�ᑿ 2����1� ࠋ(�

�.�.ࠗᘏ႐ᘧ࠘භ月月ḟ⚍ 

⋥内ぶᩪࠕ.1.�.� 1�1 ᢿ手⪋ᇳ著㨆ࠊ⚄ᐑྖཪᣢኴ⋢୵

>著ᮌ⥥㈼ᮌࠊྡኴ⋢୵@ࠊ入ྠ㛛⪋㊭ࠊ፬㌿ዊࠊ

ᩪ⋤ 1�2 ᢿ手⪋ᇳᤝࠊ>͐͐@ᩪ内ぶ⋤ᖼ⾗ᐁ以下ࠊ再ᣏ

1�� ᢿඵ開手ࠊḟ 1�� ᢿ▷手再ᣏࠊዴṈ୧㐢ࠊ既⪋⾗ᐁ

㏥出ࠊ༶ཬᐑྖ以下ࠊ向多㈡ᐑ>ᩪ⋤不向@ࠊ再ᣏ୧段ࠊ

1�� ᢿ▷手୧段ࠊ㏥ᑵゎᩪẊ⤥㓇㣗ࠖ�ᑿ 1��1� 

ߥ࠙ࠋ(�11��11 Ѝᢿ手�ᩪ内ぶ⋤)͐Ѝᢿ手͐Ѝ再ᣏ�ぶ⋤

以下)Ѝᢿඵ開手Ѝᢿ▷手Ѝ再ᣏ͐Ѝ୧段再ᣏ�・ᐑྖ)

Ѝᢿ▷手୧段 内ぶ⋤によりඵ開手と▷手がᢿたれᩪࠋࠚ

る ࠋ�1

�.�.ࠗᘏ႐ᘧ࠘⚲ᐅ記 

上ᮾࠊႏྡ⚲ᐅ内ே⿕ࠊẊ๓ᮾ向<ࠊ⤥ႏྡྐࠕ.1.�.�

㠃重⾜@ࠊギ๎ዊᣏ大⚄1<ࠊ�� ᢿ手୧段@ࠊḟ向朝ᣏࠊ

ణ度ᐑす向⾜事ࠊవྠ大⚄ᐑࠊⱝ⚲ᐅ⤥グ⪅ࠊ

中重⤥அ 㸦ࠖᑿ 1��1�1���1��㸧࠙ߥᣏЍᢿ手୧段Ѝ

ᣏ ゅᣓᘼがされたࠋࠚ 1�� のᢿ手୧段はࠕࠊᣏࠖの୍部

としてᢿたれるᢿ手であるࠋ 

�.�.ࠗᘏ႐ᘧ࠘୕年₩ᩪ 

භࠊణ᭶ࠊඹ再ᣏ୧段ࠊ⪅㣗ࢺᙜ大ኵᕬ下ูࠕ.1.�.�

᭶ࠊ༑᭶不ཧࠊ⮳༑භ᪥ࠊཧ入再ᣏ୧段1ࠊ�� 㛗ᢿ

手୧段ᩪࠊ⋤不ᢿ手ᩪࠊ⤊அ後ࠊ向ఀໃ大⚄ᐑ �ࠖᑿ 

1��1�1��㣗⪅)Ѝ向ࢺ�୧段再ᣏЍ㛗ᢿ手୧段࠙ߥ( ࢺࠋࠚ

㣗⪅等は㛗ᢿ手するがࠊ₩ᩪしているᩪ内ぶ⋤は手をᢿ

たないࠋ 

�.�.ࠗᘏ႐ᘧ࠘୕⚍ 

፬出ཷ以ࠊ入እ⋢ᇉ㛛⪋㊭ࠊ⥥ᐑྖᇳ㨆ᮌ⚄ࠕ.1.�.�

ዊᩪࠊ⋤ 1�� ᢿ手⪋ᇳ著㨆ࠊཪ⚄ᐑྖᣢኴ⋢୵ࠊ入ྠ㛛

⪋㊭ࠊ፬㌿ዊᩪࠊ⋤ 1�� ᢿ手⪋ᇳࠊᤝ入内⋢ᇉ㛛ᑵ

座ᖍࠊ>፬ⱝዪᏦே㝙ᚑ@ࠊ㑊ᖍ進๓再ᣏ୧段ࠊギ⋢

୵ᤵ፬ཷࠊ㌿ᤵ物ᚷཷࠊᇳ❧⍞ᇉ㛛す㢌ᩪࠊ⋤㑏ᑵ本

座ࠊᐑྖᐉ⚃モࠊギ物ᚷ内ேዊᖯᖆᩪࠊ ⋤ᖼ⾗ᐁ以下ࠊ

再ᣏ 11� ᢿඵ開手ࠊḟ 111 ᢿ▷手再ᣏࠊዴṈ୧㐢ࠊ既⪋

⾗ᐁ㏥出 �ࠖᑿ 1��1�ߥ࠙(��1���1 ᢿ手�ᩪ内ぶ⋤)Ѝ͐

Ѝᢿ手Ѝ͐Ѝ୧段再ᣏ࠙ࠚ再ᣏЍᢿඵ開手�ぶ⋤以下)Ѝᢿ

▷手Ѝ再ᣏ �11ࠋࠚ の┤๓のࠕ再ᣏࠖはࠊヂ注᪥本ྐᩱ本

の⿵注によるとࠕࠊ୧段再ᣏࠖの┬␎である�ᑿ 

2����再ᣏЍඵ開手Ѝ▷手Ѝ再ᣏࠖをࠕࠊ後༙にࠋ(��1

度⾜うࠋ๓༙の୧段再ᣏはᢿ手と近᥋しているとはゝえ

ないがࠊ㦵⤌みにグしているࠋ 

�.�.ࠗᘏ႐ᘧ࠘㋄⚀ა⚍ 

�.�.1. ㋄⚀大ა⚍ᘧの༲᪥にはࠕࠊ⩌ᐁึ入㞙ே発ኌࠊ

❧定Ṇࠊ進ᴙ๓ࠊᢿ手ḷൺࠊ以上ඹ㉳ࠊᑵ中ᗞ

∧ࠊ㊭ 112 ᢿ手ᅄ度ࠊ度ูඵ㐢ࠊ>⚄ㄒᡤㅝඵ開手ஓࠊ

ⓚኴᏊඛᢿ手⪋㏥ࠊḟ以上 11� ᢿ手@ࠊභ以下┦ᢎ

11� ᢿ手ዴஅࠊ>͐͐@ཪᅜᰨ等ዌྂ㢼ࠊཬⓚኴᏊ以下

ᢿ手等ࠊ୪ྠᝆ⣖ 㸦ࠖᑿ 1��1�2���2��㸧とあるߥࠋ

࠙㊭Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ㐢�ⓚኴᏊ)Ѝ㏥Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段

ูඵ㐢�以上)Ѝ㏥Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ㐢�භ以下)

Ѝ㏥ れࡒ㌟ศの㡰にそれࠊⓚኴᏊ୍ேでᢿつのに⥆きࠋࠚ

ඵ㐢ࡎつᅄ度ᢿつࠋなおࠊᙜヱ⟠ᡤの๓のࠕᢿ手ḷൺ ࠊࠖ

またࠕᅜᰨ等ዌྂ㢼ࠖに後⥆するⓚኴᏊのᢿ手は手ᢿᏊ

であるたࡵ通␒をしていない ࠋ�1

�.�.2. ྠ㎮᪥にはࠕࠊ㊭ዌ୧ᅜᡤ⊩౪ᚚཬ多᫂物Ⰽ目、

ギ㏥出ࠊⓚኴᏊඛ 11� ᢿ手㏥出ࠊḟ以上 11� ᢿ手、

භ以下┦ᢎ 11� ᢿ手ࠊ୪ዴ๓ࠊ以ḟ㏥出ࠖ�ᑿ 

1��1�ߥ࠙(2�1 ᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ㐢�ⓚኴᏊ)Ѝ㏥Ѝᢿ手ᅄ

段ࠊ段ูඵ㐢�以上)Ѝ㏥Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ㐢�භ

以下)Ѝ㏥ ༲᪥のと␗なり注グがみられないࠋとあるࠚ

がࠕࠊⓚኴᏊඛ>͐͐@୪ዴ๓ がࠖࠊ༲᪥のとྠࡌであ

るたࠊࡵ༲᪥におけるࠕᢿ手ᅄ度ࠊ度ูඵ㐢 をࠖ⿵グした䚹 

�.10.ࠗᘏ႐ᘧ࠘ᖹ㔝⚍ 

�.10.1. ᐑᆓにおけるᖹ㔝⚍条には、ࠕ⚄♲ᐁ୧段再ᣏࠊ

ᮾᐑᣏࠊ⩌ᐁྠᣏࠊㄞ⚃モギ⚄♲ᐁ୧段再ᣏࠊᮾᐑ

ᣏ 11� ᢿ手ࠊ⩌ᐁಢᣏ♩ዴᖖࠖ�ᑿ 1��������2�1�� 

���)とある࠙ߥࠋ୧段再ᣏЍᣏЍᢿ手�ᮾᐑ)Ѝᣏࠚ 

 

�.ࠗすᐑ記࠘ࡢᢿᡭ  

 ࠗすᐑグ࠘は⚾のᘧ᭩であるࠋ本文と注のみを

検討対㇟としたࠋ 

�.1.ࠗすᐑ記࠘♳年⚍ 

ࠊᒃ◅上ᩜࠊ(�㞵<ࠋ上ཀᖼㅖྖ㝆ᒃ◅下ࠕ.1.1.� ࠋ@⸀

中⮧進ᐉ⚃モ༑段ࠋ>度ู⚃၏@ࠋ中⮧出ࠋ上�ཀᕬ)下 11�
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ᢿ�手)ࠋ>୧段@ࠋ⚃㑏座 �ࠖᅵ⏣・ᡤ 1����ᢿ手࠙ߥ(�11

୧段�上ཀ以下)Ѝ㑏  ࠋࠚ

�.2.ࠗすᐑ記࠘月ዊᖯ 

ཧ�上自༡階ࠊඛྊᚷ部<ࠋ⮧ສྊᚷ部・中ࠕ2.1.� 12�

ᢿ手ྲྀᖯࠊ下ᤵஅ後ྲྀᖐ͐@ �ࠖᅵ⏣・ᡤ 1����2��ߥ࠙( ᢿ

手�ᚷ部)Ѝྲྀ  ࠋࠚ

�.�.ࠗすᐑ記࠘ᖹ㔝⚍1� 

ྐ・ḟ々㘓ࠋྲྀࠊ上ཀᩱ<ࠋ⥥大ⶶ┬⤥ᮌࠕ.1.�.� ⏕段々

ྲྀஅྛࠋ 121 ᢿ手ࠊ着㢠@ࠋ⚄着座ࠋ>ே୍ࠋே⤒♫

後着༡⚃ᒇࠋణࠊ㝆㞵ࠊ設座ᮾᒇすᗊ༡➃@ࠋᒇ⚄

ㄞ⚃ࠋ>と@ࠋḟ༡⚄ㄞࠋ≌ᚚ馬ࠋ>ᕥྑྛᅄࠊ

⨨♫㠡@ࠋ>@⚃ࠊ⚄ 122 ᢿ手ࠋ>⚄♲ᐁ以上・上ཀ

以下ࠊ・භ段々ⓙ 12� ᢿ手୕段々々@ࠋᘔᚚ馬ࠋ>ᕥ

ྑඔ❧๓ᘔࠋḟᘔㅖ家馬@ࠋ㞞ᴦᆘᮾᒇࠊ>近代ࠊᅾ

ᒇ@ࠋ౪�ዊ⚄ᴦࠋ>ᚚᕩ⯙ࠊ㑏本座@ᤲࠋ部㗤ೖ⯙ࠋ>༡

ᒇゅ㠃ࠋ㞵᪥ࠊᮾᒇᆞゅᗊࠋṈ間ᗞ⇤@ࠋೖ⯙ࠋ

>⚄・ౝᚑ・内⯋ே・大⯋ேྛࠊ┦୪⯙@ࠋ⫣୕ࠋ>୍⊩

12� ᢿ手㣧ࠊ以┃ᤵ㓇ᐁே୕ࠋ⊩以後ࠊ往᮶㌿ສࠊ

㝆ㅖ大ኵ@ࠋᑗ┘着座ࠋ>ᕥࠊྑ@ࠋᘚྊᐁᤸࠋ>@ࠋ

ᐁᤸཧ進ࠋᘚᐉபࠊᐑ内>@┬ྊ>ࠋ@ࡏ>၏ࠊ㑏出ྊ@ࠋ

┬㘓ཧ進ࠋᘚ௮பࠊᚚ㣤᪩㏿>ຍኴⰋຍோ@⤥>ࠋ@㘓>၏

㏥ࠊ௮大⮃ࠋ၏ࠊ༶௮⫋ᐁேࠋ၏ࠊ௮下ࠋ┬㘓ᖐ進⏦பࠊ

ᚚ㣤⤥ࠋ上下 12� ᢿ手୍段@ࠋ እグ進見ཧ �ࠖᅵ⏣・ᡤ 

1����ྐ⏕)Ѝ�㘓)Ѝ着ᢿ手�上ཀ)Ѝᢿ手�ᢿ手࠙ߥ (��1

着㢠�121)࠙ࠚ ᢿ手�⚄)Ѝᢿ手�⚄♲ᐁ以上・上ཀ以下)

Ѝᢿ手�・භ)Ѝᢿ手�")�122,12�)࠙ࠚ ᢿ手�⚄♲ᐁ

以上・上ཀ以下")Ѝ㣧�12�)࠙ࠚ 㣤⤥Ѝᢿ手୍段�上下) 

�12�) 121ࠋࠚ は㡰ḟのᢿ手としてグした12ࠊ122ࠋ� は㡰

ḟのᢿ手とㄞࡵるがࠊ⚄によるᢿ手がᢿ手୕段の୍段

目にヱᙜするのかྛࠊ 々が୕段ࡎつᢿつのか不᫂であるࠋ

12� ཬび 12� は㡰ḟのᢿ手にもㄞࡵるが᫂☜ではなくࠊ

ྠ時にᢿたれているともㄞࡵるࠋ 

�.�.ࠗすᐑ記࠘ཎ㔝⚍ 

ࠊ朝以下ᣏ⚃ࠋ@⥥着ᮌ<ࠋᣏᅄ段ࠊ着座⚄ࠕ.1.�.�

再ᣏ୧段12ࠊ� ᢿ手ᅄ度ࠊ着┤Ẋ �ࠖᅵ⏣・ᡤ 1�����1�) 

୧段再ᣏЍᢿ手ᅄ度࠙ߥ  ࠋࠚ

�12ࠊ事ࠕ.2.�.� ᢿ後手୍段ࠋ朝以下向馬ሙ �ࠖᅵ⏣・

ᡤ 1���� ࠋ�1ࠚ(ྠ୍�事Ѝᢿ後手୍段࠙ߥ (��2
�.�.ࠗすᐑ記࠘日⚍ 

内ౝᕪ進ࠊ㞵᪥ࠋす上<ࠋ(座�Ặே・朝ཧ入着ࠕ.1.�.�

ౝ┤Ẋ๓ࠊ㠃ᮾ上@ࠋ⚄馬・㉮馬≌⚄着座ࠋ>ᣏᅄ

段ࠋ朝ඹᣏஅ@ࠋ⚃モࠊ再ᣏ୧段12ࠊ� ᢿ手ᅄ度ࠊᑵ

┤Ẋࠖ�ᅵ⏣・ᡤ 1����୧段再ᣏЍᢿ手࠙ߥ (�2���21

ᅄ度  ࠋࠚ

ḟࠋ@ྐ⤥ᘚࠊᘚ⤥<ࠋ⚘⤥ࠊ�1ೖḷ⚄ࠕ.2.�.� 12� ᢿ

手୍段ࠋ向馬ሙ㉮馬ࠖ�ᅵ⏣・ᡤ 1����Ѝ⚘⤥࠙ߥ (�21

ᢿ手୍段  ࠋ後の文であるࡄ����1のすࠋࠚ

�.�.ࠗすᐑ記࠘ᅬ㡑⚄⚍ 

��1<ࠋ༡♫⚃モࠋᐁḟ➨⤥下┬ࠕ.1.�.� ᢿ手୕段ࠋ㝶

 1�1 段々ᢿஅࠋᕠᚚ馬ࠋ⚄♲ᐁḷ㐟@ࠖ�ᅵ⏣・ᡤ 

1����㝶�㝶)Ѝᢿ手�㝶)Ѝᢿ手�ᢿ手࠙ߥ (��2

)�12�,1��)  ࠋࠚ
�.�.ࠗすᐑ記࠘㙠㨦⚍ 

上ࠋ@ࢾࣁࣤ࣊<⤥ᚚ㣤ࠊப⏦ࠊ∧ᑵࠊ大⮃ᒓ၏ࠕ.1.�.�

下 1�2 ᢿ手ྛࠋศ散 �ࠖᅵ⏣・ᡤ 1����上�ᢿ手࠙ߥ (��2

下)Ѝ散  ࠋࠚ

�.�.ࠗすᐑ記࠘᪂ა⚍ 

⤥ࠊ౪ኴᏊࠋ見㐀㓇ᘧஓࠊ౪ඵ度<ࠋ౪㯮ⓑᚚ㓇ࠕ.1.�.�

⮧下1ࠋ�� ᢿ手ྲྀஅ㣧ࠋ⊩┃⪅⏦பࠊ㯮ⓑࠋ⊩⪅⛠㓇ྡ@ࠖ

�ᅵ⏣・ᡤ 1����ኴᏊ⮧下)Ѝྲྀ㣧�ᢿ手࠙ߥ (���  ࠋࠚ
�.�.ࠗすᐑ記࠘ა 

�.�.1.�༲日�ࠕ㞙ேྖ❧ዌ㢼ḷ⯙ࠋ⋤ཀᕬ下ᑵᗞ㊭ 1��

ᢿ手ࠋ>ᅄ段ඵ㐢ࠋ着ᖛ@ �ࠖᅵ⏣・ᡤ 1����ߥ࠙ (��� ㊭

Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ㐢�⋤ཀ以下)Ѝ  ࠋࠚ
�.�.2.�㎮日�ࠕ⋤ཀ❧ࠋᘚ>ὸἅ@ࠊ入㊭ࠊዌ⊩物ᩘࠋ>⾜

事ᘚⱝᅾእᘚࠊᘚ入自㮭㛛ࠊ฿ᶆ中ኸ㊭ዌࠋ⋤ཀᕬ上

㊭ 1�� ᢿ手1�භཪࠋ 1�� ᢿࠊᅄ段ඵ㐢ࠋᘚ㏥出ࠊ⋤ཀ

㏥ࠋᡈᘚ不ዌ๓ࠊ⋤ཀ 1�� ᢿ手@ �ࠖᅵ⏣・ᡤ 1����ߥ (��1

【㊭Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ㐢�⋤ཀ以上)Ѝᢿ手ᅄ段ࠊ段ูඵ

㐢�භ)Ѝ㏥ ��1ࠋࠚ のᢿ手はࠊ⋤ཀ等により 1�� のᅄ段

ඵ㐢がᢿたれるὶれの⿵㊊ㄝ᫂であるࠋ 

 

�. ྠ୍ሙ㠃ࡢᢿᡭに㛵ࡿࡍᘧ᭩㛫でࡢ記㏙ࡢ┦㐪 

⚍大ა⚀㊶ࠕ ⚍年♳ࠕࠊࠖ ⚍大ཎ㔝ࠕࠊࠖ ⚍ᖹ㔝ࠕࠊࠖ 㙠ࠕࠊࠖ

㨦⚍ࠖでは୍ྠࠊもしくは類ఝするሙ㠃のᢿ手がࠊ」ᩘ

のᘧ᭩にグされているࠋしかし୍ྠࠊのሙ㠃のᢿ手に

もࠊᘧ᭩ࡈとにグ㏙に㐪いがみられるࠋ本✏ではࠕࠊ㊶

⚀大ა⚍ �ࠖࠗ ᘧ �࠘����,ࠗ ᘏ႐ᘧ 1࠘12�11�,ࠗ すᐑグ』

2�ࠗᘧ࠘��,ࠗᘏ႐ᘧ࠘�年⚍ࠖ♳ࠕࠊ(��1���1,ࠗすᐑ

グ࠘11�ࠗᘧ࠘��,ࠗすᐑグ࠘12�)にお�大ཎ㔝⚍ࠖࠕࠊ(

けるそれらをྠࠊ ⾲�ᢿ手として認識したࡌ ㊶ࠕࠊࡎまࠋ(1

⚀大ა⚍ࠖではࠗࠊ ᘧ࠘������)はࠊ後㏙するように、

ᢿ手⥲ᩘが �2 ᅇという特徴あるᢿ手をᢿつがࠗࠊすᐑグ࠘

�1���1��)には┬␎とみられるグ㏙がされているࠋ本✏で

はࠊ┬␎されたᢿ手があるとして検討した♳ࠕࠊまたࠋ�2

ᛕ⚍ࠖではࠗࠊ ᘧ࠘���)はࠊ⚄♲ᐁに⥆きࠊ大⮧以下・
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以上ࠊㅖྖ以上ࠊ⚃部の㡰に୧段ᢿ手をᢿつが、

䛄ᘏ႐ᘧ �࠘�ࠊࠗ(2 すᐑグ �࠘11�)はࠊ大⮧以下ㅖྖのみが

୧段ᢿ手するようにグしているࠋ�2 と 11� にはࠊ㡰ḟに

ᢿたれるᢿ手が┬␎されていると考えられる�⾲ まࠋ(1

たࠕࠊ大ཎ㔝⚍ でࠖはࠊ⚄による⚃モ⤊後の୧段再ᣏ

と後⥆するᢿ手ᅄ度がࠗࠊ ᘧ࠘���)ࠗࠊ すᐑグ࠘�12�)

でྠࡌであるࠕࠋ♳年⚍ とࠖࠕ大ཎ㔝⚍ のࠖ例についてはࠊ

㦵⤌みに本᮶ᢿたれるはࡎのᢿ手を⿵グしているࠋ 

 ᪉ࠊ上グど特徴あるᢿ手とはゝえࠊࡎ␗なるᘧ

᭩の例の対応が上グど᫂☜でないᢿ手があるࠋ例え 

ࠊᖹ㔝⚍ࠖにおけるࠗࠕࠊࡤ ᘧ 㸦࠘��,��㸧とࠗすᐑグ』

䠄12�,12�㸧のᢿ手はࠊどࡕらもᘧ⤊๓の㓇㣗にకう

ᢿ手であり類ఝをᣦできるࠊしかしࠗࠋ21 すᐑグ࠘には

ⓚኴᏊの⚍のཧิがなくࠊまたࠊ┃とᚚ㣤の㡰ᗎが

䛄ᘧ࠘とࠗすᐑグ࠘では㏫であるたࠊࡵ本✏ではࠊこれ

らをྠ୍のᢿ手とはࠊࡎࡏཎ文に᭩かれている通りを検

討したࠋこのࠕࠊ㙠㨦⚍ࠖにおけるࠗࠊ ᘧ࠘���,��)ࠊ

䛄ᘏ႐ᘧ �࠘�ࠊࠗ(� すᐑグ �࠘1�2)のᢿ手もᘧ⤊┤๓の

ᢿ手であるがࠗࠊ ᘧ �࠘��,��)はᢿ手୕度と୍度ࠗࠊ ᘏ႐

ᘧ࠘���)は後手ࠗࠊ すᐑグ࠘�1�2)は段ᩘ不グ㍕であり、

それࡒれ␗なるᢿ手であるࠋ以上の通りࠊ本✏の検討で

はࠊ┬␎されていると考えられるᢿ手のすてをྲྀり上

げてはいないࡌྠࠋᘧ᭩において୍ྠࠊとみなすこと

ができるᢿ手の┬␎であると検討されるሙ合にのみࠊ㦵

⤌みにそれを⿵グしたࠋ 
 
10. ᮏᒃᐉ㛗ࡢᢿᡭᩘにࡢ࡚࠸ࡘゝㄝ 

ここまでᘧ᭩にみられるᢿ手をᣲげたがࠊまࡎၥ㢟

となるのは୍ࠊ段にఱᅇ手をᢿつのかであࢁうࠋ� ୡ⣖

以後のᢿ手ᩘについてはࠊ⚄㐨関㐃の文⊩にຍえてᅜᏛ

⪅によりゝཬされることがあるࠋしかし୍ࠊ段のᢿ手ᩘ

については᫂ゝを᥍えるものが多くࠊ時代により㐪いが

あり☜ゝできないと㏙られているものがそのとࢇど

である୍ࠋ段にᢿたれるᢿ手ᩘの検討はࠊ以後㏙るよ

うにࠊ⡆༢ではないࠋしかしࠊ後年の⚄♫の実㊶におい

てそれが大きなពをᣢつこともᛕ㢌におかなけれࡤな

らないࠋᘧ᭩にグされる୍段のᢿ手ᩘに定見を示して

いるのはࠊまࠊࡎ本ᒃᐉ㛗でありࠊ⥆いてࠊⲨᮌ⏣⤒㞞

とⷵ⏣ᏲⰋによるゝཬを見㏨すことができないࠋ⤒㞞と

ᏲⰋはఀࠊໃ⚄ᐑでᢿ手の実㊶に関わった⚄⫋ࠊ⚄ᐑᏛ

⪅でありࠊᘧ᭩に現れるᢿ手ᩘの᥎定を試みるのみな

らࠊࡎᢿ手ᩘのあり᪉についても᫂☜な認識を示してい

るࠋᙼらの見識はࠊ᭷┈なሗをᥦ౪しているのでࠊそ

のᴫ要を㏙てみようࠋ 

10.1. ୧ẁᣏᢿᡭ 
まࠊࡎ本ᒃᐉ㛗�1����1��1)によるᢿ手ᩘの認識につい

て㏙るࠋᐉ㛗はࠗࠊ ྂ事グఏ 等࠘でᢿ手について考えを

㏙ているがࠊᢿ手ᩘについての検討はとりわけ大きな

ẚ重を༨ࡵるࠋ検討に際してࠊᐉ㛗はࠊᢿ手のᅇᩘとᣏ

のᅇᩘとを対応࡙けを重視するࠋᐉ㛗の対応࡙けがす

てጇᙜであるとはゝえないがࠊᢿ手ᩘの検討においてそ

れは㋃まえるきものであるࠋ 

さてࠊ本✏でྲྀり上げたᢿ手の多くはࠊ୧段再ᣏとと

もにᢿたれているがࠊ୧段再ᣏにおけるᣏのᅇᩘはࠊᅄ

ᣏあるいはᅄ度ᣏのそれとྠᩘであるࠋᅄᣏと୧段再ᣏ

についてはࠊᘧ᭩の成❧๓にも認識されておりࠊᅄᣏ

についてはࠗࠊ ྂ事グ Ᏻ࠘ᗣኳⓚの段にࠕࠊ∞大᪥下⋤ ᅄ
ᣏⓑஅ �ࠖ∞に大᪥下⋤ࠊᅄたびᣏみてⓑしけらく)�㔝 

1����2���2��)とありࠊ୧段再ᣏについてはࠗࠊ ⥆᪥本⣖』

ኳᖹ 12 年����)1� ᭶ᠿ条にࠕࠊᗈႹபࠊ⪋今▱ສࠋ

༶下馬ࠊ୧段再ᣏࠊ⏦ப �ࠖᗈႹபはくࠊ今にしてສを

▱るとࠋすなはࡕ馬を下り୧段再ᣏして⏦してபは

く)�今Ἠ 1�������)とグされているࠋまたࠊᅄᣏと୧段

再ᣏの関ಀについてはࠗࠊᒣᢒ࠘ᕳ➨୍ࠕṇ᭶ᅄ᪉ᣏ

事ࠖศ注にࠕࠊ本朝அ㢼ࠊᅄ度ᣏ⚄ࠊㅝஅ୧段再ᣏࠋ本

再ᣏஓࠋ⪋Ⅽ␗୕ᐆཬᗢேࠊᅄ度ᣏஅࠊ⛠୧段ஓࠋኳ

ᆅᅄ᪉ࠊ可౫၈ᅵ㢼ࠊྈ用再ᣏ 㸦ࠖᅵ⏣・ᡤ 1��2�1㸧と

ありࠊᅄ度ᣏがすなわࡕ୧段再ᣏであるとㄝ᫂されてい

るࠋᐉ㛗はࠊこれらの例にゝཬしつつࠕࠊをᅄ度するも

上代よりおの࡙からの定まりなりけࡴ>͐͐@ᙜ時₎㢼の

ᣏながらᩘはな上代のまにᅄ度にࡒありけࠊ࠙ࡴᅄᣏ

とபࡎࣁして୧段再ᣏとபはࠊかの再ᣏを୧度
たたびࡩ

するよし

なり �本ᒃ 1�ࠚ���22�)と㏙ࠊᅄ度ᣏこそが᪥本におけ

る本᮶のᣏ♩のあり᪉であるとᣦするࠋそのうえでࠊ

ᐉ㛗はࠊᢿ手ᩘについても୍ࠊ段に �ᅇᢿࡕそれを段ᩘ

に応ࡌて⧞り㏉したとする考え᪉を࿊示するࠋ 

10.2. ୍ẁ � ᅇㄝ  

 ᣏとᢿ手における � ᅇの認識はࠊඵ開手ࠊすなわࡕ �

表 1		祈念祭と大原野祭の同一場面の拍手	表 1　♳念⚍と大ཎ野⚍のྠ୍ሙ㠃のᢿᡭ
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ᅇのᢿ手とはどう関ಀ࡙けられるのだࢁうかࠋᐉ㛗は、

⚄ㄒであるඵ開手を⊂❧したᢿ手とみなしࠊそれを୍段

�ᅇのᢿ手と༊ูするࠗࠋ ᘧ ⚍大ა⚀㊶ࠕ࠘ �ࠖ��,��)に

はࠕᢿ手ᅄ段�度) このࠊ段ูඵ㐢ࠖとグされているがࠕࠖ

例についてᐉ㛗はࠕࠊඵ開手とはࠊᅄ度ࠊ度ูニඵ㐢とあ

るはࠊඵ࡙ࢶᅄ度にてࠊ合ࡏて୕༑ᢿࢶをபዴく⪺ࡺ

れどもࠊᡤㅝඵ開手ஓとபるは୍ࠊ度にඵ࡙ࢶᢿࢶこ

とをபるにてࠊᅄ度合ࡏたるをபには㠀ࠊࡎ然れࠊࡤඵ

�本ᒃ 1�ඵ開手とபなりࠖࠊをࢶᢿࢶ������)と㏙てい

るࠋඵ開手をᅄ度⧞り㏉し �2 ᅇᢿつᢿ手では୍ࠊ段は �

ᅇではなくࠊ�ᅇであると㏙られているࠋ 

 しかしࠊᐉ㛗のᢿ手ᩘの認識においてࠊ⚄ㄒであるඵ

開手の � ᅇはあくまでも例እ的な認識であるࠋᐉ㛗は、

⥲ᩘ �ᅇཬびそれ以上のᣏやᢿ手に対してࠊཎ๎的には

୍段 �ᅇの⧞り㏉しであるとしているࠋ例えࠊࡤඵ度ᣏ

についてྂࠗࠊ事グ࠘Ᏻᗣኳⓚの段にはࠕࠊ∞㒔ኵⰋព

美⪺Ṉペ 自ཧ出ゎᡤిර⪋ ඵ度ᣏⓑ⪅ �ࠖ∞に㒔ኵⰋ

ព美ࠊṈのペを⪺きてࠊ自らཧ出でిࠊけるරをゎき

てࠊඵ度ᣏみてⓑししく)�㔝 1������2����)とあるがࠊ

ᐉ㛗はこの例についてࠕࠊこは例のいや度にてࠊ必しもඵ

度に定まれるには㠀ࡌかとᛮどࠊ既にᅄ度ᣏともあれ

ࡡᣏミを重ࣀᅄ度ࠊはࠊしたしかにඵ度なるなࠊࡤ

て再ࣅするなりࠊレはたいよᜤᩗの⮳ࣜにてࠊ上代よ

り自然然
おのࡎからしか

ࣀにはこのṈࡴ後までも⚄をᣏࡴありけࡒ

あり �ࠖ本ᒃ 1����22�)と㏙ているࠋඵ度ᣏは୧段再ᣏ

の⧞り㏉しと認識されているࠋまたࠗࠊⓚኴ භ࠘᭶例����)

のᅄ段ᣏを⧞り㏉す࠙ᅄ段ᣏЍ手ᅄ段ᢿЍᅄ段ᣏЍ手ᅄ

段ᢿЍ㏥ てඵ度ᣏなりࡏこれも合わࠕࠊについてはࠚ �ࠖ本

ᒃ 1����22�)としࠊ合わࡏてඵ度となるᣏのศ⾲グで

あると㏙ている1ࠋ� ᅇのᢿ手についてもࠊᐉ㛗はྠ様

にゎ㔘するࠋ建ஂ �年�11�2)のࠗ ⓚኴ⚄ᐑ年中⾜事 ṇࠕ࠘

᭶༑᪥ᚚ❤ᮌዊ⣡⚄事ࠖにグされるࠕ▼ና>ニ@ᖐ着䚹

ྛᣏඵ度手୧➃�⬌㯞㭯・すᓥ 1����2��)ࠖについてࠊᐉ

㛗はࠕࠊ➃は段なりࠊこれも୍段にᅄ࡙ࢶにてࠊ୧段はࠊ

合ࡏてඵࢶなりࠊさてࠊᣏඵ度とあるはࠊᅄ度ᣏ段を

பるにてࠊࣀᅄ度୍段ࡈとにࠊ手はඵ࡙ࢶᢿてࠊ合ࡏ

て༑භなり �ࠖ本ᒃ 1�������)と㏙ࠊ୍ 段 �ᅇのᢿ手が

段ᢿたれࠊさらにそれが⧞り㏉されて 1� ᅇになるとし

ているࠋ以上のようにࠊᐉ㛗はࠊᢿ手ᩘについて୍ࠊ段

�ᅇをᇶ‽としたうえでࠊᣏのᩘとの関ಀをಖࡕながらࠊ

2 のでつ定されるものであるとグしている�本ᒃ

1���� ࠋ(�22��22
 ではࠊᐉ㛗はこうしてつ定されたᢿ手ᩘでどのように

㡢を発したと考えていたのだࢁうか୍ࠋ条වⰋ�1��2� 

1��1)のࠗ Ụḟ➨ᢒ ࠘᭶ᅄ᪥の♳年⚍にࠕ上ཀᢿ手作法

不௧᭷ኌ手のさきをあはࡏてやをらやおらࢺᡴ合ஓ �ࠖ⥆

⩌᭩類ᚑ成 1�������)�上ཀのᢿ手の作法はࠊ㡢を❧

てないࠋ手のඛを合わࡏてࠊ㟼かにそっとᡴࡕ合わࡏる)

とあるがࠊᐉ㛗はࠊこの文についてࠕࠊいと後ࣀୡのさま

にてࢡ⏒ࠊ本ពをኻることなり>͐͐@ いかにもいかに

もኌ㧗くࠊ大࢟にᢿࢶこそࠊ本ࣀពにはありけれࠖ�本ᒃ 

1�������)とᣦしているࠋそっと㟼かにᢿつのではなくࠊ

㡢㧗く大きくࠊつ定のᩘをᢿつことがᢿ手の本ពである

とᐉ㛗はᙇするࠋ 
 なおࠊᣏとᢿ手におけるᩘの関ಀについてࠊᐉ㛗は、

⚄をᩗうᚰの῝さを⾲すものとしているがࠊその୍᪉でࠊ

䛄ᘏ႐ᘧ࠘⚄⾰⚍におけるࠕ再ᣏ୧段Ѝ▷ᢿ手୧段���)

Ѝ⭸㏥Ѝ再ᣏ୧段Ѝ▷ᢿ手୧段���)Ѝ୍ᣏࠖの最後の୍

ᣏについて୍ࠕࠊᣏとあるはᣏのᩘには㠀ࠊࡎᩗࣄのあま

りに⤊ࣜにᒅఅて㏥ࢡのみなり �ࠖ本ᒃ 1����22�)とも㏙

ているࠋᩗのᙉさはᩘのつ定からの㐓⬺として現れるこ

ともあると認識されているࠋ 
10.�. ▷ᡭᢿᡭ࣭後ᡭᢿᡭ࣭ᢿᡭ୕ᗘ 

ḟに2ࠊ のとは対にࠊ▷手のように少ないᩘを

示唆するᢿ手についてࠊᐉ㛗はどう㏙ているのだࢁうࠋ

ᐉ㛗は▷手についてࠕࠕࠊ▷手段ࠖとあるはࠊᅄ࡙ࢶ

段にてࠊ༶ࢳඵ開手のᩘなるをࠊඵ開手とபࡊࣁるはࠊ

ᅄ࡙ࢶ段にษࣜてᢿࢅࡺࢶなるしࠊཪた手ᅄ段と

あるはࠊ▷手ᅄ段にてࠊ合ࡏて༑භなりࠊ@͐͐<ࠊただ

ᢿ手とのみあるもࠊ▷手୍段にてࠊᅄࢶᢿࢶなりࠊᢿ手୍

度とあるもྠࠊࡌたࢶ୍ᢿࢶにはあらࠖࡎ�本ᒃ

1�������)と㏙ているࠋここでもࠊᢿ手のᇶ‽となるᅇ

ᩘは �ᅇと認識されているࠋまたࠊ後手についてࠊᐉ㛗

はࠕࠊ後にᢿࢶをபࠖ�本ᒃ 1����ࡄࡵ手を後᪉にࠕࠊ(���

らしてᢿࢶなりࠖ�本ᒃ 1����2�1�1)と㏙ているがࠊ後

手のᢿ手ᩘにはゝཬしていないࠋ 

 ᪉ࠊᐉ㛗は୕ࠊ度のᣏとᢿ手୕度を୍ࠊ段 �ᅇのᢿ

手とはูのものと認識していたࠗࠋ ᑠྑグ 㛗年ࠕ࠘

�1�1�)୕᭶༑ᅄ᪥▼ΎỈ⮫時⚍ にࠖはࠕࠊᦤᨻபࠊᚚᣏ୕

度ṃࠊᅄ度ṃࠊㅖཀ⏦៑不ぬ⏤ࠊᦤᨻபࠊ⿕ዊᏱబ⚄ᑌ

அ時ࠊ᭷୕ᣏஅ⏤ഃ᭷ᡤぬப々ࠊవ⏦பࠊ今᪥೫⿕用

⚄᫂ࠊ᭷ఱ事இࠊ᭷ᚚᖯ・ᮾ㐟等அᨾஓࠊᦤᨻபࠊ然

事ஓࠊ᭷ᅄ度ᚚᣏப々㸦ࠖቑ⿵ྐᩱ大成ห⾜ 1������㸧

とありࠊᚚᣏは୕度かᅄ度かのၥ⟅においてࠊᏱబで୕

度ᣏを⾜なうとᦤᨻが㏙たのに対しࠊ今᪥は⚄᫂の

であると⏦し❧てࠊᅄ度のᣏを⾜ったとグされている䚹
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ᐉ㛗はࠊこのၥ⟅にゝཬしࠕࠊᏱబࣀ大⚄をࠊࡤషのዴく

♭り㈷ࡩ事あるᨾにもしష法のᣏなら୕ࠊࡤ度なるき

かとての論なり �ࠖ本ᒃ 1����22�)と㏙ているࠋ᪥本の

♩からࠊᢿ手୕段をはࡵࡌとしてࠊᩍに特徴的なᩘ

である୕を㝖እしなくてはならないとᙇされている ࠋ22

 以上のようにࠊᐉ㛗がࠊᣏとᢿ手のᅇᩘについてᇶ‽

とするᣐりᡤはࠊあくまで୍段 �ᅇの認識であるがࠊᐉ

㛗はྠ時に 2 ののᅇᩘでもᢿ手ᩘをᤊえていたࠋᐉ

㛗はこのᢿ手ᩘの認識をࠊᘧ᭩などにみられるᢿ手に

適用しࠕࠊ⚄をᣏࡴにࠊ手をᢿᩘの事ࠊ後ୡにはㄝ々あり

てࠊさまࡊまなれどもࠊ上件のᩘࡒṇしかりける �ࠖ本ᒃ

1�������)と㏙ているࠋᐉ㛗がᢿ手ᩘを᭕にࠊࡎࡏ自

らの認識にもと࡙いてそれを᫂☜化しようとしたことが

うかがえるࠋ 
 

11. Ⲩᮌ⏣⤒㞞ࡢᢿᡭᩘにࡢ࡚࠸ࡘゝㄝ 

 ḟにࠊᐉ㛗のࠗ ྂ事グఏ と࠘ྠࡰ時ᮇのᏳỌ �年�1���

年)にⲨᮌ⏣�中ᕝ)⤒㞞�1��2�1���)が著したࠗ大⚄ᐑ

ᘧゎ࠘にみられるᢿ手ᩘについてのゝㄝを検討する ࠋ�2
11.1. ୍ẁ � ᅇཬࡧ �ᅇㄝ 

 ᐉ㛗も⤒㞞も2ࠊ ののᅇᩘでᢿ手ᩘを認識してい

るがࠊᐉ㛗がᢿ手ᩘの特定をᛕ㢌に⨨いたのに対してࠊ

⤒㞞は必ࡎしもそうしていないࠋ 

 まࠊࡎ⤒㞞はࠗⓚኴ࠘භ᭶例のᢿ手についてࠕࠊཪᣏᘧ

さまࡊまあるはࠊ下>භ᭶例༑භ᪥@ࠊ大⚄ࣀᚚ๓>ᑣ@ඹニ

␌手ᅄ段ᢿࠊཪ後ニᅄ度ᣏዊࠊ手ᅄ段ᢿࠊᅄ度ᣏዊࠊิ

㏥ࠊと見ࡺるはࠊᣏඵ度ࠊᢿ手ඵ段ࠊ>ᅄを୍段としࠊ合

てᅄඵ୕༑うつなり@ࠋ合୕ࢸ༑ᢿしࠋཪ>ྠ᭶例

༑᪥᭶ḟ⚍@ࠊ༶ࢳᅄ段ᣏዊࠊඵ開手ᢿ>ᘭ@ࠊ▷手୍段

ᢿᣏዊࠊཪ᭦ニᅄ段ᣏዊࠊඵ開手ᢿ>ᘭ@ࠊ▷手୍段ᢿࠊ

༶୍ࢳ段ᣏዊࠊとあるはᅄ度ᣏて手ඵࢶᢿࠊࡕཪᅄࢶ>▷手@

うࠊࡕཪᅄ度ᣏ手ඵࢶᢿཪᅄࢶ>▷手@うࠊࡕ合༑ᅄうつ

なりࠊ>୕ඵ༑ᅄஓ@ྑࠋඵ度ᣏはྠくて手うつ事はⓙ

かはれり �ࠖ中ᕝ 1����1����)と㏙ているࠋ⤒㞞は୍段

�ᅇをᇶ‽にᢿ手⥲ᩘを認識してはいるもののࠊのᢿ手

ᩘをᢿつ可能性も示唆しているࠋまた୍ࠊ段にᢿつᢿ手

ᩘに関してはࠕࠊᅄにてもඵにてもうつしࠋ段をわかつ

もきまり↓くてࠊᡈはᅄᡈはඵࠊいくつᢿとも➃を改ࡵ

しࡩそれを୍➃といࠊࡤれࡊ 㸦ࠖ中ᕝ 1����1����㸧と

㏙୍ࠊ段は�ᅇでも�ᅇでもありうるとしているࠋ 
 ⤒㞞はまたࠊ୧段再ᣏにおけるᣏのᩘとᢿ手ᩘとの関

ಀについてḟのように㏙ているࠕࠋඵ度ᣏは๓後すて

ඵ度ᣏዊるなりࠊその時は必手をᢿしࠋさまは୧段

再ᣏしてࠊ手ඵ度࡙度ᢿࠊ>合༑භ@ࠊ⭸㏥してཪ୧

段再ᣏ手ጞのࡈとくᢿつࠋこれᬑ通のඵ度ᣏのさまなりࠋ

>୧段再ᣏはࠊ再ᣏしてཪ再ᣏしࠊ手ඵ度࡙度ᢿ>合

༑භ@をいࠋࡩᅄ度ᣏといࡩもこれなりࠋṈᅄ度ᣏを重れ

ణしඵ@͐͐<ࠋ@手も合て୕༑うつなりࠊඵ度ᣏにてࡤ

度ᣏ手ᢿᩘᡤによりてかはりࡵありࠊこにはい࡙れを

用るにや定かならࡡどࠊṈฎにඵ度ᣏといࡩは下>᭶

例@ࠊ♳ᛕࠊ⚍ࣀᅄ段ᣏዊ>ᘭ@ࠊ▷手段ᢿ୍ࠊ段ᣏࠊཪ

᭦ニᅄ段ᣏዊࠊ▷手段ᢿ>ᘭ@୍ࠊ段ᣏዊ␌ࠊと見ࡺる

とྠࡌかるしࠋ>これඵ度ᣏஓࠊこにしるすはࠊ༑度

ᣏするにఝたれどࠊ本とするはึのᅄ度と後のᅄ度なりࠊ

୍ᣏ࡙をそࡩるはᩗのあまりにてࠊᣏ␌ẗにᒅᣏする

をいࡩし@ 㸦ࠖ中ᕝ 1����1����㸧とあるࠋ 

 上のᘬ用文はわかりにくいのでゎㄝしてみようࠋ⤒㞞

はࠊඵ度ᣏࠊ୧段再ᣏの検討からࠊᢿ手ᩘを検討してい

くがࠊそれらのᣏにおいてはࠊᢿ手とグされていなくて

もࠊᤸがᢿたれていたとするࠋまたࠊᣏとᢿ手における

ᩘのẚ例関ಀはࠊཎ๎としてࠊᣏ㸯ᅇに対してᢿ手は2

ᅇであるとするࡕすなわࠊ୧段再ᣏ2ᅇࠊそうするとࠋ�2

ඵ度ᣏにおけるᢿ手ᩘの対応は1ࠊ�ᅇであることになるࠋ

しかしࠊ⤒㞞はここでࠊ実際のᢿ手ᩘはࠊ上グのཎ๎の2

ಸでもありうるとするࠋすなわࠊࡕᣏ㸯ᅇに対してᢿ手

は�ᅇで対応することがありうるとするࠋそのሙ合にはࠊ

ᢿ手はඵ度ᣏの1�ᅇの2ಸである�2ᅇᢿたれることにな

るࠋこのように考えることによりࠊඵ度ᣏのకうᢿ手ᩘ

をࠊ㊶⚀大ა⚍における最大ᢿ手ᩘである�2ᅇとྠᩘの

ᢿ手ᩘとして認識することができるࠋ 

 ⤒㞞が୍段をࠕᅄにてもඵにてもうつしࠖとするᣐ

りᡤはなࢇだࢁうࠋ⤒㞞の考え᪉の᰿ᗏにはࠊᐉ㛗とྠ

様に2ࠊのにもと࡙くᢿ手ᩘの認識があると考えられ

るࠋしかし୍ࠊ᪉で⤒㞞がᛕ㢌においていたのは、ࠗ

ᘧ �2ࠊᢿ手ᅄ段段ูඵ㐢ࠖにおけるᢿ手�2ᅇでありࠕ࠘

ᅇのᢿ手がᙜ今に実㊶されていたことであるࠋ⤒㞞がこ

の�2ᅇをࠊ㐃⥆するᢿ手ᩘの上㝈ではあるが極➃に多い

ᅇᩘではなくࠊᢿたれて然るきᅇᩘの୍つとして認識

していたことがࠕ今බ家に用いらるは多く୕༑ᢿな

りࠋされど事によりᡤによりてその作法␗なりࠖ�中ᕝ 

1����1����)と㏙ていることからわかるࠋしかしࠊ⤒㞞

はᢿ手ᩘを特定するのではなくࠊៅ重に進ࡵようとするࠋ

ᐉ㛗もゐれているࠗᒣᢒ࠘ࠗࠊỤ家ḟ➨࠘等のᢿ手例

についてࠊ⤒㞞はࠕࠊ手のᩘをいはࡎ �ࠖ中ᕝ 1����1����)

と㏙ているࠋᢿ手ᩘが不᫂であるならᩘࠊを特定する

よりもࠊゎ㔘の可能性をᗈげておくきであるとする認
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識であるࠋ⤒㞞のこの認識᪉法にࠊᐉ㛗はࠊ␗をၐえて

いるࠋᐉ㛗はࠗࠊ ⋢間࠘のࠕ手ᢿᩘのことࠖでࠊ⤒㞞ㄝ

にゝཬしࠕࠊᅄࢶを୍段とするとࠊඵࢶを୍段とするとの

␗ありࠊと⥂㞞⚄のᘧᖒゎにいり とࠖグしたうえ、

䛂ᮎの⣽᭩にᩘࠊのたがࡦあるはࠊ⪺きてよくたしてࠊ

ཪしるすし �ࠖ本ᒃ 1����1�21�)と㏙ࠊᢿ手ᩘについ

ては」ᩘの可能性をేᏑさࡏるのでなくࠊあくまでも୍

つに定ࡵるきであるとᣦするࠋ 

11.2. ▷ᡭ後ᡭ 

 ではࠊ▷手と後手についてࠊ⤒㞞はどう㏙ているの

だࢁうࠋまࠊࡎ▷手について⤒㞞はྑࠕࠊ▷手はᅄ࡙つᢿ

なりࠊ�ඵ開手の㛗きにࡴかてᅄࢶᢿを▷手といࡩ)䛃

�中ᕝ 1����1����)と㏙ࠊᐉ㛗とྠ様にࠊ▷手୍段がඵ

開手の༙ศの �ᅇであるとしているࠋ᪉ࠊ⤒㞞はࠊ▷

手がᅇᩘを示していない可能性があることも示唆してい

るࠕࠋ>▷手の▷はࠊ㧗ᒣ▷ᒣの▷とྠくࠊᢿ㡢のపをい

きに▷のࡦその㡢のࠋࡌపと▷はពྠ@͐͐<ࠊなりࡩ

Ꮠは用しࠋᚿẝ
し の ࡦ

には用ࡺからࠋࡎ然れࡤᚿẚኳ
し の び て

と

いࡩは後ୡのྡ目ஓ@ࠖ�中ᕝ 1����1����)とあることか

らࠊ▷手をపい㡢Ⰽのᢿ手とするㄝもྰ定されていない

ことがわかるࠋなおࠊ本✏でᥦ示したཎ文におけるࠕ▷

手 のࠖഐカにはࠊミ࢝ࢪデとシࣅࣀデと㏦る例があるがࠊ

どࡕらも後代のものであるࠋ 

ḟにࠊ後手について⤒㞞はࠕࠊ㓇㣗をたまࡦ␌れࠊࡤ後手
の ࡕ で

をうつなりࠋጞに手ᡴて㓇㣗しࠊ␌てཪᡴによりࠊጞに

ࡩて後手といかࡴ �ࠖ中ᕝ 1����2�1��)と㏙ࠊඵ開手

や୧段再ᣏとは対照的にࠊᅇᩘよりもពを重視する見

ゎを示しているࠋしかしࠊᘧ᭩にࠕ後手୍段ࠖとグさ

れているのならࠊのᢿ手とྠ様に୍ࠊ段のᢿ手ᩘも認

識されてよいࠋ⤒㞞はࠊ後手୍段のᢿ手ᩘについてࠕࠊ手

に୍段といࡩはࠊᡈはᅄࠊᡈはඵࠊᡈはを୍⥆にᡴを

段といࡩなりࠋ➃のᏐを用るは然に㠀ࠖࡎ�中ᕝ 1���� 

2�1��)と㏙ているࠋすなわࠊࡕ後手୍段はࠊ� ᅇࠊ�

ᅇ2ࠊᅇのいࡎれかであるとされているࠋ 

 またࠊ以上のようにつ定されたᢿ手ᩘでどのように㡢

を発するきかについてࠊ⤒㞞はࠕࠊ手ඵࢶᢿときᅄࢶを

度にᢿつᚰをᏑすきなり �ࠖ中ᕝ 1����1����)と㏙

ているᩘࠋ多くᢿつことが⚄をᩗうᚰの῝さに対応する

との認識が示されているࠋ 

 

12. ⷵ⏣ᏲⰋ୍ࡢẁ 1ᅇㄝཬࡧ 2ᅇㄝ 

ⷵ⏣ᏲⰋ�1����1���)のࠗ ⚄ᐑ␎ に࠘みられるᢿ手ᩘ

についてのゝㄝについても㏙ておこうࠋᏲⰋはఀໃ⚄

ᐑの⚄⫋をົࡵたỤᡞ時代後ᮇの⚄㐨Ꮫ⪅であるがࠊᢿ

手ᩘについて⤒㞞のᙇをྰ定しࠊᢿ手ᩘはもっと少な

いはࡎであると㏙ているࠋ 

ま୍ࠊࡎ段のᢿ手ᩘの認識であるࠋᐉ㛗と⤒㞞が୍段

のᢿ手ᩘをᇶ本的に �ᅇとしたのに対してࠊᏲⰋはࠕࠊ୧

段とは୧度とྠࡌくてࠊᢿ手୧段といࡤ度手ᢿこと

なるかࠊṈࢁࡈにはᅄ度ᢿ事を୍段と定ࠊࡵඵᣏを再ᣏ

とபつるか �ࠖⷵ⏣ 1�������)とᢈุし୍ࠊ 段のᢿ手ᩘは

1 ᅇであるとᙇするࠋこの⤖ᯝࠊᢿ手⥲ᩘࠊཬびᣏの

ᅇᩘとᢿ手ᩘのẚ例関ಀもࠊᐉ㛗や⤒㞞とは␗なった認

識になるࠋ例えࠗࠊࡤⓚኴ࠘භ᭶例におけるࠕᅄ度ᣏЍ

手ᅄ段ᢿЍᅄ度ᣏЍ手ᅄ段ᢿ��,�) はࠖࠊᐉ㛗や⤒㞞にᚑ

えࠊ୍ࡤ 段 �ᅇをඵ段ᢿつので⥲ᩘ �2 ᅇとなるがࠊᏲⰋ

にᚑうと୍ࠊ段 1ᅇをඵ段ᢿつので⥲ᩘ �ᅇになるࠋす

なわࠊࡕᣏ �ᅇに対して �ᅇのみᢿたれることになる�ⷵ

⏣ 1����ࠊణしࠗࠋ(��� ⚄ᐑ␎࠘には୍ࠊ段のᢿ手ᩘが

2 ᅇと認識されているグ㏙もみられるࠋඵ開手について

ᏲⰋはࠕࠊ大აᘧにࠊᢿ手ᅄ度ࠊ度ูඵ㐢ࠊ⚄ㄒᡤㅝඵ

開手ஓࠊとபもࠊᢿ手ᅄ度を重ࡠるᨾにඵ度なるを、

ඵ開手と朝ᘐにもၐࡩる事となりけࢇ �ࠖⷵ⏣ 1�������)

と㏙ࠊඵ開手はᢿ手 �ᅇであるがࠊそれは୍段を 2 ᅇ

としࠊそれをᅄ段ᢿつので �ᅇになるからであるとして

いるࠋ᪉ࠊ後手ᢿ手の段ᩘについてࠊᏲⰋはࠗࠊⓚኴ

⚄ᐑ年中⾜事࠘から後手ᢿ手の例をᘬきࠊᚚᣏᅄ度ࠕࠊ�2

ᚚ後手ࠊཪᚚᣏᅄ度ࠊᚚ後手⏦ࠊとありࠋᚚ後手とࡤか

りにては段かᅄ段かヲならࡠモஓࠖ�ⷵ⏣ 1�������)

と㏙ているࠋ文中のࠕ段かᅄ段ࠖはࠕࠊᚚ後手ࠖを⧞

り㏉した⤖ᯝが 2ᅇもしくは �ᅇになるとㄞࡵるࠋ後手

୍段のᢿ手ᩘが1ࠊ ᅇもしくは 2 ᅇと認識されているこ

とがわかるࠋなおࠊ後手についてࠊᏲⰋはこのにࠗࠊ ⓚ

ኴ ࠊ࠘ࠗ Ṇ⏤ に࠘おける┤๓後のᢿ手にゝཬしࠕࠊ┤⤥

㏥ཤの時は୍段手ᢿつ上代の例にࠊࡕ時は▷手段ᢿࡩ

てࠊ後手とは┤␌の後にᢿをபなり �ࠖⷵ⏣ 1�������)

と㏙ているࠋᏲⰋはࠊ┤と後手との関ಀをࠊ後手に

ඛ❧ࡕ▷手段がᢿたれるとこࢁから認識しようとするࠋ 

 ᏲⰋはࠊᢿ手はᜤᩗのពをᣢつと認識してはいるがࠊ

⤒㞞とは␗なりᩘࠊ多くᢿつことと⚄をᩗうᚰの῝さと

を┤᥋に対応࡙けようとはしていないࠋᏲⰋはࡴしࠊࢁ

物をዊり⤥うときのᢿ手こそが本᮶のᢿ手のあり᪉であ

りࠊそこに⏕ࡌるᝋびこそがࠊᢿ手の本㉁であると認識

するࠋ例えࠊࠗࡤ ᘧ の࠘㊶⚀大ა⚍㎮᪥におけるⓚኴᏊ

以下のᢿ手 �1��� についてはࠕࠊᝆᇶᚚ㤣ዊるにⓚኴᏊ以

下⩌⮧ඵ開手をᢿことをグࡏりࠋみな㓇を⤥ࡦᰤᝋࡪ
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状ஓ �ࠖⷵ⏣ 1�����������)と㏙ࠊඵ開手がᝋびのឤ

の発㟢であると認識しているࠗࠋ ⓚኴ ࠊ࠘ࠗ Ṇ⏤ の࠘┤で

ᢿたれる後手ᢿ手についてもྠࠊ様のゝཬがあるࠋᏲⰋ

はࠊこれらの認識にもと࡙きࠊᢿ手ᩘをቑやすことを、

䛂႐びのవりࠖの⾲現としてᤊえࠕࠊ今のୡにもேのᝋび

వる時は手をᗄ度もᢿは上代のさまṧれるならࠋࢇモ

にᝋ⚃ࡦくれよとて୕度ᡴこと㓇Ⰽの上にてあまた見

きࠖࡠ�1 ⏣ⷵ�������)と㏙ているࠋ文中のᢿ手 �

ᅇはࠊỴࡵられたᅇᩘのᢿ手ではなくࠊឤの᪸ࡪりに

より多くᢿたれたᢿ手として認識されているࠋ 

 

1�. ᢿᡭᩘࡢ⾲記᳨ࡢウ 

ここからࠊᘧ᭩にグされたᢿ手におけるᢿ手ᩘの認

識᪉法について検討するࠋ検討に際しての本✏のࢫタン

ᏲⰋの考ࠊ㞞⤒ࠊᐉ㛗ࠊ๓節まではࠋを☜認しておくࢫ

え᪉を㏙たがࠊᢿ手ᩘの検討に際してࠊそれらのゝㄝ

や⚄♫⚍♭等における័⩦を手かりとするゎ㔘ࠊまたࠊ

ᩘの㇟徴性の認識にもと࡙くᢿ手ᩘのゎ㔘は᥍えたࠋ後

代のྐᩱや័⩦から考えていくことは୍つの研究᪉法で

はあるがࠊそもそもࠗࠊⓚኴ࠘ࠗࠊṆ⏤࠘からࠗすᐑグ』

までにも1ࠊ�� 年以上が⤒過しているࠋᢿ手はࠊ㐨ලや

⇍⦎を要ࠊࡎࡏᢿࡕ᪉が変化しやすい動作であるたࡵ、

この間にᢿࡕ᪉に変化がないと考えることには↓⌮があ

るࠋ本✏の検討はࠊཎ๎として対㇟としたᘧ᭩のみを

手かりとし୍ࠊ段のᢿ手ᩘについてはࠊ少ないᅇᩘか

ら多いᅇᩘまで可能な㝈りのゎ㔘をᐜれるようにしたࠋ 
1�.1. ẁᩘࡢၥ㢟Ⅼ 

本✏でྲྀり上げるᘧ᭩の多くのᢿ手にはࠊ段ᩘのグ

㍕があるࠋᢿ手ᩘをつ定しているこのࠕ段ࠖཬびࠕ度䛃

はࠊᢿ手のまとまりのᩘを示すពで用いられている䚹

このたࠊࡵᢿ手ᩘはࠊ段ᩘとᢿ手⥲ᩘの᪉で認識する

ことになるࠋではࠊᘧ᭩においてࠊᢿ手ᩘが⥲ᩘでな

く段ᩘによりグされているのはなࡐだࢁうかࠋいくつか

の⌮⏤が考えられるࠋまࠊࡎᣏとの関ಀを᫂示するたࡵ

であるかもしれないࠋᣏはᅄ段ᣏのように段ᩘで⾲示さ

れるࠋᣏにకいᢿ手がᢿたれるとすれࠊࡤᢿ手も段ᩘで

⾲グするのが⌮に適うࠋḟにࠊ⥲ᩘよりも段ᩘで認識す

る᪉がᢿࡕやすいので段ᩘをグしたとも考えられるࠋ例

え�2ࠊࡤ ᅇを㡰にᩘえながらᢿつよりもࠊ� ᅇࠊ� ᅇの

まとまりにศしてᢿつ᪉がᢿࡕやすいであࢁうࠋまたࠊ

そもそも⥲ᩘはཝ᱁にỴまっていなかったとも考えられ

るࠋ段ᩘのみをグしたのはࠊ⥲ᩘをᴫᩘとしてᢕᥱする

たࡵである可能性もあるࠋ 

段ᩘによるᢿ手ᩘのグ㏙はࠊᘧ᭩成❧時のᢿ手を▱

るたࡵの手かりになるがࠊその୍᪉でࠊ⿵グがないと、

ᢿࡕ᪉を▱ることが㞴しい例もあるࠋ例えࠊࡤᅄ段とグ

されるᢿ手を」ᩘのᢿ手⪅がᢿつ例にはࠊᢿ手⪅ဨがࠊ

ྠ時にᅄ段ᢿ手したのかࠊそれともࠊᅄ段ᢿ手を㡰ḟᢿ

っていくのかが不᫂である例があるࠋこうしたၥ㢟の

対ฎのたࡵにࠊ後代のྐᩱや近現代のᢿ手័⩦とのẚ㍑

検討を㋃まえてࠊ検討を進ࡵる手㡰が可能であるがࠊす

でに㏙たようにࠊᤸのᢿࡕ᪉やそのグ㏙᪉ᘧが変化し

ている可能性を㝖することはできないࠋ本✏ではࠊཎ

文に㡰ḟのᢿ手であることが᫂グされているሙ合には、

そのままグしࠊཎ文にそのグ㍕がない例についてはࠊཎ

๎としてࠊゎ㔘をຍえࡎにࠊཎ文にある段ᩘをそのまま

グしているࠋ 

1�.2. ᢿᡭᩘゎ㔘ࡢୗ㝈 

 ここからල体的に୍ࠊ段のᢿ手ᩘゎ㔘の上㝈と下㝈に

ついて検討していこうࠋまࡎはࠊ下㝈であるࠋᘧ᭩に

はࠊ段ᩘはᣏについてもグされている୍ࠋ段ᣏがఱᅇの

ᣏであるかについてもヲらかではないがࠊここでᣏとᢿ

手とを対応さࡏながら考えていこうࠋもっとも少ないᅇ

ᩘを考えてみるࠋ௬に୍ࠊ段ᣏがᣏ 1ᅇであるとするな

らేࠊグされているᢿ手୍段もᢿ手 1ᅇではないかとす

る見ゎがありえようࠋᏲⰋも୍段 1ᅇㄝと 2ᅇㄝとを࿊

示しておりࠊその可能性をྰ定する┤᥋の᰿ᣐはない䚹

そこでࠊ本✏ではࠊ段がేグされるᢿ手では୍ࠊ段 1 ᅇ

を下㝈として検討に౪したࠋᣏとᢿ手をྠᩘとするならࠊ

୍段 1ᅇはጇᙜな考え᪉であるとゝえるࡌྠࠋ段ᩘであ

ってもࠊᢿ手ᩘはᣏのᅇᩘよりも多ᩘであると定する

ことはできるがࠊまࡎはこうして可能な㝈りのゎ㔘をᐜ

れるᯟ⤌みを示しておくࠋ 

1�.�. ᢿᡭᩘゎ㔘ୖࡢ㝈 

 ḟにࠊ上㝈はఱᅇだࢁうࠋඵ開手を手かりに考えて

いこうࠋඵ開手はࠊ� ᅇᢿつことを୍段としࠊそれ以上

ᢿつことであると考えられているがࠕࠊඵ開手 とࠖのみグ

されるときにᢿたれるᅇᩘはࠊ本✏で対㇟とするᢿ手例

では �ᅇでありࠊそれよりも多ᩘではないと考えられるࠋ

それはࠊ例えࠊࠗࡤ ⓚኴ࠘භ᭶例�1�Ѝ11ࠊ��Ѝ1�)のよう

にࠊඵ開手の┤後にࠊ▷手୍段等と段ᩘが⾲グされたᢿ

手が後⥆している例がみられることからわかるࠋもしඵ

開手が1ࠊ� ᅇ�2ࠊ ᅇࠊすなわࠊࡕ段ࠊᅄ段ᢿたれるこ

とをពᅗしてグされているならࠕࠊ段 がࠖేグされた▷手

୍段等とのΰྠを⏕ࡌないようにࠊඵ開手にもࠕ段ࠖや 

䛂度 あࠖるいは注グがグされるのではないだࢁうかࠋそれ
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がないඵ開手においてはࠊ� ᅇのみᢿたれたとするのが

ጇᙜであるࠋ 

 以上のඵ開手の検討を㋃まえࠊඵ開手ではないᢿ手୍

段において上㝈とすきᢿ手ᩘについて考えてみよう䚹

もしᢿ手୍段が1ࠊ� ᅇかそれ以上のᅇᩘであれࠊࡤ⚄ㄒ

であるඵ開手の �ᅇを㉸えてしまうのでࠊやはり注グ等

でそれとわかるように示すのではないだࢁうかࠋそれが

ేグされていないのであれ୍ࠊࡤ段は � ᅇ以下であると

考えるのがጇᙜであると考えられるࠋ以上の検討から、

ᢿ手୍段の上㝈を �ᅇとするࠋ下㝈とేࡏてࠊ本✏では、

୍段のᢿ手ᩘは2,1,�,�ࠊ ᅇのどれかであるとするࠋ以

後ࠊ本✏ではこれを ����2�1 とグす ࠋ�2

1�.�. ẁᩘ記載ࡢᢿᡭ 

ここまで段ᩘがグされたᢿ手を検討したがࠊᘧ᭩に

はࠊ段ᩘがグされておらࠊࡎ༢にࠕᢿ手ࠖとのみグされ

ている例も多ᩘみられるࠋ段ᩘが不グ㍕であれࠊࡤᅇᩘ

はุ᩿できないのでࠊ下㝈 1ᅇから上㝈 � ᅇまでのす

ての可能性を考慮する必要があるࠋ以下ࠊ本✏ではこれ

を>1��@と⾲グする段䛃୍ࠕᢿ手୍段ࠖのࠕࠊࢇࢁࡕもࠋ�2

が┬␎されࠕᢿ手ࠖとのみグされている可能性はある䚹

例えࠗࠊࡤ内ᘧ࠘のᢿ手にはࠊᢿ手୍段とするグ㏙

がみられࠕࠊࡎᢿ手ࠖがそのままࠕᢿ手୍段ࠖをពし

ている可能性があるࠋしかしࠊ本✏ではࠊ上グのཎ๎に

ᚑって>1��@として検討したࠋのᘧ᭩の例についても

ྠ様にグしているࠋ 

なおࠊ本✏ではࠊはࡵࡌに少し㏙たようにࠊཎ文に

グされていないᢿ手については検討対㇟にしていない䚹

例えࠊࡤᣏとのみグされていてもᢿ手される可能性があ

る例やࠊᣏの⧞り㏉しが┬␎されているたࡵにࠊᢿ手の

⧞り㏉しが┬␎されている可能性がある例にࠊᢿ手を⿵

グすることはしていないࠋణしࠊ୧段再ᣏにకうᢿ手に

ついては୍ゝしておこうࠋ୧段再ᣏのㄒはࠊ⤒㞞もᣦ

するようにࠊ後代にはᢿ手度�段)をྵࡴようになり、

このᣏにకうᢿ手を┬␎するグ㏙が現れるࠋしかしࠊそ

れらはあくまで後代にみられるグ㏙であるࠋ本✏で対㇟

とするᘧ᭩ではࠊ例えࠊࠗࡤ すᐑグ 大࠘ཎ㔝⚍や᪥⚍

における୧段再ᣏのすࡄ後にᢿ手ᅄ度�12�,12�)とグさ

れているようにࠊ୧段再ᣏにᢿ手ᅄ段やᢿ手段が近᥋

してグされている例がとࢇどであるࠋそのたࡵ本✏で

はࠊ୧段再ᣏについてはᣏのみとして認識しているྠࠋ

様にࠊ後代には┤の๓後にᢿ手する័⩦が⏕ࡌるが、

ཎ文にグされていなけれࠊࡤ検討対㇟としていない ࠋ�2
 

1�.�. ▷ᡭ࣭㛗ᢿᡭ࣭後ᡭࡢᢿᡭᩘ᳨ࡢウ 

 ▷手・㛗ᢿ手・後手のᢿ手ᩘはࠊ上グとはまたูに考

える必要があるࠋ▷手から考えていこうࠋ本✏ではࠊ▷

手がࠊそれと対照的な特徴をᣢつと考えられる㛗ᢿ手よ

りもࠊඵ開手のᢿ手ᩘと対照されていることを手かり

にするࠗࠋ ⓚኴ ࠊ࠘ࠗ Ṇ⏤ ࠊ࠘ࠗ ᘏ႐ᘧ࠘にはࠊ▷手がඵ開手

に後⥆してᢿたれる例がみられるが1ࠊ�.�でもゝཬした

ようにࠊこれらの例における▷手୍段のᢿ手ᩘはࠊඵ開

手よりも少ないᅇᩘであると考えられる2�このことかࠋ

らࠊ本✏ではࠊ▷手に段ᩘがేグされているときのࠊ▷

手୍段の上㝈を �ᅇとするࠋ下㝈についてはࠊ本✏では、

通ᖖのᢿ手୍段の下㝈を 1 ᅇとしているのでࠊ▷手୍段

においても 1 ᅇが下㝈となるࠋまたࠊ段をేグࠕࡎࡏ▷

手ࠖとのみグされている例ではࠊᢿ手ᩘはࠊ�ᅇ2ࠊᅇࠊ

1ᅇの可能性があるとするࠋ 

 ḟにࠊ㛗ᢿ手を考えようࠋ本✏ではࠊ㛗ᢿ手と୧段再

ᣏとの関ಀを手かりにするࠋまࠊࡎ㛗ᢿ手୧段とグさ

れているࠗ ᘏ႐ᘧ࠘୕ 年₩ᩪ�1��)の例をみるとࠊ┤๓に

୧段再ᣏとグされているࠋつまりࠊ୧段再ᣏと㛗ᢿ手୧

段とが近᥋して用いられているࠋそこでྠࠊ様に୧段再

ᣏに近᥋し┤๓に୧段再ᣏとグされているᢿ手の例を᥈

すとࠊᢿ手ᅄ段とᢿ手୧段に例がありࠊᢿ手ᅄ段につい

ては �例���,�2,��,�1,12�,12�)もみられるこのことࠋ��

からࠊ㛗ᢿ手୧段とᢿ手ᅄ段とは⥲ᩘがྠࡌである可能

性があると᥎ できるࠋ以上の検討からࠊ㛗ᢿ手୍段の

上㝈をᢿ手୍段の 2ಸである 1� ᅇとするࠋ下㝈について

はࠊ▷手を � ᅇとしたときにはࠊ㛗ᢿ手は �ᅇ以上ࠊ▷

手を 2 ᅇもしくは 1 ᅇとしたときにはࠊ� ᅇである可能

性を考慮するきであるࠋよってࠊ㛗ᢿ手୍段の下㝈を

� ᅇとするࠋణしࠊ▷手と㛗ᢿ手についてはࠊᅇᩘでは

なくࠊᢿࡕ᪉を変えたᢿ手である可能性ࠊさらにはࠊᢿ

手間の時間間㝸を㐪えることによりࠊ通ᖖのᢿ手と༊ู

している可能性もあるࠋ▷手と㛗ᢿ手の例をල体的に検

討するときにはࠊこれらの可能性を考慮する必要があるࠋ 

ḟにࠊ後手୍段は୍ࠊ㐃のᢿ手の最後にᢿたれ⤊わり

を作るࠋᢿ手ᩘに関してࠊᏲⰋは上㝈を �ᅇとしࠊ⤒㞞

は上㝈が �ᅇである可能性を示唆しているࠋ本✏ではࠊ

後手ᢿ手についてࠊ多くのゎ㔘をᐜれるたࡵにࠊそれに

ඛ⾜するᢿ手とษり㞳されたᢿ手とみなしࠊ�ᅇࠊ�ᅇࠊ

2ᅇ1ࠊᅇの可能性があるとするࠋ 

以上ࠊᢿ手ᩘについての本✏における考え᪉を示した

がࠊどれもᇶ本的にはࠊ可能なあらࡺるᢿ手ᩘを検討の

ಋ上に㍕ࡏることをᛕ㢌に⨨いたものであるࠋ 
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1�. ᘧ᭩にࡿࢀࡽࡳᢿᡭࡢ୪᳨ࡢࡧウ 

以上の検討にもと࡙きࠊᘧ᭩に現れたᢿ手のᅇᩘの

᥎⛣およびᣏとの関ಀを検討するࠋ以下ࠊᘧ᭩に現れ

たᢿ手の୪びࠊもしくはᢿ手とᣏの୪びのうࠊࡕ類ఝと

みなすことができる୪びを 1� 系ิにศ類して示すྛࠋ 系

ิ下段のᣓᘼにはそれをᢿ手ᩘの᥎⛣として示した䚹

1�.�,1�.� でᥦ示したࢵࣛࢫシュとゅᣓᘼのグ㏙᪉法に

よりྛࠊ系ิのᢿ手ᩘに可能なゎ㔘の最大㝈を示した䚹

₎ᩘᏐはᣏを示すࠋᢿ手とᣏの᥎⛣をࣇࣁンで⤖ࢇだࠋ

1� 系ิのศ類についてはࠊあくまでࠗⓚኴ࠘からࠗす

ᐑグ࠘までのᢿ手に㝈定した検討⤖ᯝでありࠊ後代のᢿ

手までྵࡵれࠊࡤ␗なるศ類になると考えられるࠋ特徴

ある系ิから㏙ていこうࠋ 
1�.1. ㊶⚀ა⚍にࡿࡅ࠾ᢿᡭඵ㐢ᅄẁ 

䛄ᘧ࠘༲᪥���,��ࠊࠗ(����1�㎮᪥ࠊ(2 ᘏ႐ᘧ࠘༲᪥

ࠊࠗ(�11��11�㎮᪥ࠊ(�112�11� すᐑグ࠘༲᪥�1��)ࠊ㎮᪥

�1���1��)にはࠊ㌟ศの㡰にᢿたれるḟのᢿ手の系ิをみ

いだすことができるࠋ 

1） ㊭Ѝᢿᡭඵ㐢ᅄẁЍ㏥Ѝᢿᡭඵ㐢ᅄẁЍ㏥Ѝᢿᡭඵ

㐢ᅄẁ 

 （㊭��2�㏥��2�㏥��2）ߥ

 ඵ㐢ᅄ段についてはࠗࠊᘧ ㊶࠘⚀大ა⚍༲᪥���,��2)

にはࠕᢿ手ᅄ度ࠊ㹙度ูඵ㐢ࠊ⚄ㄒᡤㅝඵ開手ஓ͐㹛ࠖ

と注グされるࠋこのࠕ度ูඵ㐢 のࠖ注グはྠࠊ ㎮᪥��1���)

にはࠕ段ูඵ度 ࠊࠖࠗ ᘏ႐ᘧ࠘༲᪥�112�11�)にはࠕ度ูඵ

㐢ࠖとあるࠋまたࠗࠊ すᐑグ࠘大ა༲᪥�1��)ྠࠊ㎮᪥

�1���1��)にはともにࠕᅄ段ඵ㐢 とࠖ注グされているࠋこ

れらの注グはࠊᢿ手ᅇᩘをල体的に᫂示するものであるࠋ

᪉でࠗࠊ ᘏ႐ᘧ࠘㎮᪥�11��11�)にはࠊこの注グがない

がࠊ༲᪥とྠ様の文⬦におけるᢿ手なのでࠊඵ㐢ᅄ段の

ᢿ手とุ᩿されるࠋなおࠗࠊ ᘧ࠘の༲᪥と㎮᪥ࠗࠊ ᘏ႐

ᘧ࠘の༲᪥と㎮᪥ࠊཬびࠗすᐑグ࠘㎮᪥にはࠊᙜヱᢿ手

が㡰ḟのᢿ手であることがグされているのに対してࠗࠊす

ᐑグ ༲࠘᪥�1��)にはࠊ⋤ཀ以下のᢿ手とのみグされてお

りࠊ㡰ḟにᢿつᢿ手であるかྰかは☜認できないしࠋ�1

かしࠗࠊ すᐑグ࠘༲᪥�1��)はࠊの �例とྠ様に㞙ே発

ኌ後の㊭いてのᢿ手であるたࠊࡵ㡰ḟにᢿつグ㏙の┬␎

であると考えられるࠗࠋ ᘧ ࠊ࠘ࠗ ᘏ႐ᘧ ࠊ࠘ࠗ すᐑグ࠘のඵ

㐢ᅄ段ࠊすなわࡕඵ開手ᅄ段のみを㡰ḟᢿࡕ㏥いていく

ᢿࡕ᪉はࠊ༲᪥と㎮᪥を通してのࠊ㊶⚀大ა⚍のᢿ手の

特徴であると考えられるࠋᣏをకわࡎに㊭いて㡰ḟ手を

ᢿっていくことがࠊこれらのᢿ手の重要性を示すࠋ 

 䛄ᘧ ㊶࠘⚀大ა⚍の㎮᪥にはࠊᤸがᢿたれる⟠ᡤがも

うࡦとつあるࠋそれはᢿ手 �� のࠕ␌බཀ以下ᢿ手ᅄ段ࠊ

ྛ㏥出ࠖ࠙ ᅄ段�බཀ以下)Ѝ㏥ ᢿ手ᅄ段とのみࠊでありࠚ

グされているࠋᢿ手 �� についてはࠊⲴ⏣‶�1����1���)

のࠗ大აᘧල㔘࠘にࠕṈᢿ手モࠊࠊまたࠊඵ開手

ࣜࢼ �ࠖⲴ⏣ 1�1��1��)とありࠊⓚᏥ館大Ꮫ本の注にもࠕᢿ

手はඵ開手であࢁう �ࠖⓚᏥ館大Ꮫ⚄㐨研究ᡤ 2�12����)

とあるࠋしかしࠊ㊶⚀大ა⚍のཎ文には注グがみられࠊࡎ

またྠࠊ ࡌࠗ ᘧ ㊶࠘⚀大ა⚍のᢿ手���,�1)のように㊭

いてのᢿ手ではないたࠊࡵ本✏では�2ࠊ ᅇにຍえて 1�

ᅇ,� ᅇの可能性も認識したࠋ 
1�.2.ࠗ ⓚኴ ࠊ࠘ࠗ Ṇ⏤ に࠘ࡿࢀࡽࡳᣏᢿᡭࡏࢃྜࡳ⤌ࡢ 

 ࠗⓚኴ ⏤Ṇࠊ࠘ࠗ に࠘みられるᢿ手とᣏの୪びをグす2ࠋ㸧

�㸧のつの系ิから成るとみることができるࠋ 

2） ᅄẁᣏЍඵ㛤ᡭЍ▷ᡭ୍ẁЍ୍ẁᣏ 

 （ᅄ�����2�1�୍）ߥ

 2)はᅄ段ᣏにඵ開手が⥆きࠊさらに▷手と୍段ᣏが後

⥆する୪びであるࠗࠋ ⓚኴ ࠊ࠘ࠗ Ṇ⏤࠘におけるඵ開手はࠊ

どれもᅄ段ᣏに後⥆しているࠋ 

�） ᅄẁᣏЍ▷ᡭẁ�▷ᡭ୍ẁЍ୍ẁᣏ>Ѝ後ᡭ୍ẁ@  

 （@ᅄ�����2�1�୍�>����2�1）ߥ

 �㸧はᅄ段ᣏに▷手と୍段ᣏが後⥆する୪びでありࠊそ

のあとに後手が後⥆するሙ合がある2ࠋ㸧におけるඵ開手

が┬␎された୪びとみなすこともできる2ࠋ㸧と �㸧はࠊ

どࡕらもᢿ手㸦ඵ開手Ѝ▷手㸧�▷手㸧をࠊᅄ段ᣏЍ୍段

ᣏでᅖࡴ୪びとして認識することができるࠊ᪉ࠗࠋ�2 ⓚ

ኴ ࠊ࠘ࠗ Ṇ⏤࠘にみられる後手୍段にはࠊどれも▷手がඛ

⾜しているがࠊのᘧ᭩にはその୪びはみられない ࠋ��

 ḟにࠗࠊ ⓚኴ භ࠘᭶例�1��2�)ࠊ᭶例�2����)ࠗࠊ Ṇ⏤࠘

භ᭶例������)ࠊ᭶例�����2)の � 例には2ࠊ㸧と �㸧⤌

み合わࡏた �㸧の系ิをみいだすことができるࠋ 

�） ᅄẁᣏЍඵ㛤ᡭЍ▷ᡭ୍ẁЍ୍ẁᣏЍᅄẁᣏЍඵ㛤

ᡭЍ▷ᡭ୍ẁЍ୍ẁᣏЍ⛣ືЍᅄẁᣏЍ▷ᡭẁ�▷ᡭ

୍ẁЍ୍ẁᣏ>Ѝ▷ᡭẁЍ୍ẁᣏ@Ѝ┤>Ѝ㡰ḟࡢ▷

ᡭẁ@Ѝ後ᡭ୍ẁ 

ᅄ�����2�1�୍）ߥ �ᅄ �����2�1�୍ �ᅄ �����2�1�୍

�>����2�୍@Ѝ>����2@�����2�1） 

�㸧ではࠊまࡎ 2㸧の୪びが⧞り㏉されるࠋそのあとに

本ᐑからูᐑに⛣動するとࠊ�㸧を⾜うࠋ⤒㞞も㏙るよ

うにࠊ本ᐑでは2ࠊ㸧のようにᅄ段ᣏの後にඵ開手をᢿࡕ

▷手をᢿつがูࠊᐑではࠊ�)のようにᅄ段ᣏの後にඵ開

手をᢿたࡎに▷手をᢿつこうして本ᐑにおけるඵ開ࠋ��

手とูᐑにおけるඵ開手なしとの対照が作られている䚹

ణしูࠊᐑにおける �㸧の▷手と୍段ᣏについては୍通
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りではない ࠋ��

 2㸧の系ิはࠊのᘧ᭩のඵ開手にも類ఝする୪びを

みいだすことができるࠋまࠊࠗࡎ ᘏ႐ᘧ࠘୕時⚍の࠙ࠊ 再

ᣏЍඵ開手Ѝ▷手Ѝ再ᣏࠚ�11��111)における୍度目の

䛂再ᣏࠖがࠊヂ注᪥本ྐᩱ本の⿵注にあるようにࠕ୧段

再ᣏࠖであるとすれࠊࡤこの୪びを 2㸧に類ఝする系ิ

とみることができる�ᑿ 2����ዴṈ୧ࠕཎ文にはࠋ(��1

㐢ࠖとありࠊこの୪びは 2度⧞り㏉されている��.�.1ཧ

照)ࠋḟにࠗࠊ ᘏ႐ᘧ࠘භ᭶᭶ḟ⚍には࠙ࠊ ᢿ手͐Ѝᢿ手͐

Ѝ再ᣏЍඵ開手Ѝ▷手Ѝ再ᣏ͐Ѝ再ᣏ୧段Ѝ▷手段䛇

�1�1�1��)とあるࠋこのうࠊࡕ再ᣏЍඵ開手Ѝ▷手Ѝ再ᣏ

の୪びを2ࠊ㸧の系ิとẚるとࠊඵ開手がᅄ段ᣏではな

く再ᣏに後⥆するという㐪いはあるが2ࠊ㸧と少しの類ఝ

があるとᣦしても間㐪いではないだࢁうࠋ 

 2㸧の୪びにおいてࠊᢿ手ᩘはࠊඵ開手をᢿったあと▷

手段�▷手୍段とῶࡌているがࠊ後⥆するᢿ手ᩘのこ

のῶ少傾向はࠊ本✏でྲྀり上げたᢿ手において୍⯡的に

みられる傾向性であると考えられるたࠊࡵ㐃⥆あるいは

᩿⥆するᢿ手の୪びにおけるῶᩘの傾向性としてこれを

後㏙するࠋ 

᪉ࠊ�㸧の系ิの⤌み合わࡏにはより多くの例があるࠋ

まࠊࠗࡎ ⓚኴ࠘᭶例の����)ࠗࠊ Ṇ⏤࠘᭶例の��2���)

をࠊḟの �㸧の系ิとみることができるࠋ 
�） ᅄẁᣏЍ▷ᡭẁЍ୍ẁᣏЍᅄẁᣏЍ▷ᡭẁЍ୍

ẁᣏЍᅄẁᣏЍ▷ᡭẁЍ┤Ѝ▷ᡭẁЍ後ᡭ୍ẁ  

 （ᅄ�����2�୍�ᅄ�����2�୍�ᅄ�����2Ѝ����2�����2�1）ߥ

�㸧の系ิはࠊ�㸧が �度⧞り㏉される୪びとして認識

できるࠋこのࠊ�㸧の系ิの類ఝ型としてࠊᅄ段ᣏにᢿ

手段が後⥆する୪びを⧞り㏉してから୍ᣏするḟの �㸧

の系ิがࠗࠊ ᘏ႐ᘧ࠘⚄⾰����1��)にみられるࠋ 

�） ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�ЍᢿᡭẁЍ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�Ѝ

ᢿᡭẁЍ୍ᣏ 

 （ᅄ�1������2�ᅄ�1������2�୍）ߥ

䛄ᘏ႐ᘧ ⚄࠘⾰にはᅄ段ᣏではなく୧段再ᣏとグされて

いるᐉ㛗もこのࠋ�� �㸧の୪びを認▱しておりࠊ୧段再

ᣏすなわࡕᅄ段ᣏとᢿ手とが関㐃࡙けられる型的な例

としてࠊこれをࠕ再ᣏ୧段ࠊ▷ᢿ手୧段ࠊ⭸で㏥いて再

ᣏ୧段ࠊ▷ᢿ手୧段୍ࠊᣏする �ࠖ本ᒃ 1����1�21�)とグ

しているࠋ 

1�.�. ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�に後⥆ࡿࡍᢿᡭᅄẁ 

ᅄ段ᣏすなわࡕ୧段再ᣏにᢿ手ᅄ段が後⥆する୪びも

多くの例をみいだすことができるࠋどの୪びもᶆ‽的な

系ิであるࠗࠋ ᘧ ࠊ࠘ࠗ すᐑグ࠘に多くの例がみられるࠋ 

�） ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�Ѝᢿᡭᅄẁ 

 （�����ᅄ��2�1）ߥ

ᢿ手ᅄ段をྵࡴ୪びのとࢇどが �㸧の系ิであるࠋ

䛄ᘧ の࠘大ཎ㔝⚍���)ࠊᖹ㔝⚍��2)ࠊ出㞼ᅜ㐀���ࠊ(

௵⣖ఀᅜ㐀��ࠊࠗ(1 すᐑグ࠘の大ཎ㔝⚍�12�)ࠊ᪥⚍

�12�)はࠊどれも �㸧の୪びであるࠋ୧段再ᣏ後のᢿ手ᅄ

段にはࠊᣏやᢿ手が後⥆ࠊࡎࡏそのまま動作が⤊わる傾

向があるかもしれないࠋ�㸧の系ิに類ఝするᢿ手の୪び

としてࠊ㛗ᢿ手をྵࡴ�㸧の系ิも見㏨すことができないࠋ 

�） ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�Ѝ㛗ᢿᡭẁ 

 （���ᅄ��2�1）ߥ

 㛗ᢿ手の例はࠗࠊ ᘏ႐ᘧ࠘୕年₩ᩪ�1��)のみであるࠋ

᪉ࠊḟの �㸧の系ิのようにࠊ୧段再ᣏではなくᅄ段

ᣏとᢿ手ᅄ段とが⧞り㏉される୪びもみられるࠋ 

�） ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�ЍᢿᡭᅄẁЍ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�Ѝ

ᢿᡭᅄẁ 

 （�����ᅄ��2�1������ᅄ��2�1）ߥ

 䛄ⓚኴ࠘භ᭶例��,�)はࠊ�㸧の系ิであるࠋなおࠊ୧段

再ᣏ�ᅄ段ᣏ)に後⥆していないᢿ手ᅄ段はࠗࠊ ᘧ࠘ఀ ໃ

大⚄ᐑᖯ���)におけるࠕ⛠၏ࠊ༖Ẋ㊭ࠊᢿ手ᅄ段ࠖに

みられるのみであるࠋ୧段再ᣏはඵ開手とともにᣏ♩の

୍㐃の動作のὶれの中での重要な作法であるがࠊᢿ手ᅄ

段をకうことによりそのពがᙉࡵられると認識されて

いる可能性があるࠋ 

1�.�.ᢿᡭẁࡃࡋࡶは୧ẁᣏࡢࡑࡴྵࢆࡢ⣔ิ 

ᢿ手段もしくは୧段再ᣏ�ᅄ段ᣏ)をྵࡴそのの୪

びをᣲげるࠋまࠊࡎ�㸧の系ิの୍部が┬␎された୪びの

例をᣲげるࠋ�㸧における最後の୍ᣏが┬␎された୪びが

1�㸧であるࠋ 

10） ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�Ѝ�ᢿᡭ�▷ᡭ�ẁ 

 （ᅄ�1������2）ߥ

 䛄内ᘧ࠘ඖ᪦ཷ⩌⮧朝㈡ᘧ���)ࠊ᪥ᐗᘧ���)

の࠙୧段再ᣏЍᢿ手୧段Ѝ㈡ኌࠚはࠊ㈡ኌをకうが最後

の୍ᣏがないた1ࠊࡵ�㸧の系ิと認識されるࠋこれらの

例ではࠊᢿ手୧段が㡰ḟᢿたれている可能性もあるࠗࠋ 

ᘧ࠘ᅬᖼ㡑⚄にはࠕࠊ再ᣏዴึࠊᚚᕩᢿ手୧段 �ࠖ��)とあ

るがࠊ๓㏙のようにࠊ文⬦から୧段再ᣏの┬␎とุ᩿す

るࠗࠋ ᘏ႐ᘧ࠘㈇ᖾ物������)の࠙⛠၏Ѝ୧段再ᣏЍᢿ手

୧段Ѝ㊭Ѝᢿ手୧段Ѝ㊭Ѝᢿ手୍度ࠚはࠊ系ิ 1�㸧にお

けるᢿ手୧段の⧞り㏉しと認識できるがࠊ最後のᢿ手୍

段はᩘをῶࡌているࠋなおࠊᢿ手୧段が⧞り㏉されるの

でࠊこれをేࡏてᢿ手ᅄ段とみなすならࠊ�㸧の୧段再ᣏ

に後⥆するᢿ手ᅄ段の例とみることもできるࠋ 
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 ḟにࠊ୧段再ᣏ後のᢿ手に段ᩘがグされていない 11㸧

の系ิをᣲげるࠋ 

11） ୧ẁᣏ�ᅄẁᣏ�Ѝᢿᡭ�ẁᩘ記載�   

 （@��ᅄ�>1）ߥ

 䛄ⓚኴ භ࠘᭶例�21)の࠙ ᅄ段ᣏЍ▷手ᢿЍ再ᣏ ࠊࠚࠗ 内

ᘧ࠘ඖ᪦ཷ⩌⮧朝㈡ᘧ���)の࠙⛠၏Ѝ୧段再ᣏЍᢿ手

Ѝ㈡ኌࠚはࠊ系ิ 11㸧の例であるࠗࠋ 内ᘧ࠘᪥ᐗ

ᘧ���)の࠙再ᣏЍᢿ手Ѝ㈡ኌࠚはࠊす本のᣦにᚑい

再ᣏを୧段再ᣏととれࠊࡤ系ิ 11㸧にᩘえられるࠋまたࠊ

ࠗᘏ႐ᘧ࠘ᖹ㔝⚍�11�)を࠙ࠊ୧段再ᣏЍᣏЍᢿ手Ѝᣏࠚ

とグしたがࠊ以上の例はいࡎれも୧段再ᣏ後のᢿ手に段

ᩘがグされていないࠋ 
ḟにࠊ୧段再ᣏをకわࠊࡎᢿ手୧段が㡰ḟにᢿたれる

系ิ 12㸧の例をᣲげるࠋ 
12） ᢿᡭẁЍᢿᡭẁЍᢿᡭẁЍᢿᡭẁ 

 （1������2�1������2�1������2�1������2）ߥ

 12㸧の୪びはࠗࠊ ᘧ࠘♳ᛕ⚍���)にみられるࠋཎ文

には 2ᅇ目以後のᢿ手୧段は┬␎されている1ࠋ㸧のඵ㐢

ᅄ段のᢿ手とྠ様に㡰ḟにᢿたれていくࠋ 

 こののᢿ手୧段の例に࠙ࠊ ᢿ手୧段Ѝ㑏 �ࠚࠗ ᘏ႐ᘧ』

♳ᛕ⚍ �ࠊ2ࠗ すᐑグ࠘♳ᛕ⚍ 11�ࠊ࠙( ᣏЍᢿ手୧段Ѝᣏࠚ

�ࠗ ᘏ႐ᘧ ⚲࠘ᐅグ 1��)をᣲげることができるࠋ�1��)

ではࠊᢿ手୧段とᣏとの๓後関ಀは不᫂☜であるࠋ 

1�.�. ᢿᡭ୕ẁ᳨ࡢウ 

ᢿ手୕段におけるࠖ୕ࠕのពはいくつかあると考え

られるࠋᅄ段や୧段のᢿ手とは␗なる系ิとして検討し

なけれࡤならないࠋまࠊࠗࡎ ᘧ࠘にࠊᢿ手୕段とᢿ手୍

段による系ิ 1�㸧の例を」ᩘみいだすことができるࠋ 

1�） ᢿᡭ୕ẁЍᢿᡭ୍ẁ 

 （2��12���������2�1）ߥ

 䛄ᘧ ᅬ࠘ᖼ㡑⚄⚍���ᯇᑿࠊ(������ᖹ㔝⚍ࠊ(���

⚍������)ࠊ⚄今㣗������)ࠊ㙟㨦⚍������)の㦵⤌

みを࠙ࠊ ᢿ手୕段Ѝ⛠၏Ѝᢿ手୍段 ⛠どれもࠋとグしたࠚ

၏をᣳࢇでいるがࠊこれらの例を᩿ࠊ⥆するᢿ手におけ

るῶᩘとして認識できるࠋᢿ手୕段とᢿ手୍段でᅄ段を

形成していることに目を向けてもよいだࢁうࠋすなわࠊࡕ

ᢿ手୕段をᢿࠊࡕ⛠၏や┃の⾜Ⅽをᣳみࠊᢿ手୍段をᢿ

つことにより⤊わりが作られているࠋ 
 ᪉ࠗࠊ すᐑグ に࠘はࠊ㡰ḟのᢿ手を୕段ᢿ手としてグ

したと考えられるḟの系ิ 1�㸧の例がみられるࠋ 

1�） ᢿᡭ୍ẁЍᢿᡭ୍ẁЍᢿᡭ୍ẁ  

 （����2�1�����2�1�����2�1）ߥ

䛄すᐑグ࠘ᖹ㔝⚍�122,12�)にࠕࠊ⚄ᢿ手ࠊ⚄♲ᐁ以

上・上ཀ以下ࠊ・භ段々ⓙᢿ手୕段々々ࠖとみえ

るᢿ手୕段の㦵⤌みを࠙ࠊ ᢿ手�⚄)Ѝᢿ手�⚄♲ᐁ以

上・上ཀ以下)Ѝᢿ手�・භ)ࠚとグしたࠋ⚄によ

るᢿ手がࠊᢿ手୕段のなかの୍段目にあたると考えられ

るࠋまたࠗࠊすᐑグ ᅬ࠘㡑⚄⚍�1��,1�1)にࠕࠊ༡♫⚃モࠋ

ᢿ手୕段ࠋ㝶段々ᢿஅ とࠖみえるᢿ手୕段の㦵⤌みをࠊ

【ᢿ手�㝶)Ѝᢿ手�㝶)Ѝᢿ手�㝶) 以上ࠋとグしたࠚ

の例はࠊ㡰ḟに୍段ࡎつᢿたれる୕段のᢿ手とゎ㔘で

きるࠋ本✏ではࠗ すᐑグ ま࠘でを検討対㇟としているがࠊ

ᢿ手୕段はࠊ時代が㝆ると1ࠊ�㸧1�㸧のにもពが⏕

 ࠋ��れ検討する必要があるࡒそれࠊると考えられるのでࡌ

1�.�. ୍ẁᢿᡭࡢ記㏙ࡢ≉ᚩ 

୍段のᢿ手にはࠊ㡰ḟあるいは㐃⥆してᢿたれる例と

༢⊂でᢿたれる例があるࠋ㡰ḟあるいは㐃⥆してᢿたれ

るᢿ手୍段はࠗࠊ ⓚኴ࠘භ᭶例�12�1�)の࠙ᢿ手୍段Ѝᢿ

手୍段Ѝᢿ手୍段 ࠊࠚࠗ ᘧ࠘᭶ఀໃ大⚄ᐑᖯ���)の

【ᢿ手୍段Ѝᢿ手୍段ࠚであるࠋこのうࡕභ᭶例�12�1�)

はࠊᢿ手୕段とグされていないがࠊ系ิ 1�㸧の୪びのᢿ

手とみなすことができるࠋまたࠊ༢⊂でᢿたれるᢿ手୍

段はࠗࠊ ᘧ࠘᪥⚍���)の࠙ᢿ手୍段Ѝ㑏 ࠊࠚࠗ ᘧ࠘

大ཎ㔝⚍���)の࠙ᢿ手୍段Ѝ㣗 ࠊࠚࠗ すᐑグ࠘ᖹ㔝⚍ 

�12�)の࠙㣤⤥Ѝᢿ手୍段 ࠊࠚࠗ すᐑグ࠘᪥⚍�12�)の 

【⤥⚘Ѝᢿ手୍段ࠚであるࠋ 

この୍ࠊ段のᢿ手にはࠊ後手୍段ࠊ▷手୍段の例も

あるࠋ後手のᢿ手にはࠊ後手୍段のみがみられࠊ後手

段の例はみられないࠋその多くはࠗⓚኴ࠘භ᭶例と᭶

例における系ิ �㸧ࠊ系ิ �㸧ࠊ系ิ �㸧に現れる後手ᢿ手

であるࠋణし1�.2ࠊ で㏙たようにࠊ後手୍段はࠊ�㸧

の系ิでありながらࠊそこからはࡎれたᢿ手とゎ㔘でき

るࠊ༢⊂でᢿたれている後手୍段の例がࠗࠊ᪉ࠋ�� ⓚ

ኴ࠘භ᭶例�22)の࠙⯙␌Ѝ後手ᢿ୍段 ࠊࠚࠗ すᐑグ࠘大ཎ

㔝⚍�12�)の࠙事Ѝᢿ後手୍段ࠚであるࠋḟにࠊ▷手୍

段については2ࠊ㸧の系ิのなかでඵ開手に後⥆ࠊもしく

は �㸧の系ิでᅄ段ᣏに後⥆する例を検討したがࠗࠊṆ⏤࠘

᭶例��1)ࠊභ᭶例���)ࠊ᭶例���)の࠙▷手୍段ᢿЍ

 ࠋ༢⊂の▷手୍段とみなすことができるࠊはࠚཷ

1�.�. ẁᩘ⾲記࠸࡞ࡀᢿᡭࡢ記㏙ 

最後にࠊ段ᩘ⾲グがないᢿ手の例をᣲげるࠋまࠊࡎ㡰

ḟにᢿたれる段ᩘ⾲グがないᢿ手がࠗࠊ 内ᘧ に࠘」ᩘ

みられるࠗࠋ 内ᘧ࠘ඖ᪥���)������)ࠊ᭶᪥観

馬ᑕᘧ��1��2)は࠙ࠊ ᢿ手�ⓚኴᏊ)Ѝ㈡ኌ�⛠၏Ѝᢿ手�ぶ

⋤以下)Ѝ㈡ኌ ࠊまたࠗࠊࠚ すᐑグ࠘ᖹ㔝⚍�121)は࠙ࠊ ᢿ手

�上ཀ)Ѝᢿ手�㘓)Ѝ着ᢿ手�ྐ⏕)Ѝ着㢠�121) ࠊであるがࠚ
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ともに㡰ḟのᢿ手であるࠋ本✏ではᢿ手 121 を㡰ḟのᢿ

手とグしたがࠊඛに㏙たようにࠊဨによるᢿ手であ

る可能性もあるࠗࠋ ᘧ 出࠘㞼ᅜ㐀���)の࠙ ㈷Ѝᢿ手Ѝ

㏥ࠚはࠊ㈷うࡈとにᢿつと考えられるࠋ 

ḟにࠊᢿ手とᢿ手との間㝸が近᥋してはいないが୍ࠊ

㐃の動作の中で⧞り㏉しᢿたれるとみなすことができる

段ᩘ不⾲グのᢿ手の୪びをᣲげる࠙ࠋᢿ手�ぶ⋤)͐Ѝᢿ手

�ぶ⋤) �ࠚࠗ ⓚኴ භ࠘᭶例 ᭶例ࠊ1�,11 ᐑ�手ᢿࠊ࠙(�2�,2

ྖ)͐Ѝ手ᢿ�⚲ᐅ)ࠚ�ࠗⓚኴ࠘᭶例 ࠊ࠙(1,2 ᢿ手�ᩪ内

ぶ⋤)Ѝ͐Ѝᢿ手Ѝ͐Ѝ୧段再ᣏࠚ�ࠗᘏ႐ᘧ࠘୕時⚍の

๓༙ 1��,1��)であるࠋ 

 これらのにࠊ༢⊂でᢿたれるとみなࡏる段ᩘ不⾲グ

のᢿ手がある࠙ࠋ ᢿ手Ѝ㈡ኌࠚ�ࠗ内ᘧ࠘᪥ᐗᘧ

ࠊ࠙(�� ᢿ手Ѝཷࠚ�ࠗᘧ࠘ᅬᖼ㡑⚄⚍ ࠊ࠙(�� ᢿ手Ѝ

⛠၏Ѝཷ 㸦ࠚࠗ ᘧ࠘ᖹ㔝⚍ �1㸧࠙ࠊ ᢿ手Ѝྲྀࠚ�ࠗすᐑ

グ ࠘᭶ዊᖯ ࠊ࠙(�12 ᢿ手Ѝ㣧 �ࠚࠗ すᐑグ ᖹ࠘㔝⚍ 12�)ࠊ

࠙ᢿ手Ѝ散 �ࠚࠗ すᐑグ 㙠࠘㨦⚍ ᢿ手Ѝྲྀ㣧ࠊ࠙(1�2 �ࠚࠗ す

ᐑグ࠘᪂ა⚍ 1��)であるࠋまたࠊ段ᩘ⾲グがない後手ᢿ

手の例は࠙ࠊ ㈷㓇Ѝᢿ後手 㸦ࠚࠗ ᘏ႐ᘧ࠘㙠㨦⚍ ��㸧であ

るࠋ後手ᢿ手をᢿって㏥出するࠋ 

1�.�. ᢿᡭࡢ⣔ิにࡿࡅ࠾ῶᩘ᳨ࡢウ 

 本✏のᢿ手ᩘ⾲グはࠊᢿたれたᢿ手ᩘを特定するより

もࠊᢿたれた可能性のあるᢿ手ᩘの最大㝈をグ㏙する᪉

㔪で設定したものであるࠋここでඛに示唆しておいたῶ

ᩘの傾向性をもう少しㄪるたࡵに୍ࠊ㐃のᢿ手の୪び

におけるᢿ手ᩘの᥎⛣を検討するࠋ本✏ではࠊᢿ手୍段

のᢿ手ᩘをࠊ�ᅇࠊ�ᅇ2ࠊᅇ1ࠊᅇのいࡎれかであると

したࠋそれではࠊそれらのᢿ手が㐃⥆あるいは᩿⥆して

⧞り㏉されるときࠊどうᢿたれるのだࢁうかࠋおそらく

はࠊ�ᅇЍ�ᅇЍ�ᅇ͐ࠊ�ᅇЍ�ᅇЍ�ᅇ͐2ࠊᅇЍ2ᅇ

Ѝ2ᅇ͐1ࠊᅇЍ1ᅇЍ1ᅇ͐のように既定のᅇᩘのどれ

かが㐃⥆してᢿたれるはࡎでありࠊ�ᅇЍ�ᅇЍ͐のよう

にὶれの㏵中でᩘを変᭦することはないと考えられるࠋ

そこで1ࠊ㸧から 1�㸧までの系ิのうࠊࡕᢿ手が 2 ᅇ以

上現れる系ิについてࠊ可能なᢿ手⥲ᩘの᥎⛣を⾲ 2 に

示したࠋ例えࠊࡤ系ิ �のࠊᅄ段ᣏЍ�2�1�����Ѝᅄ段ᣏ

Ѝ�2�1�����Ѝ㏥�ࠗ ⓚኴ භ࠘᭶例 �,�)であれࠊࡤ�ᅄ��2�

ᅄ��2)ࠊ�ᅄ�1��ᅄ�1�)ࠊ�ᅄ���ᅄ��)ࠊ�ᅄ���ᅄ��)とし

て � 通りのゎ㔘をそれࡒれ示している��⾲ࠋ 2 でࠊᢿ手

の᥎⛣とともにᢿ手ᩘがῶ少しているかをㄪてみようࠋ

ᣓᘼがある系ิではࠊᣓᘼ内でῶᩘの᭷↓をㄪࠊ

さらにᣓᘼ内の最大ᢿ手ᩘを見ẚるࠋこのᩘえ᪉でࠊ 

௬にࠊ後手ᢿ手�����2�1)を㝖እするならࠊᢿ手ᩘがῶࡌ

ている傾向がわかるࠋすなわࠊࡕ᭩き出した系ิの多く

はࠊῶᩘのࣃターン��後手ᢿ手)であるということができ

るࠋこの例እはࠗࠊ ᘏ႐ᘧ භ࠘᭶例�1�1�1��)の Dࠗࠊ ⓚኴ』

᭶例����)の例のみであるࠋまたࠊ⾲ 2 でࠊ₎ᩘᏐで

グしたᣏの᥎⛣をㄪるとࠊᣏのᩘについてもῶᩘの傾

向性があることがわかるࠋ例እはࠗࡌྠࠊᘏ႐ᘧ࠘භ᭶

例�1�1�1��)であるࠋ 

 上グの検討で㝖እした後手ᢿ手について⿵グしておこ

うࠋ本✏ではࠊ後手ᢿ手をࠊそれにඛ⾜するᢿ手とษり

㞳されたᢿ手とみなしࠊᢿ手ᩘの上㝈についてはࠊ多く

のゎ㔘をᐜれるたࡵにࠊ� ᅇに設定したࠋᏲⰋが㏙る

ようにࠊ後手がࠊ㓇を⤥いᝋࡪときのᢿ手であるならࠊࡤ

後手にはࠊそれに┦応しいᙉࡵのᢿ手であることが要ồ 
されるであࢁうࠋしかしࠊ後手ᢿ手はࠊ現ᅾでもࠊᴦし

みなどをవ㡩としてṧすᢿࡕ᪉と認識されることがあるࠋ

とするならࠊ本✏のࢫタンࢫからは㞳れるがࠊ後手ᢿ手

をᩘࠊをῶࡌて⤊わるᢿࡕ᪉として認識しࠊ上㝈をῶら

したうえで再検討するきであるかもしれない✏本ࠋ��

の検討からは☜認できないがࠊこの時代のᣏ♩においてࠊ

ᩘ多くᢿࡕጞࡵてもᩘࠊをῶࡌて⤊わるᢿࡕ᪉がつ⠊と

されていた可能性があることもᣦしておくࠋ 

 

1�. ᳨ウ࣭ㄢ㢟 

 本✏ではࠊᢿ手のᩘについて�ୡ⣖と1�ୡ⣖のᘧ᭩を

対㇟にして検討したࠋ時代を㝈定することによりࠊᢿ手

ᩘのグ㏙についての傾向性を᥈ったࠋ⤒㞞はࠊᢿ手ᩘに

ついてࠕࠊᅄにてもඵにてもうつし とࠖ㏙ࠊグ㏙され

ているᢿ手ᩘに対して最大㝈まで多くᢿつとするゎ㔘を

進ࡵたがࠊᏲⰋはࠊ実際にそれど多くᢿつのかにၥ

を࿊したࠋ本✏はࠊどࡕらの᪉向のゎ㔘に対しても㱈㱒

がないようにࠊᢿ手ᩘの上㝈と下㝈を示して検討を進ࡵ

たࠋణしࠊその検討⤖ᯝはࠊあくまでも対㇟としたᘧ

᭩のᢿ手にみられる傾向性をㄞみྲྀったものでありࠊ実

際にどのようにᢿたれていたかとなるとࠊまたูのၥ㢟

であるࠋ⚍♭における実際のᢿ手を再構築することは本

✏の目的ではないがࠊ以下ࠊここまでの検討をもとにᚓ

ることができたᢿ手ᩘのពについてのⱝᖸの▱見とㄢ

㢟を㏙ておこうࠋ 

1�.1. ᢿᡭᩘࡽᢿࡕ᪉ࡿ࠼⪄ࢆ 

ᢿ手の⾲グ᪉法に目を向けてみようࠋᢿ手ᩘの認識に

はࠊඵ開手にみられる⥲ᩘの認識とࠊ段ᩘにより⥲ᩘを

ศする認識とがあるࠋ 段ᩘによるศグ㏙においてはࠊ

୍段のᢿ手ᩘと段ᩘがともにグされていれࠊࡤᢿ手⥲ᩘ
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がわかるがࠊどࡕらかしかグされていなけれࠊࡤ⥲ᩘが

わからないࠋ᪉ࠊඵ開手はࠊᢿ手ᩘをそのままᣦ示す

るのみならࠊࡎᤸの視ぬ的࣓ーࢪもႏ㉳するたࠊࡵ段

とᅇᩘとにศされた⾲グよりもࠊ┤᥋的なグ㏙である

ということができるࠋしかしࠊඵ開手は⚄ㄒでもありࠊ

多くの例ではࠊᢿ手ᩘは段ᩘでグ㏙されているࠋ段ᩘで

グ㏙する利点について1��1ࠊではࠊᣏのᩘとの関ಀを᫂

示するたࠊࡵ段ᩘで認識するとᢿࡕやすいたࠊࡵ⥲ᩘを

表 2　ᢿᡭࡀ 2ᅇ௨上現ࡿࢀ⣔ิ࡞⬟ྍࡿࡅ࠾ᢿᡭᩘの᥎⛣

系列 儀式書 通番 組合せ 拍手数の推移

1 『西宮』大嘗祭 134-137 　跪-32-32-退

a 　(四-8-4-一)(四-8-4-一)-出-(四-8-一-8-一)→8/4/2/1

b 　(四-8-2-一)(四-8-2-一)-出-(四-4-一-4-一)→8/4/2/1

c 　(四-8-1-一)(四-8-1-一)-出-(四-2-一-2-一)→8/4/2/1

a 　(四-8-4-一)(四-8-4-一)-出-(四-4-一)→8/4/2/1

b 　(四-8-2-一)(四-8-2-一)-出-(四-2-一)→8/4/2/1

c 　(四-8-1-一)(四-8-1-一)-出-(四-1-一)→8/4/2/1

a 　(四-8-4-一)(四-8-4-一)-出--(四-8-一)→8-8-8-8/4/2/1

b 　(四-8-2-一)(四-8-2-一)-出--(四-4-一)→4-4-4-8/4/2/1

c 　(四-8-1-一)(四-8-1-一)-出--(四-2-一)→2-2-2-8/4/2/1

2' 『延喜』三時祭 110-111 　二-8-[1-4]-二-退

a 　[1-8][1-8]-二-8-[1-4]-二-四-8

b 　[1-8][1-8]-二-8-[1-4]-二-四-4

c 　[1-8][1-8]-二-8-[1-4]-二-四-2

3,5,10 『皇太』二月例 3-7 a 　(四-8-一)(四-8-一)…(四-8)→16-8/4/2/1

b 　(四-8-一)(四-8-一)…(四-8)→8-8/4/2/1

c 　(四-4-一)(四-4-一)…(四-4)→4-8/4/2/1

d 　(四-2-一)(四-2-一)…(四-2)→2-8/4/2/1

a 　(四-8-四-8-一)(四-8)-出

b 　(四-4-四-4-一)(四-4)-出

c 　(四-2-四-2-一)(四-2)-出

a 　(四-32-四-32)-退

b 　(四-16-四-16)-退

c 　(四-8-四-8)-退

d 　(四-4-四-4)-退

a 　跪-32--8-8

b 　跪-16--4-4

c 　跪-8--2-2

d 　跪-4--1-1

a 　四-16-16-8

b 　四-8-8-4

c 　四-4-4-2

d 　四-2-2-1

a 　16-16-16-16

b 　8-8-8-8

c 　4-4-4-4

d 　2-2-2-2

a 　24-称唯-8

b 　12-称唯-4

c 　6-称唯-2

d 　3-称唯-1

1
『儀式』大嘗祭
『延喜』大嘗祭

79-83,112-117 　跪-32-退-32-退-32-退

『皇太』六月例

『皇太』九月例

『止由』六月例
『止由』九月例

『延喜』六月例

『皇太』二月例
『止由』二月例

14-20

25-30

38-44,46-52

101-105

3-7,32-36

63

69-70,73-78,85-86

『皇太』六月例

『儀式』伊勢幣

『延喜』負幸

『儀式』祈年祭

『儀式』諸々

98-100

8-9

87-88

95-97

『延喜』神衣祭

12

13

2,3,4

2,3,4

2,3,4

3,5,10

6,10

9

10'
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ᴫᩘとしてᢕᥱするたࡵと㏙たがࠊ段ᩘの認識はࠊḟ

に㏙るようにᩘ⥲ࠊの関ᚰとはูにࠊල体的なᢿࡕ

᪉やࠊᢿ手とᣏの動作の㐪いに目を向けさࡏるࠋ 
まࠊࡎᐉ㛗が୧段再ᣏや対応するᢿ手をࠊ₎㢼をっ

た♩法であるとしたことに注目しようࠋ� ᅇをᇶ‽とす

るᣏとᢿ手ᩘの⾲グはࠊ㝳၈の♩法がᑟ入されて以㝆も

Ꮡ⥆したࠋこのことはࠊᐉ㛗が㏙るようにࠊ⾲グ᪉ᘧ

が変᭦されてもࠊ� ᅇというᩘの認識が⥔ᣢされていた

ことをពするࠋしかしࠊᤸをどうᢿつかに目を向ける

ならࠊᢿࡕ᪉に変᭦が⏕ࡌなかったとはゝいษれないの

ではないだࢁうかࠋ例え୍ࠊࡤ段に �ᅇᢿつとしてもࠊ

ษれ目を入れࡎに � ᅇᢿつのではなく2ࠊ ᅇࡎつᢿつࠊ

ᤸのᙜて᪉を変えるなどࠊศする認識にもと࡙いたᢿ

またそれはࠊ᪉が可能でありࡕ 2のというもう୍つ

のཎ๎にもと࡙けࠊࡤ自然なᢿ手の重ࡡ᪉であるࠋこの

時代のᢿ手について検討するときࠊᢿ手ᩘとはูにࠊศ

してᢿたれていた可能性を検討する必要があるだࢁうࠋ

またࠊᐉ㛗はࠊඵ開手の認識を୍ࠕࠊ度にඵ࡙ᢿことを

பるࠖとし୍ࠊ段 �ᅇのᢿ手とは༊ูするがࠊ今᪥のఀ

ໃ⚄ᐑでもࠊษれ目を入れて �ᅇᢿつᢿࡕ᪉がࠊ通ᖖの

ᢿࡕ᪉として⾜われているࠋᣏについてもྠ様であるࠋ�1

ඵ度ᣏは⥆けࡊまに �ᅇᣏするのではなくࠊあくまでే

てࡏ �ᅇのពであるࠋᢿ手やᣏにおけるᩘの検討はࠊ

ษれ目の作り᪉とษり㞳すことができないのであるࠋ 
ḟにࠊᣏとᢿ手とがかなり␗なる動作であることもᛀ

れるきではないࠋᣏはࠊ㌟による動作でありࠊ㊭ᣏ

であっても❧ᣏであってもࠊ㢌を下げてから上げるまで

にそれ┦応の時間を要するࠋそのたᩘࠊࡵ多くᣏするの

であるならࠊࡤᣏしているときにもそのᅇᩘをぬえᩘえ

ていなけれࡤならないࠋ᪉ࠊᢿ手はᤸのみの動作であ

りࠊ▷いᢿ手間㝸で㐃⥆的にᩘ多くをᢿつことができるࠋ

ᢿ手間㝸が㛗いሙ合にはࠊ多くをᢿつたࡵにᅇᩘを☜か

ᢿ手ࠊᢿ手間㝸が▷いሙ合にはࠊながらᢿつとしてもࡵ

ᩘが多くてもࠊ㌟体ឤぬとしてそれをグ᠈しᢿつことが

可能であるࠋᣏとᢿ手のこれらの特徴と㐪いがࠊ୧⪅に

おける⥲ᩘの認識ࠊ⥲ᩘをศする認識とどのような関

ಀにあるかについてはࠊ改ࡵて検討することが必要であ

るࠋᢿ手にのみ▷手と㛗ᢿ手が༊ูされ時間間㝸の認識

があることࠊᢿ手㡢はῶ⾶する㡢であるたࡵ▷いᢿ手間

㝸でᢿっても୍つࡦとつを⪺きྲྀることができることもࠊ

ᛕ㢌に⨨かなけれࡤならないࠋ本✏ではࠊᢿ手୍段につ

いてࠊゎ㔘可能なᯟ⤌みをᗈくとり下㝈を 1ᅇとしたがࠊ

こうしてᣏとᢿ手の時間間㝸やᩘえ᪉の㐪いに目を向け

るなら୍ࡌྠࠊ段でもࠊᢿ手୍段はᣏの୍段よりも多ᩘ

であると定する᪉が⌮に適っているようにもᛮわれる

のであるࠋ⤒㞞等が㏙るようにࠊᢿ手ᩘがᣏのᩘとྠ

様にᩗいの度合いであるならࠊࡤᢿ手間㝸を㛗くして多

ᩘをᢿつᢿࡕ᪉とࠊᢿ手間㝸を▷くして多ᩘをᢿつᢿࡕ

᪉のࠊそれࡒれのᩗいのᙉࡵ᪉の特徴などもࠊ考えてみ

る価値があるかもしれないࠋこのࠊᢿ手をឤの᪸り

と認識したᏲⰋが୕ࠊ度のᢿ手をࠊᝋびのవりと㏙て

いることについてもࠊᢿ手間㝸やᅇᩘのグ᠈というഃ㠃

から再考するవᆅがあるだࢁうࠋ 
1�.2. ᢿᡭᩘࡢ᥎⛣ࡢၥ㢟 

ḟにࠊᢿ手ᩘの᥎⛣に注目するࠋ本✏では୍ࠊ㐃のᢿ

手⾜Ⅽをࣃターンとして見たときのᢿ手ᩘの᥎⛣につい

て検討しࠊ出現しやすく特徴的なᢿ手ᩘの୪びを 1� ✀の

系ิとして示したࠋではࠊこれらの୪びにはࠊఱらかの

ពを見出すことはできないのだࢁうかࠋ 

まࡌྠࠊࡎᅇᩘのᢿ手ࠊ類ఝする形ᘧのᢿ手がし

てᢿたれるならࠊᢿ手はそのຠᯝをᙉࡵることができる

と考えられるࠋ大ა⚍で㡰ḟにᢿたれる 1㸧の系ิのᢿ

手ࠊ♳年⚍で㡰ḟにᢿたれる 12㸧の系ิのᢿ手はࠊ⧞り

㏉しᢿたれることによりᢿつことのຠᯝをᙉࡵていると

考えられるࠋしかしࠊᮏ✏䛷᳨ウ䛧䛯ᢿ手ᩘの᥎⛣はࠊ

後手ᢿ手を考慮しないならࠊከ䛟䛜ῶᩘ䛾ࣃターンにも

と࡙いておりࠊᢿ手はᚎ々にᩘをῶらしながらᢿ䛯䜜䛶

䛔䜛䚹さらにࠊこのᢿ手のῶᩘの୪びには2ࠊ㸧の系ิࠊ

ཬび �㸧の系ิにおけるᅄ段ᣏと୍段ᣏによるᅖいのよ

うにࠊᣏにおけるῶᩘと⤌み合わされている例もあるࠋ

それらの୪びはࠊされຠᯝをᙉࡵていく形ᘧではな

いࠋῶᩘのࣃターンのうࡕ➹⪅が注目しているのは1ࠊ�㸧

の系ิにおけるᢿ手୕段とᢿ手୍段による⛠၏をᣳࢇだ

この୪びにおいてᢿ手୕段とᢿ手୍段ࠋターンであるࣃ

がᅄ段を形成していることに着目するなら୕ࠕࠊ とࠖいう

段ᩘはࠊᐉ㛗がᣦするように㇟徴的なᩘとしてのព

を見出すよりもࠊᅄ段から୍段を㝖したᩘとして認識す

ターンࣃῶᩘのࠊよࡏれにࡎいࠋきであることになる

の考え᪉はࠊ୧段再ᣏにように2ࠊ のにより作られ

る空間的シン࣓ࣜࢺーをࠊ時系ิに㓄⨨する考え᪉とは

ูのものであるࠋすなわࠊࡕ最ึのᢿ手がษりく瞬間

を作りࠊ後⥆するᢿ手によりࠊこの瞬間が☜かࡵあわれ

ていくࠋῶᩘのࣃターンの᰿ᗏにはࠊたとえ୍㐃のᢿ手

⾜Ⅽのὶれがあってもࠊ最ึのᡴᧁのンࢺࢡࣃが⥔ᣢ

されていくとする認識があると考えることはできないだ

 ࠋうかࢁ
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1�.�. ᢿᡭᩘᘧ✵㛫 

本✏ではࠊᢿ手ᩘにのみ注目したがࡌྠࠊᢿ手ᩘであ

っても୍ࠊேでᢿつかᩘྡでᢿつかࠊ近くで⪺くか㐲く

で⪺くかなどによりࠊពやຠᯝに㐪いを⏕ࡌさࡏるこ

とはࠊ認識しておかなけれࡤならないࠋ本✏で検討した

ᢿ手にもࠊ⪺かれる⨨による⪺こえの㐪いの検討が必

要である例があるࠋ例えࠗࠊࡤᘧ࠘㊶⚀大ა⚍༲᪥で

はࠊⓚኴᏊがᢿ手するのはაẊࠊ以上がᢿ手するの

は大აᐑ༡㛛๓ࠊභ以下のே々がᢿ手するのはᬦ❶・

ಟᘧ୧ᇽの後᪉である�㯮ᓮ 1����れがᢿ手ࡒそれࠋ(�2

する⨨が␗なるたࠊࡵ⪺かれるᢿ手㡢もそれࡒれ␗な

りࠊさらにそれが時間を㏣って変化していく状況が作ら

れていたと考えられるࠋ本✏ではࠊᢿ手ᩘのみを検討し

たがࠊそれはࠊᢿ手㡢の大きさࠊ㧗పࠊᣦ向性ࠊಶูᢿ

手と㞟ᅋᢿ手などのၥ㢟とも関㐃するࠋ本✏の検討はࠊ

これらのၥ㢟にも目を向けさࡏることになるࠋ 

 
 にࡾࢃ࠾ .�1

本ᒃᐉ㛗はࠊᢿ手が自然にしたがって⾜われる作法で

あるとしても୍ࠊ定のไ度のなかでᢿたれなら⛛ᗎをಖ

つきであると㏙たࠋ� ୡ⣖以後のᘧ᭩にはࠊᢿ手

ᩘについてẚ㍑的ヲ⣽にグ㏙されているたࠊࡵᢿ手を

ᅾさࡏたこのไ度の୍➃を▱ることができるࠋしかしࠊ

୍段のᢿ手ᩘなどについては᫂示的なつ๎が▱られてお

らࠊࡎこれまでさまࡊまなゎ㔘がなされてきたࠋそこで、

本✏ではまࡎはᢿ手ᩘについて最大㝈のゎ㔘をチᐜでき

るグ㏙のᯟ⤌みを用ពすることがඛỴであると考えた䚹

もࢇࢁࡕᢿ手はどのᘧ᭩でもྠࡌようにグ㏙されてい

るわけではないࠗࠋ ⓚኴ࠘からࠗすᐑグ࠘に฿るまでのᢿ

手をみてもࠊグ㏙᪉ᘧに変化がみられࠊ時代を㝆るࠗ

ᒣᢒ ࠊ࠘ࠗ Ụ家ḟ➨࠘などではࠊᢿ手ᩘのグ㏙はさらに変

化しているࠋ本✏のᢿ手ᩘの検討はࠊ㝈られたᘧ᭩に

的を⤠ったものではあるが୍ࠊ段のᢿ手ᩘのグ㏙᪉法に

ついてࠊ可能な㝈りのゎ㔘のవᆅをṧすように設定して

いるたࠊࡵᢿ手ᩘの認識に㐪いが⏕ࡌたときの検討にも

ᙺ❧てることができると考えるࠋ時代が変わりᢿ手ᩘや

ᣏのᩘに␗なる認識が⏕ࡌてもࠊᢿ手のᩘの多ᐻにより

♩の㍍重が⾲されることに変わりはないࠋ�ୡ⣖と 1� ୡ

⣖のᢿ手ᩘを対㇟とした本✏の検討がࠊそうしたᢿ手の

ᅾり᪉を再検討するときの手かりになれࡤよいと考え

ているࠋ 

 

ト 

1 ᕝ出Ύᙪはࠗすᐑグ࠘以๓のᢿ手とࠗᒣᢒ࠘以後のᢿ手をศけて考

える必要があるとᣦしている�ᕝ出 1����ࠊなおࠗࠋ(1�2 すᐑグ࠘の

成❧年代ࠗࠊ すᐑグ࠘とࠗᒣᢒ࠘との関ಀについてはࠊᡤຌが検討

している�ᡤ 1����1�1�222� 2��1�1���212,2�2�2�� ࠋ(

2 本✏のᘬ用文はཎ๎としてཎ文の⾲グにᚑっているがࠊ᪂体Ꮠを用い

たࠋ㏉り点はグしていないࠋཎ文にある⿵Ꮠと注㔘をゅᣓᘼで示したࠋ 

後にูᐑに⛣動す⤊ࠊᅄ段ᣏЍ▷手段ᢿЍ୍段ᣏࠖを⧞り㏉しࠕ�

るࠋⲨᮌ⏣�中ᕝ)⤒㞞のࠗ大⚄ᐑᘧゎ࠘にはࠊこのࠕᅄ段ᣏЍ▷手

段ᢿ はࠖ୧段再ᣏとྠ⩏であるとグされている�中ᕝ 1����2�12�ࠋ(

ࠗ大⚄ᐑᘧゎ に࠘ついては後㏙するࠋなおࠊᢿ手 �のࠕ手段 はࠖࠊ

後㏙するࠗṆ⏤࠘᭶例のᢿ手 �� をཧ照するならࠕࠊ▷手段ࠖの┬

␎である可能性があるࠋ 

� ⤒㞞はࠊᢿ手 � とᢿ手 � にඛ❧つᣏについてࠕᅄ度࡙つ度ᣏࡴはࠊ

合てඵ度ᣏなりࠋ手୍➃はᅄを୍段とᡴつなるけれࠊࡤ合てཧᣠ㈖

ᢿと見ࠖࡺ�中ᕝ 1����2�212�21�)と㏙ているࠋこのពについて

は後㏙するࠋ 

� ⤒㞞は1��1ࠊ� のᢿ手とᣏについてࠕࠊጞのᅄ度後のᅄ度合てඵ度ᣏ

なり>͐͐@さて件のᣏ␌れࠊࡤᚚ๓を⨭りてࠊⲨ⚍ᣏᡤにཧるなり

>͐͐@本ᐑにてはඵ度ᣏඵᖹ手୧➃なれどࠊⲨ⚍にてはᅄ度のᣏ▷手

なり �ࠖ中ᕝ 1����2�2��)と㏙ているࠋまたࠊ┤後の 2�の後手に

ついて㡰ḟᢿたれていた可能性を示唆している�中ᕝ 1����2�ࠋ(��2

ణしࠊ本✏の㦵⤌みにはࠊཎ文に᭩かれたままをグしたࠋ 

� ⤒㞞はࠊᘬ用文中のࠕṇẊࠖはูࠕᐑ�Ⲩ⚍ᐑ)ࠖのことであると㏙

ている�中ᕝ 1����2�2�� ࠋ(

� ⤒㞞はࠊこの再ᣏについてࠕࠊ再は上のᅄ段ᣏにࡴかいࡩなれࠊࡤ

ཪ๓のࡈとくᅄ段ᣏዊるしࠋす合ࡏඵ度ᣏなりࠋ>再ᣏとあるをࠊ

ただ例の再ᣏとおもࡩはࡦが事なりࠊよくよみࡩし@ࠖ�中ᕝ 

1����2�2��)と㏙ているࠋ 

� ⤒㞞は᭶例とභ᭶例における▷手のこの㐪いを認識しておりࠕࠊභ

᭶例によりてかく⿵ࡦ見るしࠖ�中ᕝ 1����2����)と㏙ているࠋ 

� ⩌᭩類ᚑ本にはࠊ⥆けてࠕཪ᭦ᅄ段ᣏዊᘭඵ開手ᢿࠋḟ▷手୍段ᢿᘭࠋ

ḟ୍段ᣏዊࠖࠋ㸦⥆⩌᭩類ᚑ成 1�2����㸧の 2� Ꮠがᤄ入されてい

るࠋ⚄㐨体系本はࠊこのᤄ入がグ㏙の重」であるとの見ゎを示してい

るࠋなおࠊ⩌᭩類ᚑ本をཧ照したと考えられる㕥ᮌ重⬍はࠊこの⟠ᡤ

についてྠࠕᖒ⚄ა⚍� ᭶例)ᲄには度なるに合ࡏてᛮࡩにࠊṈ

のཪ᭦の内୍は⾝
あま

れるなンࡵりࠖ�㕥ᮌ 1������,111)と㏙ているࠋ 

1� す本はࠊ注に>ㅖⶽ入朝⪅ࠊ不レᢿレ手ࠊ⩌⮧ྠஅ@とあることな

どからࠊእᅜᐈの᮶朝時には୧段再ᣏ・ᢿ手はࡵられた可能性が

あると㏙ている�す本 1���� ࠋ(1�2

11 ୕Ꮿᮁによるとࠊ⚄はᖹ㔝♫の⚄⫋ではなくࠊ⚄♲ᐁேである

㸦୕Ꮿ 1���㸸��㸧 

12ࠗ ᘧ࠘には手ᢿᏊをពするᢿ手がグされているࠋ例えࠊࡤ㊶⚀大

ა⚍༲᪥ののᮎᑿの୍節にࠊⓚኴᏊ以下ᢿ手ࠕ㑄ᚚᇶṇẊࠊ

୍ዴᝆ⣖ࠊⓚኴᏊ以下ᢿ手ཬᅜᰨ等ዌྂ㢼等事ྠࠊᐥ୍้౪ᇶᚚ

�Ώ㑔 1�進㏥ዴᝆ⣖ࠊ⮃�����)ࠖとあるがࠊኳⓚがṇẊに㑄ᚚした

あとࠊⓚኴᏊ以下によりᢿたれるこのᢿ手は手ᢿᏊであるࠋ本✏はこ

れらのᢿ手を対㇟としていないࠋ 

1� ヂ注᪥本ྐᩱᘏ႐ᘧにはࠕ⚄部の୍ேがఱらかの合ᅗをしࠊ以下

୍ྠがᥞってᡤ定のᢿ手をするࠖとある�ᑿ 2���� ࠋ(�11

1� 㕥ᮌ重⬍のࠕᘏ႐ᘧ⚃モㅮ⩏ࠖにはࠊ⾗ᐁ以下とඹにᢿたれる 1��

のඵ開手と1�� の▷手についてᩪࠕ⋤は候Ẋの内よりඹにᣏዊ⤥ࡩஓࠖ

とある�㕥ᮌ 1���� ࠋ(211

1� 䛄ᘏ႐ᘧ に࠘はこのにも手ᢿᏊとみられるᢿ手がみられるࠋ例えࠊࡤ

ᕳ༑୍ኴᨻᐁのᘯᘏ大აの条にྜྷࠕ㔝ᅜᰨዌྂ㢼ࠊᝆ⣖ᅜྖᘬḷே

ዌᅜ㢼ࠊㄒ部ዌྂモࠊ⩌ᐁ入ᢿ手ࠖ�ᑿ 1��1����)とみえるのは手

ᢿᏊであるࠋまたࠊᕳ༑ඵර部の㞙ேྖにࠕซ㊶⚀大ა᪥ ͐ ᝆ⣖
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入ᐁேᖼᙎ⍆྿➜ᧁⓒᏊᢿ手ḷൺே等>ᙎ⍆ேࠊ྿➜୍ேࠊᧁⓒᏊ

ᅄேࠊᢿ手ேࠊḷே, ൺே@ᚑ⯆♩㛛ཧ入ᚚᅾᡤᒊእࠊ向❧

ዌ㢼ḷ⯙ࠋᇶ入Ṉࠖ�ᑿ 1����2��)とあるのも手ᢿᏊであ

るࠋ 

1� ᖹ㔝⚍はᨾ実ྀ᭩本のᜏ例༑୍᭶にはみられない�ᨾ実ྀ᭩⦅㞟部 

1� ࠋ(�2

1� ⚄㐨体系本にはࠕ後ᢿ手୍段 ཬびᨾ実ྀ᭩本ࠊᑛ⤒㛶文ᗜᕳᏊ本ࠊࠖ

にはࠕᢿ後手୍段ࠖとある�๓⏣⫱ᚨᑛ⤒㛶文ᗜ 1����2�11�, ᨾ実

ྀ᭩⦅㞟部 1��2�1� ࠋᢿ後手୍段ࠖとしたࠕ本✏ではࠋ(�21

1� ᑛ⤒㛶文ᗜᕳᏊ本ཬびᨾ実ྀ᭩本にはࠕೖ⯙ࠖとある�๓⏣⫱ᚨᑛ

⤒㛶文ᗜ 1����2�11�,ᨾ実ྀ᭩⦅㞟部 1��2�1�21� ࠋ(

1� ⚄㐨体系本にはࠕ⋤ཀᕬ下 ᑛ⤒㛶文ᗜᕳᏊ本ཬびᨾ実ྀ᭩本にはࠊࠖ

ཀᕬ上⋥ࠕ とࠖある�๓⏣⫱ᚨᑛ⤒㛶文ᗜ 1������2�, ᨾ実ྀ᭩⦅㞟

部 1��2�2� ࠋ(��1

2� ⾲ 2の上 2⾜ཧ照ࠋ 

21 ୕Ꮿのࠕᖹ㔝⚍のᇶ♏的考察ࠖにある⾲ 1�୕Ꮿ 1���������)からࠊ

ࠗᘧ࠘��1)とࠗすᐑグ࠘�121)との対応ࠗࠊ ᘧ࠘��2)とࠗᘏ႐ᘧ࠘

�11�)ཬびࠗすᐑグ࠘�122)との対応ࠗࠊ ᘧ࠘���,��)とࠗすᐑグ࠘

�12�,12�)との対応がㄞみྲྀれるがࠊ本✏ではそれࡒれู々のᢿ手と

認識するࠋ 

22 例えࠊࡤᐦᩍのಟ⾜の୍つであるᢿᤸでは � 度୧手をᢿつࠋ最ึの

2 度は㍍くᤸを合わࡏ㸪�度目は㡢を発してᢿつࠋ 

2� 䛄ⓚኴ࠘の注㔘は⤒㞞のࠗ大⚄ᐑᘧゎ࠘が၏୍であるࠋなおࠊ⤒

㞞はࠗ㨯ᚿೖேఏ࠘の⦡手にもゝཬしておりࠕ手をᢿはᚚᅜのྂ㢼に

てࠊ>␗ᅜにもこれを▱てࠊ㞟㡩ࠊ今ೖேᣏ以୧手୍ࠊྂஅ㑇法ࠊ

と見ࡺ@そのᩘをかにかくに定ࡴるは事々ไ法を❧し後の事なり�中

ᕝ 1����1����, ▮向 2�21��1��2)ࠖと㏙ているࠋ 

2� ⤒㞞のこのẚ例関ಀの認識のᣐりᡤとなるものをࠊᘧ᭩から時代

を㝆らないྐᩱに᥈るならࠗࠊ中እᢒ࠘上 �� にࠊ大中⮧近௰

�1����11��)の見ゎとしてࠕࠊ♾候大Ẋᚚ๓ࠋ௮பࠊዊᣏఀໃ事をඛ年

ၥぶ௰朝⮧அ家⏦பࠊ再ᣏ୧段ᖼඵ度ப々ࠋ年᮶用Ṉ �ࠖ後⸨・

ụ上・ᒣ᰿ 1����2��,���)とグされている୍節をᣲげることができるࠋ

再ᣏ୧段とともにᢿ手 � ᅇをᢿつと㏙られているࠋ⸨᳃㤾のࠕ୧段

再ᣏᑠ考ࠖ�⸨᳃ 2����12��12�)にはࠊこのグ㏙をᢿ手ᩘの検討に౪

するきと㏙られているがࠗࠊ中እᢒ は࠘ 12 ୡ⣖のྐᩱであるたࠊࡵ

本✏のᢿ手ᩘの検討ではཧ照するにとどࡵているࠋ 

2� 䛄ⓚኴ⚄ᐑ年中⾜事 は࠘建ஂ୕年�11�2)におけるⓚኴ⚄ᐑᶒ⚲ᐅⲨᮌ

⏣ᛅ௰の㘓をᐶṇ年�1���)にⲨᮌ⏣Ặ⤒が改ゞ⿵㊊したもので

あるࠋᏲⰋにᘬ用された⟠ᡤはࠊ� ᭶ 1� ᪥ᩪ内ぶ⋤ཧᐑのḟ➨にお

ける୍節である�⬌㯞㭯・すᓥ 1�����1� ࠋ(

2� ༙ゅࢵࣛࢫシュはどれかが用いられることを示すࠋ 

2� >1��@は 1 ᅇ2ࠊ ᅇࠊ� ᅇࠊ� ᅇࠊ� ᅇࠊ� ᅇࠊ� ᅇࠊ� ᅇの可能性が

あることをពするࠋ  

2� もう୍例ຍえるならࠊ本✏では物のཷけΏしにᢿたれるᢿ手をྲྀり

上げたがࠊ後代にはࠊ物のཷΏしにおいてࠊΏすഃとཷྲྀるഃが㡰ḟ

にᤸをᢿつことがあるࠋ例えࠊࡤ᫂ 2 年�1���)⸨ཎᐉ㝯・㈡ⱱ⤒

㜀ࠗ⚍␎ るときのᢿ手とࡡがᖯを᮰⚍ࠊᡞのḟ➨ࠖには♺ࠕ࠘

してࠕࠊே々ࣀᣢタルᖯࣤྲྀࣜࢶ୍ࠊニ᮰ࢸࣜ⫣ࠊࢸࢿモᐉシࠊ時

ニࠊࣁ手୍ࣤࢶᢿࠊࣜྲྀࢸΏシࢸモ手ࣤᢿࣜࢼࢶ �ࠖ⸨ཎ・㈡ⱱ 1����ࠊ(2

ࢳコレモ手ࣤᢿࣁモᐅシ͐͐時ニࢸΏシ部⚄ࠊࢸ㯞ࣤⓙᣢ᮶ࣜࠕ

ࠊモ୍ࢸΏシタル᪉ニࠊࣂレྲྀཷࢸ ࣜࢼࢶᢿࢶ �ࠖ⸨ཎ・㈡ⱱ 1�����)

とグされているࠋ 

2� 後出 1��2 の 2㸧�㸧もཧ照ࠋ 

�� 後出 1��� の �㸧をཧ照ࠋ 

�1 このたࡵᢿ手 1�� は⾲ 2にᫎさࡏていないࠋ 

�2 ୧段再ᣏと୍ᣏによりᅖࡴかたࡕのඵ開手を後代に᥈るならࠗࠊ⚍

␎࠘の例が⯆῝いࠋ⚄๓ḟ➨には୍ࠕᣏシ>͐͐@再ᣏ୧段シࠊ中

ࠊモࣤྲྀ出シ୍⚃ࣀ ᣏシࢸコレࣤㄞミ୍ࢸࣜ❴ࠊᣏシ>͐͐@再ᣏ୧段

シ>͐͐@ඵ開手ࣤᢿࢳ>͐͐@୍ᣏシࠖの㡰でඵ開手をᢿつ�⸨ཎ・㈡

ⱱ 1����ࠊ㕂ጞ⚍にもࠊ㑄ᐑࠊ⚍ᐑᆅ㙠ㅰࠊ➨ᡞのḟ♺ࠊ᭩のྠࠋ(�

再ᣏ୧段Ѝ⚃モЍ再ᣏ୧段Ѝඵ開手Ѝ୍ᣏࠕ のࠖ㡰がみられる�⸨ཎ・

㈡ⱱ 1���� ࠋ(�2,�,�,1�,1

�� なおࠊ�㸧における後手୍段はࠊこのᅄ段ᣏЍ୍段ᣏᅖいのእഃにあ

ると認識できるࠋ⤒㞞のࠕጞにࡴかて後手といࡩ㸦ࠖ中ᕝ 1����2�1��㸧

の文はࠊ後手୍段が �㸧の系ิからはࡎれたᢿ手であることを示唆し

ているࠋ 
�� � をཧ照ࠋ 

�� 䛄ⓚኴ භ࠘᭶例の 1��2� では1ࠊ� の▷手段ᢿと後⥆する୍段ᣏがࠊ

⧞り㏉されているࠗࠋ ⓚኴ࠘᭶例の 2���� ではูࠊᐑにおけるᅄ段

ᣏの後の 2� の▷手がࠊ▷手段ではなくࠊ▷手୍段であるࠋまたࠊ

ࠗṆ⏤ භ࠘・᭶例������,����2)ではࠗࠊ ⓚኴ භ࠘・᭶例のようにࠊ

┤の時はすࡄに後手୍段をᢿたࠊࡎ▷手をࠊ▷手段Ѝ▷手段Ѝ

▷手段のように㡰ḟにᢿってからࠊ後手୍段をᢿつࠋ 

�� なおࠗࠊ ⓚኴ࠘には୧段再ᣏの⾲グはみられࡎᅄ段ᣏのみがあるࠋ 

�� 䛄Ụḟ➨ᢒ࠘᭶᪥⚍にࠕࠊ今ㄞ㋟出⏦㏉⚃ᖌ྇手上ཀ୕度

大⮧以下応அすᐑப⚃モ再ᣏ୧段ᢿ手ᅄ度今ᣨすᐑㅝ再ᣏ୧段ᖌ

作法ṃ �ࠖ⥆⩌᭩類ᚑ成 1�������)とみえるࠋᘬ用文中にࠕ㏉⚃䛃

とあるがࠊᕝ出Ύᙪによるとࠊᢿ手୕度はに手をᢿࡕ合わࡏる㏉

⚃モ�合ᢿ手)をពする�ᕝ出 1���� ࠋ(��1�2,1���1

�� �� をཧ照ࠋ  

�� ⾲ 2ではࠊ階ᒙ化されている系ิの୪びにはᣓᘼでそれを示したࠋ

またࠊ可能なゎ㔘をルࢺࢵ࣋ࣇで示したࠋ 

�� 後手のゎ㔘についてはࠕኳの㏫手㸸ྂ事グのᅜㆡりに現われた手ᢿ

 ࠋ(�▮向 2�1�の検討ࠖでもゝཬしたࡕ

�1 ఀໃ⚄ᐑではࠊඵ開手のᢿࡕ᪉はさまࡊまみられるがࠊ⥆けࡊまに

ᢿつのではなくࠊ�ᅇ㏿ࡵにᢿったあとࠊ間を⨨いてࠊ再び � ᅇ㏿ࡵ

にᢿたれているࠋ 
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芸術工学研究
投稿要領／論文ひな形



『芸術工学研究』九州大学大学院芸術工学研究院紀要
投稿要領
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ྩ �  � ݄21一部վ正

1．	 投稿者
1-1．	投稿者（共著の場合少なくとも 1名）は、本研究院の教職員（学術研究員、教務・技術・事務職員を

含む）、訪問研究員 i、本学府学生、本学の客員教員、非常勤講師および紀要編集ワーキンググループ	
（以下「ワーキンググループ」という。）が依頼した者とする。ただし、本学府学生の場合、博士後期
課程の学生は投稿に際し指導教員の同意を必要とする。また、修士課程の学生は、本研究院の教職員
との連名の場合のみ、投稿を許可される。

1-2．	原則として、一人の投稿者に許可される投稿数は、単名もしくは連名第一著者としての投稿数は１編
以内とする。ただし連名の場合であっても第一著者でない場合の投稿数は制限しない。

2.	 掲載記事および記事の区分
掲載記事は、英文あるいは和文で書かれた未発表のもの（口頭発表を除く）とし、性質により、以下のよう
に区分する。投稿原稿が以下のいずれであるかについては、投稿者の意思を確認の上、ワーキンググループ
が決定する。
2-1.	 研究論文
	 研究論文は、独創的な結果、考察あるいは結論等を含むもので、学術的・社会的発展に寄与するもの

とする。
2-2.	 作品（または、「作品解説」）
	 作品（演奏・上演等も含む）に関する紹介と解説とする。解説の中には、制作の背景と目的、独創性、

意義などに関する説明が求められる。
2-3.	 評論
	 評論等は、学説、著作および作品・演奏その他に関する論評および科学的技術的あるいは社会的文化

的事柄に関する論評とする。
2-4.	 研究報告
	 研究報告は、研究論文に準じる研究成果を含むが、論文と同等の完結を要求されない自由度を有する

形態のものとする。
2-5.	 資料
	 資料は、公開することが学術的・社会的に意味のある実験記録、調査記録、教育記録、その他研究・

教育資料とする。
2-6.	 その他
	 上記のひとつに明確に区分されない事項とする。

3.		 掲載記事 1編の長さ
	図表、英文アブストラクト、その他を含めて、原則として、刷り上り 20 ページ以内とする。超過ページお
よびカラーページの出版経費は、原則として、投稿者の負担とする。

4.	 原稿の書式等
作成にあたっては、別紙の「原稿作成・投稿要領」を参照し、所定の書式に従うこととする。
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5.	 投稿原稿の受付日および受理日について
5-1.	 ワーキンググループが投稿者から原稿を受け付けた日を当該原稿の受付日とする。
5-2.	 投稿原稿の採否は、査読の結果に基づいてワーキンググループが決定する。ワーキンググループは原

稿の訂正を求めることができる。またワーキンググループは、必要に応じて、投稿者に原稿内容の修
正を求めることができる。

5-3.	 査読は、査読規定によって行われ、その結果についてはワーキンググループが責任を持つ。
5-4.	 本誌に掲載された記事についての責任は著者が負う。
5-5.	 ワーキンググループにおいて論文の採択を決定した日を当該原稿の受理日とする。

6.	 紀要の掲載順序は以下の順とする
6-1.	 研究論文、作品、評論、研究報告、資料、その他の順で配列する。
6-2.	 英文記事から和文記事の順に配列する。
6-3.	 デザイン人間科学、コミュニケーションデザイン科学、環境・遺産デザイン、コンテンツ・クリエーティ

ブデザイン、デザインストラテジーの各部門順とする。
6-4.	 原稿受付け年月日の順に配列する。
6-5.	 ワーキンググループによる企画記事等は、ワーキンググループが掲載場所を決定する。

7.	 別刷り
投稿記事の別刷りは、1編につき 10 部までを無償とし、これを超えるものについては投稿者の負担とする。

8.	 原稿の取り下げ
原稿を取り下げたい場合は、著者全員が署名・捺印をした理由書を、速やかにワーキンググループ長に提出
する。ただし、採択後の取り下げは認めない。一度取り下げた論文の再投稿は、すべて新原稿としての投稿
となる。

9.	 著作権
9-1.	 2 条で挙げた研究論文等の著作権は、その投稿者が保持する。
9-2.	 研究論文等の投稿者は、芸術工学研究院に対して、あらゆる利用行為を許諾する。ただし、この許諾は、

投稿者の著作者人格権に影響を及ぼすものではない。
9-3.	 前項の許諾は、投稿が受理された時点で行なわれたものとし、不採択とされた場合は、その決定の時

点で撤回されたものとする。
9-4.	 研究論文等における既存の著作物の利用（引用・転載等）に関し権利者との間に生じた紛争については、

投稿者がその任に当たる。

10．	 九州大学学術情報リポジトリへの登録
紀要に掲載された研究論文等は、投稿者の承諾を経て、九州大学学術情報リポジトリに登録する。

―
ｉ　一訪問期間が少なくとも一年であり、本研究院での研究期間が半年以上経過している方
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「芸術工学研究」原稿作成・投稿要領

ฏ2111݄19੍ఆɺฏ2211݄�0一部վ正ɺ 
ฏ29 � ݄ 1 一部վ正ɺྩ 2 12݄1�一部վ正

本文書式
・投稿原稿、著者版下はテンプレートファイルを使用して作成する。

図版
・画像、表などの線画等、全ての図版データを、著者が各自で版下原稿本文内にレイアウトする。

投稿時の提出形式・方法	
下記①②を管理棟 1Ｆの紀要編集ワーキンググループのメールボックス（下記住所へ郵送も可）に提出すると同時
に、①③の電子データを紀要編集ワーキンググループのメールアドレス宛（kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp）に
送信すること。
なお、共著者及び指導教員（学術研究員または学生の場合）のメールアドレスをCCに入力して送信すること。
	
①	投稿添付用紙	
②	A4 サイズ用紙に出力した版下原稿ハードコピー 3部
・カラー印刷希望の場合にのみカラーで出力すること。
・1部にのみ著者の名前を入れ、他の 2部には著者の名前を入れないこと。

③	版下原稿 PDFファイル
・著者の名前と所属が入ったファイルとそれらを抜いたファイル（2 種類）

問い合わせ	
九州大学大学院芸術工学研究院　紀要編集ワーキンググループ
〒815-8540	福岡県福岡市南区塩原 4-9 -1
kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp
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「芸術工学研究」論文ひな形
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